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Ⅰ．情報公開制度の運用状況 

 

１．情報公開の請求 

 

⑴ 処理状況 

平成２７年度の情報公開請求は、９５件ありました。 

情報公開請求に対する処理状況を見ると、全部公開が３７件、部分公開が４５件、非公開が２

件、公文書不存在が１０件、取下げが１件で、公開率は９７．６％でした。 

 

表１ 情報公開請求処理状況 

区 分 平成２７年度 平成２６年度  

(注) 公開率＝（全部公開件数＋部分公開件数） 

÷（請求件数－取下げ等）×１００ 

 

※ 取下げ等とは、不存在、取下げ、却下

の合計件数です。 

請 求 者 数 ７９人 ９３人 

請 求 件 数 ９５件 １２７件 

処 

 

理 

 

状 

 

況 

全部公開 ３７件 ５０件 

部分公開 ４５件 ４３件 

非 公 開 ２件 ―件 

不 存 在 １０件 ３３件 

取 下 げ １件 ―件 

却 下 ―件 １件 

公 開 率 ９７．６％ １００％ 

不 服 申 立 て ―件 ―件 

 

⑵ 実施機関別請求状況 

実施機関別の請求状況は、市長に対するものが８１件（土木部１４件、福祉部９件など）、教

育委員会に対するものが７件、上下水道事業管理者に対するものが６件（水道部２件、下水道部

４件）などでした。 
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表２ 実施機関別請求件数                                                        （単位：件） 

実 施 機 関 名 請求件数 
処 理 状 況 

全部公開 部分公開 非 公 開 不 存 在 取 下 げ 却 下 

市

長 

行 政 改 革 部 ― ― ― ― ― ― ― 

政 策 企 画 部 ６ ２ ３ ― １ ― ― 

市 民 安 全 部 ５ ４ １ ― ― ― ― 

総 務 部 ７ ３ ３ ― １ ― ― 

財 務 部 ６ ３ ２ ― １ ― ― 

地 域 振 興 部 ５ ２ ３ ― ― ― ― 

健 康 部 ５ ２ ３ ― ― ― ― 

福 祉 部 ９ １ ８ ― ― ― ― 

子 ど も 青 少 年 部 ６ ４ １ ― １ ― ― 

環 境 保 全 部 ５ ― ３ ２ ― ― ― 

環 境 事 業 部 １ ― １ ― ― ― ― 

都 市 整 備 部 ９ ３ ６ ― ― ― ― 

土 木 部 １４ ５ ５ ― ３ １ ― 

公 共 施 設 部 ３ ２ ― ― １ ― ― 

会 計 課 ― ― ― ― ― ― ― 

市 立病院事務局 ― 

 
― ― ― ― ― ― 

小      計 ８１ ３１ ３９ ２ ８ １ ― 

教
育
委
員
会 

管 理 部 ― ― ― ― ― ― ― 

学 校 教 育 部 ６ ６ ― ― ― ― ― 

社 会 教 育 部 １ ― １ 

 
― ― ― ― 

小      計 ７ 

 

 

６ １ ― ― ― ― 

選 挙 管 理 委 員 会 ― ― ― ― ― ― ― 

公 平 委 員 会 ― ― ― ― ― ― ― 

監 査 委 員 ― ― ― ― ― ― ― 

農 業 委 員 会 ― ― ― ― ― ― ― 

固定資産評価審査委員会 ― ― ― ― ― ― ― 

上
下
水
道
事

業
管
理
者 

水 道 部 ２ ― １ ― １ ― ― 

下 水 道 部 ４ ― ３ ― １ ― ― 

小      計 ６ ― ４ ― ２ ― ― 

病 院 事 業 管 理 者 １ ― １ ― ― ― ― 

議 会 ― ― ― ― ― ― ― 

合      計 ９５ ３７ ４５ ２ １０ １ ― 
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⑶ 部分公開、非公開の適用条項 

部分公開及び非公開と決定したものについて、非公開部分の理由として適用した条項の内訳は、

条例第６条第１号の個人に関する情報が３１件、同条第２号の法令秘情報が１件、同条第３号の

法人等に関する情報が２７件、同条第６号の意思形成過程情報が３件、同条第７号の事務事業執

行過程情報が１５件でした。 

 

表３ 部分公開、非公開の適用条項                                                （単位：件） 

区 分 平成２７年度 平成２６年度 

請 求 件 数 ９５ １２７ 

部 分 公 開 及 び 非 公 開 件 数 ４７ ４３ 

条例第６条第１号 個 人 に 関 す る 情 報 ３１ ２６ 

第２号 法 令 秘 情 報 １ １ 

第３号 法 人 等 に 関 す る 情 報 ２７ １３ 

第４号 国 等 と の 協 力 関 係 情 報 ― ― 

第５号 任 意 提 供 情 報 ― ― 

第６号 意 思 形 成 過 程 情 報 ３ ― 

第７号 事 務 事 業 執 行 過 程 情 報 １５ １５ 

第８号 公共の安全と秩序の維持に関する情報 ― ― 

(注) １件の中に適用条項が複数存在するものは、それぞれの欄に計上しています。 

 

⑷ 請求者の内訳 

請求者の内訳は、市内に住所を有する者が６８人、市内に事務所又は事業所を有する個人及び

法人その他の団体が７人、市内の事務所又は事業所に勤務する者が２人、市税の納税義務を有す

る者が１人、実施機関が行う事務事業に利害関係を有するものが１人でした。 

 

表４ 請求者の内訳                                                              （単位：人） 

区 分 平成２７年度 平成２６年度 

市内に住所を有する者 ６８ ８７ 

市内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体 ７ ５ 

市内の事務所又は事業所に勤務する者 ２ １ 

市内の学校に在学する者 ― ― 

市税の納税義務を有する者 １ ― 

実施機関が行う事務事業に利害関係を有するもの １ ― 

合 計 ７９ ９３ 
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⑸ 実施の方法 

公開及び部分公開と決定したものの公開方法は、閲覧のみが４件、閲覧及び写しの交付が５件、

写しの交付のみが７０件でした。 

なお、情報公開請求の場合、手数料は無料ですが、写しの交付に係る費用については、請求者

の負担となります。 

 

表５ 実施の方法 

区 分 平成２７年度 平成２６年度 

閲 覧 の み ４件 ―件 

閲覧及び写しの交付 ５件 １件 

写 し の 交 付 の み       ７０件       ９２件 

  （注）請求者の都合による写しの交付のみの未実施が、平成２７年度に３件あります。 

 

２．情報公開の申出（任意的な公開） 

 

⑴ 処理状況 

平成２７年度の情報公開申出は、７２件ありました。 

情報公開申出に対する処理状況を見ると、全部公開が４５件、部分公開が２６件、公文書不存

在が１件、公開率は１００％でした。 

 

表６ 情報公開申出処理状況 

区 分 平成２７年度 平成２６年度  

(注) 公開率＝（全部公開件数＋部分公開件数） 

÷（申出件数－取下げ等）×１００ 

 

※ 取下げ等とは、不存在、取下げ、却下

の合計件数です。 

 

申 出 者 数 ５３人 ４１人 

申 出 件 数 ７２件 ５４件 

処 

 

理 

 

状 

 

況 

全 部 公 開 ４５件 ３６件 

部 分 公 開 ２６件 １７件 

非 公 開 ―件 ―件 

不 存 在 １件 ―件 

取 下 げ ―件 １件 

却 下 ―件 ―件 

公 開 率 １００％ １００％ 
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⑵  実施機関別申出状況 

実施機関別の申出状況は、市長に対するものが６１件、教育委員会に対するものが２件、上下

水道事業管理者に対するものが６件などでした。 

 

表７ 実施機関別申出件数                                                        （単位：件） 

実 施 機 関 名 申出件数 
処 理 状 況 

全部公開 部分公開 非 公 開 不 存 在 取 下 げ 却 下 

市

長 

政 策 企 画 部 １ １ ― ― ― ― ― 

市 民 安 全 部 ５ ４ １ ― ― ― ― 

総 務 部 １ １ ― ― ― ― ― 

財 務 部 ２ １ １ ― ― ― ― 

地 域 振 興 部 ２ １ １ ― ― ― ― 

健 康 部 ２ ２ ― ― ― ― ― 

福 祉 部 １ ― １ ― ― ― ― 

子 ども 青少年部 ４ ４ ― ― ― ― ― 

環 境 保 全 部 １０ ４ ５ ― １ ― ― 

環 境 事 業 部 １ ― １ ― ― ― ― 

都 市 整 備 部 １９ １６ ３ ― ― ― ― 

土 木 部 ６ ２ ４ ― ― ― ― 

公 共 施 設 部 ７ ４ ３ ― ― ― ― 

小      計 ６１ ４０ ２０ ― １ ― ― 

教

育 

委

員

会 

管 理 部 １ １ ― ― ― ― ― 

学 校 教 育 部 １ １ ― ― ― ― ― 

社 会 教 育 部 ― ― ― ― ― ― ― 

小     計 ２ ２ ― ― ― ― ― 

上
下
水
道
事

業
管
理
者 

水 道 部 １ １ ― ― ― ― ― 

下 水 道 部 ５ ― ５ ― ― ― ― 

小     計 ６ １ ５ ― ― ― ― 

病 院 事 業 管 理 者 ３ ２ １     

合      計 ７２ ４５ ２６ ― １ ― ― 

(注) 申出のあった実施機関（部）のみ掲載しています。 
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⑶  実施の方法 

公開及び部分公開と回答したものの公開方法は、写しの交付のみで７１件でした。 

なお、情報公開申出の場合、手数料として１件３００円を徴収しています。また、写しの交付

に係る費用については、申出者の負担となります。 

 

表８ 実施の方法 

区 分 平成２７年度 平成２６年度 

閲 覧 の み ―件 ―件 

閲覧及び写しの交付 ―件 ―件 

写 し の 交 付 の み  ７１件 ５２件 

 （注）申出者の都合による未実施が、平成２６年度に１件あります。 

 

－6－



Ⅱ－１．個人情報保護制度の運用状況 

 

１．自己情報開示等の請求 

 

⑴  処理状況 

平成２７年度の自己情報開示等請求は９２件あり、全て開示請求で、訂正、削除及び目的外利

用等中止の請求はありませんでした。 

自己情報開示請求に対する処理状況を見ると、全部開示が５９件、部分開示が２２件、非開示

が３件、不存在が５件、取下げが３件で、開示率は９６.４％でした。 

 

表９ 自己情報開示等請求処理状況 

区 分 
平成２７年度 平成２６年度  

(注)１ 自己情報訂正請求、自己情報削除請求

及び自己情報目的外利用等中止請求の欄

は省略しています。 

 

 

(注)２ 開示率＝(全部開示件数＋部分開示件数) 

÷(請求件数－取下げ等)×１００ 

 

※ 取下げ等とは、不存在、取下げ、

却下の合計件数です。 

自己情報開示請求 自己情報開示請求 

請 求 者 数 ７３人 ６４人 

請 求 件 数 ９２件 ７９件 

処 

 

理 

 

状 

 

況 

全部開示 ５９件 ４５件 

部分開示 ２２件 ２４件 

非 開 示 ３件 ―件 

不 存 在 ５件 ８件 

取 下 げ ３件 ２件 

却 下 ―件 ―件 

開 示 率 ９６.４％ １００％ 

不 服 申 立 て ３件 １件 

 

⑵  実施機関別請求状況 

実施機関別の請求状況は、市長に対するものが７６件（財務部３７件、市民安全部１９件、福

祉部９件など）、教育委員会に対するものが８件、固定資産評価審査委員会に対するものが７件

などでした。 
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表１０ 実施機関別請求件数                                                      （単位：件） 

 

 
請求件数 

処 理 状 況 

全部開示 部分開示 非 開 示 不 存 在 取 下 げ 却 下 

市  
 
 

長 

政 策 企 画 部 １ ― ― １ ― ― ― 

市 民 安 全 部 １９ ３ １３ ２ ― １ ― 

総 務 部 ― ― ― ― ― ― ― 

財 務 部 ３７ ３４ １ ― 1 １ ― 

健 康 部 ６ ４ ２ ― ― ― ― 

福 祉 部 ９ ７ １ ― ― １ ― 

子 ども 青少年部 ３ ２ １ ― ― ― ― 

都 市 整 備 部 １ １ ― ― ― ― ― 

小      計 ７６ ５１ １８ ３ １ ３ ― 
教

育 

委

員
会 学 校 教 育 部 ８ ２ ３ ― ３ ― ― 

固定資産評価審査委員会 ７ ５ １ ― １ ― ― 

上

下 

水

道 

事

業 

管
理
者 水 道 部 ― ― ― ― ― ― ― 

監 査 委 員 １ １ ― ― ― ― ― 

合      計 ９２ ５９ ２２ ３ ５ ３ ― 

(注) 請求のあった実施機関（部）のみ掲載しています。 

 

⑶  部分開示、非開示の適用条項 

部分開示及び非開示と決定したものについて、非開示部分の理由として適用した条項の内訳は、

条例第１６条第２項第２号の個人の評価、判定、診断等に関する情報が４件、同項第３号の事務

事業の適正かつ公正な執行に著しい支障を及ぼすおそれのある情報が４件、同項第４号の本人以

外のものに関する情報が２２件でした。 

 

表１１ 部分開示、非開示の適用条項                                              （単位：件） 

区 分 平成２７年度 平成２６年度 

請 求 件 数 ９２ ７９ 

部 分 開 示 及 び 非 開 示 件 数 ２５ ２４ 

条例第１６条第２項第１号 法令等の規定によるもの ― １ 

第２号 個人の評価､判定､診断等に関する情報 ４ １ 

第３号 
事務事業の適正かつ公正な執行に著しい 

支障を及ぼすおそれのある情報 
４ ２ 

第４号 本人以外のものに関する情報 ２２ ２３ 

第５号 審議会の意見を聴いたもの ― ― 

(注) １件の中に適用条項が複数存在するものは、それぞれの欄に計上しています。 
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⑷  実施の方法 

開示及び部分開示と決定したものの開示方法は、閲覧のみが１件、閲覧及び写しの交付が１９

件、写しの交付のみが６０件でした。 

なお、自己情報開示請求の場合、手数料は無料ですが、写しの交付に係る費用については、請

求者の負担となります。 

   

表１２ 実施の方法 

区 分 平成２７年度 平成２６年度 

閲 覧 の み １件 ４件 

閲覧及び写しの交付 １９件 ２件 

写 し の 交 付 の み ６０件 ６３件 

（注） 請求者の都合による未実施が、平成２７年度に１件あります。 

 

 

２．個人情報ファイル 

 

⑴ 届出状況 

各実施機関が作成した個人情報ファイルは、平成２８年３月３１日現在、１１１２件あります。 

実施機関別の届出状況は、市長が８４１件（福祉部１９３件、健康部１６４件、市民安全部   

１２８件、財務部１０１件など）、教育委員会が１２０件（学校教育部１０１件、社会教育部１

４件など）、選挙管理委員会が９件、農業委員会が１３件、上下水道事業管理者が７２件、病院

事業管理者が５５件、議会が２件です。 
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表１３ 実施機関別届出件数                              （平成２８年３月３１日現在、単位：件） 

実 施 機 関 名 届 出 件 数 実 施 機 関 名 届 出 件 数 

⑴ 
 
 
  
 
 
 

市 
 
 
 
 
 
 
 
 

長 

行 政 改 革 部     １ ⑶ 選 挙 管 理 委 員 会        ９ 

市 民 安 全 部 １２８ ⑷ 公 平 委 員 会        － 

政 策 企 画 部 １３ ⑸ 監 査 委 員        － 

総 務 部 ４ ⑹ 農 業 委 員 会 １３ 

財 務 部 １０１ ⑺ 固定資産評価審査委員会        － 

地 域 振 興 部 ２５ ⑻
上
下
水

道
事
業 

管
理
者 

水 道 部 １２ 

健 康 部 １６４ 下 水 道 部 ６０ 

福 祉 部 １９３  小 計 ７２ 

子 ど も 青 少 年 部 ５３ ⑼ 病 院 事 業 管 理 者 ５５ 

環 境 保 全 部 ４１ ⑽ 議 会        ２ 

環 境 事 業 部 １１ 

⑴ ～ ⑽ の 合 計 １１１２ 

都 市 整 備 部 ９０ 

土 木 部 １７ 

公 共 施 設 部 － 

会 計 課 － 

小 計 ８４１ 

⑵
教
育
委
員
会 

管 理 部  ５ 

学 校 教 育 部 １０１ 

社 会 教 育 部 １４ 

小 計    １２０ 

 

 

３．個人情報の目的外利用 

 

⑴ 条例第９条第１項第５号の規定による目的外利用の状況 

条例第９条第１項第５号の規定により個人情報の目的外利用をしたのは８３件で、実施機関内

（市長、教育委員会及び上下水道事業管理者）及び実施機関相互（市長と教育委員会、市長と上

下水道事業管理者など）での利用です。 

 

＜参考＞ 個人情報保護条例第９条第１項第５号 

正当な行政執行又は市民の福祉の向上のため、特に必要があり、かつ、本人又は本

人以外のものの権利利益を不当に侵害するおそれがないと実施機関が認めるとき。 
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N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

1
資

産
税

課
市

民
室

⑴
戸
籍
謄
本

⑵
除
籍
謄
本

⑶
（
住
民
基
本
台
帳
）

氏
名
、
続
柄
、
住
所
、

異
動

年
月

日
、
消
除
日

固
定

資
産

税
納

税
義

務
者

の
死

亡
に

係
る

相
続

人
の

調
査

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

2
資

産
税

課
都

市
整

備
推

進
室

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
台

帳

申
請
者
の
氏
名
・
住
所

、
申

請
地

の
地
名
・
地
番
、
建
物
の

床
面

積
・

構
造
、
工
事
完
了
予
定
日

、
事

前
協

議
番
号
、
認
定
番
号
、
申

請
年

月
日

、
建
物
の
階
数

固
定

資
産

税
賦

課
業

務
に

係
る

家
屋

評
価

調
査

の
資

料
と

す
る

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

3
資

産
税

課
開

発
調

整
課

建
築
確
認
申
請
受
付
交
付
カ
ー
ド

建
築
主
の
氏
名
・
住
所

、
建

築
予

定
物
件
の
所
在
地
・
建
物

の
種

類
・

構
造
・
床
面
積
、
平
面
図

、
立

面
図

固
定

資
産

税
賦

課
業

務
に

係
る

家
屋

評
価

調
査

の
資

料
と

す
る

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

4
資

産
税

課
開

発
調

整
課

建
築
計
画
概
要
書

建
築
主
の
氏
名
、
申
請

地
の

地
名

・
地
番
、
確
認
番
号
、
確

認
日

、
完

了
検
査
日

固
定

資
産

税
賦

課
業

務
に

係
る

家
屋

評
価

調
査

の
資

料
と

す
る

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

5
資

産
税

課
建

築
安

全
課

建
築
基
準
法
違
反
調
査
報
告
・
措
置

関
係
綴

対
象
建
築
物
の
所
在
地

、
用

途
、

構
造
、
床
面
積
、
図
面
（

平
面

図
、

立
面
図
等
）
、
建
築
主
の

住
所

・
氏

名

固
定

資
産

税
賦

課
業

務
に

係
る

家
屋

評
価

調
査

の
資

料
と

す
る

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

6
農

政
課

資
産

税
課

土
地
課
税
台
帳

町
丁
コ
ー
ド
、
本
番
、

枝
番

符
号

1、
枝
番
、
末
番
、
市
街
化

区
分

、
地

目
、
地
積
、
登
記
名
義

人
、

登
記

名
義
人
住
所

経
営

所
得

安
定

対
策

等
推

進
事

業
に

係
る

水
田

所
在

確
認

及
び

新
規

就
農

者
へ

の
農

地
確

保
に

伴
う

適
地

農
地

調
査

の
た

め

閲
　

　
覧

随
　

　
時

7
健

 康
 総

 務
 課

危
機

管
理

室
東
日
本
大
震
災
に
係
る
市
内
避
難
者

氏
名
、
世
帯
員
数

枚
方

市
健

康
・

医
療

・
福

祉
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
お

け
る

市
内

避
難

者
支

援
の

た
め

文
　

　
書

平
成

27
年

10
月

25
日

か
ら

平
成

27
年

10
月

25
日

ま
で

8
国

民
健

康
保

険
室

市
民

室
住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
通
称
名
、
生
年

月
日

、
性

別
、
続
柄
、
現
住
所
、

個
人

番
号

、
世
帯
番
号
、
異
動
日
、

異
動

届
出

日
、
異
動
事
由
、
町
名

コ
ー

ド

国
民

健
康

保
険

業
務

に
お

け
る

世
帯

構
成

等
の

確
認

の
た

め
電

算
処

理
随

　
　

時

表
１

４
　

目
的

外
利

用
の

状
況
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N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

9
国

民
健

康
保

険
室

市
民

室
住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
通
称
名
、
生
年

月
日

、
性

別
、
続
柄
、
国
籍
、
現

住
所

、
転

出
先
・
転
入
前
住
所
、
世

帯
主

、
世

帯
番
号
、
個
人
番
号
、
在

留
資

格
・

期
間
、
異
動
届
出
日
、
異

動
事

由
、

転
出
日
、
転
出
届
出
日
、

住
定

日
、

住
定
届
出
日
、
住
民
日
、

住
民

届
出

日

後
期

高
齢

者
医

療
被

保
険

者
資

格
を

適
正

に
管

理
す

る
た

め
電

算
処

理
随

　
　

時

1
0

国
民

健
康

保
険

室
市

民
税

課

⑴
個
人
基
本
フ
ァ
イ
ル

⑵
世
帯
員
一
覧
フ
ァ
イ
ル

⑶
課
税
台
帳
フ
ァ
イ
ル

⑷
資
料
フ
ァ
イ
ル

⑸
給
与
支
払
報
告
書
綴

⑹
市
・
府
民
税
申
告
書
綴

氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、

住
所

、
個
人
番
号
、
所
得
の
額

・
種

類
、

控
除
額
、
市
民
税
賦
課
額

後
期

高
齢

者
医

療
被

保
険

者
の

一
部

負
担

金
の

割
合

判
定

、
高

額
医

療
費

の
算

定
及

び
保

険
料

の
賦

課
の

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

1
1

国
民

健
康

保
険

室
市

民
税

課

⑴
個
人
基
本
フ
ァ
イ
ル

⑵
事
業
所
基
本
フ
ァ
イ
ル

⑶
世
帯
員
一
覧
フ
ァ
イ
ル

⑷
課
税
台
帳
フ
ァ
イ
ル

⑸
資
料
フ
ァ
イ
ル

⑹
給
与
支
払
報
告
書
綴

⑺
市
・
府
民
税
申
告
書
綴

氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、

個
人

番
号
、
徴
収
区
分
、
更
正

理
由

、
収

入
・
所
得
情
報
、
控
除

情
報

、
繰

越
純
損
、
繰
越
雑
損
、
専

従
者

情
報

国
民

健
康

保
険

料
の

適
正

な
賦

課
決

定
の

た
め

閲
　

　
覧

随
　

　
時

1
2

国
民

健
康

保
険

室
生

活
福

祉
室

生
活
保
護
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

個
人
番
号
、
保
護
の
開

始
・

廃
止

年
月
日

国
民

健
康

保
険

被
保

険
者

資
格

を
適

正
に

管
理

す
る

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

1
3

国
民

健
康

保
険

室
生

活
福

祉
室

⑴
生
活
保
護
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

⑵
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
シ
ス

テ
ム
フ
ァ
イ
ル

氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、

住
所

、
個
人
番
号
、
ケ
ー
ス
番

号
、

保
護

の
開
始
・
廃
止
・
停
止
・

再
開

年
月

日

後
期

高
齢

者
医

療
被

保
険

者
の

適
用

除
外

判
定

の
た

め
電

算
処

理
随

　
　

時

1
4

国
民

健
康

保
険

室
高

齢
社

会
室

介
護
保
険
被
保
険
者
資
格
フ
ァ
イ
ル

個
人
番
号
、
徴
収
区
分

コ
ー

ド
特

別
徴

収
開

始
候

補
対

象
者

の
把

握
の

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

1
5

国
民

健
康

保
険

室
高

齢
社

会
室

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
給
付
対
象
者

一
覧

氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、

被
保

険
者
番
号
、
保
険
者
番
号

、
対

象
年

月
、
自
己
負
担
額

医
療

及
び

介
護

の
自

己
負

担
額

を
合

算
し

て
限

度
額

を
超

え
た

対
象

者
に

高
額

介
護

合
算

療
養

費
の

支
給

申
請

書
を

送
付

す
る

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

1
6

国
民

健
康

保
険

室
高

齢
社

会
室

介
護
保
険
料
納
付
管
理
フ
ァ
イ
ル

宛
名
コ
ー
ド
、
保
険
料

納
付

額
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
の

適
正

な
賦

課
決

定
の

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時
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N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

1
7

年
金

児
童

手
当

課
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
通
称
名
、
生
年

月
日

、
国

籍
、
居
住
地
、
方
書
、

転
出

先
・

転
入
前
住
所
、
個
人
番
号

、
世

帯
番

号
、
性
別
コ
ー
ド
、
続

柄
コ

ー
ド

、
住
民
と
な
っ
た
年
月
日

、
住

民
届

出
日
、
移
転
日
、
移
転
届

出
日

、
転

出
日
、
転
出
届
出
日
、
取

消
事

由
コ

ー
ド
、
取
消
日
、
取
消
届

出
日

、
異

動
事
由
コ
ー
ド
、
異
動
日

、
異

動
届

出
日
、
在
留
資
格
コ
ー
ド

、
住

基
法

30
条
の
4
5の

区
分
、
在

留
期

間

外
国

人
の

児
童

手
当

及
び

子
ど

も
手

当
受

給
資

格
審

査
、

国
民

年
金

第
１

号
被

保
険

者
資

格
取

得
審

査
並

び
に

国
民

年
金

加
入

勧
奨

の
た

め

電
算

処
理

随
　

　
時

1
8

年
金

児
童

手
当

課
生

活
福

祉
室

生
活
保
護
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

個
人
番
号
、
氏
名
、
生

年
月

日
、

性
別
、
住
所
、
方
書
、
ケ

ー
ス

番
号

、
扶
助
費
目
、
保
護
の
開

始
・

廃
止

・
停
止
・
停
止
解
除
年
月

日
、

世
帯

類
型
、
地
区
名

国
民

年
金

の
法

定
免

除
の

適
用

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

1
9

保
健

衛
生

課
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
通
称
名
、
生
年

月
日

、
性

別
、
続
柄
、
現
住
所
、

前
住

所
、

転
出
先
住
所
、
世
帯
、
世

帯
主

、
世

帯
番
号
、
個
人
番
号
、
異

動
日

、
異

動
届
出
日
、
異
動
事
由
、

転
出

日
、

転
出
届
出
日
、
住
民
日
、

住
民

届
出

日
、
方
書
、
取
消
届
出

日
、

取
消

事
由
、
消
除
日
、
取
消
日

、
処

理
日

、
誤
謬
、
コ
ー
ド
等
、
死

亡
日

狂
犬

病
予

防
法

に
基

づ
く

犬
の

登
録

及
び

予
防

接
種

に
係

る
業

務
に

必
要

な
た

め
閲

　
　

覧
随

　
　

時

2
0

保
健

予
防

課
障

害
福

祉
室

自
立
支
援
医
療
(
精
神
通
院
)事

務
連

絡
等
綴

自
立
支
援
医
療
(
精
神
通
院
)進

達
綴

自
立
支
援
医
療
(精

神
通

院
)受

給
の

有
無
、
有
効
期
限
、
通

院
先

医
療

機
関
、
使
用
し
て
い
る
健

康
保

険
種

別

自
動

車
税

減
免

申
請

に
つ

い
て

の
生

計
同

一
証

明
書

交
付

に
係

る
受

給
資

格
要

件
確

認
及

び
精

神
障

害
者

等
に

係
る

申
請

通
報

ま
た

は
届

出
が

あ
っ

た
も

の
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

た
め

文
書

随
　

　
時

2
1

保
健

予
防

課
障

害
福

祉
室

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
事
務
連

絡
等
綴

精
神
保
健
福
祉
手
帳
所

持
の

有
無

、
等
級
、
有
効
期
限
、
更

新
手

続
の

有
無

自
動

車
税

減
免

申
請

に
つ

い
て

の
生

計
同

一
証

明
書

交
付

に
係

る
受

給
資

格
要

件
確

認
及

び
精

神
障

害
者

等
に

係
る

申
請

通
報

ま
た

は
届

出
が

あ
っ

た
も

の
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

た
め

文
書

随
　

　
時

2
2

保
健

セ
ン

タ
ー

広
報

課
点
字
・
録
音
広
報
読
者
名
簿

氏
名
、
住
所

保
健

セ
ン

タ
ー

だ
よ

り
等

の
行

政
情

報
の

点
字

版
・

音
訳

版
を

送
付

す
る

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時
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N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

2
3

保
健

セ
ン

タ
ー

生
活

福
祉

室
⑴
生
活
保
護
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

⑵
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
シ
ス

テ
ム
フ
ァ
イ
ル

氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、

住
所

、
ケ
ー
ス
番
号

生
活

保
護

受
給

者
及

び
中

国
残

留
邦

人
等

支
援

給
付

対
象

者
の

検
診

の
予

約
及

び
フ

ォ
ロ

ー
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め

閲
　

　
覧

随
　

　
時

2
4

保
健

セ
ン

タ
ー

子
 
育
 て

 支
 援

 室
保
育
児
童
台
帳

氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、

保
育

所
在
籍
状
況

乳
幼

児
健

診
未

受
診

児
の

実
態

把
握

の
た

め
電

算
処

理
随

　
　

時

2
5

保
健

セ
ン

タ
ー

子
 
育
 て

 支
 援

 室
保
育
児
童
台
帳

氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、

認
定

子
ど
も
園
在
籍
状
況

乳
幼

児
健

診
未

受
診

児
の

実
態

把
握

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

2
6

保
健

セ
ン

タ
ー

医
 療

 助
 成

 課

医
療
助
成
事
務
支
援
シ
ス
テ
ム

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
「
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
助
成
」
「
身
体
及
び

知
的
障
害
者
医
療
費
助
成
」
の
各
給

付
フ
ァ
イ
ル

各
医
療
の
受
給
者
に
対

す
る

医
療

助
成
状
況

乳
幼

児
健

診
未

受
診

児
の

状
況

把
握

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

2
7

保
健

セ
ン

タ
ー

学
　
　
務
　
　
課

私
立
幼
稚
園
就
園
補
助
金
の
対
象
者

デ
ー
タ

氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、

所
属

幼
稚
園
名
、
申
請
日

乳
幼

児
健

診
未

受
診

者
の

状
況

把
握

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

2
8

障
害

福
祉

室
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、

個
人

番
号
、
通
称
名
、
性
別
、

世
帯

番
号

、
前
住
所
、
続
柄
、
転
出

予
定

地
、

異
動
日
、
異
動
届
出
日
、

異
動

事
由

、
消
除
日

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

支
給

決
定

事
務

の
効

率
化

の
た

め
閲

　
　

覧
随

　
　

時

2
9

障
害

福
祉

室
生

活
福

祉
室

ケ
ア
プ
ラ
ン

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
無

介
護

保
険

法
に

基
づ

く
ケ

ア
プ

ラ
ン

と
障

害
者

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
ケ

ア
プ

ラ
ン

と
の

重
複

確
認

の
た

め
文

　
 書

随
　

　
時

30
障

害
福

祉
室

高
齢

社
会

室
介
護
給
付
費
資
格
照
合
表

居
住
サ
ー
ビ
ス
等
の
利

用
の

有
無

介
護

保
険

法
に

基
づ

く
ケ

ア
プ

ラ
ン

と
障

害
者

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
ケ

ア
プ

ラ
ン

と
の

重
複

確
認

の
た

め
文

　
 書

随
　

　
時

31
障

害
福

祉
室

高
齢

社
会

室
介
護
保
険
要
介
護
認
定
情
報

要
介
護
状
態
区
分
、
認

定
の

有
効

開
始
日
・
終
了
日

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
支

給
決

定
に

あ
た

り
、

申
請

者
の

資
格

確
認

が
必

要
で

あ
り

、
介

護
保

険
情

報
と

シ
ス

テ
ム

連
携

し
、

業
務

の
効

率
化

を
図

る
た

め

閲
　

　
覧

随
　

　
時
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N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

3
2

障
害

福
祉

室
高

齢
社

会
室

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
給
付
対
象
者

一
覧

自
己
負
担
額
、
負
担
上

限
額

、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

高
額

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
給

付
費

の
算

出
を

行
う

に
あ

た
り

、
介

護
保

険
の

利
用

者
負

担
額

に
つ

い
て

も
合

算
の

対
象

と
な

る
た

め

文
書

随
　

　
時

3
3

高
齢

社
会

室
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
通
称
名
、
生
年

月
日

、
性

別
、
続
柄
、
現
住
所
、

転
入

前
・

転
出
先
住
所
、
世
帯
主
、

個
人

番
号

、
在
留
資
格
・
期
間
、
各

異
動

年
月

日

外
国

人
の

介
護

保
険

被
保

険
者

資
格

の
把

握
、

保
険

料
の

賦
課

及
び

給
付

に
係

る
処

理
の

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

3
4

高
齢

社
会

室
国

民
健

康
保

険
室

⑴
国
保
資
格
（
個
人
・
世
帯
）
マ
ス

タ
ー
フ
ァ
イ
ル

⑵
国
保
収
納
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

氏
名
、
生
年
月
日
、
続

柄
、

住
所

、
資
格
異
動
の
記
録
、
収

入
状

況
、

保
険
料
賦
課
・
納
付
額
、

納
付

の
記

録

介
護

保
険

第
２

号
被

保
険

者
の

資
格

及
び

賦
課

状
況

を
把

握
す

る
た

め
電

算
処

理
随

　
　

時

3
5

高
齢

社
会

室
国

民
健

康
保

険
室

国
民
健
康
保
険
資
格
フ
ァ
イ
ル

国
保
保
険
者
番
号
、
国

保
被

保
険

者
証
番
号
、
都
道
府
県
コ

ー
ド

、
市

町
村
コ
ー
ド
、
個
人
区
分

コ
ー

ド
、

個
人
番
号
、
国
保
世
帯
加

入
日

・
離

脱
日
、
退
職
該
当
日
・
非

該
当

日
、

カ
ナ
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別

コ
ー

ド

介
護

保
険

及
び

国
民

健
康

保
険

の
給

付
の

突
合

を
行

い
、

二
重

給
付

の
情

報
を

得
る

こ
と

に
よ

り
、

介
護

保
険

給
付

及
び

国
民

健
康

保
険

医
療

給
付

の
適

正
化

を
図

る
た

め

電
算

処
理

随
　

　
時

3
6

高
齢

社
会

室
国

民
健

康
保

険
室

後
期
高
齢
被
保
険
者
資
格
フ
ァ
イ
ル

個
人
区
分
コ
ー
ド
、
個

人
番

号
、

被
保
険
者
番
号
、
被
保
険

者
資

格
取

得
事
由
コ
ー
ド
・
取
得
年

月
日

・
喪

失
事
由
コ
ー
ド
・
喪
失
年

月
日

、
保

険
者
番
号
適
用
開
始
・
終

了
年

月
日

、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
コ

ー
ド

、
住
所
、
作
成
年
月
日
、

作
成

時
刻

高
額

医
療

合
算

介
護

サ
ー

ビ
ス

費
及

び
高

額
介

護
合

算
療

養
費

の
支

給
額

の
計

算
時

に
世

帯
特

定
を

行
う

と
と

も
に

、
介

護
保

険
及

び
後

期
高

齢
者

医
療

の
給

付
の

突
合

を
行

い
、

二
重

給
付

の
情

報
を

得
る

こ
と

に
よ

り
、

介
護

保
険

給
付

及
び

後
期

高
齢

者
医

療
給

付
の

適
正

化
を

図
る

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

3
7

高
齢

社
会

室
年

金
児

童
手

当
課

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
名
簿

氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、

証
書

番
号
、
支
給
状
況

介
護

保
険

料
の

適
正

な
賦

課
決

定
の

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

3
8

高
齢

社
会

室
生

活
福

祉
室

⑴
生
活
保
護
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

⑵
中
国
残
留
邦
人
支
援
給
付
シ
ス
テ

ム
フ
ァ
イ
ル

氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、

個
人

番
号
、
世
帯
番
号
、
世
帯

員
番

号
、

保
護
開
始
・
廃
止
・
停
止

・
停

止
解

除
日
、
介
護
保
険
料
賦
課

額
、

地
区

名
、
担
当
者
名

介
護

保
険

料
の

算
出

、
介

護
保

険
利

用
者

の
負

担
軽

減
、

介
護

保
険

適
用

除
外

施
設

入
所

者
の

管
理

を
行

う
た

め

電
算

処
理

随
　

　
時

3
9

高
齢

社
会

室
障

害
福

祉
室

適
用
除
外
施
設
（
入
所
・
退
所
）
連

絡
票

氏
名
、
住
所
、
性
別
、

生
年

月
日

、
入
退
所
し
た
施
設
・
年

月
日

介
護

保
険

適
用

除
外

施
設

入
所

者
の

管
理

の
た

め
文

書
随

　
　

時

－15－



N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

4
0

臨
時

福
祉

給
付

金
課

市
民

室
住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
個
人
番
号
、
性

別
、

生
年

月
日
、
続
柄
、
届
出
日
、

郵
便

番
号

、
現
住
所
、
通
称
名
、
前

住
所

、
転

入
前
住
所
、
世
帯
番
号
、

世
帯

主
名

、
異
動
日
、
異
動
事
由
、

住
定

日
、

転
出
地
住
所
、
消
除
日
、

外
国

人
住

民
日

適
正

な
臨

時
福

祉
給

付
金

支
給

事
務

の
た

め
閲

覧
電

算
処

理
随

　
　

時

41
臨

時
福

祉
給

付
金

課
国

民
健

康
保

険
室

国
民
健
康
保
険
資
格
フ
ァ
イ
ル

氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、

個
人

番
号
、
記
号
番
号
、
資
格

取
得

日
、

資
格
喪
失
日

適
正

な
臨

時
福

祉
給

付
金

支
給

事
務

の
た

め
閲

覧
随

　
　

時

4
2

臨
時

福
祉

給
付

金
課

国
民

健
康

保
険

室
後
期
高
齢
者
医
療
資
格
フ
ァ
イ
ル

氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、

個
人

番
号
、
被
保
険
者
番
号
、

資
格

取
得

日
、
資
格
喪
失
日

適
正

な
臨

時
福

祉
給

付
金

支
給

事
務

の
た

め
閲

覧
随

　
　

時

4
3

臨
時

福
祉

給
付

金
課

障
害

福
祉

室
施
設
入
所
支
援

施
設
入
所
者
の
氏
名
、

性
別

、
生

年
月
日
、
入
所
等
年
月
日

、
区

分
、

子
で
あ
る
児
童

入
所

者
本

人
へ

臨
時

福
祉

給
付

金
を

支
給

す
る

た
め

文
書

随
　

　
時

4
4

子
ど

も
青

少
年

課
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
性
別
、
通
称
名

、
生

年
月

日
、
現
住
所
、
個
人
番

号
、

世
帯

番
号
、
続
柄
、
異
動
日
、

異
動

届
出

日
、
異
動
事
由

ひ
と

り
親

家
庭

等
対

象
事

業
の

申
請

者
の

世
帯

構
成

等
及

び
母

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
事

業
に

係
る

債
務

者
の

所
在

等
の

確
認

の
た

め

閲
　

　
覧

電
算

処
理

随
　

　
時

4
5

放
課

後
児

童
課

市
民

室
住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
通
称
名
、
生
年

月
日

、
性

別
、
続
柄
、
住
所
、
個

人
番

号
、

世
帯
番
号
、
届
出
年
月
日

、
異

動
事

由
、
異
動
年
月
日

留
守

家
庭

児
童

会
室

へ
の

入
室

資
格

の
確

認
の

た
め

閲
覧

随
　

　
時

4
6

子
 育

 て
 支

 
援
 
室

市
民

室
住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
住
所
、
性
別
、

生
年

月
日

、
続
柄
、
本
名
、
通
称
名

、
個

人
番

号
、
世
帯
番
号
、
町
名

コ
ー

ド
、

異
動
事
由
、
異
動
年
月
日

、
届

出
年

月
日

保
育

所
体

験
事

業
、

枚
方

版
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

及
び

乳
児

家
庭

全
戸

訪
問

事
業

の
対

象
者

へ
の

事
業

参
加

通
知

を
送

付
す

る
た

め

閲
　

　
覧

電
算

処
理

随
　

　
時

47
減

量
総

務
課

市
民

室
住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
住
所
、
性
別
、

生
年

月
日

、
通
称
名

ご
み

減
量

意
識

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

た
め

文
書

平
成

27
年

6月
15
日

か
ら

平
成

27
年

8月
31
日

ま
で

4
8

環
境

衛
生

課
資

産
税

課
⑴
土
地
課
税
台
帳

⑵
家
屋
課
税
台
帳

⑶
地
番
図

土
地
（
家
屋
）
所
有
者

の
氏

名
・

住
所
（
納
税
通
知
書
送
付

先
）

、
地

番
、
家
屋
番
号

空
地

及
び

空
家

の
管

理
指

導
を

行
う

た
め

閲
　

　
覧

平
成

27
年

4月
8日

か
ら

平
成

28
年

3月
31
日

ま
で

－16－



N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

4
9

環
境

公
害

課
建

築
安

全
課

⑴
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
届
出
綴

⑵
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
受
付
台
帳

届
出
者
の
氏
名
・
住
所

・
連

絡
先

、
工
事
場
所
、
工
事
の
着

手
（

完
了

）
予
定
日
、
解
体
建
築
物

の
構

造
・

用
途
・
階
数
・
床
面
積
、

ア
ス

ベ
ス

ト
届
出
の
状
況

解
体

工
事

等
に

お
け

る
石

綿
物

の
飛

散
防

止
施

策
の

実
施

の
た

め
電

算
処

理
随

　
　

時

5
0

淀
川

衛
生

事
業

所
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
通
称
名
、
生
年

月
日

、
性

別
、
続
柄
、
現
住
所
、

転
出

先
・

転
入
前
住
所
、
世
帯
主
、

住
民

と
な

っ
た
年
月
日
、
住
民
届
出

日
、

異
動

日
、
異
動
届
出
日
、
住

定
事

由
、

住
定
事
由
届
出
日
、
在
留

資
格

、
勤

務
先
名
、
勤
務
先
住
所
、

在
留

期
間

し
尿

処
理

手
数

料
の

徴
収

の
た

め
閲

　
　

覧
随

　
　

時

5
1

淀
川

衛
生

事
業

所
資

産
税

課
⑴
土
地
課
税
台
帳

⑵
家
屋
課
税
台
帳

土
地
（
家
屋
）
所
有
者

（
管

理
者

）
の
氏
名
、
住
所
、
評
価

額
し

尿
処

理
手

数
料

の
適

正
な

滞
納

整
理

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

5
2

淀
川

衛
生

事
業

所
上

下
水

道
局

お
客

さ
ま

セ
ン

タ
ー

使
用
者
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

転
出
（
転
居
）
先
住
所

し
尿

処
理

手
数

料
の

徴
収

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

5
3

都
市

計
画

課
資

産
税

課
⑴
土
地
課
税
台
帳

⑵
家
屋
課
税
台
帳

土
地
（
家
屋
）
所
有
者

（
納

税
義

務
者
）
の
住
所
・
氏
名
、

所
在

、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
都

市
計

画
道

路
補
正
の
適
用
の
有
無
と

補
正

率
、

家
屋
番
号
、
構
造
、
床
面

積

都
市

計
画

の
変

更
予

定
地

内
物

件
の

把
握

と
そ

の
地

権
者

に
対

す
る

案
内

文
送

付
に

利
用

す
る

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

5
4

連
続

立
体

交
差

課
資

産
税

課
⑴
土
地
課
税
台
帳

⑵
家
屋
課
税
台
帳

土
地
・
家
屋
所
有
者
の

氏
名

・
住

所
、
地
番
、
地
目
、
地

積
、

納
税

義
務
者
、
家
屋
番
号
、
種

類
・

構
造

、
延
床
面
積
、
土
地
評
価

額
、

建
築

年
次
評
価
額
、
平
面
図

京
阪

本
線

連
続

立
体

交
差

事
業

に
お

け
る

事
前

調
査

に
お

い
て

、
相

続
人

や
補

償
物

件
内

容
等

を
特

定
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

文
　

　
書

電
算

処
理

平
成

27
年

4月
10
日

か
ら

平
成

28
年

3月
31
日

ま
で

5
5

建
築

安
全

課
資

産
税

課
家
屋
課
税
台
帳

家
屋
所
有
者
の
氏
名
・

住
所

ア
ス

ベ
ス

ト
等

に
関

す
る

調
査

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

及
び

再
調

査
の

対
象

と
な

る
建

築
物

の
所

有
者

を
把

握
す

る
た

め

文
　

　
書

電
算

処
理

随
　

　
時

5
6

道
路

管
理

課
市

民
税

課
軽
自
動
車
課
税
台
帳

軽
自
動
車
税
課
税
者
の

住
所

・
氏

名
市

道
管

理
に

必
要

な
た

め
閲

　
　

覧
随

　
　

時

5
7

道
路

管
理

課
資

産
税

課
⑴
土
地
課
税
台
帳

⑵
家
屋
課
税
台
帳

土
地
（
家
屋
）
所
有
者

の
氏

名
・

住
所
、
納
税
通
知
書
の
送

付
先

市
道

管
理

に
必

要
な

た
め

閲
　

　
覧

随
　

　
時
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N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

5
8

道
路

整
備

課
資

産
税

課
土
地
課
税
台
帳

土
地
所
有
者
の
氏
名
・

住
所

、
土

地
の
所
在
・
地
番
・
地
目

・
地

積
、

評
価
額
、
税
額

道
路

事
業

予
定

地
の

土
地

所
有

者
と

の
連

絡
の

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

5
9

給
水

管
理

課
上

下
水

道
局

お
客

さ
ま

セ
ン

タ
ー

⑴
水
栓
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

⑵
使
用
者
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

⑶
調
定
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

使
用
者
氏
名
・
住
所
、

電
話

番
号

、
水
栓
番
号
（
Ａ
・
Ｂ
）

、
業

種
、

メ
ー
タ
番
号
・
口
径
、

訂
正

水
量

、
調
定
年
月
、
地
区
番
号

枚
方

市
水

道
施

設
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
に

デ
ー

タ
を

取
り

込
み

、
各

種
業

務
（

断
水

情
報

、
水

理
解

析
、

管
網

計
算

等
）

に
利

用
す

る
た

め

電
算

処
理

随
　

　
時

6
0

給
水

管
理

課
上

下
水

道
局

お
客

さ
ま

セ
ン

タ
ー

⑴
水
栓
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

⑵
使
用
者
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

⑶
調
定
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

使
用
者
氏
名
・
住
所
・

番
号

・
電

話
番
号
、
水
栓
番
号
（
Ａ

・
Ｂ

）
、

業
種
、
メ
ー
タ
番
号
・
口

径
、

訂
正

水
量
、
調
定
年
月
、
地
区

番
号

水
道

施
設

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

、
各

種
業

務
に

利
用

す
る

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

6
1

水
道

工
務

課
資

産
税

課
土
地
課
税
台
帳

土
地
所
有
者
の
氏
名
、

住
所

私
道

所
有

者
に

対
す

る
承

諾
書

郵
送

先
確

認
の

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

6
2

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、

個
人

番
号
、
世
帯
員
氏
名
、
転

居
年

月
日

、
転
入
出
年
月
日

水
道

料
金

等
減

免
資

格
認

定
の

た
め

閲
　

　
覧

電
算

処
理

随
　

　
時

6
3

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
市

民
室

住
民
基
本
台
帳

氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、

個
人

番
号
、
世
帯
番
号
、
転
居

年
月

日
、

転
出
年
月
日

下
水

道
事

業
受

益
者

に
対

す
る

負
担

金
の

請
求

及
び

未
収

金
徴

収
の

た
め

閲
　

　
覧

電
算

処
理

随
　

　
時

6
4

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
資

産
税

課
⑴
土
地
課
税
台
帳

⑵
家
屋
課
税
台
帳

⑶
土
地
評
価
参
考
図

土
地
所
有
者
の
氏
名
・

住
所

、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
家

屋
番

号
、

面
積
、
課
税
状
況

下
水

道
事

業
受

益
者

に
対

す
る

負
担

金
賦

課
の

た
め

閲
　

　
覧

随
　

　
時

6
5

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
年

金
児

童
手

当
課

特
別
児
童
扶
養
手
当
資
格
喪
失
届
一

覧
表
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
支
給
区

分
変
更
者
一
覧
表

証
書
番
号
、
受
給
者
氏

名
、

個
人

番
号
、
住
所
、
停
止
年
月

日
、

理
由

水
道

料
金

等
減

免
資

格
認

定
の

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

6
6

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
年

金
児

童
手

当
課

児
童
扶
養
手
当
資
格
フ
ァ
イ
ル

証
書
番
号
、
受
給
者
氏

名
、

個
人

番
号
、
住
所
、
喪
失
年
月

日
、

理
由

水
道

料
金

等
減

免
資

格
認

定
の

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

6
7

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
生

活
福

祉
室

生
活
保
護
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

世
帯
主
氏
名
、
住
所
、

廃
止

年
月

日
、
世
帯
員
氏
名
、
居

住
地

、
施

設
等
入
退
所
年
月
日

水
道

料
金

等
減

免
資

格
認

定
の

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

6
8

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
障

害
福

祉
室

身
体
障
害
者
手
帳
更
正
指
導
台
帳
・

療
育
手
帳
交
付
台
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
事
務
連
絡

氏
名
、
個
人
番
号
、
住

所
、

交
付

日
、
再
交
付
日
、
障
害

の
等

級
、

有
効
期
限
、
喪
失
年
月
日

水
道

料
金

等
減

免
資

格
認

定
の

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時
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N
O

目
的

外
利

用
を

し
た

課
名

個
人

情
報

を
保

管
す

る
課

名
利
用
を
認
め
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

利
用
を
認
め
た
個

人
情

報
の

項
目

利
　

　
用

　
　

目
　

　
的

利
　

用
　

を
認

め
た

方
法

利
用

を
認

め
た

期
間

6
9

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
市

民
税

課
市
民
税
業
務
フ
ァ
イ
ル

合
計
所
得
金
額
、
所
得

の
内

訳
、

分
離
所
得
、
市
民
税
額
、

府
民

税
額

、
年
税
額
、
専
従
者
控
除

額
、

資
料

番
号
、
控
除
対
象
配
偶
者

、
扶

養
人

数
、
専
従
者
区
分
、
専

従
者

人
数

水
道

料
金

等
減

免
資

格
認

定
の

た
め

電
算

処
理

随
　

　
時

7
0

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー
高

齢
社

会
室

要
介
護
認
定
情
報

要
介
護
状
態
区
分
、
認

定
日

、
有

効
期
間

水
道

料
金

等
減

免
資

格
認

定
の

た
め

文
　

　
書

随
　

　
時

7
1

下
水

道
整

備
室

資
産

税
課

土
地
課
税
台
帳

納
税
義
務
者
の
氏
名
・

住
所

私
道

所
有

者
に

対
す

る
確

認
書

及
び

承
諾

書
郵

送
先

確
認

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

7
2

下
水

道
整

備
室

資
産

税
課

土
地
課
税
台
帳

土
地
評
価
額
、
地
積

下
水

道
整

備
に

伴
う

借
地

契
約

金
額

算
定

の
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

7
3

下
 水

 道
 管

 
理
 
課

資
産

税
課

⑴
土
地
課
税
台
帳

⑵
家
屋
課
税
台
帳

土
地
（
家
屋
）
所
有
者

の
氏

名
・

住
所
、
地
番
、
地
目
、
地

積
、

家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床

面
積

下
水

道
改

造
資

金
の

助
成

を
行

う
に

あ
た

り
、

必
要

な
た

め
閲

　
　

覧
随

　
　

時

7
4

下
 水

 道
 管

 
理
 
課

生
活

福
祉

室
生
活
保
護
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

供
用
開
始
さ
れ
る
地
区

内
に

て
、

生
活
保
護
受
給
者
が
所
有

す
る

建
築

物
の
件
数

下
水

道
改

造
資

金
の

助
成

を
行

う
に

あ
た

り
、

必
要

な
た

め
文

　
　

書
随

　
　

時

7
5

下
 水

 道
 管

 
理
 
課

上
下

水
道

局
お

客
さ

ま
セ

ン
タ

ー

⑴
水
栓
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

⑵
使
用
者
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

⑶
調
定
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Ⅱ－２．特定個人情報保護制度の運用状況 

 

１．自己情報開示等の請求 

 

⑴ 処理状況 

平成２７年度に自己情報開示等請求はありませんでした。 

 

 

２．特定個人情報ファイル 

 

⑴ 届出状況 

各実施機関が作成した特定個人情報ファイルは、平成２８年３月３１日現在、２６件あります。 

届出を行った実施機関は市長のみで、他の実施機関から届出はありませんでした。 

 

表１４－２ 実施機関別届出件数（平成２８年３月３１日現在、単位：件） 

実 施 機 関 名 届 出 件 数 

市 

長 

市 民 安 全 部   ３ 

総 務 部 ２ 

健 康 部 １２ 

福 祉 部   ７ 

子 ど も 青 少 年 部  ２ 

合 計 ２６ 

※届出のあった実施機関（部）のみ掲載しています。 
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Ⅲ．情報公開・個人情報保護審議会 

 

１．審議会委員 

 

⑴  審議会委員 

審議会は、１３人の市民及び学識経験者の委員で構成され、枚方市附属機関条例の規定により

「枚方市個人情報保護条例及び枚方市特定個人情報保護条例の規定によりその権限に属させら

れた事項」、「情報公開制度、個人情報保護制度及び特定個人情報保護制度の運営に関する重要事

項」について調査審議し、実施機関に意見を述べることができます。 

 

表１５ 審議会委員名簿                                        （平成２８年３月３１日現在） 

役 職 氏      名 推 薦 団 体 ・ 役 職 等 

会 長 深 海 悟  大 阪 工 業 大 学 教 授 

副 会 長 道 上 達 也 弁 護 士 

委 員 山 田   幸 治 枚 方 市 Ｐ Ｔ Ａ 協 議 会 

委 員   奥 正 嗣 大 阪 国 際 大 学 元 教 授 

委 員 木 田 ミ ツ 枚 方 ・ 交 野 地 区 更 生 保 護 女 性 会 

委 員 笹 田 庄 次 枚 方 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 連 絡 協 議 会 

委 員 坂 口 孝 司 枚方市青少年育成指導員連絡協議会 

委 員 田 代 香 織 一 般 社 団 法 人 枚 方 市 医 師 会 

委 員 谷 本 和 子 関 西 外 国 語 大 学 教 授 

委 員 冨 田 朝 己 枚 方 市 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 

委  員   畑 山 満 則 京 都 大 学 防 災 研 究 所 教 授 

委 員   林 文 子 枚 方 地 区 人 権 擁 護 委 員 会 

委  員   山 下 安 則 北 大 阪 商 工 会 議 所 
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２．審議会開催状況 

 

 ⑴ 開催日及び諮問案件 

平成２７年度の審議会は、以下のとおり５回開催されました。 

 

第１回 枚方市情報公開・個人情報保護審議会 

開催日 平成２７年５月２６日（火） 

諮問事項 

第４７２号 食物アレルギーチェックシステムに係る個人情報の電算処理について 

第４７３号 食物アレルギーチェックシステムにおける通信回線による結合について 

第４７４号 健康管理システムに係る個人情報の電算処理項目の追加について 

第４７５号 産業廃棄物指導課が所管する事務・事業に係る個人情報の電算処理について 

第４７６号 プレミアム付商品券発行事業に係る個人情報の電算処理について 

第４７７号 福祉的配慮が必要な府民に対する生活支援事業に係る個人情報の外部提供

について 

第４７８号 災害情報システムに係る個人情報の収集等の一般的制限の特例について 

第４７９号 災害情報システムに係る個人情報の本人以外のものからの収集について 

第４８０号 災害情報システムに係る個人情報の外部提供について 

第４８１号 災害情報システムに係る個人情報の電算処理について 

第４８２号 災害情報システムにおける電子計算組織の通信回線による結合について 

第４８３号 各業務システムにおいて電算処理する個人情報の項目の追加について 

第４８４号 社会保障・税番号制度に係る本市における特定個人情報の保護への対応

について 

 

 第２回 枚方市情報公開・個人情報保護審議会 

開催日 平成２７年７月１４日（火） 

諮問事項 

 第４８５号 プレミアム付商品券発行事業に係る個人情報の電算処理項目の追加につい

て 

 

 第３回 枚方市情報公開・個人情報保護審議会 

開催日 平成２７年８月２８日（金） 

諮問事項 

 第４８６号 登記・供託オンライン申請システムの利用に伴う個人情報の電算処理につい                       

      て 

 第４８７号 登記・供託オンライン申請システムの利用に伴う電子計算組織の通信回線に

よる結合について 

第４８８号 登記・供託オンライン申請システムの利用に伴う個人情報の電算処理につい

て 
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 第４８９号 登記・供託オンライン申請システムの利用に伴う電子計算組織の通信回線に

よる結合について 

 第４９０号 地域活性化支援センターイベント申込システムの更新に伴う個人情報の電

算処理項目の追加について 

第４９１号 地域活性化支援センターイベント申込システムの更新に伴う電子計算組織

の通信回線による結合について 

第４９２号 コンビニエンスストアにおける証明書等の自動交付業務に係る個人情報の

伝送項目の追加について 

 第４９３号 個人番号カード交付予約受付事務に係る個人情報の電算処理について 

第４９４号 個人番号カード交付予約受付事務における電子計算組織の通信回線による

結合について 

 第４９５号 保険財政共同安定化事業及び高額医療費共同事業における電子計算組織の

通信回線による結合について 

      第４９６号 個人住民税事務に係る特定個人情報ファイルの評価書の第三者点検につ

いて 

 

報告事項 

 報告第１号 枚方市個人情報保護条例第９条第１項第５号による目的外利用について 

 報告第２号 個人情報ファイルについて 

     その他 

      本市の施設等における防犯カメラの設置状況について 

      街頭における防犯カメラの設置状況について 

      開発作業場所における監視カメラの設置状況について 

 

第４回 枚方市情報公開・個人情報保護審議会 

開催日 平成２７年１１月２５日（水） 

諮問事項 

  第４９７号 学校園メール配信システムに係る個人情報の電算処理項目の追加につい

て 

第４９８号 学校園メール配信システムに係る個人情報の伝送項目の追加について 

    第４９９号 中学校給食予約管理事務に係る個人情報の電算処理について 

      第５００号 中学校給食予約管理事務における電子計算組織の通信回線による結合につ

いて 

     第５０１号 市立図書館コンピュータシステムの更新に伴う個人情報の電算処理につい

て 

     第５０２号 市立図書館コンピュータシステムの更新に伴う電子計算組織の通信回線に

よる結合について 

第５０３号 ひらかた地域医療連携ネットワークにおける個人情報の電子計算組織の通

信回線による結合について 

      第５０４号 電子情報処理組織の取扱いに適合しない戸籍のイメージ取り込みによる電
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子データ化における個人情報の電算処理項目の追加について 

      第５０５号 管轄法務局への戸籍副本等の送付事務に係る個人情報の伝送項目の追加に

ついて 

      第５０６号 社会保障・税番号制度における情報連携を行うためのシステムに係る特定個

人情報の電算処理について 

      第５０７号 税総合システムの再構築に伴う特定個人情報の電算処理について 

 

報告事項 

      報告第１号 行政不服審査法の改正に伴う対応について 

 

第５回 枚方市情報公開・個人情報保護審議会 

 開催日 平成２８年２月２４日（水） 

諮問事項 

  第５０８号 枚方市立やすらぎの杜総合管理システムの更新に伴う電子計算組織の通信

回線による結合について 

  第５０９号 道路及び道路附属施設に関する要望、苦情等処理事務に係る個人情報の電算

処理について 

      第５１０号 年金生活者等支援臨時福祉給付金の支給事務に係る個人情報の一般的制限

の特例について 

  第５１１号 年金生活者等支援臨時福祉給付金の支給事務に係る個人情報の本人以外の

ものからの収集について 

      第５１２号 年金生活者等支援臨時福祉給付金の支給事務に係る個人情報の電算処理に

ついて 

      第５１３号 屋外広告物等に関する事務に係る個人情報の電算処理項目の追加について 

           第５１４号 総合文化施設整備における寄附収受事務に係る個人情報の電算処理につい          

           て 

      第５１５号 統合型地理情報システムの更新に伴う個人情報の電算処理について 

           第５１６号 統合型地理情報システムの更新に伴う電子計算組織の通信回線による結合

について 
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Ⅳ．情報公開・個人情報保護審査会 

 

  １．審査会委員 

 

⑴  審査会委員 

審査会は、５人の学識経験者の委員で構成され、枚方市情報公開条例第１４条第１項、枚方市

個人情報保護条例第２６条第１項又は枚方市特定個人情報保護条例第２６条第１項に規定する

不服申立てについて審査します。 

 

表１６ 審査会委員名簿                                        （平成２８年３月３１日現在） 

役 職 氏              名 職 業 ・ 役 職 等 

委 員 松  本  哲  治 同志社大学大学院司法研究科教授 

委 員 片  桐  直  人 大阪大学大学院高等司法研究科准教授 

委 員 山  本   香   織 弁 護 士 

委 員 小  関  伸  吾 弁 護 士 

委 員 横  内     恵 大 阪 経 済 大 学 経 営 学 部 講 師 

   （注） 委員の任期は、平成２８年１０月１４日までの２年間 

 

 

  ２．諮問した不服申立ての処理状況 

 

⑴ 処理状況 

平成２７年度に審査会に新たに諮問した不服申立ては３件で、自己情報開示請求に係る決定に

ついて（市長に対するもの）でした。 

平成２７年度に審査会で審査された諮問案件は３件で、３件全てについて同年度に答申があり

ました。 

 

表１７  諮問した不服申立ての処理状況                                          （単位：件） 

区    分 申立て件数 
処      理      内      訳 審 査 中 

却  下 全部認容 一部認容 棄   却 取 下 げ  

情 報 公 開  － － － － － － － 

自己情報開示等 ３ － － ２ １ － － 
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３．審査会開催状況 

 

⑴ 開催状況及び諮問案件 

平成２７年度は、次の案件の審査のため、２回開催されました。 

案件① 「住民票（除票）交付申請並びに誓約書（１件）」の非開示決定に係る異議申立てに

対する決定について 

案件② 「相談記録」の部分開示決定に係る異議申立てに対する決定について 

案件③ 「自立支援医療費（精神通院医療）支給認定申請書類（５件）」の部分開示決定に係

る異議申立てに対する決定について 

 

 

第１回 枚方市情報公開・個人情報保護審査会 

 開催日 平成２７年１１月１６日（月） 

 審査事項 

  案件①、案件②及び案件③について 

 

第２回 枚方市情報公開・個人情報保護審査会 

 開催日 平成２８年１月２９日（金） 

 審査事項 

  案件①、案件②及び案件③について 

 

表１８ 諮問された不服申立ての内容等                            （平成２８年３月３１日現在） 

不服申立日 申立てに係る情報の内容及び実施機関 決定内容等 
諮問日、答申日 

及び決定内容 

異議申立て 

H27.8.26 

 

自己情報開示 

 

自己登録情報､医療機関使用及び関連する

内容情報(カルテ､診断書など)､各証明発行

記録及び必要とされた法人､行政などへの

発行提供､その他民事に関する記録 ※上記

などの手続記録一式のうち、市民室所管分 

 

＜公文書名＞ 

住民票（除票）交付申請並びに誓約書（１

件） 

 

市長（市民室） 

 

非開示 

第１６条 

第２項第４号 

諮問日  H27.8.26 

 

答申日  H28.2.18 

答申内容 一部認容 

 

決定日  H28.3.11 

決定内容  答申どおり 
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不服申立日 申立てに係る情報の内容及び実施機関 決定内容等 
諮問日、答申日 

及び決定内容 

異議申立て 

H27.8.26 

自己情報開示 

自己登録情報､医療機関使用及び関連する

内容情報(カルテ､診断書など)､各証明発行

記録及び必要とされた法人､行政などへの

発行提供､その他民事に関する記録 ※上記

などの手続記録一式のうち、保健予防課所

管分  

＜公文書名＞ 

相談記録 

市長（保健予防課） 

部分開示 

第１６条 

第２項第２号 

第１６条 

第２項第４号 

諮問日  H27.8.26 

答申日  H28.2.18 

答申内容 棄却 

決定日  H28.3.11 

決定内容  答申どおり 

異議申立て 

H27.8.26 

自己情報開示 

自己登録情報､医療機関使用及び関連する

内容情報(カルテ､診断書など)､各証明発行

記録及び必要とされた法人､行政などへの

発行提供､その他民事に関する記録 ※上記

などの手続記録一式のうち、障害福祉室所

管分 

＜公文書名＞ 

自立支援医療費（精神通院医療）支給認定

申請書類（５件） 

市長（障害福祉室） 

部分開示 

第１６条 

第２項第２号 

諮問日  H27.8.26 

答申日  H28.2.18 

答申内容 一部認容 

決定日  H28.3.11 

決定内容  答申どおり 
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又
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3
H2
7
.4
.1
3

設
計
書
(
平
成
26
年
度
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宮
浄
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池
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名
簿
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区
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会
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会
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及
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者

名
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安
全

部
市

民
活

動
課

H2
7.
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開
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7.
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6
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.1
7
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付
資
料
(写

真
)に

あ
る
｢震

度
表
示
器
｣
に
係
る
全
て
の
書
類

＜
対
象
文
書
＞

計
測
震
度
計
設
置
事
業
(大

阪
府
)に

伴
う
震
度
表
示
盤
(一

式
)

市
民

安
全

部
危

機
管

理
室

H2
7.
4.
28

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
5.
7

写
し

１
．

情
報

公
開

の
請

求
の

内
容

等

1
H2
7.
4.
7

H2
7.
4.
16

公
開

H2
7.
4.
21

写
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2
H2
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4.
8

環
境

事
業

部
東

部
清

掃
工

場
H2
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4.
20

部
分
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開
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1

6－
3

H2
7.
4.
21

写
し

市
民

安
全

部
市

民
活

動
課

○
○
町
集
会
所
新
設
に
伴
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助
成
金
の
交
付
決
定
に
係
る
回
議
書
､補

助
金
交
付
申
請

書
､事

業
計
画
書
､予

算
書
及
び
財
産
目
録
｡
同
集
会
所
の
助
成
金
の
支
払
い
に
係
る
決
裁

書
類
一
式
｡※

個
人
情
報

及
び
印
影
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

①
地
区
集
会
所
新
設
に
伴
う
助
成
金
の
交
付
決
定
並
び
に
助
成
金
交
付
に
つ
い
て
(昭

和
57
年
3月

15
日
市
長
決
裁

)
②
補
助
金
等
交
付
申
請
書
(昭

和
57

年
3
月
10

日
収
受
)

③
事
業
計
画
書

④
予
算
書
(建

設
資
金
計

画
書
)

⑤
財
産
目
録

⑥
地
区
集
会
所
助
成
金
の
支
拂
に
つ
い
て
(
昭
和
5
7
年
3月

2
5日

市
長
決
裁
)

⑦
事
業
完
了
報
告
書

⑧
請
求
書

⑨
決
算
書

⑩
補
助
金
等
領
収
書

※
個
人
情
報
及
び
印
影
を
除
く

①
○
○
自
治
会
館
建
設
助
成
金
交
付
申
請
書

②
同
自
治
会
館
の
立
替
え
工
事
に
対
す
る
確
認
済
証
及
び
検
査
済
証

＜
対
象
文
書
＞

○
○
自
治
会
館
建
設
助
成
金
の
交
付
に
係
る
次
の
書
類

①
自
治
会
館
建
設
助
成
金
交
付
申
請
書
②
自
治
会
館
建
て
替
え
に
関
す
る
要
望
書
③
事

業
計
画
書
④
歳
入
歳
出
予
算
書
⑤
自
己
資
金
計
画
書
⑥
見
積
書
⑦
平
面
図
､
断
面
図
､現

況
図
･求

積
図
及
び
立
面

図
⑧
建
替
え
前
及
び
建
替
え
後
の
写
真
⑨
自
治
会
会
則
､役

員
名
簿
､細

則
及
び
運
営
規

約
⑩
総
会
議
事
録
⑪
建
築
基
準
法
第
6
条
の
2
第
1項

の
規
定
に

よ
る
確
認
済
証
⑫
建
築
基
準
法
第
7条

の
2
第
5項

の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
⑬
建
築
確
認

申
請
意
見
書
⑭
交
付
決
定
通
知
書
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番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

7
H2
7
.4
.2
0

平
成
26
年
度
に
お
け
る
枚
方
市
立
東
香
里
中
学
校
の
定
期
試
験
に
か
か
る
問
題
用
紙
､模

範
解
答
[
第
3
学
年
分
､5
教
科
分
(
国
語
･
数
学
･英

語
･社

会
･
理
科
)
]
※
現
存
分
に
限
る

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
育

推
進

室
教

育
指

導
課

H2
7.
5.
1

公
開

郵
送

写
し

9
H2
7
.4
.2
4

①
中
振
交
野
線
整
備
事
業
詳
細
設
計
委
託
に
係
る
金
入
り
設
計
書

②
中
振
交
野
線
整
備
事
業
詳
細
設
計
委
託
(
第
一
回
変
更
)に

係
る
金
入
り
設
計
書

土
木

部
道

路
整

備
課

H2
7.
5.
7

部
分

公
開

6－
7

H2
7.
5.
12

写
し

11
H2
7
.4
.2
7

平
成
26
年
10
月
24
日
に
○
○
自
治
会
が
市
に
提
出
し
た
要
望
書

＜
対
象
文
書
＞

｢○
○
住
区
に
お
け
る
○

○
葬
儀
場
建
設
に
反
対
す
る
陳
情
書
｣
(平

成
2
6年

1
0
月
24

日
収

受
政
相
第
○
○
号
)

政
策

企
画

部
市

民
相

談
課

H2
7.
5.
1

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
5.
7

写
し

12
H2
7
.4
.2
7

平
成
27
年
4月

23
日
に
市

民
活
動
課
が
○
○
自
治
会
に
発
し
た
文
書

＜
対
象
文
書
＞

○
○
自
治
会
だ
よ
り
(号

外
○
○
号
)の

内
容
に
つ
い
て
(平

成
27

年
4
月
23

日
付
け
市
活

第
○
○
号
)

市
民

安
全

部
市

民
活

動
課

H2
7.
5.
7

公
開

H2
7.
5.
7

写
し

13
H2
7
.4
.2
7

平
成
27
年
4月

23
日
に
公

園
課
が
○
○
自
治
会
に
発
し
た
文
書

＜
対
象
文
書
＞

都
市
公
園
内
の
自
治
会
掲
示
板
の
管
理
に
つ
い
て
(
勧
告
)(

平
成
27

年
4月

2
3
日
付
け
土

公
第
○
○
号
)

土
木

部
公

園
課

H2
7.
5.
11

公
開

H2
7.
5.
14

写
し

H2
7.
5.
14

写
し

10
H2
7
.4
.2
4

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
5.
8

公
開

8
H2
7
.4
.2
4

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

整
備

室
H2
7.
5.
8

部
分

公
開

6－
7

H2
7.
5.
12

写
し

平
成
26
年
度
発
注
分
11
件
､次

の
と
お
り

①
公
共
下
水
道
春
日
西
町
2丁

目
地
区
汚
水
管
実
施
設
計
委
託

②
公
共
下
水
道
津
田
西
町
地
区
汚
水
管
実
施
設
計
委
託

③
公
共
下
水
道
杉
山
手
1丁

目
地
区
汚
水
管
実
施
設
計
委
託

④
公
共
下
水
道
岡
東
町
地
区
他
汚
水
管
実
施
設
計
委
託

⑤
公
共
下
水
道
長
尾
元
町
6丁

目
地
区
汚
水
管
実
施
設
計
委
託

⑥
東
香
里
1丁

目
地
区
雨

水
管
整
備
実
施
設
計
委
託

⑦
渚
元
町
地
区
他
雨
水
管
整
備
実
施
設
計
委
託

⑧
養
父
丘
排
水
路
築
造
実
施
設
計
委
託

⑨
府
道
八
尾
枚
方
線
雨
水
貯
留
施
設
基
本
設
計
委
託

⑩
香
里
園
町
地
区
他
雨
水
管
整
備
実
施
設
計
委
託

⑪
伊
加
賀
地
区
雨
水
管
整
備
実
施
設
計
委
託

に
係
る
金
入
り
設
計
書

①
H2
7鑑

定
メ
モ
価
格
検

証
用
路
線
価
展
開
図

②
H2
7鑑

定
メ
モ
価
格
検

証
図

③
標
準
宅
地
変
更
対
比
図

※
○
○
町
･○

○
町
分
に

限
る

路
線
価
算
定
表

(路
線
番
号
○
○
､○

○
､○

○
､
○
○
､
○
○
､○

○
､○

○
､
○
○
､
○
○
､○

○
､○

○
､○

○
､○

○
､○

○
､○

○
､
○
○
､
○
○
､○

○
､○

○
､
○
○
､
○
○
､○

○
､○

○
､
○
○
､○

○
､○

○
､○

○
､○

○
､
○
○
)
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号
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内
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求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

14
H2
7
.4
.3
0

今
年
○
○
公
園
に
新
設
さ
れ
た
掲
示
板
の
占
有
許
可
申
請
書
と
そ
の
許
可
書

＜
対
象
文
書
＞

①
公
園
占
用
許
可
申
請
書
 平

成
27

年
1
月
26

日
収
受
 
土
公
第
○
○
号

②
公
園
占
用
許
可
書
(長

期
)
 
平
成
2
7
年
1月

2
6日

付
け
 土

公
第
○
○
号

土
木

部
公

園
課

H2
7.
5.
14

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
5.
14

写
し

15
H2
7.
5.
1

添
付
資
料
(写

真
､地

図
)に

あ
る
○
○
保
育
所
フ
ェ
ン
ス
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
卒
業
記
念

絵
に
係
る
許
可
文
書

子
ど

も
青

少
年

部
子

育
て

支
援

室
H2
7.
5.
18

不
存

在
※

1

16
H2
7
.5
.2
8

○
○
自
治
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
入
書
(
平
成
27

年
5月

1
日
受
理
)

＜
対
象
文
書
＞

申
入
書
(
平
成
27
年
5月

1日
収
受
 都

調
第
○
○
号
)

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
6.
5

部
分

公
開

6－
3

H2
7.
6.
5

写
し

17
H2
7.
5
.2
8

①
調
整
の
申
出
書
(
本
件

請
求
に
対
応
す
る
も
の
)

②
①
に
関
し
て
市
が
発
出
し
た
通
知
書

環
境

保
全

部
環

境
衛

生
課

H2
7.
6.
5

非
公

開
6－

3
6－

7

18
H2
7
.5
.2
8

平
成
26
年
度
路
面
清
掃
委
託
に
係
る
金
入
設
計
書

土
木

部
道

路
補

修
課

H2
7.
6.
4

部
分

公
開

6－
7

H2
7.
6.
11

写
し

19
H2
7
.5
.2
8

招
提
大
谷
2丁

目
汚
水
管

改
良
工
事
 楠

葉
朝
日
3
丁
目
汚
水
管
改
良
工
事

上
記
に
係
る
金
入
設
計
書

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

施
設

維
持

課
H2
7.
6.
9

部
分

公
開

6－
7

H2
7.
6.
11

写
し

20
H2
7
.5
.2
9

中
高
層
建
築
物
建
築
協
議
書
(
平
成
27

年
4月

6
日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-
○
○
号
)

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
6.
12

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
6.
12

写
し

21
H2
7
.5
.2
9

建
築
行
為
等
に
伴
う
事
前
協
議
書
(平

成
2
7年

5
月
26

日
受
付
○
○
枚
-○

○
号
)

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
7.
2

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
7.
2

写
し

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
7.
6.
12

22
H2
7.
6.
1

環
境
紛
争
調
整
の
申
し
出
書
(
平
成
27

年
4月

1
4
日
受
付
分
)に

対
し
て
○
○
か
ら
の
回
答

書 ＜
対
象
文
書
＞

調
整
申
出
に
対
す
る
建
築
主
の
回
答
書

環
境

保
全

部
環

境
衛

生
課

H2
7.
6.
5

非
公

開
6－

3
6－

7

23
H2
7
.6
.1
0

出
口
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
沈
砂
池
設
備
増
設
工
事
(
平
成
25

年
6月

発
注
分
)の

金
入
設
計

書

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

施
設

維
持

課
H2
7.
6.
24

部
分

公
開

6－
7

H2
7.
6.
25

写
し

－31－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

24
H2
7
.6
.1
2

①
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
(ム

ー
ビ
ー
)
の
製
作
に
至
っ
た
経
緯
の
わ
か
る
書

類 ②
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
依
頼
に
関
す
る
回
議
書
(
平
成
24

年
度
)

＜
対
象
文
書
＞

①
･シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
の
製
作
に
つ
い
て
【
方
針
決
裁
】
(平

成
26

年
4

月
17
日
決
裁
)

･都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
チ

ー
ム
設
置
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て
(
平
成
25

年
6月

2
5
日
決
裁
)

･都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
チ

ー
ム
員
の
選
出
依
頼
に
つ
い
て
(平

成
25

年
6
月
25

日
決
裁
)

･都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
チ

ー
ム
員
の
任
命
に
つ
い
て
(
平
成
2
5
年
6月

2
7日

決
裁
)

②
･枚

方
市
市
政
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
依
頼
に
つ
い
て
(
平
成
2
4
年
4月

1
7日

決
裁
)

政
策

企
画

部
都

市
戦

略
室

政
策

企
画

課
H2
7.
6.
25

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
6.
25

写
し

25
H
27
.6
.
22

･平
成
26
年
度
卒
業
生
進

路
先
一
覧
表
(
平
成
27

年
3月

3
1
日
現
在
)

･平
成
26
年
度
枚
方
市
立

中
学
校
進
路
総
括
(1

9
校
分
)

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

児
童

生
徒

支
援

室
H2
7.
7.
3

公
開

H2
7.
7.
9

写
し

26
H2
7
.6
.2
6

市
長
公
約
の
進
捗
状
況
が
わ
か
る
も
の
(
直
近
)

＜
対
象
文
書
＞

市
長
公
約
の
進
捗
状
況
一
覧
(
平
成
27

年
6月

1
日
現
在
)

政
策

企
画

部
都

市
戦

略
室

政
策

企
画

課
H2
7.
7.
8

公
開

H2
7.
7.
9

写
し

27
H2
7
.6
.3
0

貴
市
の
平
成
26
年
度
包
括
外
部
監
査
人
候
補
者
選
定
に
関
し
､
下
記
内
容
を
含
む
一
切
の

文
書
｡

(1
)包

括
外
部
監
査
人
候

補
者
の
人
数
及
び
各
候
補
者
の
氏
名
･
資
格

(2
)包

括
外
部
監
査
人
候

補
者
選
定
の
経
過

(3
)包

括
外
部
監
査
人
候

補
者
選
定
の
基
準
(評

価
項
目
･各

項
目
の
配
点
等
)

(4
)各

候
補
者
の
評
価
点

(各
評
価
項
目
ご
と
の
点
数
等
を
含
む
)

(5
)包

括
外
部
監
査
人
候

補
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
の
氏
名
･
住
所
･
生
年
月
日
･資

格
･

所
属
･経

歴
･
包
括
外
部
監
査
に
係
る
経
験

(6
)(
5)
の
者
を
選
定
し
た
具
体
的
理
由

〈
対
象
文
書
〉

①
平
成
2
6年

度
枚
方
市
包
括
外
部
監
査
人
の
選
考
に
係
る
諮
問
に
つ
い
て
(
平
成
25

年
7

月
29
日
市
長
決
裁
)

②
平
成
2
5年

度
第
1
回
枚

方
市
包
括
外
部
監
査
人
選
定
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(平

成
25
年
8月

5日
副
市
長
決
裁
)

③
平
成
2
5年

度
第
1
回
枚

方
市
包
括
外
部
監
査
人
選
定
審
査
会
の
資
料
の
確
定
及
び
送
付

に
つ
い
て
(平

成
25
年
8
月
29

日
総
務
部
長
決
裁
)

④
平
成
2
6年

度
枚
方
市
包
括
外
部
監
査
人
募
集
要
項
･
提
案
書
様
式
の
決
定
及
び
公
表
に

つ
い
て
(
平
成
25
年
9月

6日
総
務
部
長
決
裁
)

⑤
平
成
2
5年

度
第
2
回
枚

方
市
包
括
外
部
監
査
人
選
定
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(平

成
25
年
11
月
12
日
副
市
長
決
裁
)

⑥
平
成
2
6年

度
枚
方
市
包
括
外
部
監
査
人
の
1次

選
考
(書

類
審
査
)通

過
者
の
決
定
に
つ

い
て
(平

成
2
5年

12
月
5
日
総
務
部
長
決
裁
)

⑦
平
成
2
5年

度
第
3
回
枚

方
市
包
括
外
部
監
査
人
選
定
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(平

成
25
年
12
月
18
日
副
市
長
決
裁
)

⑧
平
成
2
6年

度
枚
方
市
包
括
外
部
監
査
人
候
補
者
の
確
定
に
つ
い
て
(平

成
26

年
2月

4日
市
長
決
裁
)

総
務

部
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
課

H2
7.
7.
14

部
分

公
開

6－
1

6－
3

6－
7

郵
送

写
し

－32－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

28
H2
7.
7.
3

平
成
26
年
度
 枚

方
市
緊

急
通
報
 保

守
通
報
対
応
報
告
書

平
成
26
年
度
 月

別
設
置

台
数
増
減
一
覧
表

平
成
26
年
度
 月

別
緊
急

通
報
受
信
件
数
一
覧
表
 
月
別
受
信
件
数
 内

訳
(真

報
件
数
･誤

報
件
数
)

※
個
人
情
報
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

①
平
成
2
6年

度
 緊

急
通

報
サ
ー
ビ
ス
報
告
書

②
枚
方
市
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
(
高
齢
社
会
室
)業

務
委
託
計
算
書

③
通
報
受
信
デ
ー
タ

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
7.
7.
16

公
開

H2
7.
7.
21

写
し

29
H2
7
.7
.2
1

①
枚
方
市
立
小
中
学
校
校
長
会
の
会
議
録
及
び
メ
モ
(
20

1
4
年
度
卒
業
式
及
び
20

15
年
度

入
学
式
に
係
る
指
示
伝
達
が
議
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
)

②
20
15
年
度
入
学
式
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
時
の
不
起
立
教
員
調
査

＜
対
象
文
書
＞

①
平
成
2
6年

度
第
7
回
定

例
校
長
会
要
点
記
録
及
び
配
布
資
料

②
平
成
2
6年

度
第
1
0回

定
例
校
長
会
要
点
記
録
及
び
配
布
資
料

③
平
成
2
6年

度
第
1
1回

定
例
校
長
会
要
点
記
録
及
び
配
布
資
料

④
平
成
2
7年

度
臨
時
校
長
会
並
び
に
臨
時
園
長
会
要
点
記
録
及
び
配
布
資
料

⑤
平
成
2
7年

度
第
1
回
定

例
校
長
会
並
び
に
第
1回

定
例
園
長
会
要
点
記
録
及
び
配
布
資

料 ⑥
平
成
2
7年

度
入
学
式
の
国
旗
掲
揚
･国

歌
斉
唱
に
係
る
状
況
調
査
に
つ
い
て
(依

頼
)[
鑑
文
及
び
調
査
用
紙
](

平
成
27

年
3月

2
7
日
付
け
教
委
小
中
第
○
○
号
)

⑦
入
学
式
の
国
旗
掲
揚
･国

歌
斉
唱
に
係
る
状
況
調
査
(報

告
)
[平

成
2
7年

度
小
学
校
用
]

⑧
入
学
式
の
国
旗
掲
揚
･国

歌
斉
唱
に
係
る
状
況
調
査
(報

告
)
[平

成
2
7年

度
中
学
校
用
]

⑨
平
成
2
7年

度
入
学
式
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
(通

知
)[

平
成
27

年
4
月
2日

付
け
事
務
連

絡
(重

要
)]
(
鑑
文
及
び
様
式
1
)

⑩
平
成
2
7年

度
入
学
式
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
(報

告
)[

7
1
校
園
分
]

※
①
～
⑤
の
配
布
資
料
に
つ
い
て
は
､入

学
式
及
び
卒
業
式
に
係
る
指
示
伝
達
事
項
に
関

す
る
も
の
に
限
る
｡

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
育

推
進

室
教

育
指

導
課

H2
7.
8.
4

公
開

H2
7.
8.
4

閲
覧

､写
し

30
H2
7
.7
.2
4

土
木

部
道

路
補

修
課

H2
7.
8.
6

部
分

公
開

6－
3

H2
7.
8.
6

写
し

市
道
｢岡

東
･
川
原
町
１
号
線
｣
上
､モ

ス
バ
ー
ガ
ー
店
舗
前
舗
道
内
に
あ
っ
て
､｢

誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
位
置
｣の

移
設
工
事
が
為
さ
れ
て
い
る
｡

ア
 標

記
の
工
事
に
関
し

て
の
｢
正
式
工
事
名
｣は

な
ん
で
あ
っ
た
の
か
｡

イ
 標

記
工
事
の
必
要
性

を
判
断
す
る
に
至
っ
た
動
機
･端

緒
､
理
由
､
工
事
目
的
に
つ
い

て
｡

ウ
 そ

の
工
事
期
間
､工

事
範
囲
に
つ
い
て
(
必
要
に
応
じ
て
図
面
を
添
付
い
た
だ
き
た

い
)｡

エ
 工

事
達
成
に
要
し
た

所
費
用
の
総
額
に
つ
い
て
｡

＜
対
象
文
書
＞

岡
東
川
原
町
1号

線
他
道

路
補
修
工
事
(
H
26

-
2
0)

に
係
る
次
の
図
書

①
執
行
伺
回
議
書

②
工
事
請
負
契
約
書
(変

更
契
約
書
を
含
む
)

③
計
画
平
面
図
(図

番
1
に
限
る
)

－33－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

31
H2
7
.7
.2
7

土
地
境
界
確
認
書

申
請
地
 
枚
方
市
○
○
町

○
○
及
び
○
○
 
簿
冊
番
号
○
○
-
○
○
-○

○
財

務
部

財
産

区
事

務
局

H2
7.
8.
6

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
8.
7

写
し

32
H2
7
.7
.2
8

別
添
資
料
(写

真
､地

図
)に

あ
る
看
板
A
､
Bの

設
置
に
係
る
文
書

(同
一
施
設
浄
水
場
､他

水
道
局
施
設
に
あ
る
看
板
A
と
Bの

意
味
不
明
｡
参
考
資
料
添
付
)

上
下

水
道

局
水

道
部

浄
水

課
H2
7.
8.
10

不
存

在
※

2

33
H2
7
.7
.2
9

･犬
､ね

こ
の
出
入
表
(平

成
2
6
.4

.
1
～
平
成
2
7.

7
.
29

)
､
収
容
動
物
個
体
管
理
表
(平

成
26
.4
.1
～
平
成
27
.
7.
2
9)

､
動
物
の
保
管
等
業
務
委
託
契
約
書
(平

成
2
6､

2
7
)､

上
記
に
係

る
委
託
料
に
つ
い
て
､犬

の
保
管
等
業
務
完
了
届
(
平
成
26

年
度
分
)
､
犬
の
保
管
等
業
務

委
託
(平

成
2
6年

度
分
)
に
係
る
支
出
命
令
書
､犬

･
猫
引
取
申
請
書
(平

成
26

.
4
.1

～
平
成

27
.7
.2
9
)全

て
､犬

保
管

等
業
務
委
託
に
係
る
委
託
料
積
算
(
平
成
26

年
度
分
)
､猫

(平
成

27
年
度
○
○
)譲

渡
に
関

す
る
書
類
一
式

＜
対
象
文
書
＞

①
犬
出
入
り
表
(平

成
2
6年

度
)

②
犬
出
入
り
表
(平

成
2
7年

度
)

③
猫
出
入
り
表
(平

成
2
6年

度
)

④
猫
出
入
り
表
(平

成
2
7年

度
)

⑤
収
容
動
物
個
体
管
理
表
(平

成
26

年
度
)

⑥
収
容
動
物
個
体
管
理
表
(平

成
27

年
度
)

⑦
平
成
2
6年

度
犬
の
保
管
等
業
務
委
託
契
約
書

⑧
平
成
2
7年

度
動
物
の
保
管
等
業
務
委
託
契
約
書

⑨
完
了
届
(2
6.
11
.
25
収

受
保
衛
食
第
○
○
号
)

⑩
完
了
届
(2
7.
5.
8
収
受

保
衛
食
第
○
○
号
)

⑪
犬
の
保
管
等
業
務
(上

半
期
分
)支

出
命
令
書

⑫
犬
の
保
管
等
業
務
(下

半
期
分
)支

出
命
令
書

⑬
犬
･猫

引
取
申
請
書
(
26

.
4
.1

か
ら
27

.
7
.2

9
の
期
間
に
収
受
し
た
文
書
)

⑭
犬
保
管
業
務
委
託
に
係
る
委
託
料
積
算
(
平
成
2
6
年
度
)

⑮
譲
渡
申
請
及
び
誓
約
書
(猫

)
団
体
等
(
27

.
6
.1

2
収
受
保
衛
食
第
○
○
号
)

健
康

部
保

健
所

保
健

衛
生

課
H2
7.
8.
4

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
10
.1
5

写
し

34
H2
7.
7
.2
9

･犬
､ね

こ
の
出
入
表
(平

成
2
6
.4

.
1
～
平
成
2
7.

7
.
29

)
､
収
容
動
物
個
体
管
理
表
(平

成
26
.4
.1
～
平
成
27
.
7.
2
9)

､
動
物
の
保
管
等
業
務
委
託
契
約
書
(平

成
2
6､

2
7
)､

上
記
に
係

る
委
託
料
に
つ
い
て
､犬

の
保
管
等
業
務
完
了
届
(
平
成
26

年
度
分
)
､
犬
の
保
管
等
業
務

委
託
(平

成
2
6年

度
分
)
に
係
る
支
出
命
令
書
､犬

･
猫
引
取
申
請
書
(平

成
26

.
4
.1

～
平
成

27
.7
.2
9
)全

て
､犬

保
管

等
業
務
委
託
に
係
る
委
託
料
積
算
(
平
成
26

年
度
分
)
､猫

(平
成

27
年
度
○
○
)譲

渡
に
関

す
る
書
類
一
式
の
う
ち
､
犬
･猫

所
有
権
放
棄
届
お
よ
び
収
容
時

調
査
票

＜
対
象
文
書
＞

①
犬
･猫

所
有
権
放
棄
届

(平
成
26

.
4
.1

～
平
成
27

.
7.

2
9
)

②
収
容
時
調
査
票
(
平
成

26
.
4.

1
～
平
成
2
7
.7

.
2
9)

健
康

部
保

健
所

保
健

衛
生

課
H2
7.
9.
18

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
12
.3

写
し

－34－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

35
H2
7
.7
.2
9

･犬
､ね

こ
の
出
入
表
(平

成
2
6
.4

.
1
～
平
成
2
7.

7
.
29

)
､
収
容
動
物
個
体
管
理
表
(平

成
26
.4
.1
～
平
成
27
.
7.
2
9)

､
動
物
の
保
管
等
業
務
委
託
契
約
書
(平

成
2
6､

2
7
)､

上
記
に
係

る
委
託
料
に
つ
い
て
､犬

の
保
管
等
業
務
完
了
届
(
平
成
26

年
度
分
)
､
犬
の
保
管
等
業
務

委
託
(平

成
2
6年

度
分
)
に
係
る
支
出
命
令
書
､犬

･
猫
引
取
申
請
書
(平

成
26

.
4
.1

～
平
成

27
.7
.2
9
)全

て
､犬

保
管

等
業
務
委
託
に
係
る
委
託
料
積
算
(
平
成
26

年
度
分
)
､猫

(平
成

27
年
度
○
○
)譲

渡
に
関

す
る
書
類
一
式
の
う
ち
､
犬
回
収
･
保
管
･処

分
依
頼
書
､猫

回
収
･保

管
･処

分
依
頼
書
､犬

処
分
通
知
書
､
猫
処
分
通
知
書
､
送
致
に
係
る
収
容
時
調
査
票

お
よ
び
個
体
カ
ル
テ

＜
対
象
文
書
＞

①
犬
回
収
･保

管
･処

分
依
頼
書
(
平
成
2
6
.4

.
1
～
平
成
2
7.

7
.
29

)
②
猫
回
収
･保

管
･処

分
依
頼
書
(
平
成
2
6
.4

.
1
～
平
成
2
7.

7
.
29

)
③
犬
処
分
通
知
書
(
平
成

26
.
4.

1
～
平
成
2
7
.7

.
2
9)

④
猫
処
分
通
知
書
(
平
成

26
.
4.

1
～
平
成
2
7
.7

.
2
9)

⑤
①
､②

に
係
る
収
容
時

調
査
書
(平

成
2
6.

4
.
1～

平
成
27

.
7
.2

9
)

⑥
個
体
カ
ル
テ
(平

成
2
7.

4
.
1～

平
成
27

.
7
.2

9
)

健
康

部
保

健
所

保
健

衛
生

課
H2
7.
10
.2
3

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
12
.3

写
し

36
H
27
.7
.
29

･平
成
26
年
度
枚
方
市
職

員
募
集
要
項
(
Ⅳ
)

･平
成
24
年
度
(後

期
日
程
)枚

方
市
職
員
募
集
要
項
(
Ⅲ
)

･大
阪
府
職
員
派
遣
等
受

け
入
れ
の
依
頼
に
つ
い
て
(
平
成
2
6
年
度
当
初
)

･平
成
26
年
度
当
初
大
阪

府
職
員
派
遣
､
人
事
交
流
及
び
市
町
村
研
修
生
受
入
等
に
つ
い

て
(回

答
)

･(
様
式
1
)大

阪
府
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
(
依
頼
)
…
獣
医
師
及
び
薬
剤
師
分

･(
様
式
2
)勤

務
条
件
説
明
書
…
保
健
衛
生
課
課
長
及
び
食
品
衛
生
グ
ル
ー
プ
課
長
代
理

(統
括
)分

総
務

部
人

材
育

成
室

人
事

課
H2
7.
8.
6

公
開

H2
7.
10
.1
5

写
し

37
H2
7
.8
.1
2

平
成
26
年
5月

14
日
､平

成
26

年
7月

8
日
 府

市
打
合
わ
せ
資
料
 長

尾
船
橋
線
拡
幅
の
検

討
状
況
の
わ
か
る
も
の

＜
対
象
文
書
＞

①
内
里
高
野
道
線
に
つ
い
て
(
会
議
録
)
(
平
成
2
6
年
5月

1
4日

)
②
内
里
高
野
道
線
に
つ
い
て
(
記
録
)(

平
成
26

年
7月

8
日
)

※
長
尾
船
橋
線
拡
幅
の
検
討
状
況
に
係
る
部
分
に
限
る
｡

土
木

部
土

木
総

務
課

H2
7.
8.
21

部
分

公
開

6－
3

H2
7.
8.
24

写
し

38
H2
7.
8
.2
1

①
枚
方
市
立
長
尾
中
学
校
で
平
成
26

年
度
に
実
施
さ
れ
た
全
て
の
定
期
テ
ス
ト
(第

3学
年
で
実
施
さ
れ
た
実
力
テ
ス
ト
を
含
む
､
全
学
年
の
5
教
科
分
)
の
問
題
用
紙
と
模
範
解
答

(現
存
分
の
み
)

②
枚
方
市
立
東
香
里
中
学
校
で
平
成
26

年
度
に
実
施
さ
れ
た
全
て
の
定
期
テ
ス
ト
(第

3
学
年
で
実
施
さ
れ
た
実
力
テ
ス
ト
を
含
む
､
全
学
年
の
5教

科
分
)(

第
3
学
年
で
実
施
さ
れ

た
定
期
テ
ス
ト
を
除
く
)の

問
題
用
紙
と
模
範
解
答
(
現
存
分
の
み
)

③
枚
方
市
立
第
四
中
学
校
で
平
成
26

年
度
に
実
施
さ
れ
た
全
て
の
定
期
テ
ス
ト
(第

3学
年
で
実
施
さ
れ
た
実
力
テ
ス
ト
を
含
む
､
全
学
年
の
5
教
科
分
)
の
問
題
用
紙
と
模
範
解
答

(現
存
分
の
み
)

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
育

推
進

室
教

育
指

導
課

H2
7.
9.
4

公
開

H2
7.
9.
9

写
し

39
H2
7
.8
.2
5

枚
方
市
市
道
 消

火
栓
標

識
柱
一
覧
(2

0
15

年
7
月
)

道
路
占
用
許
可
申
請
書
(枚

方
市
指
令
土
管
占
○
○
第
○
○
号
)
に
伴
う
､
占
用
状
況
の
確

認
資
料

土
木

部
道

路
管

理
課

H2
7.
8.
28

公
開

H2
7.
9.
4

写
し

－35－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

40
H2
7
.8
.2
6

｢枚
方
市
地
域
防
災
計
画

 平
成
27

年
3
月
 P

1
17

に
あ
る
 ①

震
度
表
示
盤
の
取
扱
い
説
明

書
②
震
度
表
示
盤
の
設
置
場
所
･
枚
方
市
役
所
(災

害
対
策
本
部
室
 別

館
4階

､
本
館
･別

館
ロ
ビ
ー
､宿

直
室
)の

詳
細
設
置
を
明
示
し
た
図
面
｣
に
つ
い
て

＜
対
象
文
書
＞

｢G
TA
-6
0
表
示
盤
取
扱
説

明
書
｣

｢大
阪
府
震
度
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
 配

線
系
統
図
｣

市
民

安
全

部
危

機
管

理
室

H2
7.
9.
11

公
開

H2
7.
9.
11

写
し

41
H2
7.
9.
1

添
付
資
料
(写

真
A･
B､
地

図
)
に
あ
る
看
板
の
設
置
に
係
る
占
用
許
可
(
協
定
外
地
に
あ
る

又
協
定
に
こ
の
よ
う
な
看
板
設
置
は
な
い
､
協
定
外
事
項
で
あ
る
)に

係
る
書
類

※
個
人
情
報
及
び
印
影
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

道
路
占
用
許
可
書
(
枚
方

市
指
令
土
管
占
○
○
第
○
○
号
)※

個
人
情
報
及
び
印
影
を
除

く

土
木

部
道

路
管

理
課

H2
7.
9.
4

公
開

H2
7.
9.
14

写
し

42
H2
7.
9.
3

枚
方
市
○
○
町
○
○
の
確
認
審
査
報
告
書
(
建
築
計
画
概
要
書
を
除
く
)

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
9.
15

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
9.
15

写
し

43
H2
7.
9
.4

本
庁
舎
消
防
計
画
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
(平

成
2
7年

1
月
30

日
総
務
部
長
決
裁
)

総
務

部
総

務
管

理
課

H2
7.
9.
10

公
開

H2
7.
9.
11

写
し

44
H2
7
.9
.1
6

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
実
施
届
出
書
(
枚
方
市
○
○
町
○
○
)
､石

綿
排
出
等
作
業
実
施

届
出
書
(
枚
方
市
○
○
町

○
○
)
､石

綿
濃
度
測
定
計
画
届
出
(
枚
方
市
○
○
町
○
○
)の

内
､施

工
業
者
､測

定
業
者
､石

綿
の
種
類
(
石
綿
の
使
用
場
所
を
含
む
)
､
工
程
表

＜
対
象
文
書
＞

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
実
施
届
出
書
(
平
成
27

年
9月

1
日
付
け
環
公
第
○
○
号
)､

石
綿

排
出
等
作
業
実
施
届
出
書
(平

成
27

年
9
月
1日

付
け
環
公
第
○
○
号
)
及
び
石
綿
濃
度
測

定
計
画
届
出
書
(平

成
2
7年

9
月
1日

付
け
環
公
第
○
○
号
)
(
現
場
組
織
図
､計

画
行
程
表
､

分
析
結
果
報
告
書
､
石
綿

障
害
予
防
規
則
第
3条

第
2
項
に
基
づ
く
事
前
調
査
に
お
け
る
石

綿
分
析
結
果
報
告
書
(証

明
書
)
に
限
る
｡
)

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
9.
28

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
9.
28

閲
覧

45
H
27
.9
.
25

平
成
28
年
度
中
学
校
用
教
科
用
図
書
採
択
に
係
る
教
科
書
の
閲
覧
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
育

推
進

室
教

育
指

導
課

H2
7.
10
.9

公
開

H2
7.
10
.9

写
し

46
H2
7
.1
0.
8

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
｢新

病
院
建
物
総
合
維
持
管
理
業
務
委
託
(2

5
SC

-
1
)｣

に
お
け

る
落
札
者
が
提
出
し
た
提
案
部
分
に
係
る
書
類
(業

務
提
案
書
別
添
2技

術
的
評
価
(有

資
格
者
名
簿
)を

除
く
)

＜
対
象
文
書
＞

市
立
ひ
ら
か
た
病
院
新
病
院
建
物
総
合
維
持
管
理
業
務
委
託
業
務
提
案
書

 二
冊
(2
技
術
的
評
価
､
3社

会
的
価
値
評
価
)

市
立

ひ
ら

か
た

病
院

事
務

局
総

務
課

H2
7.
11
.2
4

部
分

公
開

6－
1

6－
3

6－
7

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
7.
10
.2
2

未
実

施

－36－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

47
H2
7
.1
0.
13

平
成
27
年
度
路
線
価
格
算
定
表

(路
線
番
号
:
○
○
､
○
○

､○
○
､○

○
､
○
○
､
○
○
､○

○
､○

○
､
○
○
､
○
○
､○

○
､○

○
､○

○
､○

○
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
10
.2
7

公
開

H2
7.
10
.2
7

閲
覧

､写
し

48
H2
7
.1
0.
15

枚
方
市
○
○
町
○
○
地
区
の
土
壌
･地

下
水
汚
染
に
関
す
る
､
当
初
の
現
地
確
認
状
況
及

び
土
壌
､
地
下
水
の
分
析

結
果
(
日
時
と
場
所
と
測
定
値
)

※
既
に
測
定
結
果
を
報
道
発
表
し
て
い
る
調
査
及
び
発
生
源
に
お
け
る
調
査
に
係
る
結

果
報
告
書
類
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

①
平
成
2
6年

度
 公

害
苦

情
調
査
票
(受

付
･処

理
状
況
)(

整
理
番
号
市
-○

○
)

②
平
成
2
6年

4月
15
日
付

け
計
量
証
明
書
(
平
成
2
6
年
4月

1
5日

付
け
○
○
～
○
○
)

③
浸
出
水
そ
の
他
の
水
質
試
験
結
果
報
告
書
(平

成
2
6年

8
月
29

日
収
受
環
公
第
○
○
号
)

④
枚
方
市
○
○
町
○
○
環
境
調
査
(北

側
井
戸
)

⑤
枚
方
市
○
○
町
○
○
環
境
調
査
(周

辺
地
)

⑥
平
成
2
7年

度
工
場
等
水
質
分
析
委
託
(
公
共
用
水
域
分
)6

月
1回

目
報
告
書

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
10
.2
8

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
10
.3
0

写
し

49
H2
7.
1
0.
15

平
成
26
年
度
及
び
2
7年

度
犬
の
保
管
等
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
回
議
書
(添

付
書

類
を
含
む
)

＜
対
象
文
書
＞

①
犬
の
保
管
等
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
(平

成
2
6年

3
月
28

日
健
康
部
長
決
裁
)

②
動
物
の
保
管
等
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
(平

成
27

年
3
月
31

日
健
康
部
長
決
裁
)

健
康

部
保

健
所

保
健

衛
生

課
H2
7.
10
.2
2

公
開

H2
7.
12
.3

写
し

－37－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

50
H2
7
.1
0.
16

枚
方
市
職
員
が
構
成
す
る
労
働
組
合
の
要
求
に
対
す
る
答
弁
･
回
答
(平

成
26

年
度
分
､平

成
27
年
度
分
)

＜
対
象
文
書
＞

･人
事
院
が
検
討
し
て
い

る
｢
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
｣
等
に
関
す
る
要
請
書
に
対
す

る
回
答
に
つ
い
て
(
平
成

26
年
6月

1
8
日
 総

職
第
58

号
)

･｢
20
14
年
夏
季
重
点
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
26

年
6月

2
0
日
 総

職
第
32

号
)

･｢
予
算
･
人
員
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
2
6
年
7月

8
日
 総

職
第
13

3
号
)

･｢
20
14
年
職
員
採
用
･人

事
制
度
に
関
わ
る
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
2
6年

7月
8

日
 総

職
第
1
34
号
)

･｢
男
女
平
等
に
関
す
る
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
2
6
年
7月

8
日
 総

職
第
13

5号
)

･平
成
26
年
度
賃
金
確
定

･秋
期
年
末
総
合
生
活
改
善
に
関
す
る
団
体
交
渉
に
係
る
覚
書

(平
成
26
年
1
2月

10
日
締

結
)

･｢
枚
方
市
職
労
20
1
5年

度
統
一
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
27

年
3月

1
7
日
 総

職
第
29
4号

)
･｢
20
15
年
春
闘
要
求
書
｣の

回
答
に
つ
い
て
(平

成
2
7年

3
月
17

日
 
総
職
第
2
96

号
)

･｢
要
求
書
｣の

回
答
に
つ

い
て
(
平
成
2
7
年
3月

3
1日

 
総
職
第
3
1
9号

)
･平

成
26
年
1
0月

7日
付
け
要
求
に
関
す
る
団
体
交
渉
に
係
る
覚
書
(平

成
2
7年

3
月
31

日
締
結
)

･2
01
5年

夏
季
一
時
金
等

に
関
す
る
団
体
交
渉
に
係
る
覚
書
(
平
成
27

年
6月

2
4
日
締
結
)

･｢
20
15
年
夏
季
重
点
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
27

年
6月

2
4
日
 総

職
第
29

号
)

･｢
予
算
･
人
員
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
2
7
年
7月

9
日
 総

職
第
60

号
)

･｢
20
15
年
職
員
採
用
･人

事
制
度
に
関
わ
る
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
2
7年

7月
9

日
 総

職
第
6
2号

)
･｢
男
女
平
等
に
関
す
る
要
求
書
｣
の
回
答
に
つ
い
て
(
平
成
2
7
年
7月

9
日
 総

職
第
61

号
)

総
務

部
人

材
育

成
室

職
員

課
H2
7.
10
.2
1

部
分

公
開

6－
3

H2
7.
10
.2
1

写
し

51
H2
7.
1
0.
20

枚
方
市
環
境
公
害
課
が
実
施
す
る
騒
音
規
制
法
に
規
定
す
る
枚
方
市
域
の
騒
音
常
時
監

視
測
定
(
道
路
に
面
す
る

地
域
に
限
る
｡
)
の
位
置
を
示
し
た
図
面

＜
対
象
文
書
＞

環
境
騒
音
測
定
結
果
(平

成
2
6
年
度
測
定
)(

様
式
1-

3
 
騒
音
測
定
地
点
に
係
る
調
査
票

(個
票
)に

限
る
｡

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
10
.2
3

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
10
.2
3

写
し

52
H2
7.
1
0.
23

平
成
28
年
度
使
用
中
学
校
用
教
科
書
の
見
本
に
つ
い
て
(学

校
か
ら
の
意
見
書
)(

全
19

中
学
校
分
)

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
育

推
進

室
教

育
指

導
課

H2
7.
11
.6

公
開

H2
7.
11
.6

写
し

53
H2
7
.1
0.
27

平
成
27
年
評
価
替
え
に
係
る
鑑
定
評
価
員
会
議
録

＜
対
象
文
書
＞

①
枚
方
市
市
税
事
務
所
第
1回

評
価
員
会
議
議
事
録

②
枚
方
市
市
税
事
務
所
第
2回

評
価
員
会
議
議
事
録

③
枚
方
市
市
税
事
務
所
第
3回

評
価
員
会
議
議
事
録

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
11
.1
0

部
分

公
開

6－
1

6－
2

6－
3

H2
7.
11
.1
1

閲
覧

､写
し

－38－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

54
H2
7
.1
0.
29

楠
葉
台
場
跡
史
跡
公
園
予
定
地
(
区
画
整
理
事
業
保
留
地
)の

鑑
定
評
価
資
料
一
式
(保

留
地
部
分
)

＜
対
象
文
書
＞

不
動
産
鑑
定
評
価
書
及
び
意
見
書
(H

2
7
.8

.
3
1)

教
育

委
員

会
社

会
教

育
部

文
化

財
課

H2
7.
12
.1
7

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
12
.2
1

閲
覧

55
H2
7.
1
1.
6

平
成
24
基
準
年
度
及
び
平
成
2
7
基
準
年
度
の
路
線
価
算
定
表
に
お
い
て
次
の
こ
と
が
わ

か
る
書
類
な
ど
に
つ
い
て

①
路
線
の
最
小
有
効
部
分
が
4
m
未
満
で
あ
っ
て
も
､
路
線
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し

た
上
で
4
mと

判
断
し
た
決
定
に
係
る
文
書

②
そ
の
他
条
件
の
｢
調
整

評
点
｣
の
適
用
･
不
適
用
･
正
負
の
符
号
比
準
値
の
決
定
に
係
る

文
書

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
11
.2
0

不
存

在
※

3

56
H2
7
.1
1.
12

保
育
所
調
書
の
職
員
配
置
等
の
状
況
､施

設
職
員
の
給
与
(平

成
27

年
度
分
)

福
祉

部
福

祉
指

導
監

査
課

H2
7.
11
.2
6

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
11
.3
0

写
し

57
H2
7.
1
1.
17

土
地
境
界
確
認
書

簿
冊
番
号
○
○
-○

○
-
○
○
 
財
産
区
財
産
 枚

方
市
○
○
町
○
○

簿
冊
番
号
○
○
-○

○
-
○
○
 
財
産
区
財
産
 枚

方
市
○
○
町
○
○

個
人
情
報
及
び
印
影
を
除
く

財
務

部
財

産
区

事
務

局
H2
7.
12
.2

公
開

H2
7.
12
.2

写
し

58
H2
7
.1
1.
20

都
市
計
画
審
議
会
会
議
録
(平

成
6年

8
月
8日

､
9
月
9日

､
9月

1
9
日
)及

び
配
布
資
料
の
内

資
料
1の

(2
)
と
資
料
3

(第
2名

神
自
動
車
道
に
関
す
る
議
論
の
部
分
)

＜
対
象
文
書
＞

･平
成
6年

度
第
3回

枚
方

市
都
市
計
画
審
議
会
速
記
録

･平
成
6年

度
第
4回

枚
方

市
都
市
計
画
審
議
会
会
議
録

･平
成
6年

度
第
5回

枚
方

市
都
市
計
画
審
議
会
会
議
録

･平
成
6年

度
第
3回

枚
方

市
都
市
計
画
審
議
会
 資

料
1の

(
2
)及

び
資
料
3

都
市

整
備

部
都

市
計

画
課

H2
7.
12
.4

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
12
.4

写
し

59
H
27
.1
1
.2
6

建
築
確
認
申
請
書
(
建
築

確
認
番
号
 第

H
26

確
認
建
築
枚
方
市
○
○
号
､建

築
確
認
年
月

日
 平

成
26
年
10
月
23
日

)の
添
付
図
書
で
あ
る
地
質
調
査
報
告
書
 ※

個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
12
.3

公
開

H2
7.
12
.7

写
し

60
H2
7
.1
1.
26

保
育
所
等
の
利
用
調
整
の
基
礎
点
と
調
整
点
に
関
す
る
基
準
(
利
用
の
手
引
き
以
外
の
も

の
)

＜
対
象
文
書
＞

枚
方
市
支
給
認
定
及
び
保
育
所
等
の
利
用
調
整
に
関
す
る
規
則

子
ど

も
青

少
年

部
子

育
て

支
援

室
H2
7.
12
.4

公
開

郵
送

写
し

61
H2
7
.1
2.
2

枚
方
市
立
蹉
跎
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
･
蹉
跎
図
書
館
及
び
枚
方
市
立
牧
野
生
涯
学
習

市
民
セ
ン
タ
ー
･牧

野
図

書
館
指
定
管
理
者
 指

定
申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
事
業
計
画
書

及
び
収
支
予
算
書

地
域

振
興

部
生

涯
学

習
課

H2
7.
12
.9

部
分

公
開

6－
3

H2
7.
12
.1
0

写
し

62
H2
7.
1
2.
3

動
物
の
保
管
等
業
務
委
託
契
約
書
に
係
る
委
託
料
積
算
(平

成
2
7年

度
)
に
つ
い
て

＜
対
象
文
書
＞

犬
保
管
等
業
務
委
託
に
係
る
委
託
料
積
算
(
平
成
2
7
年
度
)

健
康

部
保

健
所

保
健

衛
生

課
H2
7.
12
.4

公
開

H2
7.
12
.2
2

写
し

－39－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

63
H2
7
.1
2.
3

次
の
路
線
名
に
係
る
路
線
認
定
調
書

京
阪
天
ノ
川
第
1号

線
～

京
阪
天
ノ
川
第
1
0号

線
､
御
殿
山
禁
野
線
､
禁
野
渚
線
､禁

野
枚

方
線
､西

禁
野
第
1号

線
～
西
禁
野
第
19

号
線

土
木

部
道

路
管

理
課

取
下

げ

64
H2
7
.1
2.
8

添
付
資
料
(写

真
､地

図
)に

あ
る
看
板
A
と
Bの

設
置
に
係
る
文
書
(回

議
書
､図

面
､仕

様
書
等
)

＜
対
象
文
書
＞

･回
議
書
(陸

上
競
技
場
施
設
改
修
工
事
)
(
平
成
2
3
年
9月

3
0日

付
け
決
裁
)

･陸
上
競
技
場
施
設
改
修

工
事
 
設
計
図
 
○
○
-
○
○

･(
仮
称
)
枚
方
市
立
陸
上

競
技
場
新
設
工
事
 設

計
図
 ○

○
-
○
○
､
○
○
､○

○

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
7.
12
.2
2

公
開

H2
7.
12
.2
4

写
し

65
H2
7
.1
2.
14

現
市
長
と
寄
附
申
出
者
と
の
面
会
の
記
録
(
日
時
､
同
行
者
､
や
り
と
り
の
内
容
)

＜
対
象
文
書
＞

①
寄
附
申
出
者
と
の
美
術
館
協
議
(要

旨
)

②
寄
附
申
出
者
と
の
美
術
館
面
談
(要

旨
)

地
域

振
興

部
文

化
振

興
課

H2
7.
12
.2
8

部
分

公
開

6－
1

6－
6

H2
7.
12
.2
8

写
し

66
H2
7.
1
2.
25

平
成
27
年
度
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
選
考
に
関
す
る
得
点
明
細

各
審
議
会
委
員
の
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト

＜
対
象
文
書
＞

･平
成
27
年
度
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
整
備
事
業
候
補
者
選
考
に
関
す
る
評
価
得
点
明
細

･平
成
27
年
度
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
整
備
事
業
候
補
者
選
考
に
関
す
る
評
価
コ
メ
ン
ト

シ
ー
ト

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
1.
7

部
分

公
開

6－
3

6－
7

H2
8.
1.
8

写
し

67
H
28
.
1.
7

保
育
の
実
施
に
関
す
る
要
綱
の
制
定
及
び
改
正
の
決
裁
文
書

＜
対
象
文
書
＞

枚
方
市
保
育
所
入
所
措
置
条
例
施
行
規
則
の
全
部
改
正
及
び
保
育
の
実
施
に
関
す
る
要

綱
の
制
定
に
つ
い
て

保
育
の
実
施
に
関
す
る
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
(
平
成
1
1
年
11

月
1日

施
行
)

保
育
の
実
施
に
関
す
る
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
(
平
成
1
2
年
1月

3
1日

施
行
)

子
ど

も
青

少
年

部
子

育
て

支
援

室
H2
8.
1.
19

公
開

H2
8.
1.
26

閲
覧

､写
し

68
H2
8
.1
.1
3

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
計
画
書
①
～
⑧
添
付
含
む

書
面
審
査
に
お
け
る
評
価
項
目
1
～
11

配
点
 採

点
結
果

委
員
採
点
シ
ー
ト

※
個
人
情
報
及
び
印
影
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

平
成
27
年
度
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
整
備
事
業
候
補
者
の
選
考
に
係
る
次
の
文
書

①
応
募
法
人
(8
法
人
)が

提
出
し
た
次
の
書
類

･地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

整
備
事
業
計
画
書
(概

要
)

･地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

整
備
事
業
計
画
書

･整
備
資
金
計
画
書

･運
営
に
か
か
る
資
金
計

画
書

②
評
価
得
点
明
細

③
委
員
採
点
シ
ー
ト

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
2.
29

部
分

公
開

6－
1

6－
3

6－
7

H2
8.
3.
1

写
し

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
7.
1.
28

－40－



番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

69
H2
8
.1
.1
5

現
市
長
と
寄
附
申
出
者
と
の
面
会
の
記
録
(
日
時
､
同
行
者
､
や
り
と
り
の
内
容
)

〈
対
象
文
書
〉

①
寄
付
申
出
者
と
の
美
術
館
協
議
(要

旨
)

②
寄
付
申
出
者
と
の
美
術
館
面
談
(要

旨
)

地
域

振
興

部
文

化
振

興
課

H2
8.
1.
29

部
分

公
開

6－
1

6－
6

H2
8.
2.
1

写
し

70
H2
8.
1
.2
1

平
成
27
年
9月

2日
付
け
都
査
第
○
○
号

宅
地
造
成
工
事
に
関
す
る
許
可
申
請
書
の
添
付
図
書
で
あ
る
土
地
利
用
計
画
図
(参

考
図
)

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
8.
1.
25

公
開

H2
8.
1.
26

写
し

71
H2
8
.1
.2
2

○
○
と
現
市
長
と
の
面
会
記
録
(
日
時
･
同
行
者
･
や
り
と
り
の
内
容
)

政
策

企
画

部
秘

書
課

H2
8.
2.
4

不
存

在
※

4

72
H2
8
.1
.2
2

4コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
(○

○
･○

○
･
○
○
･
○
○
)協

議
会
会
長
と
の
面
会
記
録
(日

時
･同

行
者
･や

り
と
り
の
内
容
)

＜
対
象
文
書
＞

地
元
4校

区
(
○
○
地
区
･○

○
地
区
･○

○
地
区
･
○
○
地
区
)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会

長
と
の
意
見
交
換
会
(進

行
表
)

地
域

振
興

部
文

化
振

興
課

H2
8.
2.
4

公
開

H2
8.
2.
4

写
し

74
H2
8
.1
.2
5

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
新
消
防
本
部
庁
舎
建
設
工
事
(
建
築
工
事
)

設
計
図
面
 図

面
番
号
○

○
-
○
○
 ○

○
 水

利
標
識

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
8.
2.
1

公
開

H2
8.
2.
1

写
し

75
H2
8
.1
.2
8

添
付
資
料
(写

真
･地

図
)に

あ
る
掲
示
板
A
及
び
B
の
設
置
に
係
る
許
可

土
木

部
公

園
課

H2
8.
2.
8

不
存

在
※

5

73
H2
8
.1
.2
2

地
域

振
興

部
文

化
振

興
課

H2
8.
2.
4

公
開

H2
8.
2.
4

写
し

平
成
27
年
10
月
6日

以
降

(1
1
月
20

日
を
含
む
)
美
術
館
寄
付
者
側
と
市
側
(
地
域
振
興
部

)
と
の
面
会
記
録
(日

時
･
同
行
者
･
や
り
と
り
の
内
容
)

＜
対
象
文
書
＞

①
公
用
車
No
.2
5 
運
行
日
誌
(
平
成
27

年
10

月
6
日
)

②
公
用
車
No
.1
7 
運
行
日
誌
(
平
成
27

年
10

月
7
日
)

③
公
用
車
No
.1
51
 
運
行

日
誌
(
平
成
2
7
年
10

月
9日

)
④
公
用
車
No
.2
8 
運
行
日
誌
(
平
成
27

年
10

月
2
0日

)
⑤
公
用
車
No
.1
13
 
運
行

日
誌
(
平
成
2
7
年
11

月
20

日
)

⑥
公
用
車
No
.2
8 
運
行
日
誌
(
平
成
27

年
11

月
2
6日

)
⑦
公
用
車
No
.2
3 
運
行
日
誌
(
平
成
27

年
11

月
2
7日

)
⑧
公
用
車
No
.8
2 
運
行
日
誌
(
平
成
27

年
12

月
1
8日

)
⑨
公
用
車
No
.1
23
 
運
行

日
誌
(
平
成
2
7
年
12

月
22

日
)

⑩
公
用
車
No
.2
0 
運
行
日
誌
(
平
成
27

年
12

月
2
8日

)
⑪
公
用
車
No
.1
24
 
運
行

日
誌
(
平
成
2
8
年
1月

4
日
)

⑫
公
用
車
No
.1
31
 
運
行

日
誌
(
平
成
2
8
年
1月

1
3日

)
⑬
公
用
車
No
.6
0 
運
行
日
誌
(
平
成
28

年
1月

1
4
日
)

⑭
公
用
車
No
.7
2 
運
行
日
誌
(
平
成
28

年
1月

1
5
日
)

⑮
公
用
車
No
.2
1 
運
行
日
誌
(
平
成
28

年
1月

1
8
日
)

⑯
公
用
車
 H
V2
 運

行
日

誌
(
平
成
28

年
1月

2
1
日
)
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番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

76
H2
8.
2.
1

生
き
生
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
関
す
る
次
の
書
類

①
変
更
契
約
書
(平

成
2
6年

度
)

②
セ
ミ
ナ
ー
等
資
料

＜
対
象
文
書
＞

①
ひ
ら
か
た
生
き
生
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
変
更
契
約
書
(平

成
2
6年

度
)

②
第
1回

ひ
ら
か
た
生
き

生
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
現
任
研
修

③
ひ
ら
か
た
生
き
生
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
現
任
研
修
(第

2
回
)

④
第
6回

ひ
ら
か
た
生
き

生
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

⑤
第
1回

ひ
ら
か
た
生
き

生
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
受
入
施
設
(
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
)情

報
交
換
会

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
2.
15

部
分

公
開

6－
1

H2
8.
2.
15

写
し

77
H2
8.
2
.5

平
成
26
年
9月

10
日
に
入

札
さ
れ
た
大
規
模
盛
土
造
成
地
質
調
査
委
託
の
報
告
書
閲
覧
｡

住
居
地
は
公
開
さ
れ
た
マ
ッ
プ
で
､大

規
模
盛
土
造
成
地
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
た
め
､調

査
内
容
､
使
用
資
料
､調

査
精
度
等
を
知
り
た
い
た
め
に
､調

査
報
告
書
の
閲
覧
を
請
求
し

ま
す
｡

＜
対
象
文
書
＞

大
規
模
盛
土
造
成
地
質
調
査
委
託
報
告
書

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

審
査

課
H2
8.
2.
15

部
分

公
開

6－
1

H2
8.
2.
24

閲
覧

､写
し

78
H2
8
.2
.1
0

寺
嶋
宗
一
郎
元
市
長
が
昭
和
4
2
年
に
退
任
し
た
際
に
､同

人
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
一
般

の
退
職
手
当
の
金
額
及
び
算
定
式
を
記
載
し
た
文
書
｡
山
村
富
造
元
市
長
が
昭
和
50

年
に

退
任
し
た
際
に
､同

人
に

対
し
て
支
払
わ
れ
た
特
別
退
職
手
当
及
び
一
般
の
退
職
手
当
の

金
額
及
び
算
定
式
を
記
載
し
た
文
書

〈
対
象
文
書
〉

①
前
枚
方
市
長
寺
嶋
宗
一
郎
氏
に
対
す
る
退
職
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て
(
昭
和
42

年
5

月
20
日
市
長
決
裁
)

②
前
市
長
山
村
富
造
氏
の
退
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
(昭

和
5
0年

8
月
13

日
市
長
決
裁
)

総
務

部
人

材
育

成
室

職
員

課
H2
8.
2.
16

公
開

H2
8.
2.
19

写
し

79
H2
8
.2
.1
0

寺
嶋
宗
一
郎
元
市
長
が
昭
和
4
2
年
に
退
任
し
た
際
に
､同

人
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
一
般

の
退
職
手
当
の
金
額
及
び
算
定
式
を
記
載
し
た
文
書

総
務

部
人

材
育

成
室

職
員

課
H2
8.
2.
16

不
存

在
※

6

80
H2
8
.2
.1
5

①
平
成
2
6年

度
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
収
支
予
算
書

②
平
成
2
6年

度
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
決
算
書

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
2.
29

部
分

公
開

6－
1

H2
8.
3.
9

写
し

81
H2
8.
2
.1
7

｢添
付
資
料
(
写
真
･
地
図

)に
あ
る
消
火
栓
標
識
柱
と
そ
の
添
加
看
板
に
係
る
許
可
｣に

係
る
書
類

＜
対
象
文
書
＞

道
路
占
用
許
可
書
(
枚
方

市
指
令
土
管
占
○
○
第
○
○
号
)

道
路
占
用
許
可
書
(
枚
方

市
指
令
土
管
占
○
○
第
○
○
号
)

土
木

部
道

路
管

理
課

H2
8.
2.
23

公
開

H2
8.
3.
1

写
し

82
H2
8
.2
.1
7

情
報
公
開
決
定
通
知
書
(施

整
第
○
○
号
､
平
成
2
8
年
2月

1
日
付
)
に
あ
る
水
利
標
識
設
計

図
面
図
面
番
号
○
○
-○

○
の
作
成
に
係
る
根
拠
と
な
る
書
類

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
8.
2.
24

不
存

在
※

7
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番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

83
H2
8
.2
.1
9

地
元
調
整
の
状
況
(
○
○

分
)
(
平
成
2
7
年
度
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
整
備
事
業
候
補
者
選

考
に
関
す
る
提
出
書
類
)

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
3.
3

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
8.
3.
4

写
し

84
H2
8
.2
.
19

①
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
委
員
へ
の
就
任
の
お
願
い
(平

成
2
5年

6
月
3日

付
け
総
職
第

○
○
号
)
の
写
し

②
経
歴
書
(退

職
手
当
審

査
会
5
委
員
分
)

③
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(お

知
ら
せ
)
(
平
成
2
5
年
7月

2
3日

付
け

事
務
連
絡
)の

写
し

④
委
嘱
状
(退

職
手
当
審

査
会
5
委
員
分
)
の
写
し

⑤
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(お

知
ら
せ
)
(
平
成
2
5
年
6月

2
日
付
け
総

職
第
62
0
号
)
の
写
し

⑥
委
員
報
酬
振
込
口
座
振
込
依
頼
書
(退

職
手
当
審
査
会
5委

員
分
)

⑦
次
第
(
平
成
25
年
度
第

2回
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
分
)

⑧
聴
聞
に
お
け
る
当
事
者
側
と
行
政
庁
側
の
主
張
内
容
に
つ
い
て
の
論
点
整
理

⑨
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(お

知
ら
せ
)
(
平
成
2
5
年
9月

1
9日

付
け

総
職
第
1
41
号
)の

写
し

⑩
次
第
(
平
成
25
年
度
第

3回
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
分
)

⑪
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(お

知
ら
せ
)
(
平
成
2
5
年
10

月
11

日
付
け

総
職
第
1
65
号
)の

写
し

⑫
次
第
(
平
成
25
年
度
第

4回
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
分
)

⑬
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
(お

知
ら
せ
)
(
平
成
2
5
年
10

月
30

日
付
け

総
職
第
1
82
号
)の

写
し

⑭
次
第
(
平
成
25
年
度
第

5回
枚
方
市
退
職
手
当
審
査
会
分
)

⑮
答
申
案

⑯
平
成
2
5年

分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
送
付
に
つ
い
て
(
平
成
26

年
1月

6
日
付
け
退

職
手
当
審
査
会
委
員
分
)の

写
し

総
務

部
人

材
育

成
室

職
員

課
H2
8.
3.
22

部
分

公
開

6－
1

6－
7

H2
8.
3.
24

写
し

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
8.
3.
4

85
H2
8
.2
.2
9

宇
山
保
育
所
､蹉

蛇
保
育

所
､
小
倉
保
育
所
､宮

之
阪
保
育
所
､
中
宮
保
育
所
､北

牧
野
保
育

所
民
営
化
後
に
行
っ
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
様
式
及
び
集
計
結
果

子
ど

も
青

少
年

部
子

育
て

支
援

室
H2
8.
3.
25

公
開

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
8.
3.
14

86
H2
8.
3.
4

添
付
資
料
(写

真
､地

図
)に

あ
る
道
路
(
部
)に

係
る
直
近
の
道
路
工
事
決
裁
(全

書
類
)

土
木

部
道

路
補

修
課

H2
8.
3.
14

不
存

在
※

8

未
実

施
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番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

87
H2
8.
3.
8

窓
口
応
対
(入

所
申
込
)
に
お
け
る
注
意
喚
起
に
関
す
る
供
覧
文
書
(平

成
2
7年

9
月
以
降

)
〈
対
象
文
書
〉

①
新
聞
記
事
2部

②
入
所
申
込
み
受
付
で
の
注
意
点
に
つ
い
て

③
氷
室
保
育
園
新
園
舎
に
つ
い
て

④
窓
口
に
お
け
る
取
扱
注
意
に
つ
い
て

⑤
平
成
2
8年

4月
選
考
関

係
に
つ
い
て

⑥
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
に
つ
い
て

⑦
枚
方
市
内
認
可
外
保
育
施
設
一
覧
に
つ
い
て

⑧
問
合
せ
相
談
記
録

⑨
世
帯
履
歴
2部

子
ど

も
青

少
年

部
子

育
て

支
援

室
H2
8.
3.
31

部
分

公
開

6－
1

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
8.
3.
22

88
H2
8.
3.
9

伏
見
隆
市
長
就
任
後
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
都
市
経
営
会
議
の
審
議
資
料
及
び
会
議
録

＜
対
象
文
書
＞

①
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
7
年
9月

2
4日

開
催
分
)

②
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
7
年
10

月
14

日
開
催
分
)

③
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
8
年
1月

1
3日

開
催
分
)

④
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
8
年
2月

1
6日

開
催
分
)

⑤
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
8
年
2月

2
2日

開
催
分
)

総
合

政
策

部
企

画
課

H2
8.
4.
22

公
開

H2
8.
4.
25

閲
覧

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
8.
3.
17

89
H2
8.
3.
9

伏
見
隆
市
長
就
任
後
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
都
市
経
営
会
議
の
審
議
資
料
及
び
会
議
録

＜
対
象
文
書
＞

⑥
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
7
年
10

月
2日

開
催
分
)

⑦
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
7
年
11

月
9日

開
催
分
)

⑧
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
8
年
1月

1
8日

､
2
1日

開
催
分
)

⑨
都
市
経
営
会
議
審
議
資
料
及
び
会
議
録
(
平
成
2
8
年
2月

1
日
､2

日
開
催
分
)

総
合

政
策

部
企

画
課

H2
8.
4.
22

部
分

公
開

6－
3

6－
6

6－
7

H2
8.
5.
9

閲
覧

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
8.
3.
17

90
H2
8
.3
.1
1

平
成
27
年
度
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
整
備
事
業
候
補
者
選
考
に
関
す
る
評
価
得
点
明
細

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
3.
15

部
分

公
開

6－
3

6－
7

H2
8.
3.
16

写
し

91
H
28
.3
.
15

地
域
密
着
型
介
護
老
人
施
設
の
建
設
に
当
た
り
地
元
住
民
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
建
設

反
対
嘆
願
書

＜
対
象
書
類
＞

高
齢
者
施
設
設
置
に
つ
い
て
要
望
(平

成
2
7年

1
0
月
20

日
収
受
 
福
高
高
第
○
○
号
)

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
3.
25

部
分

公
開

6－
1

H2
8.
3.
28

写
し

92
H
28
.3
.
17

添
付
資
料
(写

真
･地

図
)に

あ
る
掲
示
板
の
設
置
許
可
に
係
る
文
書

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

管
理

課
H2
8.
3.
30

不
存

在
※

9

93
H2
8
.3
.2
4

｢添
付
資
料
(
写
真
･
地
図

)に
あ
る
電
柱
と
電
柱
添
加
突
出
広
告
板
の
設
置
許
可
(文

書
)

※
印
影
を
除
く
｣の

う
ち

､｢
電
柱
の
設
置
許
可
(
文
書
)｣

＜
対
象
文
書
＞

道
路
占
用
許
可
書
(
枚
方

市
指
令
土
管
占
○
○
第
○
○
号
)

土
木

部
道

路
河

川
管

理
課

H2
8.
4.
4

公
開

H2
8.
4.
5

写
し

未
実

施
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番
号

請
求

日
請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

94
H2
8
.3
.2
4

｢添
付
資
料
(
写
真
･
地
図

)に
あ
る
電
柱
と
電
柱
添
加
突
出
広
告
板
の
設
置
許
可
(文

書
)

※
印
影
を
除
く
｣の

う
ち

､｢
電
柱
添
加
突
出
広
告
板
の
設
置
許
可
(文

書
)｣

土
木

部
道

路
河

川
管

理
課

H2
8.
4.
4

不
存

在
※

10

95
H2
8
.3
.2
9

開
発
行
為
変
更
許
可
申
請
書
(
H
23

.
1
0.

1
7
受
付
 
枚
方
市
○
○
町
○
○
)
及
び
宅
地
造
成

に
関
す
る
工
事
の
変
更
許
可
申
請
書
(H

2
3.

1
0
.1

7
受
付
 枚

方
市
○
○
町
○
○
)
に
係
る

構
造
計
算
書
及
び
箱
型
構
造
物
の
図
面

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
8.
3.
29

公
開

H2
8.
4.
1

写
し

不
存

在
の

理
由

※
1
 卒

業
記

念
作
品
に
つ
い
て
は
施
設
長
の
判

断
に
よ
り
掲
示
し
て
お
り
､
許
可
文
書
は
作
成
し
て
い
な
い
た

め
｡

※
2
 当

該
看

板
は
､設

置
後
概
ね
十
年
程
度
経
過
し
､保

存
年
限
を
経
過
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
､
現
に
保
管
､保

存
し

て
い

る
文

書
の

中
に

該
当

す
る

も
の

は
含

ま
れ

て
い

な
い

た
め

｡
※

3
 請

求
に

係
る
文
書
は
作
成
し
て
い
な
い
た

め
。

※
4
 現

市
長

が
｢
市
民
無
視
の
美
術
館
建
設
は
白
紙
に
戻
し
､再

検
討
を
求
め
る
市
民
･
団
体
｣と

面
会
し
た
事

実
が

存
在

し
な

い
た

め
｡

※
5
 本

件
請

求
に
対
応
す
る
の
は
､当

該
掲
示
板
に
係
る
占
有
許
可
申
請
書
だ
が
､該

当
す
る
文
書
の
提
出
を
受

け
て

い
な

い
た

め
｡

※
6
 現

に
保

管
･
保
存
す
る
文
書
を
検
索
し
た
が
､該

当
す
る
文
書
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
｡

※
7
 当

該
図

面
の
作
成
に
係
る
根
拠
と
な
る
規

程
等
は
な
く
､ま

た
､図

面
作
成
に
係
る
協
議
に
つ
い
て
は
口

頭
で

行
い

､そ
れ

に
つ

い
て

記
載

し
た

文
書

は
作

成
し

て
い

な
い

た
め

｡
※

8
 当

該
箇

所
の
直
近
の
道
路
工
事
は
平
成
21

年
に
実
施
し
て
お
り
､工

事
決
裁
文
書
の
保
存
年
限
は
5年

で
あ

る
こ

と
か

ら
､直

近
の

道
路

工
事

の
工

事
決

裁
文

書
は

保
存

年
限

を
経

過
し

て
お

り
､廃

棄
し

た
た

め
｡

※
9
 該

当
す

る
申
請
が
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め

｡
※

1
0 
占

用
許

可
申
請
が
無
い
た
め
｡
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番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

1
H2
7.
4.
2

①
平
成
2
1年

頃
に
村

野
の
支
援
学
校
に
つ
い
て
村
野
地
区
で
開
催
さ
れ
た
地
元

説
明
会
の
議
事
録

②
同
支
援
学
校
の
設

置
に
つ
い
て
大
阪
府
に
対
し
て
枚
方
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
要
望
書
(又

は
類
す
る
も
の
)

＜
対
象
文
書
＞

①
平
成
2
1年

7月
17
日
に
開
催
し
た
地
元
説
明
会
の
会
議
録

平
成
21
年
8月

1
8日

に
開
催
し
た
地
元
説
明
会
の
会
議
録

②
平
成
2
0年

9月
10
日
付
け
企
画
第
5
1
号
｢高

等
支
援
学
校
の
開
設
な
ど
､支

援
教
育
の
拡
充
に
つ
い

て
｣

平
成
20
年
10
月
2日

付
け
企
画
第
54

号
｢高

等
支
援
学
校
の
候
補
地
に
つ
い
て
｣

政
策

企
画

部
都

市
戦

略
室

政
策

企
画

課
H2
7.
4.
16

公
開

H2
7.
4.
16

写
し

2
H2
7.
4.
9

①
設
計
書
(平

成
25
年
度
 
交
通
量
調
査
業
務
委
託
に
係
る
も
の
)

②
設
計
書
(平

成
26
年
度
 
交
通
量
調
査
業
務
委
託
に
係
る
も
の
)

③
設
計
書
(平

成
25
年
度
 
面
的
評
価
業
務
委
託
に
係
る
も
の
)

④
設
計
書
(平

成
26
年
度
 
面
的
評
価
業
務
委
託
に
係
る
も
の
)

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
4.
21

部
分

公
開

6－
7

H2
7.
4.
22

写
し

3
H2
7
.4
.1
5

ば
い
煙
発
生
施
設
設

置
事
業
場
一
覧
(
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
き
各
事
業
場

よ
り
届
出
の
あ
っ
た

情
報
を
ま
と
め
た
資
料
)
(
平
成
2
4
年
3月

3
1日

現
在
)

※
必
要
項
目
:工

場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地
､ば

い
煙
施
設
の
種
類

＜
対
象
文
書
＞

･ば
い
煙
発
生
施
設
対
象
事
業
所
情
報
(
平
成
2
4
年
3月

3
1日

現
在
)(

工
場
又
は

事
業
場
の
名
称
及
び

所
在
地
､ば

い
煙
施
設
の
種
類
に
限
る
)

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
4.
24

公
開

H2
7.
7.
17

写
し

4
H2
7
.4
.1
7

岡
東
自
動
車
駐
車
場

竣
工
図
(○

○
-
○
○
～
○
○
-○

○
)

土
木

部
交

通
対

策
課

H2
7.
4.
20

公
開

H2
7.
4.
20

写
し

5
H2
7
.4
.1
7

出
口
ふ
れ
あ
い
公
園

の
土
壌
改
良
に
関
す
る
書
類

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
4.
24

不
存

在
※

1

6
H2
7
.4
.2
7

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

4
月
1日

収
受
都
調
第
○
○
-

○
○
-○

○
号
～
平
成
27

年
4月

2
2
日
収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-
○
○
号
)
及
び

同
協
議
書
の
添
付
図

書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
4
月
2日

収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
2
7年

4
月
24

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-

○
○
号
)
の
添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､標

識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及
び

付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
5.
8

公
開

H2
7.
5.
11

写
し

２
．

情
報

公
開

の
申

出
の

内
容

等
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番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

7
H2
7
.4
.2
8

枚
方
市
大
字
穂
谷
○

○
-
○
○
(平

成
13

年
9
月
12

日
枚
土
第
○
○
-○

○
号
)砂

防
指
定
地
内
行
為
許

可
申
請
書
の
内
､
排
水
計
画
､防

災
計
画
平
面
図
､防

災
計

画
書
､水

理
計
算
書
､法

面
安
定
計
算
書
及
び
土
質
調
査
結
果
に
限
る
｡

＜
対
象
文
書
＞

一
般
廃
棄
物
埋
立
処

分
場
の
終
了
に
伴
う
整
備
工
事
 砂

防
指
定
地
内
行
為
許

可
協
議
書

環
境

事
業

部
東

部
清

掃
工

場
H2
7.
5.
12

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
5.
12

写
し

8
H2
7.
5.
7

枚
方
市
岡
東
町
自
動

車
駐
車
場
指
定
管
理
に
係
る
事
業
計
画
書
(現

指
定
管
理

者
分
)及

び
収
支
予
算
書
(
別
添
資
料
を
除
く
)

＜
対
象
文
書
＞

岡
東
町
自
動
車
駐
車

場
の
現
指
定
管
理
者
が
提
出
し
た
次
の
書
類

①
事
業
計
画
書

②
収
支
予
算
書

土
木

部
交

通
対

策
課

H2
7.
5.
13

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
5.
15

写
し

9
H2
7
.5
.2
6

○
○
新
築
計
画
に
つ

い
て
､
○
○
自
治
会
か
ら
都
市
整
備
部
に
提
出
さ
れ
た
要

望
に
関
す
る
書
類

弁
護
士
名
で
提
出
さ

れ
た
書
類
に
限
る

＜
対
象
文
書
＞

申
入
書
(
平
成
2
7年

5月
1
日
収
受
都
調
第
○
○
号
)

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
6.
5

部
分

公
開

6－
3

H2
7.
6.
8

写
し

10
H2
7
.5
.2
6

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
書
(
平
成
27

年
4月

2
7
日
収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
27

年
5
月
14

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-
○
○
号
)
及
び
同

協
議
書
の
添
付
図
書

で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
6.
2

公
開

H2
7.
6.
2

写
し

11
H2
7.
6.
3

新
第
1学

校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
工
事
の
方
針
決
裁
と
施
工
決
裁
(
こ
れ
に
類

す
る
も
の
を
含
む
)
の
回
議
書

＜
対
象
文
書
＞

平
成
26
年
8月

1
日
付

け
回
議
書

｢(
仮
称
)
新
第
1
学
校

給
食
共
同
調
理
場
建
設
工
事
に
つ
い
て
｣

教
育

委
員

会
管

理
部

学
校

給
食

課
H2
7.
6.
11

公
開

H2
7.
6.
26

写
し

12
H2
7.
6.
3

管
理
棟
､
水
質
試
験
棟
更
新
工
事
(建

築
工
事
)
の
方
針
決
裁
と
施
工
決
裁
(こ

れ
に
類
す
る
も
の
を
含

む
)
の
回
議
書

＜
対
象
文
書
＞

回
議
書
｢
中
宮
浄
水
場
管
理
棟
･水

質
試
験
棟
更
新
事
業
に
係
る
方
針
の
決
定
に

つ
い
て
｣

回
議
書
｢
中
宮
浄
水
場
管
理
棟
･水

質
試
験
棟
更
新
事
業
に
係
る
方
針
の
決
定
に

つ
い
て
(
変
更
)
｣

回
議
書
｢
管
理
棟
･水

質
試
験
棟
更
新
工
事
(建

築
工
事
)
｣

回
議
書
｢
管
理
棟
･水

質
試
験
棟
更
新
工
事
(建

築
工
事
)
｣
(第

1
回
変
更
)

回
議
書
｢
管
理
棟
･水

質
試
験
棟
更
新
工
事
(建

築
工
事
)
｣
(第

2
回
変
更
)

上
下

水
道

局
水

道
部

浄
水

課
H2
7.
6.
17

公
開

H2
7.
6.
26

写
し
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番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

13
H2
7.
6.
3

市
立
枚
方
市
民
病
院

改
築
工
事
(旧

病
院
解
体
工
事
)の

方
針
決
裁
と
施
工
決
裁

(こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
含
む
)の

回
議
書

＜
対
象
文
書
＞

回
議
書
｢
市
立
枚
方
市
民
病
院
改
築
工
事
(旧

病
院
解
体
工
事
)の

施
工
に
つ
い

て
｣

市
立

ひ
ら

か
た

病
院

事
務

局
経

営
企

画
課

H2
7.
6.
15

公
開

H2
7.
6.
26

写
し

14
H2
7.
6.
3

①
新
第
1
共
同
給
食
調
理
場
建
設
工
事

②
新
消
防
本
部
庁
舎

建
設
工
事

③
市
民
病
院
解
体
工

事
④
上
下
水
道
局
管
理

棟
･
水
質
試
験
棟
建
設
工
事

上
記
各
工
事
に
係
る

決
裁
の
回
議
書

ア
 契

約
締
結
決
裁
 イ

 
施
行
(又

は
設
計
)
決
裁
 ※

現
有
分
に
限
る
｡

＜
対
象
文
書
＞

(仮
称
)新

第
1学

校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
工
事
 
回
議
書

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
7.
6.
16

公
開

H2
7.
6.
26

写
し

15
H2
7.
6.
3

①
新
第
1
共
同
給
食
調
理
場
建
設
工
事
③
市
民
病
院
解
体
工
事
④
上
下
水
道
局

管
理
棟
･
水
質
試
験
棟
建
設
工
事
 上

記
各
工
事
に
係
る
次
の
決
裁
の
回
議
書

ア
 契

約
締
結
決
裁
 ※

現
有
分
に
限
る
｡

＜
対
象
文
書
＞

･仮
契
約
締
結
回
議
書
｢(

仮
称
)新

第
1学

校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
工
事
｣

･契
約
締
結
回
議
書
｢市

立
枚
方
市
民
病
院
改
築
工
事
｣

･契
約
締
結
回
議
書
｢管

理
棟
･水

質
試
験
棟
更
新
工
事
(
建
築
工
事
)
｣

･変
更
契
約
締
結
回
議
書
｢
管
理
棟
･
水
質
試
験
棟
更
新
工
事
(建

築
工
事
)｣

(第
1

回
目
変
更
分
)

･変
更
契
約
締
結
回
議
書
｢
管
理
棟
･
水
質
試
験
棟
更
新
工
事
(建

築
工
事
)｣

(第
2

回
目
変
更
分
)

財
務

部
総

合
契

約
検

査
室

H2
7.
6.
11

公
開

H2
7.
6.
26

写
し

16
H2
7
.6
.2
3

別
紙
墓
地
経
営
許
可

申
請
書
類
一
覧
記
載
の
書
面
の
う
ち
､
○
○
が
墓
地
経
営

許
可
申
請
の
事
前
相

談
に
お
い
て
貴
市
(環

境
衛
生
課
)
に
提
出
し
た
書
類

＜
対
象
文
書
＞

○
○
が
墓
地
経
営
許

可
申
請
の
事
前
相
談
に
お
い
て
市
に
提
出
し
た
次
の
書
類

①
委
任
状
②
履
歴
事

項
全
部
証
明
書
③
○
○
責
任
役
員
名
簿
④
宗
教
法
人
規
則

⑤
理
由
書
⑥
責
任
役

員
会
議
事
録
⑦
会
計
報
告
(
決
算
報
告
書
･収

支
計
算
書
･

賃
借
対
照
表
･正

味
財
産
増
減
計
算
書
･
所
得
金
額
計
算
書
)
⑧
預
金
残
高
証
明

書
⑨
○
○
収
支
計
算

書
⑩
位
置
図
⑪
住
宅
地
図
の
写
し
⑫
墓
地
計
画
図

環
境

保
全

部
環

境
衛

生
課

H2
7.
7.
30

部
分

公
開

6－
1

6－
3

郵
送

写
し

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
7.
7.
7
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番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

17
H2
7
.6
.2
4

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

5
月
28

日
収
受
都
調
第
○
○

-○
○
-○

○
号
～
平

成
2
7
年
6月

2
3日

収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)及

び
同
協
議
書
の
添
付
図

書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
6
月
9日

収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
､平

成
2
7年

6
月
11

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-○

○
号
)の

添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､標

識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及
び
付

近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く
｡

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
6.
30

公
開

H2
7.
7.
2

写
し

18
H2
7
.6
.2
5

回
議
書
｢
新
消
防
本
部
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
う
単
価
及
び
見
積
り
価
格
の
算
定

に
つ
い
て
｣(
平
成
2
5年

1
2
月
27

日
決
裁
)
(
添
付
書
類
は
除
く
)

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
7.
7.
3

公
開

H2
7.
7.
21

写
し

19
H2
7.
7.
3

旧
市
立
枚
方
市
民
病

院
解
体
工
事
に
お
け
る
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
､石

綿
排
出
等
作
業
の
対
象

と
な
る
建
築
物
等
の
部
分
見
取
り
図

＜
対
象
文
書
＞

①
特
定
粉
じ
ん
排
出

等
作
業
実
施
届
出
書
(平

成
26

年
1
1月

6
日
付
)の

う
ち
施

工
計
画
図

②
特
定
粉
じ
ん
排
出

等
作
業
実
施
届
出
書
(平

成
26

年
1
1月

2
0
日
付
)
の
う
ち
施

工
計
画
図

③
石
綿
排
出
等
作
業

実
施
届
出
書
(
平
成
26

年
11

月
2
0日

付
)
の
う
ち
施
工
範
囲

図
(平

面
図
)

④
特
定
粉
じ
ん
排
出

等
作
業
実
施
届
出
書
(平

成
26

年
1
2月

1
1
日
付
)
の
う
ち
施

工
計
画
図

市
立

ひ
ら

か
た

病
院

事
務

局
経

営
企

画
課

H2
7.
7.
16

公
開

郵
送

写
し

20
H2
7.
7.
7

自
治
会
等
代
表
者
名

簿
(
縦
覧
用
)
 
平
成
2
7
年
7月

8
日
発
行
分
(町

名
､
番
地
及

び
電
話
番
号
等
を
除

く
｡
)

市
民

安
全

部
市

民
活

動
課

H2
7.
7.
17

公
開

郵
送

写
し

21
H2
7.
7.
8

旧
市
立
枚
方
市
民
病

院
に
係
る
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
有
無
に
関
す
る
事
前
調
査
結

果 ＜
対
象
文
書
＞

｢市
立
枚
方
市
民
病
院
改
築
工
事
基
本
設
計
等
業
務
委
託
 
建
築
物
そ
の
他
調
査

の
内
建
築
物
調
査
｣
の
う
ち
有
害
物
質
調
査
報
告
書
(旧

病
院
)

市
立

ひ
ら

か
た

病
院

事
務

局
経

営
企

画
課

H2
7.
7.
16

部
分

公
開

6－
1

郵
送

写
し

22
H2
7.
7.
9

枚
方
寝
屋
川
消
防
組

合
新
消
防
本
部
庁
舎
建
設
工
事
に
係
る
次
の
文
書

①
免
震
積
層
ゴ
ム
支

承
製
作
･検

査
要
領
書

②
工
事
検
査
請
求
書

③
工
事
検
査
報
告
書

(立
会
検
査
議
事
録
含
む
)

④
ゴ
ム
材
料
試
験
成

績
書
 
性
能
検
査
成
績
書
 
鋼
材
検
査
証
明
書

規
格
鋼
板
剪
断
証
明

書
 
出
荷
証
明
書

⑤
構
造
計
算
依
頼
書

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
7.
7.
23

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
7.
24

写
し
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番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

23
H2
7.
7.
9

平
成
27
年
度
枚
方
市

市
民
公
益
活
動
補
償
保
険
に
係
る
次
の
文
書

①
賠
償
責
任
保
険
証

券
※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

市
民

安
全

部
市

民
活

動
課

H2
7.
7.
23

公
開

郵
送

写
し

24
H2
7.
7.
9

保
険
証
券
(枚

方
子
ど
も
い
き
い
き
広
場
活
動
（
公
益
活
動
）
災
害
補
償
保
険

に
係
る
も
の
)(
平
成

27
年
度
分
)

※
明
細
書
を
含
む

※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

子
ど

も
青

少
年

部
子

ど
も

青
少

年
課

H2
7.
7.
22

公
開

郵
送

写
し

25
H2
7.
7.
9

保
険
証
券
(｢
平
成
2
7年

度
留
守
家
庭
児
童
会
室
入
室
児
童
に
か
か
る
傷
害
保

険
」
に
係
る
も
の
)

※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

子
ど

も
青

少
年

部
放

課
後

児
童

課
H2
7.
7.
22

公
開

郵
送

写
し

26
H2
7.
7.
9

平
成
27
年
度
 ｢
日
々

雇
用
者
（
雇
い
上
げ
）
普
通
傷
害
保
険
｣保

険
証
券

※
明
細
書
を
含
む

※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

保
健
福
祉
事
業
の
医

療
等
業
務
総
合
賠
償
保
険
･
傷
害
保
険
､加

入
者
証
(平

成
27
年
度
日
々
雇
用
者

(雇
い
上
げ
)
傷
害
保
険
分
)

※
印
影
を
除
く

健
康

部
保

健
所

保
健

セ
ン

タ
ー

H2
7.
7.
23

公
開

郵
送

写
し

27
H2
7.
7.
9

①
保
険
証
券
｢市

立
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
等
所
蔵
美
術
作
品
動
産
保
険
｣

平
成
27
年
度
契
約
分

 (
平
成
27

年
5月

1
5
日
契
約
)

※
添
付
書
類
を
除
く

※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

②
仕
様
書
｢市

立
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
等
所
蔵
美
術
作
品
動
産
保
険
｣

平
成
27
年
度
契
約
分

 (
所
蔵
作
品
一
覧
を
除
く
)

地
域

振
興

部
生

涯
学

習
課

H2
7.
7.
21

公
開

郵
送

写
し

28
H2
7.
7.
9

①
連
続
立
体
交
差
課

所
管
車
両
任
意
保
険
の
保
険
証
券
(
契
約
日
:
平
成
27

年
5

月
28
日
)

②
自
動
車
損
害
保
険

(市
民
貸
出
用
車
両
)の

保
険
証
券
(
契
約
日
:
平
成
2
7
年
3

月
16
日
)

※
①
②
と
も
明
細
書

を
含
む
､約

款
及
び
特
約
を
除
く
､
個
人
情
報
及
び
印
影
を

除
く

総
務

部
総

務
管

理
課

H2
7.
7.
23

公
開

郵
送

写
し

29
H2
7.
7.
9

保
険
証
券
(平

成
27
年
度
交
通
専
従
員
傷
害
補
償
保
険
に
係
る
も
の
)

※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
印
影
を
除
く

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

児
童

生
徒

支
援

室
H2
7.
7.
22

公
開

郵
送

写
し
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番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

30
H2
7
.7
.1
3

指
定
避
難
所
で
あ
る

小
中
学
校
(以

下
5校

)
の
体
育
館
に
使
用
し
て
い
る
板
ガ

ラ
ス
の
種
類
と
面
積

が
分
か
る
資
料
 
※
図
面
や
建
具
表
な
ど

･小
学
校
(4
校
)
:五

常
小
学
校
､殿

山
第
一
小
学
校
､招

提
小
学
校
､
藤
阪
小
学
校

･中
学
校
(1
校
)
:長

尾
中
学
校

＜
対
象
文
書
＞

①
枚
方
市
立
五
常
小

学
校
体
育
館
新
設
工
事
 
図
面
(○

○
-○

○
～
○
○
､
○
○

～
○
○
)

②
枚
方
市
立
殿
山
第

一
小
学
校
体
育
館
改
築
工
事
 図

面
(
○
○
-
○
○
～
○
○
､

○
○
)

③
殿
山
第
一
小
学
校

体
育
館
耐
震
補
強
工
事
 
図
面
(○

○
-○

○
､
○
○
)

④
招
提
小
学
校
体
育

館
新
設
工
事
 
図
面
(N

o
.○

○
､
○
○
)

⑤
招
提
小
学
校
体
育

館
耐
震
補
強
工
事
 図

面
(
○
○
-
○
○
～
○
○
､○

○
)

⑥
市
立
仮
称
第
47
小

学
校
(
藤
阪
地
区
)体

育
館
新
設
工
事
 図

面
(
○
○
-
○
○
､

○
○
)

⑦
市
立
仮
称
第
9中

学
校
(
長
尾
地
区
)
新
設
工
事
 図

面
(
○
○
-
○
○
～
○
○
､

○
○
)

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
7.
7.
23

公
開

郵
送

写
し

31
H2
7
.7
.2
1

枚
方
市
の
墓
地
一
覧

表
(
最
新
分
)
(
個
人
墓
地
を
除
く
)

＜
対
象
文
書
＞

墓
地
台
帳
の
明
細
(
平
成
2
7
年
3月

3
日
現
在
)
(個

人
墓
地
を
除
く
)

環
境

保
全

部
環

境
衛

生
課

H2
7.
7.
30

公
開

郵
送

写
し

32
H2
7
.7
.2
2

社
会
福
祉
法
人
○
○

､社
会
福
祉
法
人
○
○
､
社
会
福
祉
法
人
○
○
に
係
る
次
の

文
書

貸
借
対
照
表
､資

金
収
支
計
算
書
､事

業
活
動
計
算
書
､事

業
報
告
書

※
平
成
2
6年

度
分

福
祉

部
福

祉
指

導
監

査
課

H2
7.
8.
5

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
8.
5

写
し

33
H2
7
.7
.2
7

①
第
二
京
阪
道
路
沿

道
(
茄
子
作
南
地
区
)ま

ち
づ
く
り
計
画
策
定
設
計
業
務

設
計
書

②
茄
子
作
南
地
区
用

地
測
量
業
務
委
託
 設

計
書

都
市

整
備

部
都

市
整

備
推

進
室

H2
7.
8.
4

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

34
H2
7
.7
.2
7

①
東
香
里
1丁

目
地
内
他
道
路
修
繕
設
計
委
託
に
係
る
設
計
書

②
道
路
ス
ト
ッ
ク
(
道
路
照
明
灯
)調

査
委
託
に
係
る
設
計
書

③
北
楠
葉
町
地
内
他

道
路
修
繕
設
計
委
託
に
係
る
設
計
書

④
(平

成
26
年
度
事
業
)路

面
性
状
調
査
委
託
に
係
る
設
計
書

⑤
(平

成
26
年
度
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
整
備
事
業
)中

宮
津
田
線
修
繕
設
計
委
託
に
係

る
設
計
書

⑥
(平

成
25
年
度
)主

要
橋
梁
長
寿
命
化
耐
震
設
計
委
託
に
係
る
設
計
書

土
木

部
道

路
補

修
課

H2
7.
8.
5

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

－51－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

35
H2
7
.7
.2
7

京
阪
本
線
(寝

屋
川
市
･枚

方
市
)連

続
立
体
交
差
事
業
道
路
予
備
設
計
業
務
委

託 京
阪
本
線
(寝

屋
川
市
･枚

方
市
)連

続
立
体
交
差
事
業
用
地
測
量
業
務
委
託
(そ

の
1)

京
阪
本
線
(寝

屋
川
市
･枚

方
市
)連

続
立
体
交
差
事
業
用
地
測
量
業
務
委
託
(そ

の
2)

京
阪
本
線
(寝

屋
川
市
･枚

方
市
)連

続
立
体
交
差
事
業
用
地
測
量
業
務
委
託
(そ

の
3)

京
阪
本
線
(寝

屋
川
市
･枚

方
市
)連

続
立
体
交
差
事
業
用
地
測
量
業
務
委
託
(そ

の
4)

上
記
5業

務
委
託
に
係
る
設
計
書
(金

入
り
)

都
市

整
備

部
連

続
立

体
交

差
課

H2
7.
8.
10

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

36
H2
7
.7
.2
7

①
御
殿
山
小
倉
線
測

量
設
計
委
託
(
変
更
設
計
書
)に

係
る
金
入
り
設
計
書

②
牧
野
長
尾
線
整
備

事
業
測
量
設
計
委
託
(予

備
設
計
(
変
更
設
計
書
))

に
係
る

金
入
り
設
計
書

③
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
実
施
設
計
委
託
(藤

阪
駅
周
辺
地
区
)(

変
更
設
計
書
)に

係
る
金
入
り
設
計
書

④
(仮

称
)長

尾
杉
責

谷
線
整
備
事
業
予
備
設
計
委
託
に
係
る
金
入
り
設
計
書

⑤
阪
八
幡
線
他
詳
細

設
計
委
託
(変

更
設
計
書
)
に
係
る
金
入
り
設
計
書

⑥
中
振
交
野
線
整
備

事
業
用
地
測
量
委
託
に
係
る
金
入
り
設
計
書

⑦
東
高
野
街
道
(出

屋
敷
地
区
)詳

細
設
計
業
務
委
託
に
係
る
金
入
り
設
計
書

⑧
(仮

称
)東

部
ス
ポ

ー
ツ
公
園
整
備
事
業
に
伴
う
用
地
測
量
委
託
(
変
更
設
計

書
)に

係
る
金
入
り
設
計
書

⑨
(仮

称
)東

部
ス
ポ

ー
ツ
公
園
整
備
事
業
に
伴
う
現
地
測
量
委
託
(
変
更
設
計

書
)に

係
る
金
入
り
設
計
書

⑩
責
谷
川
沿
い
道
路

整
備
事
業
検
討
業
務
委
託
(
変
更
設
計
書
)に

係
る
金
入
り

設
計
書

⑪
中
振
交
野
線
整
備

事
業
詳
細
設
計
委
託
(変

更
設
計
書
)
に
係
る
金
入
り
設
計

書 ⑫
牧
野
長
尾
線
(6
工

区
)
詳
細
設
計
委
託
(変

更
設
計
書
)
に
係
る
金
入
り
設
計

書

土
木

部
道

路
整

備
課

H2
7.
8.
10

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

37
H2
7
.7
.2
7

枚
方
市
公
園
台
帳
作

成
委
託
業
務
に
係
る
設
計
書
(金

入
り
)

土
木

部
公

園
課

H2
7.
8.
10

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

38
H2
7
.7
.2
7

磯
島
小
学
校
配
膳
室

進
入
路
整
備
工
事
実
施
設
計
委
託
設
計
書

(平
成
27
年
5月

21
日

開
札
分
)

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
7.
8.
10

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

39
H2
7
.7
.2
7

次
の
各
委
託
に
係
る

設
計
書
(金

入
り
)

①
公
共
下
水
道
藤
阪

東
町
地
区
土
質
調
査
委
託
(
平
成
2
4
年
10

月
11

日
開
札
)

②
公
共
下
水
道
長
尾

東
町
地
区
他
土
質
調
査
委
託
(平

成
2
4年

1
0
月
11

日
開
札
)

③
公
共
下
水
道
田
口

山
地
区
他
土
質
調
査
委
託
(
平
成
2
4
年
10

月
11

日
開
札
)

④
公
共
下
水
道
春
日

西
町
地
区
他
土
質
調
査
委
託
(平

成
2
6年

9
月
10

日
開
札
)

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

整
備

室
H2
7.
8.
6

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

－52－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

40
H2
7
.7
.2
9

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

6
月
24

日
収
受
都
調
第
○
○

-○
○
-○

○
号
～
平

成
2
7
年
7月

2
3日

収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)及

び
同
協
議
書
の
添
付
図

書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
6
月
24

日
収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
2
7年

7
月
23

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-

○
○
号
)
の
添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､標

識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及
び

付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
8.
11

公
開

H2
7.
8.
12

写
し

41
H2
7
.7
.2
9

枚
方
市
津
田
南
土
地

区
画
整
理
事
業
に
係
る
換
地
計
画
の
認
可
申
請
書
に
添
付

の
次
の
図
面

･施
行
地
区
位
置
図

･換
地
図

･施
行
地
区
区
域
図

都
市

整
備

部
都

市
計

画
課

H2
7.
8.
4

公
開

郵
送

写
し

42
H2
7
.7
.2
9

①
香
里
園
駅
東
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

･施
行
地
区
位
置
図
(香

里
園
駅
東
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
 
事
業
計

画
書
(第

6回
変
更
)
に
添
付
し
て
い
る
位
置
図
)

･施
行
地
区
区
域
図
(香

里
園
駅
東
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
 
事
業
計

画
書
(第

6回
変
更
)
に
添
付
し
て
い
る
区
域
図
)

･従
前
の
土
地
図
(香

里
園
駅
東
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
 
土
地
調
書

に
添
付
し
て
い
る
画

地
割
図
)

②
牧
野
駅
東
地
区
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

･施
行
地
区
位
置
図
(牧

野
駅
東
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
 
施
行
地
区

及
び
設
計
の
概
要
(
第
2回

変
更
)に

添
付
し
て
い
る
位
置
図
)

･施
行
地
区
区
域
図
(牧

野
駅
東
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
 
施
行
地
区

及
び
設
計
の
概
要
(
第
2回

変
更
)に

添
付
し
て
い
る
区
域
図
)

･従
前
の
土
地
図
(牧

野
駅
東
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
 権

利
変
換
計

画
認
可
申
請
書
に
添

付
し
て
い
る
図
面
)

･工
事
完
了
直
後
の
地
区
内
の
新
し
い
地
番
が
わ
か
る
図
面
(
公
図
合
成
図
)

都
市

整
備

部
都

市
整

備
推

進
室

H2
7.
8.
10

公
開

郵
送

写
し

43
H2
7
.7
.3
1

保
険
証
券
(｢
平
成
2
7年

度
留
守
家
庭
児
童
会
室
入
室
児
童
に
か
か
る
傷
害
保

険
｣に

係
る
も
の
)

※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
署
名
及
び
印
影
を

除
く

子
ど

も
青

少
年

部
放

課
後

児
童

課
H2
7.
8.
10

公
開

H2
7.
8.
17

写
し

44
H2
7
.7
.3
1

平
成
27
年
度
｢日

々
雇
用
者
(
雇
い
上
げ
)普

通
傷
害
保
険
｣
保
険
証
券

※
明
細
書
を
含
む

※
約
款
及
び
特
約
を

除
く

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

保
健
福
祉
事
業
の
医

療
等
業
務
総
合
賠
償
保
険
･
傷
害
保
険
 加

入
者
証
(平

成
27
年
度
日
々
雇
用
者

(雇
い
上
げ
)
損
害
保
険
分
)

※
印
影
を
除
く

健
康

部
保

健
所

保
健

セ
ン

タ
ー

H2
7.
8.
5

公
開

H2
7.
8.
17

写
し

－53－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

45
H2
7
.8
.1
3

開
札
日
 
平
成
2
6年

11
月
6
日

工
事
名
 
｢渚

市
民
体

育
館
屋
上
防
水
他
改
修
工
事
｣

工
事
名
 
｢西

長
尾
小

学
校
他
1校

校
舎
防
水
改
修
工
事
｣

開
札
日
 
平
成
2
6年

12
月
1
0日

工
事
名
 
｢枚

方
中
学

校
校
舎
防
水
改
修
工
事
｣

当
初
 設

計
図

(変
更
が
あ
れ
ば
､変

更
設
計
図
も
お
願
い
し
ま
す
)

＜
対
象
文
書
＞

①
渚
市
民
体
育
館
屋

上
防
水
他
改
修
工
事
 設

計
図
(○

○
-○

○
～
○
○
)

②
同
上
 
変
更
設
計
図
(○

○
-○

○
､
○
○
､
○
○
､○

○
)

③
西
長
尾
小
学
校
他

1校
校
舎
防
水
改
修
工
事
 
設
計
図
(
○
○
-
○
○
～
○
○
)

④
同
上
 
変
更
設
計
図
(○

○
-○

○
～
○
○
)

⑤
枚
方
中
学
校
校
舎

防
水
改
修
工
事
 
設
計
図
(
○
○
-
○
○
～
○
○
)

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
7.
8.
27

公
開

郵
送

写
し

46
H2
7
.8
.2
4

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

7
月
29

日
収
受
都
調
第
○
○

-○
○
-○

○
号
～
平

成
2
7
年
8月

2
1日

収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)及

び
同
協
議
書
の
添
付
図

書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
7
月
30

日
収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
2
7年

8
月
10

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-

○
○
号
)
の
添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､標

識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及
び

付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
9.
7

公
開

H2
7.
9.
7

写
し

－54－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

47
H2
7
.8
.3
1

①
平
成
2
6年

4月
1日

以
降

･揚
水
施
設
設
置
届
出
書
(
平
成
26

年
4月

1
日
､平

成
2
6年

5
月
8日

､
平
成
26

年
7

月
9日

､平
成
26
年
9
月
1日

､
平
成
2
6
年
9月

1
9日

､
平
成
26

年
9月

2
5
日
､平

成
26

年
9月

30
日
､平

成
2
6年

1
1
月
20

日
､平

成
2
7年

5
月
1日

収
受
分
)

･地
下
水
採
取
開
始
届
出
書
(
平
成
2
7
年
3月

1
2日

､
平
成
27

年
4月

1
6
日
収
受
分
)

※
農
業
用
に
限
っ
て

は
届
出
者
､事

業
所
等
の
名
称
､揚

水
施
設
の
設
置
場
所
､

地
下
水
の
採
取
目
的

､深
度
､ス

ト
レ
ー
ナ
ー
の
位
置
に
限
る

②
平
成
2
6年

4月
1日

以
前

･地
下
水
採
取
許
可
申
請
書
(
昭
和
4
9
年
8月

2
9日

､
昭
和
51

年
2月

2
7
日
､昭

和
51

年
10
月
4
日
､平

成
5
年
1月

2
2日

､
平
成
14

年
5月

1
日
収
受
分
)

※
工
場
等
の
名
称
､
工
場
等
の
所
在
地
､
地
下
水
の
用
途
､
深
度
､ス

ト
レ
ー
ナ
ー

の
位
置
に
限
る

･揚
水
施
設
既
設
届
出
書
(
昭
和
47

年
9月

2
3
日
､昭

和
47

年
1
0月

6
日
収
受
分
)

※
工
場
等
の
名
称
､
工
場
等
の
所
在
地
､
深
度
､
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
位
置
に
限
る

･地
下
水
使
用
用
途
届
出
書
(
平
成
1
0
年
12

月
28

日
､
平
成
1
1
年
1月

6
日
､平

成
11

年
1月

12
日
､平

成
1
1年

1
月
13

日
､
平
成
1
1
年
1月

1
8日

､
平
成
11

年
12

月
2
0日

収
受
分
)

※
地
下
水
の
使
用
用

途
,
工
場
等
の
名
称
,工

場
等
の
所
在
地
に
限
る

③
地
下
水
採
取
量
等

報
告
書
(平

成
2
6年

4
月
21

日
､
平
成
2
6
年
5月

2
日
､平

成
27

年
4月

9日
､平

成
27
年
4月

1
5日

､
平
成
27

年
5月

1
4
日
､平

成
27

年
5
月
21

日
､平

成
27
年
6
月
12
日
､平

成
2
7
年
6月

1
8日

収
受
分
)

※
事
業
所
等
の
名
称

､揚
水
施
設
の
設
置
場
所
､
地
下
水
採
取
量
等
記
録
簿
に
お

け
る
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

の
位
置
､深

度
に
限
る

※
最
新
の
も
の
に
限

る

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
9.
11

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
9.
18

写
し

48
H2
7
.9
.1
4

特
定
施
設
一
覧
(騒

音
規
制
法
第
7条

第
1項

の
規
定
に
よ
り
各
施
設
よ
り
届
出

の
あ
っ
た
情
報
を
ま

と
め
た
資
料
)

※
必
要
項
目
:工

場
又
は
事
業
場
の
名
称
､特

定
施
設
の
種
類
､公

称
能
力
､数

､
使
用
開
始
年
月
日

＜
対
象
文
書
＞

騒
音
施
設
台
帳

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
9.
25

公
開

郵
送

写
し

－55－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

49
H2
7
.9
.1
6

○
○
町
○
○
(地

番
○
○
-
○
○
現
○
○
)土

壌
汚
染
調
査
記
録

○
○
町
○
○
(地

番
○
○
-
○
○
他
○
○
)土

壌
汚
染
調
査
記
録

＜
対
象
文
書
＞

･土
地
の
土
壌
自
主
調
査
結
果
報
告
書
(
巻
末
資
料
を
除
く
)

･①
土
壌
汚
染
調
査
並
び
に
土
壌
改
良
計
画
報
告
(
巻
末
資
料
を
除
く
)

 ②
土
壌
改
良
工
事
 第

1
期
工
事
報
告
書
(巻

末
資
料
を
除
く
)

 ③
№
15
観
測
井
戸
付
近
土
壌
詳
細
調
査
報
告
書
(
巻
末
資
料
を
除
く
)

 ④
№
15
観
測
井
戸
付
近
土
壌
改
良
工
事
報
告
書
(
巻
末
資
料
を
除
く
)

 ⑤
土
壌
改
良
工
事
 第

2
期
工
事
報
告
書
(巻

末
資
料
を
除
く
)

 ⑥
土
壌
改
良
工
事
 第

3
期
工
事
及
び
全
工
事
完
了
報
告
書
(巻

末
資
料
を
除

く
)

 ⑦
土
壌
改
良
工
事
 地

下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
書

 ⑧
2
年
間
の
地
下
水

監
視
結
果
報
告
書

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
10
.2

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
7.
10
.2

写
し

50
H2
7
.9
.1
7

枚
方
市
市
民
公
益
活

動
災
害
補
償
保
険
に
係
る
次
の
文
書

①
平
成
2
7年

度
市
民

公
益
活
動
補
償
保
険
の
ご
案
内

②
枚
方
市
市
民
公
益

活
動
補
償
保
険
実
施
要
綱

③
枚
方
市
市
民
公
益

活
動
補
償
保
険
仕
様
書

④
指
名
競
争
入
札
(
委
託
)
執
行
調
書

⑤
賠
償
責
任
保
険
証

券
(
保
険
約
款
を
除
く
)
(
印
影
を
除
く
)

⑥
平
成
2
4,
25
,
26
年

度
契
約
の
事
故
件
数
お
よ
び
支
払
い
保
険
金
額
(
被
害
者

に
支
払
っ
た
保
険
金

額
)

市
民

安
全

部
市

民
活

動
課

H2
7.
9.
25

公
開

郵
送

写
し

51
H2
7
.9
.1
7

完
了
検
査
申
請
書
(
平
成
2
6
年
6月

1
2日

受
付
第
○
○
号
 第

H
2
6確

更
建
築
枚
方

市
○
○
号
)の

基
礎
工
事
に
関
す
る
写
真

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
10
.1

公
開

H2
7.
10
.7

写
し

52
H2
7
.9
.2
8

枚
方
岡
東
町
自
動
車

駐
車
場
全
体
図

土
木

部
交

通
対

策
課

H2
7.
10
.1

公
開

H2
7.
10
.2

写
し

53
H2
7
.1
0.
1

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

8
月
24

日
収
受
都
調
第
○
○

-○
○
-○

○
号
～
平

成
2
7
年
9月

3
0日

収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)及

び
同
協
議
書
の
添
付
図

書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
８
月
27

日
収

受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
27

年
9
月
28

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○

-○
○
号
)の

添
付
書

類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､
標
識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及

び
付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
10
.7

公
開

H2
7.
10
.7

写
し

－56－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

54
H2
7.
10
.
16

枚
方
市
全
域
に
お
け

る
､
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
平
成
23

年
度
末
の
ば
い

煙
の
発
生
施
設
の
一

覧
表
(
廃
止
施
設
を
除
く
)
※
必
要
項
目
:設

置
事
業
所
名
､

所
在
地
､
施
設
種
別
､設

置
年
月
日
､
燃
料
の
種
類
､伝

熱
面
積
(ボ

イ
ラ
ー
に
限

る
)

＜
対
象
文
書
＞

･大
気
関
係
対
象
施
設
情
報
(
平
成
2
4
年
3月

3
1日

現
在
)(

大
気
汚
染
防
止
法
に

基
づ
く
ば
い
煙
発
生

施
設
の
う
ち
､
設
置
事
業
所
名
､所

在
地
､施

設
種
別
､
設
置

年
月
日
､
伝
熱
面
積
(ボ

イ
ラ
ー
に
限
る
)に

限
る
)(

廃
止
施
設
を
除
く
)

･ば
い
煙
発
生
施
設
対
象
事
業
所
情
報
(
平
成
2
4
年
3月

3
1日

現
在
)(

設
置
事
業

所
名
､所

在
地
､
施
設

種
別
､
燃
料
の
種
類
に
限
る
)

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
10
.2
8

公
開

郵
送

写
し

55
H2
7.
10
.
16

次
の
各
委
託
に
係
る

設
計
書
(金

入
り
)

①
公
共
下
水
道
伊
加

賀
緑
町
地
区
他
実
施
設
計
委
託
(平

成
27

年
9
月
9日

開
札
)

②
茄
子
作
東
町
地
区

他
排
水
路
調
査
設
計
委
託
(
平
成
2
7
年
9月

9
日
開
札
)

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

整
備

室
H2
7.
10
.2
9

部
分

公
開

6－
7

郵
送

写
し

56
H2
7.
10
.
22

次
の
工
事
に
係
る
3
号
内
訳
書
及
び
設
計
計
算
書

･公
共
下
水
道
第
67
工
区
溝
谷
川
ポ
ン
プ
場
整
備
工
事
(電

気
設
備
そ
の
1)

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

整
備

室
H2
7.
11
.5

部
分

公
開

6－
7

H2
7.
11
.1
2

写
し

57
H2
7.
10
.
26

･竹
田
川
排
水
路
整
備
工
事
に
係
る
平
面
図
(1

/
4)

･竹
田
川
排
水
路
整
備
工
事
に
伴
う
付
帯
工
事
に
係
る
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

道
路
横
断
部
詳
細
図

(2
/
4)

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

管
理

課
H2
7.
10
.3
0

部
分

公
開

6－
1

H2
7.
10
.3
0

写
し

58
H2
7.
10
.
26

開
発
行
為
変
更
許
可

申
請
書
(平

成
2
4年

2
月
8日

収
受
都
審
査
開
第
○
○
号
)の

添
付
図
書
で
あ
る
擁

壁
の
構
造
計
算
書

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
11
.2

公
開

郵
送

写
し

59
H2
7
.1
1.
9

工
事
完
了
届
出
書
(
都
安
第
○
○
-○

○
-○

○
号
平
成
2
6
年
12

月
4日

受
付
)の

添
付
図
書
で
あ
る
工

事
施
工
中
の
写
真
(L

型
擁
壁
H=

3
.3

0
m
)､

地
盤
の
平
板
載

荷
試
験
報
告
書
及
び

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
試
験
成
績
報
告
書
(L

型
擁
壁

H=
3.
30
)

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
11
.1
8

公
開

H2
7.
11
.1
8

写
し

60
H2
7.
11
.
10

自
治
会
等
代
表
者
名

簿
(
縦
覧
用
)
平
成
27

年
11

月
1
0日

発
行
分
(町

名
､番

地
及

び
電
話
番
号
等
を
除

く
)

市
民

安
全

部
市

民
活

動
課

H2
7.
11
.1
3

公
開

H2
7.
11
.1
6

写
し

－57－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

61
H2
7.
11
.
17

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

1
0
月
2日

収
受
都
調
第
○
○

-○
○
-○

○
号
～
平

成
2
7
年
11

月
9日

収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)及

び
同
協
議
書
の
添
付
図

書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
1
0月

6
日
収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
2
7年

1
1
月
13

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-

○
○
号
)
の
添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､標

識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及
び

付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く
｡

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
11
.3
0

公
開

H2
7.
12
.1

写
し

62
H2
7.
11
.
19

①
特
定
粉
じ
ん
排
出

等
作
業
実
施
届
出
書
の
表
紙
と
｢事

前
調
査
の
結
果
及
び

建
築
物
の
石
綿
排
出

等
作
業
に
関
す
る
お
知
ら
せ
の
｣掲

示
例
(平

成
27

年
5月

14
日
､平

成
27
年
6月

5日
､
平
成
2
7
年
9月

1
日
､平

成
27

年
9
月
18

日
収
受
分
)

②
石
綿
排
出
等
作
業

実
施
届
出
書
の
表
紙
と
｢
事
前
調
査
の
結
果
及
び
建
築
物

の
石
綿
排
出
等
作
業

に
関
す
る
お
知
ら
せ
の
｣
の
掲
示
例
(
平
成
2
7
年
6月

1
日
､

平
成
27
年
8月

2
8日

､平
成
2
7年

9
月
1日

､
平
成
27

年
9月

2
9
日
収
受
分
)

環
境

保
全

部
環

境
公

害
課

H2
7.
11
.3
0

部
分

公
開

6－
1

6－
3

郵
送

写
し

63
H2
7
.1
2.
9

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

1
1
月
19

日
収
受
都
調
第
○

○
-○

○
-○

○
号
～

平
成
2
7年

1
2
月
7日

収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-○

○
号
)及

び
同
協
議
書
の
添
付

図
書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
1
1月

2
4
日
収

受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)の

添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､
標
識
の
設

置
を
証
す
る
写
真
及

び
付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く
｡

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
7.
12
.1
8

公
開

H2
7.
12
.2
2

写
し

－58－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

65
H2
8
.1
.2
0

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
申
請
書
(平

成
2
7年

1
2
月
9日

収
受
都
調
第
○
○

-○
○
-○

○
号
～
平

成
2
8
年
1月

1
9日

収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)及

び
同
協
議
書
の
添
付
図

書
で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
27

年
1
2月

9
日
収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
2
7年

1
2
月
25

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-

○
○
号
)
の
添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､標

識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及
び

付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く
｡

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
8.
1.
26

公
開

H2
8.
1.
27

写
し

･平
成
26
年
度
に
お
け
る
母
子
･寡

婦
･
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
償
還
金
の
資

金
別
･過

年
度
･
現
年

度
別
収
納
状
況
調

･平
成
26
年
度
に
お
け
る
母
子
･父

子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
資
金
別
母
子
世
帯
類

型
､寡

婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
資
金
別
対
象
者
類
型

＜
対
象
文
書
＞

･母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
及
び
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
金
の
貸
付
業
務

成
績
書
の
う
ち
次
の
も
の

①
第
4表

 平
成
26
年

度
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
償
還
金
の
資
金
別
･
過
年
度
･

現
年
度
別
収
納
状
況

調
②
第
5表

 平
成
26
年

度
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
償
還
金
の
資
金
別
･
過
年
度
･

現
年
度
別
収
納
状
況

調
③
第
6表

 平
成
26
年

度
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
償
還
金
の
資
金
別
･
過
年
度
･

現
年
度
別
収
納
状
況

調
④
第
13
表
1 
母
子
福

祉
資
金
貸
付
金
の
資
金
別
母
子
世
帯
類
型

⑤
第
13
表
2 
父
子
福

祉
資
金
貸
付
金
の
資
金
別
母
子
世
帯
類
型

⑥
第
13
表
3 
寡
婦
福

祉
資
金
貸
付
金
の
資
金
別
対
象
者
類
型

公
開

H2
8.
1.
19

子
ど

も
青

少
年

部
子

ど
も

青
少

年
課

64
H2
8
.1
.1
2

郵
送

写
し

－59－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

66
H2
8.
2.
5

枚
方
市
新
町
1丁

目
22

9
番
1他

所
在
の
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
の
新
消
防
本
部

庁
舎
建
設
工
事
に
係

る
入
札
･契

約
等
に
関
す
る
別
紙
記
載
の
書
類

＜
対
象
文
書
＞

①
工
事
契
約
手
続
依

頼
書
(
平
成
2
5
年
9月

2
日
分
･
1
1月

1
5
日
分
･
平
成
26

年
1月

7日
分
)

②
契
約
事
務
依
頼
書

(平
成
25

年
9
月
2日

分
･1

1
月
15

日
分
･平

成
2
6年

1
月
7日

分
)

③
予
定
価
格
調
書
(
平
成
2
5
年
9月

1
8日

分
･
11

月
2
0日

分
･
平
成
2
6
年
1月

1
5日

分
)

④
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
実
施
要
綱
(初

度
発
注
分
･
2
回
目
発
注
分
･3

回
目

発
注
分
)

⑤
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
(標

準
型
)の

再
発
注
に
つ
い
て
(お

知
ら
せ
)

⑥
入
札
･
見
積
結
果
情
報
(
平
成
25

年
11

月
7
日
分
･
1
2月

1
1
日
分
)

⑦
入
札
･
見
積
結
果
情
報
(
平
成
26

年
2月

5
日
分
)

⑧
回
議
書
(入

札
の
不
調
に
つ
い
て
:
平
成
25

年
11

月
7
日
分
･
1
2月

1
1
日
分
)

⑨
提
出
書
類
一
式
(
3回

目
発
注
分
)

･｢
入
札
参
加
資
格
確

認
申
請
書
｣等

一
式
書
類
確
認
票

･参
加
資
格
状
況
申
告
書

･価
格
内
訳
書

･配
置
予
定
技
術
者
等
調
書

･監
理
技
術
者
及
び
現
場
代
理
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
写
し

･監
理
技
術
者
及
び
現
場
代
理
人
の
資
格
証
明
書
写
し

･経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
写
し

･コ
リ
ン
ズ
カ
ル
テ
写
し

･I
SO
登
録
証
写
し

･障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書

⑩
回
議
書
(入

札
結
果
及
び
落
札
決
定
の
通
知
に
つ
い
て
:
平
成
26

年
2月

7
日

分
)

⑪
決
定
通
知
書
(平

成
26

年
2月

7
日
分
)

財
務

部
総

合
契

約
検

査
室

H2
8.
2.
19

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
8.
2.
22

写
し

67
H2
8.
2.
9

市
民
会
館
に
お
け
る

直
近
の
指
定
管
理
公
募
時
に
選
定
団
体
が
提
出
し
た
事
業

計
画
書
､
収
支
報
告
書

直
近
の
指
定
管
理
公

募
時
の
募
集
要
項
､仕

様
書

平
成
26
年
度
の
事
業

報
告
書

＜
対
象
文
書
＞

①
枚
方
市
市
民
会
館

指
定
管
理
者
事
業
計
画
書
(
平
成
2
6
～
28

年
共
通
)
(
JT

Bコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
提
出
分
)

②
枚
方
市
市
民
会
館

指
定
管
理
者
募
集
要
項
､
枚
方
市
市
民
会
館
管
理
運
営
業

務
基
本
仕
様
書
(平

成
26

年
度
～
2
8
年
度
)

③
枚
方
市
市
民
会
館

平
成
2
6年

度
事
業
報
告
書
(J

T
B
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

提
出
分
)

地
域

振
興

部
文

化
振

興
課

H2
8.
2.
23

部
分

公
開

6－
1

6－
3

郵
送

写
し

－60－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

市
民

安
全

部
危

機
管

理
室

○
○
免
震
装
置
交
換

に
関
す
る
会
議
録

＜
対
象
文
書
＞

･○
○
製
の
免
震
ゴ
ム
へ
の
対
応
に
関
す
る
関
係
課
情
報
共
有
会
議
に
つ
い
て

(平
成
27
年
3月

16
日

開
催
分
)

･資
料
1 
現
在
ま
で
の
対
応
に
つ
い
て
(
平
成
2
7
年
3月

1
6日

開
催
会
議
資
料
)

･資
料
2 
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
 新

消
防
本
部
庁
舎
建
設
工
事
(建

築
工
事
)に

お
い
て
使
用
し
た
○

○
が
製
造
し
た
免
震
材
料
の
大
臣
認
定
不
適
合
に
つ
い
て

(第
2
報
)
(平

成
27
年

3月
1
6日

開
催
会
議
資
料
)

･○
○
が
製
造
し
た
免
震
材
料
の
大
臣
認
定
不
適
合
等
に
つ
い
て
(平

成
27

年
3

月
16
日
開
催
会
議
資

料
)

･当
社
が
製
造
し
た
建
築
用
免
震
積
層
ゴ
ム
の
国
土
交
通
大
臣
認
定
不
適
合
等

に
つ
い
て
(平

成
27
年
3月

1
6日

開
催
会
議
資
料
)

･○
○
製
の
免
震
ゴ
ム
へ
の
対
応
に
関
す
る
関
係
課
情
報
共
有
会
議
に
つ
い
て

(平
成
27
年
3月

30
日

開
催
分
)

･○
○
か
ら
の
回
答
文
書
(
平
成
27

年
3月

3
0
日
開
催
会
議
資
料
)

･○
○
の
免
震
材
料
に
つ
い
て
の
不
正
の
疑
い
の
報
告
に
つ
い
て
(平

成
27

年
3

月
30
日
開
催
会
議
資

料
)

･大
臣
認
定
不
適
合
の
免
震
材
料
を
用
い
た
建
築
物
の
構
造
安
全
性
の
検
証
に

関
す
る
○
○
に
よ
る

報
告
に
つ
い
て
(
平
成
2
7
年
3月

3
0日

開
催
会
議
資
料
)

･当
社
グ
ル
ー
プ
が
製
造
･
納
入
し
た
大
臣
認
定
不
適
合
等
の
免
震
積
層
ゴ
ム
全

数
取
替
え
方
針
に
つ

い
て
(
平
成
2
7
年
3月

3
0日

開
催
会
議
資
料
)

･消
防
庁
及
び
国
土
交
通
省
へ
の
説
明
内
容
(平

成
27

年
3
月
30

日
開
催
会
議
資

料
)

･問
題
点
と
対
応
策
(平

成
2
7年

3
月
30

日
開
催
会
議
資
料
)

･○
○
製
の
免
震
ゴ
ム
へ
の
対
応
に
関
す
る
関
係
課
情
報
共
有
会
議
に
つ
い
て

(平
成
27
年
4月

6日
開
催
分
)

･消
防
本
部
庁
舎
建
設
請
負
工
事
に
係
る
損
害
の
取
扱
い
に
つ
い
て
(
平
成
27

年
4月

6
日
開
催
会
議
資

料
)

･消
防
本
部
庁
舎
契
約
約
款
(
平
成
2
7
年
4月

6
日
開
催
会
議
資
料
)

･○
○
製
の
免
震
ゴ
ム
へ
の
対
応
に
関
す
る
関
係
課
情
報
共
有
会
議
に
つ
い
て

(平
成
27
年
4月

8日
開
催
分
)

･新
消
防
本
部
庁
舎
の
免
震
ゴ
ム
に
係
る
経
緯
等
に
つ
い
て
(
平
成
2
7
年
4月

8日
開
催
会
議
資
料
)

･全
体
協
議
(平

成
2
7年

4
月
10

日
開
催
分
)

･○
○
製
の
免
震
ゴ
ム
へ
の
対
応
に
関
す
る
関
係
課
情
報
共
有
会
議
に
つ
い
て

(平
成
27
年
4月

22
日

開
催
分
)

･消
防
本
部
庁
舎
建
設
請
負
工
事
に
係
る
今
後
の
契
約
手
続
き
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
(
平
成
2
7年

4月
2
2
日
開
催
会
議
資
料
)

･免
震
装
置
の
契
約
変
更
の
考
え
方
(
平
成
27

年
4月

2
2
日
開
催
会
議
資
料
)

･○
○
の
免
震
装
置
に
関
す
る
経
過
(
平
成
27

年
4月

2
2
日
開
催
会
議
資
料
)

･問
題
点
と
対
応
策
(平

成
2
7年

4
月
22

日
開
催
会
議
資
料
)

H2
8
.2
.1
5

68
H2
8.
2.
29

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
8.
3.
1

写
し

－61－



番
号

申
出
日

申
出
内
容
又
は
申
出
公
文
書
名

主
管

課
回

答
日

回
答

内
容

等
公

開
日

等
公

開
方

法
備

考

69
H2
8
.2
.1
5

｢○
○
免
震
装
置
交
換
に
関
す
る
会
議
録
｣に

係
る
次
の
文
書

＜
対
象
文
書
＞

①
庁
内
(
消
防
組
合
を
含
む
)
協
議
･
打
合
せ
記
録

②
国
と
の
協
議
他

③
設
計
及
び
工
事
受

注
者
並
び
に
下
請
負
業
者
か
ら
の
報
告

④
設
計
及
び
工
事
受

注
者
並
び
に
下
請
負
業
者
と
の
協
議
･
打
合
せ
記
録

⑤
免
震
装
置
交
換
作

業
ま
で
の
詳
細
協
議
･打

合
せ
記
録

⑥
免
震
装
置
交
換
時

の
協
議
･打

合
せ
記
録

公
共

施
設

部
施

設
整

備
室

H2
8.
3.
28

部
分

公
開

6－
1

6－
3

H2
8.
3.
28

写
し

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
8.
2.
26

70
H2
8
.2
.1
8

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
書
(
平
成
28

年
1月

2
1
日
収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
28

年
2
月
15

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-
○
○
号
)
及
び
同

協
議
書
の
添
付
図
書

で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
28

年
2
月
9日

収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
)の

添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､
標
識
の
設
置

を
証
す
る
写
真
及
び

付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く
｡

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
8.
2.
25

公
開

H2
8.
2.
29

写
し

71
H2
8
.2
.2
6

･枚
方
市
河
川
水
路
網
図
一
般
図

･下
水
道
占
用
許
可
書
(更

新
)枚

方
市
○
○
町
○
○

･下
水
道
占
用
許
可
書
(更

新
)下

管
占
○
○
第
○
○
-○

○
号

上
下

水
道

局
下

水
道

部
下

水
道

管
理

課
H2
8.
3.
8

部
分

公
開

6－
1

H2
8.
3.
9

写
し

72
H2
8
.3
.1
5

①
開
発
事
業
に
伴
う

事
前
協
議
書
(
平
成
28

年
2月

2
5
日
収
受
都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
28

年
3
月
14

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-
○
○
号
)
及
び
同

協
議
書
の
添
付
図
書

で
あ
る
付
近
見
取
り
図

②
開
発
事
業
に
伴
う

協
議
書
等
受
付
台
帳
(平

成
27

年
度
受
付
番
号
○
○
～
○

○
)

③
中
高
層
建
築
物
の

建
築
に
係
る
標
識
設
置
届
出
書
(平

成
28

年
2
月
19

日
収
受

都
調
第
○
○
-○

○
-○

○
号
～
平
成
2
8年

2
月
26

日
収
受
都
調
第
○
○
-
○
○
-

○
○
号
)
の
添
付
書
類
で
あ
る
計
画
概
要
書
､標

識
の
設
置
を
証
す
る
写
真
及
び

付
近
見
取
り
図

※
個
人
情
報
及
び
印

影
を
除
く
｡

都
市

整
備

部
開

発
指

導
室

開
発

調
整

課
H2
8.
3.
24

公
開

H2
8.
3.
24

写
し

不
存

在
の

理
由

※
1 
出

口
ふ
れ
あ
い
公
園
の
建
設
は
､
当
該

行
為
が
土
壌
汚
染
の
調
査
及
び
報
告
義
務
を
定
め
た
土
壌
汚

染
対

策
法

の
施

行
及

び
大

阪
府

生
活

環
境

の
保

全
等

に
関

す
る

条
例

の
改

正
以

前
の

行
為

で
あ

り
､
法

令
に
基
づ
く
報
告
及
び
所
有
者
等

か
ら
の
自
主
報
告
に
つ
い
て
も
提
出
さ
れ
た
履
歴
が
な
い
た

め
｡
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

1
H2
7
.4
.7

改
製
原
附
票

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
4.
10

開
示

H2
7.
4.
15

写
し

2
H2
7
.4
.8

平
成
16
年
度
～
平
成

2
0年

度
 
物
件
一
覧
表
(固

定
資
産
課
税
台
帳
 
抄
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
4.
20

開
示

H2
7.
4.
20

写
し

3
H2
7.
4.
2
0

①
平
成
3年

度
～
11
年
度
 土

地
･
家
屋
名
寄
台
帳

②
平
成
12
年
度
～
14

年
度
 課

税
台
帳
デ
ー
タ
一
覧
(
賦
課
表
)

③
平
成
15
年
度
～
21

年
度
 物

件
一
覧
表
(
固
定
資
産
課
税
台
帳
 抄

)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
5.
7

開
示

H2
7.
5.
7

写
し

4
H2
7.
4.
2
0

平
成
27
年
度
 
土
地
評
価
調
書

木
造
･非

木
造
家
屋
調
査
表

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
5.
13

開
示

郵
送

写
し

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
7.
5.
7

5
H2
7.
4.
2
1

平
成
27
年
度
 
土
地
評
価
調
書

木
造
･非

木
造
家
屋
調
査
表

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
6.
5

開
示

H2
7.
6.
8

写
し

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
7.
5.
7

6
H2
7.
4.
2
3

①
土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(昭

和
6
2年

～
平
成
11

年
度
)

②
課
税
土
地
一
筆
表

(
平
成
1
2
～
14

年
度
)

③
物
件
一
覧
表
(固

定
資
産
課
税
台
帳
 抄

)
(平

成
1
5年

～
平
成
22

年
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
5.
7

開
示

H2
7.
5.
7

写
し

7
H2
7.
4.
2
4

平
成
27
年
度
土
地
評

価
調
書

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
5.
8

開
示

H2
7.
5.
14

写
し

8
H2
7.
5.
1
8

平
成
21
年
度
市
府
民

税
課
税
台
帳

財
務

部
税

務
室

市
民

税
課

H2
7.
5.
25

開
示

H2
7.
5.
25

写
し

9
H2
7.
5.
2
2

物
件
一
覧
表
(
平
成
1
6
～
22

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
5.
28

開
示

H2
7.
5.
28

写
し

1
0

H2
7
.6
.3

回
議
書

枚
方
市
情
報
公
開
条

例
に
基
づ
く
公
開
請
求
の
あ
っ
た
｢①

平
成
27

基
準
年
度

路
線
価
バ
ラ
ン
ス
検

証
図
②
平
成
27

鑑
定
メ
モ
価
格
バ
ラ
ン
ス
調
整
用
図
面
③

標
準
宅
地
変
更
対
比

図
(H

2
4
-2

7
)
※
○
○
に
限
る
｡
④
別
紙
の
路
線
の
固
定
資

産
税
路
線
価
算
定
表

｣
の
公
開
に
つ
い
て

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
6.
17

開
示

H2
7.
6.
19

写
し

1
1

H2
7
.6
.5

○
○
･○

○
 家

庭
訪

問
の
記
録

健
康

部
保

健
所

保
健

セ
ン

タ
ー

H2
7.
6.
16

開
示

H2
7.
6.
16

写
し

３
．

自
己

情
報

開
示

等
の

請
求

の
内

容
等

－63－



番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

1
2

H2
7.
6.
1
0

①
土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(昭

和
6
1年

～
平
成
11

年
度
)

②
賦
課
表
(平

成
12
年
～
14

年
度
)

③
物
件
一
覧
表
(固

定
資
産
課
税
台
帳
 抄

)
(平

成
1
5年

～
平
成
22

年
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
6.
24

開
示

H2
7.
7.
3

写
し

1
3

H2
7.
6.
1
1

住
民
票
(除

票
)交

付
申
請
並
び
に
誓
約
書
(
1件

)
市

民
安

全
部

市
民

室
H2
7.
6.
25

非
開

示
16
－

2－
4

異
議

申
立

て
H2
7.
8.
26

1
4

H2
7.
6.
1
1

相
談
記
録

健
康

部
保

健
所

保
健

予
防

課
H2
7.
6.
23

部
分

開
示

16
－

2－
2

16
－

2－
4
H2
7.
6.
29

閲
覧

､写
し

異
議

申
立

て
H2
7.
8.
26

1
5

H2
7.
6.
1
1

自
立
支
援
医
療
費
(精

神
通
院
医
療
)支

給
認
定
申
請
書
類
(5

件
)

福
祉

部
障

害
福

祉
室

H2
7.
6.
22

部
分

開
示

16
－

2－
2
H2
7.
6.
29

閲
覧

､写
し

異
議

申
立

て
H2
7.
8.
26

1
6

H2
7.
6.
1
1

･平
成
20
～
27
年
度
 
個
人
市
府
民
税
課
税
台
帳
及
び
課
税
資
料

･軽
自
動
車
税
 車

両
台
帳

･軽
自
動
車
税
申
告
書
(
報
告
書
)
新
規
用

･平
成
25
～
27
年
度
 
軽
自
動
車
税
課
税
台
帳

財
務

部
税

務
室

市
民

税
課

H2
7.
6.
23

開
示

H2
7.
6.
29

閲
覧

､写
し

1
7

H2
7.
6.
1
1

国
民
年
金
シ
ス
テ
ム

記
録
情
報

健
康

部
年

金
児

童
手

当
課

H2
7.
6.
23

開
示

H2
7.
6.
29

閲
覧

､写
し

1
8

H2
7.
6.
1
1

･国
保
兼
退
職
異
動
届
出
書

･健
康
保
険
 厚

生
年

金
保
険
 
被
保
険
者
資
格
喪
失
届

･国
民
健
康
保
険
料
納
付
･分

納
誓
約
書

健
康

部
国

民
健

康
保

険
室

H2
7.
6.
22

開
示

H2
7.
6.
29

写
し

1
9

H2
7.
6.
1
1

･生
活
保
護
法
に
係
る
面
接
記
録
票

･生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
係
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
決
裁
(相

談
受
付
･
申
込

票
､
イ
ン
テ
ー
ク
･ア

セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
､
支
援
経
過
記
録
シ
ー
ト
(入

力
用
))

福
祉

部
生

活
福

祉
室

H2
7.
6.
18

開
示

H2
7.
6.
29

閲
覧

､写
し

2
0

H2
7.
6.
1
1

診
療
報
酬
明
細
書
 3

医
療
機
関
分
 1

6
件

健
康

部
国

民
健

康
保

険
室

H2
7.
7.
23

部
分

開
示

16
－

2－
2

決
定

期
間

延
長

通
知

H2
7.
6.
22

2
1

H2
7.
6.
1
5

平
成
21
年
度
市
府
民

税
課
税
台
帳

財
務

部
税

務
室

市
民

税
課

H2
7.
6.
17

開
示

郵
送

写
し

2
2

H2
7.
6.
2
5

住
民
票
の
写
し
の
交

付
申
請
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
7.
1

部
分

開
示

16
－

2－
4

H2
7.
7.
2

写
し

2
3

H2
7.
6.
2
5

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
4
5
年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
7.
7

開
示

H2
7.
7.
13

写
し

未
実

施
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

2
4

H2
7.
6.
2
5

最
終
介
護
度
認
定
日

､
介
護
度
数
､有

効
期
間
等

＜
対
象
文
書
＞

本
人
に
係
る
次
の
文

書
介
護
保
険
 要

介
護
認
定
･要

支
援
認
定
等
結
果
通
知
書

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
7.
7.
2

開
示

H2
7.
7.
3

写
し

2
5

H2
7.
7.
1
0

･認
定
調
査
票

･主
治
医
意
見
書

※
印
影
を
除
く

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
7.
7.
21

開
示

H2
7.
7.
21

写
し

2
6

H2
7.
7.
2
1

H2
7
年
度
入
学
式
に
お
け
る
本
人
に
か
か
る
不
起
立
事
例
に
関
す
る
文
書

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
職

員
課

H2
7.
8.
4

部
分

開
示

16
－

2－
4

H2
7.
8.
4

閲
覧

､写
し

27
H2
7.
7
.2
1

①
交
付
要
求
調
書
(2

件
)

②
差
押
調
書
(
3件

)
③
充
当
計
算
書
(8
件

)
④
配
当
計
算
書
(6
件

)
⑤
差
押
解
除
通
知
書

(
2件

)

財
務

部
税

務
室

債
権

回
収

課
H2
7.
8.
3

開
示

H2
7.
8.
4

閲
覧

､写
し

2
8

H2
7.
7.
2
1

①
差
押
調
書

②
配
当
計
算
書

③
充
当
計
算
書

④
差
押
解
除
通
知
書

財
務

部
税

務
室

納
税

課
H2
7.
7.
30

部
分

開
示

16
－

2－
4

H2
7.
8.
4

写
し

2
9

H2
7.
7.
2
1

差
押
調
書
､配

当
計
算
書
､充

当
計
算
書
､
差
押
解
除
通
知
(債

権
回
収
課
分
､納

税
課
分
､国

民
健
康
保
険
室
分
)
(
平
成
2
2
年
度
以
降
分
)

＜
対
象
文
書
＞

①
差
押
調
書

②
充
当
計
算
書

健
康

部
国

民
健

康
保

険
室

H2
7.
7.
29

開
示

H2
7.
8.
4

閲
覧

､写
し

3
0

H2
7.
7.
2
2

本
人
に
つ
い
て
○
○

が
枚
方
市
に
提
出
し
た
介
護
施
設
事
故
報
告
書

＜
対
象
文
書
＞

介
護
保
険
事
業
者
事

故
報
告
書

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
7.
8.
4

開
示

H2
7.
8.
10

写
し

3
1

H2
7.
7.
2
7

土
地
家
屋
名
寄
台
帳

(
昭
和
4
4
年
～
平
成
2年

分
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
8.
6

開
示

H2
7.
8.
6

写
し

3
2

H2
7
.8
.6

①
生
活
保
護
法
に
係

る
面
接
記
録
票
開
始
記
録

②
生
活
保
護
法
に
係

る
保
護
台
帳
(平

成
2
5～

2
7
年
度
)

③
生
活
保
護
法
に
係

る
ケ
ー
ス
記
録
票

④
平
成
○
○
年
○
○

月
○
○
日
付
の
保
護
決
定
調
書

福
祉

部
生

活
福

祉
室

H2
7.
8.
18

開
示

H2
7.
8.
18

写
し

3
3

H2
7
.8
.7

住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
8.
17

部
分

開
示

16
－

2－
4

郵
送

写
し
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

3
4

H2
7.
8.
1
8

土
地
家
屋
名
寄
台
帳

(
平
成
9
年
度
と
1
1
年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
8.
25

開
示

H2
7.
8.
28

写
し

3
5

H2
7.
8.
1
9

平
成
22
年
度
の
物
件

一
覧
表

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
8.
31

開
示

郵
送

写
し

3
6

H2
7.
8.
1
9

平
成
21
年
度
の
物
件

一
覧
表

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
8.
31

不
存

在
※

1

3
7

H2
7.
8.
2
7

平
成
27
年
枚
監
査
第

○
○
号
職
員
措
置
要
求
事
案
に
係
る
本
年
○
○
月
○
○
日

(○
○
)実

施
｢
請
求
人
○
○
｣の

陳
述
結
果

監
査

委
員

事
務

局
H2
7.
9.
4

開
示

H2
7.
9.
4

写
し

3
8

H2
7.
9.
1
4

住
民
票
の
写
し
等
交

付
請
求
書

市
民

安
全

部
市

民
室

取
下

げ

3
9

H2
7.
9.
1
4

転
居
先
に
つ
い
て
の

照
会

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
9.
25

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
7.
9.
28

写
し

4
0

H2
7.
9.
2
8

①
戸
籍
謄
本
･
住
民
票
の
写
し
等
職
務
上
請
求
書

②
住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

③
固
定
資
産
税
の
賦

課
業
務
に
係
る
調
査
に
つ
い
て
(
依
頼
)

④
評
価
証
明
及
び
住

民
票
除
票
の
交
付
請
求
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
10
.1
3

部
分

開
示

16
－

2－
4

郵
送

写
し

41
H2
7.
1
0.
1

①
平
成
○
○
年
○
○

月
○
○
日
財
資
第
○
○
号
の
決
裁
一
式

②
平
成
○
○
年
○
○

月
○
○
日
財
資
第
○
○
号
の
決
裁
一
式

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
10
.1
5

開
示

H2
7.
10
.1
5

閲
覧

､写
し

4
2

H2
7.
10
.
2

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
5
6
年
度
及
び
57

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
10
.1
6

開
示

H2
7.
10
.1
6

写
し

4
3

H2
7.
10
.
2

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
5
6
年
度
及
び
57

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
10
.1
6

開
示

H2
7.
10
.1
6

写
し

4
4

H2
7.
10
.
8

･本
人
の
土
地
家
屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
57

年
～
平
成
2
2年

分
)

･○
○
町
○
○
に
係
る
土
地
一
筆
表
(平

成
1
2年

～
平
成
14

年
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
10
.1
6

開
示

H2
7.
10
.1
9

写
し
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

4
5

H2
7.
10
.
9

①
枚
方
市
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
く
公
開
請
求
の
あ
っ
た
複
数
文
書
の
う
ち
､｢

評
価
庁
が
次
の
こ
と

を
行
っ
て
い
た
場
合
に
､そ

の
内
容
が
わ
か
る
文
書
『
路

線
価
の
付
設
が
終
了

し
た
場
合
は
､最

終
的
に
全
路
線
価
の
均
衡
が
維
持
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
､綿

密
に
検
討
し
､適

当
な
評
価
の
実
施
に
努
め
る
』
｣
の
公

開
に
つ
い
て

②
枚
方
市
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
く
公
開
請
求
の
あ
っ
た
複
数
文
書
の
う
ち
､｢

評
価
庁
が
次
の
こ
と

を
行
っ
て
い
た
場
合
に
､そ

の
内
容
が
わ
か
る
文
書
他
｣を

除
く
残
り
の
文
書
の

公
文
書
不
存
在
に
つ
い
て

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
10
.2
3

開
示

H2
7.
10
.2
6

閲
覧

､写
し

4
6
H2
7
.1
0.
1
3

書
記
か
ら
委
員
に
送

付
し
た
資
料
一
式

＜
対
象
文
書
＞

①
送
付
状

②
判
決
文

③
固
定
資
産
評
価
審

査
申
出
書

④
審
査
の
申
出
の
趣

旨
及
び
理
由
(③

の
清
書
)

⑤
決
定
書

⑥
固
定
資
産
評
価
審

査
申
出
書

⑦
固
定
資
産
評
価
審

査
申
出
書
(
⑥
の
清
書
)

⑧
固
定
資
産
評
価
審

査
申
出
追
加
書

⑨
固
定
資
産
評
価
審

査
申
出
追
加
書
(⑧

の
清
書
)

⑩
固
定
資
産
評
価
審

査
申
出
補
正
等
申
出
書

⑪
決
定
書

⑫
判
決
文

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
事

務
局

H2
7.
10
.2
7

開
示

H2
7.
10
.3
0

閲
覧

､写
し

4
7
H2
7
.1
0.
1
4

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
5
5
年
度
な
い
し
57

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
10
.1
6

開
示

H2
7.
10
.1
6

写
し

4
8
H2
7
.1
0.
2
2

住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
10
.2
8

開
示

H2
7.
10
.2
9

閲
覧

4
9
H2
7
.1
0.
2
3

①
土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(昭

和
4
5･

4
8
･5

1
･
54

･
5
7･

6
0
･6

3
年
度
及
び
平
成
3･

6･
9年

度
)

②
課
税
土
地
一
筆
票

(
平
成
1
2
年
度
)

③
物
件
一
覧
表
(固

定
資
産
課
税
台
帳
抄
)
(
平
成
1
5
･1

8
年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
11
.5

開
示

H2
7.
11
.5

写
し

5
0
H2
7
.1
0.
2
7

物
件
一
覧
表
(
固
定
資
産
課
税
台
帳
抄
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
11
.5

開
示

H2
7.
11
.5

写
し

5
1
H2
7
.1
0.
2
7

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
へ
の
再
々
弁
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
11
.1
0

開
示

H2
7.
11
.1
1

閲
覧

､写
し
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

5
2
H2
7
.1
0.
2
7

平
成
○
○
年
○
○
月

○
○
日
付
け
枚
固
審
第
○
○
号
の
枚
方
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
長

小
川
哲
男
様
公
印
す
る
｢審

査
申
出
に
係
る
評
価
庁
の

再
々
弁
明
書
(
副
本
)
の
送
付
及
び
同
書
へ
の
反
論
に
つ
い
て
｣
の
審
査
申
出
人

○
○
へ
の
回
議
書
一

式
＜
対
象
文
書
＞

審
査
申
出
に
係
る
評

価
庁
の
再
々
弁
明
書
(
副
本
)
の
送
付
及
び
同
書
へ
の
反
論

に
つ
い
て

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
事

務
局

H2
7.
10
.2
9

開
示

H2
7.
11
.4

閲
覧

､写
し

5
3
H2
7
.1
0.
2
9

捜
査
事
項
照
会
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
11
.1
0

非
開

示
16
－

2－
3

郵
送

54
H
27
.1
1.
1
3

家
児
相
で
の
面
接
の

中
で
本
人
が
発
言
し
た
も
の
で
夫
か
ら
本
人
へ
の
発
言
に

つ
い
て
の
も
の

＜
対
象
文
書
＞

家
庭
児
童
相
談
記
録

(
面
接
の
中
で
配
偶
者
か
ら
の
発
言
に
関
す
る
請
求
者
の

発
言
を
記
録
し
た
部

分
に
限
る
｡
)

子
ど

も
青

少
年

部
家

庭
児

童
相

談
所

H2
7.
11
.2
7

開
示

H2
7.
12
.1

写
し

5
5
H2
7
.1
1.
1
3

①
捜
査
事
項
照
会
書

(
3件

)
②
戸
籍
謄
本
等
職
務

上
請
求
書
(
戸
籍
法
1
0条

の
2
第
3項

か
ら
第
5
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
請
求
)

③
戸
籍
謄
本
等
職
務

上
請
求
書
(
戸
籍
法
1
0条

の
2
第
3項

か
ら
第
5
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
請
求
)

④
住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

⑤
住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

⑥
住
民
票
の
写
し
等

交
付
申
請
書
及
び
委
任
状

⑦
住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

⑧
住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
11
.2
7

部
分

開
示

16
－

2－
3

16
－

2－
4
H2
7.
12
.3

写
し

56
H
27
.1
1.
1
9

①
平
成
27
年
度
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
関
係
書
類
綴
収
受
･
発
送
簿

②
平
成
27
年
度
固
定

資
産
評
価
審
査
議
事
調
書

※
請
求
者
以
外
の
審

査
申
出
人
に
係
る
情
報
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

･収
受
･発

送
簿
(平

成
2
7年

度
枚
方
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
関
係
書
類

綴
分
)

･固
定
資
産
評
価
審
査
議
事
調
書
(
7件

)
※
請
求
者
以
外
の
審

査
申
出
人
に
係
る
情
報
を
除
く

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
事

務
局

H2
7.
12
.3

開
示

H2
7.
12
.7

閲
覧

､写
し

5
7
H2
7
.1
1.
2
0

区
域
外
就
学
協
議
書

転
学
通
知
書

＜
対
象
文
書
＞

転
学
通
知
書
(
○
○
､
○
○
分
)

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

学
務

課
H2
7.
12
.4

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
7.
12
.4

写
し
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

5
8
H2
7
.1
1.
2
0

枚
方
市
私
立
幼
稚
園

幼
児
保
育
助
成
金
支
給
決
定
通
知
書

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

学
務

課
H2
7.
12
.4

不
存

在
※

2

5
9
H2
7
.1
1.
2
0

請
求
者
が
し
た
審
査

申
出
に
関
し
て
､固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が
そ
の
書

記
に
指
示
を
し
て
当

該
標
準
宅
地
の
前
面
道
路
の
幅
員
を
計
測
せ
し
め
た
当
該

指
示
に
関
す
る
書
類

(
平
成
2
4
年
11

月
･1

2
月
頃
)

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
事

務
局

H2
7.
12
.4

不
存

在
※

3

6
0
H2
7
.1
1.
2
0

請
求
者
が
し
た
審
査

申
出
に
関
し
て
､固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が
そ
の
書

記
に
指
示
を
し
て
当

該
標
準
宅
地
の
前
面
道
路
の
幅
員
を
計
測
せ
し
め
た
計
測

後
の
報
告
に
関
す
る

書
類
(平

成
24

年
1
1月

･
1
2月

頃
)

＜
対
象
文
書
＞

固
定
資
産
評
価
審
査

議
事
調
書

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
事

務
局

H2
7.
12
.4

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
7.
12
.7

閲
覧

､写
し

6
1
H2
7
.1
1.
2
0

住
民
票
の
写
し
等
交

付
請
求
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
11
.3
0

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
7.
12
.1

写
し

6
2
H2
7
.1
1.
2
4

戸
籍
謄
本
･住

民
票
の
写
し
等
職
務
上
請
求
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
11
.3
0

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
7.
11
.3
0

写
し

6
3
H2
7
.1
1.
2
4

情
報
公
開
請
求
の
あ

っ
た
｢平

成
24

基
準
年
度
及
び
平
成
2
7
基
準
年
度
の
路
線

価
算
定
表
に
お
い
て

次
の
こ
と
が
わ
か
る
書
類
な
ど
に
つ
い
て
等
｣の

公
文
書

不
存
在
に
つ
い
て

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
12
.1

開
示

H2
7.
12
.1

閲
覧

､写
し

6
4
H2
7
.1
1.
2
6

①
主
治
医
意
見
書
及

び
認
定
調
査
票

②
介
護
保
険
 
要
介
護
認
定
･要

支
援
認
定
等
結
果
通
知
書

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
7.
12
.8

開
示

H2
7.
12
.8

写
し

6
5
H2
7
.1
1.
2
7

住
民
票
の
写
し
等
交

付
申
請
書
及
び
誓
約
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
7.
12
.2

部
分

開
示

16
－

2－
4

郵
送

写
し

6
6

H2
7.
12
.
3

枚
方
市
○
○
町
○
○

の
税
額
が
わ
か
る
も
の
｢名

寄
帳
｣H

1
8
～
H2

2
＜
対
象
文
書
＞

物
件
一
覧
表
(
平
成
1
8
年
度
～
平
成
22

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
12
.1
1

開
示

H2
7.
12
.1
7

写
し

6
7

H2
7.
12
.
4

区
域
外
就
学
協
議
書

(
○
○
､
○
○
分
)

転
学
通
知
書
(
○
○
､
○
○
分
)

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

学
務

課
H2
7.
12
.1
1

開
示

H2
7.
12
.1
1

写
し

6
8

H2
7.
12
.
7

保
育
料
等
の
減
免
に

つ
い
て
(
平
成
22

年
度
分
～
平
成
25

年
度
分
(
対
象
:○

○
､

○
○
､○

○
))

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

学
務

課
H2
7.
12
.1
1

開
示

H2
7.
12
.1
1

写
し
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

6
9

H2
7.
12
.
7

保
育
料
等
の
減
免
に

つ
い
て
(
平
成
21

年
度
分
(
対
象
:○

○
))

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

学
務

課
H2
7.
12
.1
1

不
存

在
※

4

7
0

H2
7.
12
.
7

本
人
が
平
成
2
5年

3月
か
ら
同
年
1
2月

ま
で
に
男
女
共
生
フ
ロ
ア
･ウ

ィ
ル
に
申

告
の
あ
っ
た
相
談
の

内
容
が
記
載
さ
れ
た
資
料

政
策

企
画

部
人

権
政

策
室

H2
7.
12
.1
6

非
開

示
16
－

2－
3

16
－

2－
4

7
1
H2
7
.1
2.
1
0

次
の
書
類
の
決
裁
一

式
(1
)
弁
明
書

(2
)
再
弁
明
書

(3
)
再
々
弁
明
書

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

取
下

げ

72
H
27
.1
2.
1
8

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
5
8
年
度
な
い
し
昭
和
6
1年

度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
12
.2
8

開
示

H2
7.
12
.2
8

写
し

7
3
H2
7
.1
2.
1
8

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
5
8
年
度
な
い
し
昭
和
6
1年

度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
7.
12
.2
8

開
示

H2
7.
12
.2
8

写
し

7
4
H2
7
.1
2.
2
1

枚
固
審
第
○
○
号
 平

成
○
○
年
○
○
月
○
○
日
 開

示
等
決
定
に
関
す
る
回
議

書
一
式

※
請
求
者
以
外
の
審

査
申
出
人
に
係
る
情
報
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

枚
方
市
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
く
開
示
請
求
の
あ
っ
た
｢
①
平
成
2
7
年
度

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
関
係
書
類
綴
収
受
･発

送
簿
②
平
成
27

年
固
定
資

産
評
価
審
査
議
事
調

書
｣

※
請
求
者
以
外
の
審

査
申
出
人
に
係
る
情
報
を
除
く

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
事

務
局

H2
8.
1.
4

開
示

H2
8.
1.
8

閲
覧

､写
し

7
5
H2
7
.1
2.
2
1

平
成
27
年
度
固
定
資

産
評
価
議
事
調
書

※
請
求
者
以
外
の
審

査
申
出
人
に
係
る
情
報
を
除
く

＜
対
象
文
書
＞

･固
定
資
産
評
価
審
査
議
事
調
書
(
2件

)
※
請
求
者
以
外
の
審

査
申
出
人
に
係
る
情
報
を
除
く

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
事

務
局

H2
8.
1.
4

開
示

H2
8.
1.
6

閲
覧

､写
し

7
6

H2
8
.1
.4

住
民
票
の
写
し
等
交

付
請
求
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
8.
1.
18

部
分

開
示

16
－

2－
4

郵
送

写
し

77
H2
8.
1
.1
5

相
談
内
容
の
記
録

＜
対
象
文
書
＞

消
費
生
活
相
談
情
報

(
受
付
)

市
民

安
全

部
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
H2
8.
1.
15

開
示

H2
8.
1.
15

閲
覧

､写
し

7
8

H2
8.
1.
2
6

本
人
の
入
所
に
係
る

子
育
て
支
援
室
と
の
や
り
と
り
の
内
容

＜
対
象
文
書
＞

本
人
に
係
る
問
い
合

わ
せ
相
談
記
録

子
ど

も
青

少
年

部
子

育
て

支
援

室
H2
8.
2.
10

開
示

H2
8.
2.
15

写
し
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

7
9

H2
8
.2
.3

住
民
票
の
写
し
等
交

付
請
求
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
8.
2.
16

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
8.
2.
19

写
し

80
H
28
.2
.4

本
人
の
生
活
保
護
費

の
振
込
先
口
座
の
分
か
る
書
類

福
祉

部
生

活
福

祉
室

取
下

げ

8
1

H2
8.
2.
1
0

住
民
票
･戸

籍
･印

鑑
証
明
書
交
付
申
請
書

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
8.
2.
16

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
8.
2.
17

写
し

82
H2
8.
2
.1
8

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
5
5
年
度
な
い
し
57

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
8.
2.
29

開
示

H2
8.
3.
1

写
し

8
3

H2
8.
2.
1
9

土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
4
6
年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
8.
2.
29

開
示

H2
8.
3.
1

写
し

8
4

H2
8.
2.
2
5

職
場
に
お
け
る
自
身

に
対
す
る
暴
力
事
案
に
関
す
る
文
書

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
職

員
課

H2
8.
3.
10

部
分

開
示

16
－

2－
4

郵
送

写
し

異
議

申
立

て
H2
8.
5.
13

8
5

H2
8.
2.
2
5

職
場
に
お
け
る
自
身

に
対
す
る
暴
言
事
案
に
関
す
る
文
書

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部

教
職

員
課

H2
8.
3.
10

不
存

在
※

5
異

議
申

立
て

H2
8.
5.
13

8
6

H2
8.
2.
2
6

権
利
変
換
変
更
処
分

通
知

都
市

整
備

部
都

市
整

備
推

進
室

H2
8.
3.
4

開
示

H2
8.
3.
4

写
し

8
7

H2
8.
2.
2
6

｢住
民
票
｣
｢住

民
除
票
｣
請
求
の
お
願
い

市
民

安
全

部
市

民
室

H2
8.
3.
10

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
8.
3.
11

写
し

8
8

H2
8.
2.
2
6

住
民
票
交
付
の
お
願

い
市

民
安

全
部

市
民

室
H2
8.
3.
9

部
分

開
示

16
－

2－
4
H2
8.
3.
14

写
し

8
9

H2
8.
2.
2
6

｢枚
方
市
○
○
町
○
○
の
固
定
資
産
税
課
税
額
の
わ
か
る
も
の
(
昭
和
58

年
か
ら

平
成
22
年
)(
名
寄
帳

)
｣

＜
対
象
文
書
＞

本
人
に
係
る
次
の
文

書
土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
5
8
年
度
～
平
成
11

年
度
)

賦
課
表
(平

成
12
年
度
～
平
成
1
4
年
度
)

課
税
土
地
一
筆
表
(平

成
12

年
度
～
平
成
1
4年

度
)

物
件
一
覧
表
(
平
成
1
5
年
度
～
平
成
22

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
8.
3.
10

開
示

H2
8.
3.
10

写
し
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番
号

請
求
日

請
求
内
容
又
は
請
求
公
文
書
名

主
管

課
決

定
日

決
定

内
容

等
開

示
日

等
開

示
方

法
備

考

9
0

H2
8.
2.
2
6

｢枚
方
市
○
○
町
○
○
の
固
定
資
産
税
課
税
額
の
わ
か
る
も
の
(
昭
和
45

年
か
ら

昭
和
57
年
)(
名
寄
帳

)
｣

＜
対
象
文
書
＞

本
人
に
係
る
次
の
文

書
土
地
･家

屋
名
寄
台
帳
(
昭
和
4
5
年
度
～
昭
和
57

年
度
)

財
務

部
税

務
室

資
産

税
課

H2
8.
3.
10

開
示

H2
8.
3.
10

写
し

9
1

H2
8
.3
.2

枚
方
市
家
庭
児
童
相

談
所
が
保
有
し
て
い
る
○
○
､
○
○
､○

○
の
ケ
ー
ス
フ
ァ

イ
ル
等
一
切
の
書
類

に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
人
に
関
す
る
情
報
全
て

＜
対
象
文
書
＞

家
庭
児
童
相
談
記
録

(
本
人
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
も
の
)

子
ど

も
青

少
年

部
家

庭
児

童
相

談
所

H2
8.
3.
16

部
分

開
示

16
－

2－
2

16
－

2－
3

16
－

2－
4

郵
送

写
し

92
H2
8.
3
.1
1

認
定
調
査
票
及
び
主

治
医
意
見
書

福
祉

部
高

齢
社

会
室

H2
8.
3.
18

開
示

H2
8.
3.
23

写
し

不
存

在
の

理
由

※
1 
平

成
21
年
の
賦
課
期
日
の
時
点
で
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
､
本
人
が
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
な

い
た

め
｡

※
2 
｢枚

方
市
私
立
幼
稚
園
幼
児
保
育
助
成
金
支
給
決
定
通
知
書
｣
は
､学

務
課
所
管
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力

し
た

も
の

を
､幼

稚
園

を
通

じ
て

保
護

者
へ

交
付

し
て

お
り

､ま
た

､そ
の

控
え

を
保

管
し

て
い

な
い

た
め
｡

※
3 
本

件
請
求
に
係
る
指
示
は
書
面
で
は

な
く
口
頭
で
行
わ
れ
た
た
め
｡

※
4 
文

書
の
保
存
年
限
が
過
ぎ
て
お
り
､廃

棄
し
て
い
る
た
め
｡

※
5 
該

当
す
る
公
文
書
を
作
成
し
て
い
な

い
た
め
｡
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４
．
審
議
会
へ
の
諮
問
及
び
答
申
の
内
容
等
  

諮
問
第
４
７
２
号
 

  

諮
問
４
７
３
号
 

条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

１
 
目
 
的

 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
へ
の
学
校
給
食
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
対
象
児
童
の
保
護
者
と
担
任
教
諭
等
が
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
確
認
用
献
立
表
（
別
紙
）
を
用
い
て
料
理
ご
と
に
対
象
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
原
因
物
質
）
の

有
無
を
確
認
し
た
上
で
、
該
当
す
る
も
の
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
す
る
等
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
献
立
表
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
こ
と
や
、
料
理
の
材
料
と
な
っ
た
加
工
品
の
原
材
料

に
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
こ
と
等
が
原
因
と
な
っ
て
、
見
落
と
し
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

 
 
そ
こ
で
、
見
落
と
し
事
例
の
発
生
を
抑
止
す
る
と
と
も
に
、
献
立
の
チ
ェ
ッ
ク
作
業
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
（
※
）
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
入
力
さ
れ
た
献
立
情
報
と
対
象
児
童
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
情
報
を
自
動
か
つ
正
確
に
照
合
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
運
用
委
託
事
業
者
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
専
門
的
な
助
言
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
同
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ
と
と
な
る

こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

  
※
今
年
度
中
は
対
象
校
と
期
間
を
限
定
し
た
試
行
運
用
と
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
本
格
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

 
 
対
象
児
童
の
学
校
番
号
、
学
籍
番
号
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
摂
取
限
度
量
、
既
往
症
の
状
況
な
ど

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。

 

１
 
目
 
的

 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
へ
の
学
校
給
食
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
対
象
児
童
の
保
護
者
と
担
任
教
諭
等
が
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
確
認
用
献
立
表
（
別
紙
）
を
用
い
て
料
理
ご
と
に
対
象
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
原
因
物
質
）
の

有
無
を
確
認
し
た
上
で
、
該
当
す
る
も
の
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
す
る
等
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
献
立
表
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
こ
と
や
、
料
理
の
材
料
と
な
っ
た
加
工
品
の
原
材
料

に
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
こ
と
等
が
原
因
と
な
っ
て
、
見
落
と
し
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

 
 
そ
こ
で
、
見
落
と
し
事
例
の
発
生
を
抑
止
す
る
と
と
も
に
、
献
立
の
チ
ェ
ッ
ク
作
業
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
新
た
に

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
運
用
（
※
）
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、あ
ら
か
じ
め
入
力
さ
れ
た
献
立
情
報
と
児
童
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
情
報
を
自
動
か
つ
正
確
に
照
合
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
運
用
委
託
事
業
者
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
専
門
的
な
助
言
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
同
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
市
以
外
の
も
の
（
シ
ス
テ
ム
運
用
委
託
事
業
者
）
の
サ
ー
バ
に
お
い
て
情
報
を
保

持
す
る
こ
と
と
な
る
と
と
も
に
、こ
れ
と
市
の
電
子
計
算
組
織
を
通
信
回
線
に
よ
り
結
合
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る

も
の
で
す
。

 

 

※
今
年
度
中
は
対
象
校
と
期
間
を
限
定
し
た
試
行
運
用
と
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
本
格
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

 

 ２
 
電
子
計
算
組
織
の
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

 
 
対
象
児
童
の
学
校
番
号
、
学
籍
番
号
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
摂
取
限
度
量
、
既
往
症
の
状
況
な
ど

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
４
７
４
号
 

  

諮
問
第
４
７
５
号
 

条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
項
目
の
追
加
に
つ
い
て

 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
産
業
廃
棄
物
指
導
課
が
所
管
す
る
事
務
・
事
業
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

１
 
目
 
的

 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
１
５
年
度
か
ら
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
健
康
増
進
事
業
、
母
子
保
健
事
業
、
予
防
接

種
事
業
等
に
お
け
る
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

現
在
、
母
子
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
児
童
虐
待
防
止
の
観
点
か
ら
乳
幼
児
健
診
未
受
診
者
の
状
況
の
全
数
把
握
を
目
的

に
、
保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
紙
ベ
ー
ス
で
管
理
し
て
い

る
次
の
項
目
を
、
本
シ
ス
テ
ム
に
追
加
し
て
電
算
処
理
を
行
う
も
の
で
す
。

 

  ２
 
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

乳
幼
児
健
診
台
帳
に
、
認
定
こ
ど
も
園
入
園
情
報
を
追
加

 

台
帳
名
 

追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

乳
幼
児
健
診
台
帳
 

認
定
こ
ど
も
園
情
報
（
個
人
番
号
、
認
定
こ
ど
も
園
名
）
 

※
現
在
、
子
育
て
支
援
室
に
個
人
情
報
目
的
外
利
用
の
依
頼
を
行
い
文
書
に
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 １
 
目
 
的

 

 
 
本
諮
問
は
、
産
業
廃
棄
物
指
導
課
が
所
管
す
る
複
数
の
事
務
や
事
業
に
係
る
個
人
情
報
を
、
閲
覧
の
簡
便
化
、
検
索
の
迅
速

化
、
事
務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
電
算
処
理
す
る
た
め
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
等
事
務
に
係
る
許
可
日
・
届
出
日
、
許
可
番
号
、
許
可
・
届
出
業
者
情
報
、
事
業
場
及
び
施
設
情

報
、
役
員
情
報
、
行
政
処
分
情
報
、
立
入
協
議
記
録
情
報
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
許
可
・
登
録
事
務
に
係
る
許
可
・
登
録
日
、

許
可
・
登
録
番
号
、
許
可
・
登
録
業
者
情
報
、
店
舗
情
報
、
役
員
情
報
、
行
政
処
分
情
報
、
立
入
協
議
記
録
情
報
、
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
適
正
処
理
指
導
事
務
に
係
る
保
管
事
業
者
情
報
、
保
管
事
業
場
情
報
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
、

通
知
の
送
付
先
、
立
入
検
査
情
報
、
産
業
廃
棄
物
適
正
処
理
指
導
事
務
等
に
係
る
指
導
対
象
者
情
報
、
立
入
・
打
合
内
容
等

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
４
７
６
号
 

  

諮
問
第
４
７
７
号
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
０
条
第
１
項
第
５
号
（
外
部
提
供
の
制
限
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
福
祉
的
配
慮
が
必
要
な
府
民
に
対
す
る
生
活
支
援
事
業
に
係
る
個
人
情
報
の
外
部
提
供
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
本
年
８
月
に
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
「
枚
方
市
ひ
こ
ぼ
し
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
を
発
行
し
ま
す
。
 

本
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、
国
か
ら
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
消
費
喚
起
効
果
を
測
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

事
業
効
果
の
正
確
な
測
定
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
回
答
者
の
利
便
向
上
の

た
め
、
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
予
定
で
す
。
 

ま
た
、
回
答
者
に
対
し
て
抽
選
で
景
品
を
進
呈
す
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
上

で
登
録
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
 

 

２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

 
 
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
（
年
代
）、
昼
間
連
絡
の
出
来
る
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ア

ン
ケ
ー
ト
内
容
）
 
・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
額
、
主
な
使
用
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
使
用
目
的
別
商
品
券
の
使
用
額
及
び

追
加
支
出
額
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。

 

 １
 
目
 
的

 

 
 
 
今
般
、
大
阪
府
は
、「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」（
平
成
２
６
年
１
２
月
２
７
日
閣
議
決
定
）
に

基
づ
き
、
内
閣
府
か
ら
助
成
さ
れ
る
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
活
用
し
、
重
度
障
害
者
等
で
常
時
介

護
が
必
要
な
福
祉
的
配
慮
を
要
す
る
方
を
対
象
に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
生
活
支
援
を
行
う
「
福
祉
的
配
慮
が

必
要
な
府
民
に
対
す
る
生
活
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

 

 
 
 
同
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
及
び
経
過
的
福
祉
手
当
等
の
受
給
者
で
す
が
、
そ

れ
ら
手
当
の
受
給
者
情
報
は
、
市
町
村
が
保
有
し
て
い
ま
す
。

 

 
 
 
本
諮
問
は
、
大
阪
府
か
ら
の
提
供
依
頼
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
室
が
保
有
す
る
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
及

び
経
過
的
福
祉
手
当
の
受
給
者
情
報
を
外
部
提
供
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

  
２
 
外
部
提
供
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
及
び
経
過
的
福
祉
手
当
受
給
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
及
び
電

話
番
号

 

  
３
 
外
部
提
出
先

 

大
阪
府
政
策
企
画
部
企
画
室
計
画
課

 

  
４
 
外
部
提
供
方
法

 

暗
号
化
し
た
電
子
デ
ー
タ
を

L
G

W
A

N
メ
ー
ル
に
よ
り
送
付

 

  
５
 
添
付
資
料

 

重
度
障
が
い
等
で
常
時
介
護
が
必
要
な
方
へ
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
配
布
ス
キ
ー
ム
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諮
問
第
４
７
８
号
 

  

諮
問
第
４
７
９
号
 

 
条
例
第
７
条
第
２
項
（
収
集
等
の
一
般
的
制
限
）
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
８
条
第
２
項
第
５
号
（
収
集
方
法
の
制
限
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
収
集
等
の
一
般
的
制
限
の
特
例
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
本
人
以
外
の
も
の
か
ら
の
収
集
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、
本
市
で
は
、
住
民
の
安
否
情
報
の
集
約
や
罹
災
証
明
の
発
行
等
の
災
害
対
応
事
務
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
・
運
用
し
て
い
ま
す
（
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
１
１
月
１
５
日
付
け
で

貴
審
議
会
か
ら
関
係
す
る
答
申
を
得
て
い
ま
す
。）
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
接
続
さ
れ
た
端
末
が
数
台
に
止
ま
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
点
や
、
そ
の
サ
ー
バ
が

庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
自
前
の
も
の
で
あ
る
点
（
災
害
に
よ
り
庁
舎
が
損
壊
し
た
場
合
、
サ
ー
バ
が
使
用
不
能
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。）
な
ど
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
今
回
、
災
害
に
強
い
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
方
式
に
よ
り
、
職
員
安
否
・
参
集
確
認
機
能
、（
地
理
情
報
付
加
機
能

を
含
む
）
情
報
共
有
機
能
を
備
え
た
「
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
新
た
に
整
備
し
、
①
職
員
に
対
す
る
参
集
の
指
示
、
②
災
害

対
応
に
係
る
市
民
か
ら
の
要
望
対
応
、
③
被
害
調
査
結
果
の
集
約
、
④
罹
災
証
明
書
の
発
行
、
⑤
避
難
行
動
要
支
援
者
を
含
む

住
民
の
安
否
情
報
の
集
約
、
⑥
避
難
者
名
簿
の
作
成
等
の
災
害
対
応
事
務
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
諮
問
は
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
記
録
す
る
個
人
情
報
の
一
部
が
、
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
に

関
す
る
個
人
情
報
に
該
当
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
に
関
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

写
真
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
安
否
確
認
情
報
 

 

 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、本
市
で
は
、住
民
の
安
否
情
報
の
集
約
や
罹
災
証
明
の
発
行
等
の
災
害
対
応
事
務
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
・
運
用
し
て
い
ま
す
（
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
１
１
月
１
５
日
付
け
で

貴
審
議
会
か
ら
関
係
す
る
答
申
を
得
て
い
ま
す
。）
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
接
続
さ
れ
た
端
末
が
数
台
に
止
ま
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
点
や
、
そ
の
サ
ー
バ
が

庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
自
前
の
も
の
で
あ
る
点
（
災
害
に
よ
り
庁
舎
が
損
壊
し
た
場
合
、
サ
ー
バ
が
使
用
不
能
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。）
な
ど
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
今
回
、
災
害
に
強
い
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
方
式
に
よ
り
、
職
員
安
否
・
参
集
確
認
機
能
、（
地
理
情
報
付
加
機
能

を
含
む
）
情
報
共
有
機
能
を
備
え
た
「
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
新
た
に
整
備
し
、
①
職
員
に
対
す
る
参
集
の
指
示
、
②
市
民

か
ら
の
要
望
対
応
、
③
被
害
調
査
結
果
の
集
約
、
④
罹
災
証
明
書
の
発
行
、
⑤
避
難
行
動
要
支
援
者
を
含
む
住
民
の
安
否
情
報

の
集
約
、
⑥
避
難
者
名
簿
の
作
成
等
の
災
害
対
応
事
務
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
諮
問
は
、
災
害
対
応
事
務
に
お
い
て
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
で
記
録
す
る
個
人
情
報
の
一
部
を
、
本
人
以
外
の
も
の
か
ら

収
集
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
本
人
以
外
の
も
の
か
ら
収
集
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

証
明
書
発
行
・
見
舞
金
申
請
・
給
付
情
報
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
安
否
確
認
情
報
、
避
難
者
名
簿
情
報
、
職
員
情
報

（
職
員
安
否
参
集
確
認
情
報
）
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諮
問
第
４
８
０
号
 

  

諮
問
第
４
８
１
号
 

 
条
例
第
１
０
条
第
１
項
第
５
号
（
外
部
提
供
の
制
限
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
外
部
提
供
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、
本
市
で
は
、
住
民
の
安
否
情
報
の
集
約
や
罹
災
証
明
の
発
行
等
の
災
害
対
応
事
務
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
・
運
用
し
て
い
ま
す
（
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
１
１
月
１
５
日
付
け
で

貴
審
議
会
か
ら
関
係
す
る
答
申
を
得
て
い
ま
す
。）
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
接
続
さ
れ
た
端
末
が
数
台
に
止
ま
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
点
や
、
そ
の
サ
ー
バ
が

庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
自
前
の
も
の
で
あ
る
点
（
災
害
に
よ
り
庁
舎
が
損
壊
し
た
場
合
、
サ
ー
バ
が
使
用
不
能
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。）
な
ど
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
今
回
、
災
害
に
強
い
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
方
式
に
よ
り
、
職
員
安
否
・
参
集
確
認
機
能
、（
地
理
情
報
付
加
機
能

を
含
む
）
情
報
共
有
機
能
を
備
え
た
「
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
新
た
に
整
備
し
、
①
職
員
に
対
す
る
参
集
の
指
示
、
②
市
民

か
ら
の
要
望
対
応
、
③
被
害
調
査
結
果
の
集
約
、
④
罹
災
証
明
書
の
発
行
、
⑤
避
難
行
動
要
支
援
者
を
含
む
住
民
の
安
否
情
報

の
集
約
、
⑥
避
難
者
名
簿
の
作
成
等
の
災
害
対
応
事
務
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
諮
問
は
、
災
害
対
応
事
務
に
お
い
て
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
で
記
録
す
る
個
人
情
報
の
一
部
を
、
外
部
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
外
部
提
供
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

受
付
情
報
、
通
報
者
情
報
、
被
害
場
所
情
報
、
被
害
概
況
情
報
・
要
望
情
報
、
対
応
状
況
情
報
、
証
明
書
発
行
・
見
舞
金
申

請
・
給
付
情
報
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
安
否
確
認
情
報
、
避
難
者
名
簿
情
報
、
職
員
情
報
（
職
員
安
否
参
集
確
認
情
報
） 

 ３
 
情
報
の
提
供
先
 

国
の
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
警
察
、
消
防
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
報

道
機
関
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
、
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
等
 

 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、本
市
で
は
、住
民
の
安
否
情
報
の
集
約
や
罹
災
証
明
の
発
行
等
の
災
害
対
応
事
務
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
・
運
用
し
て
い
ま
す
（
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
１
１
月
１
５
日
付
け
で

貴
審
議
会
か
ら
関
係
す
る
答
申
を
得
て
い
ま
す
。）
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
接
続
さ
れ
た
端
末
が
数
台
に
止
ま
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
点
や
、
そ
の
サ
ー
バ
が

庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
自
前
の
も
の
で
あ
る
点
（
災
害
に
よ
り
庁
舎
が
損
壊
し
た
場
合
、
サ
ー
バ
が
使
用
不
能
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。）
な
ど
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
今
回
、
災
害
に
強
い
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
方
式
に
よ
り
、
職
員
安
否
・
参
集
確
認
機
能
、（
地
理
情
報
付
加
機
能

を
含
む
）
情
報
共
有
機
能
を
備
え
た
「
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
新
た
に
整
備
し
、
①
職
員
に
対
す
る
参
集
の
指
示
、
②
市
民

か
ら
の
要
望
対
応
、
③
被
害
調
査
結
果
の
集
約
、
④
罹
災
証
明
書
の
発
行
、
⑤
避
難
行
動
要
支
援
者
を
含
む
住
民
の
安
否
情
報

の
集
約
、
⑥
避
難
者
名
簿
の
作
成
等
の
災
害
対
応
事
務
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
諮
問
は
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
個
人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

な
お
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
全
て
の
機
能
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
継
続
し
ま
す
。

 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

 
 
受
付
情
報
、
通
報
者
情
報
、
被
害
場
所
情
報
、
被
害
概
況
情
報
・
要
望
情
報
、
対
応
状
況
情
報
、
証
明
書
発
行
・
見
舞
金
申

請
・
給
付
情
報
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
安
否
確
認
情
報
、
避
難
者
名
簿
情
報
、
職
員
情
報
（
職
員
安
否
参
集
確
認
情
報
） 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
４
８
２
号
 

  

諮
問
第
４
８
３
号
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
各
業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
の
追
加
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、
本
市
で
は
、
住
民
の
安
否
情
報
の
集
約
や
罹
災
証
明
の
発
行
等
の
災
害
対
応
事
務
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
・
運
用
し
て
い
ま
す
（
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
１
１
月
１
５
日
付
け
で

貴
審
議
会
か
ら
関
係
す
る
答
申
を
得
て
い
ま
す
。）
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
接
続
さ
れ
た
端
末
が
数
台
に
止
ま
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
点
や
、
そ
の
サ
ー
バ
が

庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
自
前
の
も
の
で
あ
る
点
（
災
害
に
よ
り
庁
舎
が
損
壊
し
た
場
合
、
サ
ー
バ
が
使
用
不
能
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。）
な
ど
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
今
回
、
災
害
に
強
い
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
方
式
に
よ
り
、
職
員
安
否
・
参
集
確
認
機
能
、（
地
理
情
報
付
加
機
能

を
含
む
）
情
報
共
有
機
能
を
備
え
た
「
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
新
た
に
整
備
し
、
①
職
員
に
対
す
る
参
集
の
指
示
、
②
市
民

か
ら
の
要
望
対
応
、
③
被
害
調
査
結
果
の
集
約
、
④
罹
災
証
明
書
の
発
行
、
⑤
避
難
行
動
要
支
援
者
を
含
む
住
民
の
安
否
情
報

の
集
約
、
⑥
避
難
者
名
簿
の
作
成
等
の
災
害
対
応
事
務
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
諮
問
は
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
の
電
子
計
算
組
織
と
、
市
の
電
子
計
算
組
織
を
通
信
回

線
に
よ
り
結
合
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

受
付
情
報
、
通
報
者
情
報
、
被
害
場
所
情
報
、
被
害
概
況
情
報
・
要
望
情
報
、
対
応
状
況
情
報
、
証
明
書
発
行
・
見
舞
金
申

請
・
給
付
情
報
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
安
否
確
認
情
報
、
避
難
者
名
簿
情
報
、
職
員
情
報
（
職
員
安
否
参
集
確
認
情
報
） 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 １
 
目
 
的
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
番
号
法
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
の
別
表
第
１
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
務
に
お
い
て
の
み
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
同
表
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
務
の
多
く
を
、
専
用
の
業
務
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
処
理
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

の
事
務
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
は
、
必
然
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
電
算
処
理
を
伴
い
ま
す
。
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
実
際
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
平
成
２
８
年
１
月
以
降
で
す
が
、各
業
務
シ
ス
テ
ム
で
保
有
す
る

個
人
情
報
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
結
び
つ
け
る
な
ど
の
準
備
作
業
が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
の
電
算
処
理
は
、
実
際
の
利
用
に
先

立
っ
て
行
い
ま
す
。
 

本
諮
問
は
、
各
業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
に
対

応
す
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
を
追
加
す
る
業
務
シ
ス
テ
ム
 

 
 
番
号
法
の
別
表
第
１
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
業
務
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
住
民
基
本
台
帳
・
印
鑑
等
シ
ス
テ
ム
、
未
熟
児

養
育
医
療
シ
ス
テ
ム
、
介
護
保
険
事
務
シ
ス
テ
ム
、
国
保
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
、
枚
方
市
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
シ
ス
テ

ム
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
シ
ス
テ
ム
、
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
シ
ス
テ
ム
、
個
人
住
民
税
シ

ス
テ
ム
、
軽
自
動
車
税
シ
ス
テ
ム
、
固
定
資
産
税
シ
ス
テ
ム
、
収
納
・
滞
納
シ
ス
テ
ム
、
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
、
生
活
保
護
シ

ス
テ
ム
、
中
国
残
留
邦
人
支
援
給
付
シ
ス
テ
ム
、
国
民
年
金
シ
ス
テ
ム
、
児
童
扶
養
手
当
シ
ス
テ
ム
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
シ

ス
テ
ム
、
児
童
手
当
シ
ス
テ
ム
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
シ
ス
テ
ム
 

 ３
 
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

 
 
送
付
先
情
報
（
住
基
シ
ス
テ
ム
の
み
。
番
号
通
知
カ
ー
ド
を
送
付
す
る
た
め
の
情
報
。）
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
 

 ４
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
４
８
４
号
 

  

諮
問
第
４
８
５
号
 

枚
方
市
附
属
機
関
条
例
第
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
係
る
本
市
に
お
け
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
項
目
の
追
加
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
７
月
１
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
番
号
法
」
と
い
う
。）
」

に
基
づ
い
て
整
備
さ
れ
る
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
は
、
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・

透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
で
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
個
人
に
対
し
て
、
「
個
人
番
号
」
が
付
番
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 
  
こ
の
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
に
よ
っ
て
、
各
行
政
機
関
等
が
保
有
す
る
個
人
の
情
報
が
同

一
人
の
情
報
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
各
行
政
機
関
間
に
お
い
て
当
該
個
人
情
報
の
照
会
・
提
供
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
異
な
る
行
政
機
関
の
間
や
業
務
間
の
連
携
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
真
に
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
者
に
対
し
て
の
よ
り
き
め
細
か
な
支
援
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
保
障
給
付
等
の
申
請
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
情
報
に
つ
き
、
申
請
者
が
添
付
書
類
等
を
付
す
る
こ
と
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
申
請
を
受
け
た
行
政
機
関
等
が
、
関
係
機
関
に
照
会
を
行
う
こ
と
で
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
申

請
者
が
窓
口
で
提
出
す
る
書
類
が
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

 
  
一
方
で
、
「
個
人
番
号
」
は
、
高
度
な
個
人
識
別
性
を
有
す
る
性
質
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
キ
ー
と
な
っ
て
特
定
の
個
人
に
関

す
る
情
報
の
追
跡
・
名
寄
せ
・
突
合
等
を
容
易
に
し
、
特
定
の
個
人
に
関
す
る
情
報
が
集
積
・
集
約
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
こ
れ

が
不
正
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
重
大
な
侵
害
が
加
え
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

 
  
こ
の
た
め
、
番
号
法
に
お
い
て
は
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
「
個
人
番
号
」
及
び
「
特
定
個
人
情
報
（
個

人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含
む
個
人
情
報
）
」
の
取
扱
い
に
対
し
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
、
各
地
方
公
共
団
体
の
個
人
情
報
保
護
条
例
に
お
け
る
一
般
的
な
「
個
人
情
報
」
に
対
す
る

も
の
よ
り
も
厳
格
な
制
限
を
課
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
番
号
法
は
、
既
存
の
個
人
情
報
保
護
法
制
の
特
別
法
と
し
て

の
性
質
を
有
し
て
い
ま
す
。
 

 
  
国
に
お
い
て
は
、
番
号
法
に
お
い
て
条
文
を
書
き
起
こ
し
、
ま
た
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
を
読
み
替
え
る
形
で
、
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
の
諸
般
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

も
、
番
号
法
（
第
31
条
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
国
が
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
措
置
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
自
ら
が
保
有
す

る
特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
  
つ
き
ま
し
て
は
、
枚
方
市
附
属
機
関
条
例
別
表
１
の
表
枚
方
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
項
担
任
事
務
の
欄
第

２
号
（
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
）
の
規
定
に
基
づ
き
貴
審

議
会
の
意
見
を
聴
く
た
め
、
同
条
例
第
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
と
お
り
諮
問
い
た
し
ま
す
。
 

【
別
紙
省
略
】
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
本
年
８
月
に
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
「
枚
方
市
ひ
こ
ぼ
し
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
を
発
行
し
ま
す
。
 

本
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、国
か
ら
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
消
費
喚
起
効
果
を
測
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
係
る
個
人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
付
け

諮
問
第
４
７
６
号
に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問
し
、
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
の
な
い
旨
、
既
に
答
申
を
得
て
い
ま
す
。
 

本
諮
問
は
、貴
審
議
会
諮
問
後
に
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
追
加
す
る
旨
の
通
知
が
な
さ
れ
た
た

め
、
次
の
項
目
を
追
加
し
て
電
算
処
理
を
行
う
も
の
で
す
。
 

 ２
 
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

今
回
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
 

個
人
情
報
の
項
目
 

既
に
答
申
を
得
て
い
る
項
目
 

家
族
構
成
（
独
身
・
単
身
 
２
人
 
３

人
 
４
人
 
５
人
 
６
人
以
上
）
 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
 

年
齢
（
年
代
）、
昼
間
連
絡
の
出
来
る
電
話
番
号
、
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 

 （
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
）
 
 

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
額
、
主
な
使
用
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
 

使
用
目
的
別
商
品
券
の
使
用
額
及
び
追
加
支
出
額
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
４
８
６
号
 

  

諮
問
第
４
８
７
号
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
う
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
う
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合

に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２

7
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

こ
れ
ま
で
、
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
り
、

十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
平
成
２
５
年
４
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
せ
ず
に
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

及
び
政
府
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
政
府
共
通
Ｎ
Ｗ
）
を
経
由
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
も
、
登
記
嘱
託
等
の
事
務
の
迅
速
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し

た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
務
局
が
閉
庁
す
る
午
後
５
時
１

５
分
以
降
も
午
後
９
時
ま
で
の
嘱
託
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
翌
日
の
受
付
順
位
が
優
先
さ
れ
、
ま
た
、
遠
隔
地
で
あ
っ
て
も

ス
ム
ー
ズ
な
嘱
託
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し
た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
い
、
個
人
情
報
を
電
算
処
理

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

登
記
の
目
的
、
登
記
原
因
、
権
利
者
、
義
務
者
、
添
付
情
報
、
嘱
託
年
月
日
、
嘱
託
先
登
記
所
、
嘱
託
者
、
代
位
者
、
代
位

原
因
、
課
税
価
格
、
登
録
免
許
税
、
不
動
産
物
件
表
示
、
関
係
図
書

PD
F
デ
ー
タ
、
申
請
項
目
、
供
託
者
、
被
供
託
者
、
供
託

の
原
因
、
供
託
金
額
、
連
絡
先
、
法
令
条
項
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

 １
 
目
 
的
 

こ
れ
ま
で
、
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
り
、

十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
平
成
２
５
年
４
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
せ
ず
に
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

及
び
政
府
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
政
府
共
通
Ｎ
Ｗ
）
を
経
由
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
も
、
登
記
嘱
託
等
の
事
務
の
迅
速
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し

た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
務
局
が
閉
庁
す
る
午
後
５
時
１

５
分
以
降
も
午
後
９
時
ま
で
の
嘱
託
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
翌
日
の
受
付
順
位
が
優
先
さ
れ
、
ま
た
、
遠
隔
地
で
あ
っ
て
も

ス
ム
ー
ズ
な
嘱
託
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し
た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
い
、
市
の
電
子
計
算
組
織
と

市
以
外
の
電
子
計
算
組
織
と
の
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
回
線
に
よ
る
結
合
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
子
計
算
組
織
の
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

登
記
の
目
的
、
登
記
原
因
、
権
利
者
、
義
務
者
、
添
付
情
報
、
嘱
託
年
月
日
、
嘱
託
先
登
記
所
、
嘱
託
者
、
代
位
者
、
代
位

原
因
、
課
税
価
格
、
登
録
免
許
税
、
不
動
産
物
件
表
示
、
関
係
図
書

PD
F
デ
ー
タ
、
申
請
項
目
、
供
託
者
、
被
供
託
者
、
供
託

の
原
因
、
供
託
金
額
、
連
絡
先
、
法
令
条
項
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

   

－80－



諮
問
第
４
８
８
号
 

  

諮
問
第
４
８
９
号
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
う
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
う
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合

に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
上
下
水
道
事
業
管
理
者
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
上
下
水
道
事
業
管
理
者
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

こ
れ
ま
で
、
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
り
、

十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
平
成
２
５
年
４
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
せ
ず
に
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

及
び
政
府
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
政
府
共
通
Ｎ
Ｗ
）
を
経
由
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
も
、
登
記
嘱
託
等
の
事
務
の
迅
速
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し

た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
務
局
が
閉
庁
す
る
午
後
５
時
１

５
分
以
降
も
午
後
９
時
ま
で
の
嘱
託
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
翌
日
の
受
付
順
位
が
優
先
さ
れ
、
ま
た
、
遠
隔
地
で
あ
っ
て
も

ス
ム
ー
ズ
な
嘱
託
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し
た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
い
、
個
人
情
報
を
電
算
処
理

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

 
 
登
記
の
目
的
、
登
記
原
因
、
権
利
者
、
義
務
者
、
添
付
情
報
、
嘱
託
年
月
日
、
嘱
託
先
登
記
所
、
嘱
託
者
、
代
位
者
、
代
位

原
因
、
課
税
価
格
、
登
録
免
許
税
、
不
動
産
物
件
表
示
、
関
係
図
書

PD
F
デ
ー
タ
、
申
請
項
目
、
供
託
者
、
被
供
託
者
、
供
託

の
原
因
、
供
託
金
額
、
連
絡
先
、
法
令
条
項
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

 １
 
目
 
的
 

こ
れ
ま
で
、
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
り
、

十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
平
成
２
５
年
４
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
経
由
せ
ず
に
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

及
び
政
府
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
政
府
共
通
Ｎ
Ｗ
）
を
経
由
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
も
、
登
記
嘱
託
等
の
事
務
の
迅
速
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し

た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
務
局
が
閉
庁
す
る
午
後
５
時
１

５
分
以
降
も
午
後
９
時
ま
で
の
嘱
託
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
翌
日
の
受
付
順
位
が
優
先
さ
れ
、
ま
た
、
遠
隔
地
で
あ
っ
て
も

ス
ム
ー
ズ
な
嘱
託
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
経
由
し
た
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
伴
い
、
市
の
電
子
計
算
組
織
と

市
以
外
の
電
子
計
算
組
織
と
の
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
回
線
に
よ
る
結
合
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
子
計
算
組
織
の
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

登
記
の
目
的
、
登
記
原
因
、
権
利
者
、
義
務
者
、
添
付
情
報
、
嘱
託
年
月
日
、
嘱
託
先
登
記
所
、
嘱
託
者
、
代
位
者
、
代
位

原
因
、
課
税
価
格
、
登
録
免
許
税
、
不
動
産
物
件
表
示
、
関
係
図
書

PD
F
デ
ー
タ
、
申
請
項
目
、
供
託
者
、
被
供
託
者
、
供
託

の
原
因
、
供
託
金
額
、
連
絡
先
、
法
令
条
項
 

 

３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

   

－81－



諮
問
第
４
９
０
号
 

  

諮
問
第
４
９
１
号
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
申
込
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
個
人
情
報
の
電
算
処
理
項
目

の
追
加
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
申
込
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線

に
よ
る
結
合
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
申
込
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
て
、
同
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に

つ
い
て
は
、
平
成
１
７
年
１
１
月
２
９
日
付
け
諮
問
第
２
０
０
号
に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問
し
、
異
論
の
な
い
旨
、
既
に
答
申

を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、
経
年
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
の
切
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
お
り
、
脆
弱
性
に
対
し
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
発
表
さ
れ
ず
、
対
策
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

 

そ
こ
で
、
同
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
こ
と
と
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
申
込
み
も
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
申
込
者
の

業
種
な
ど
を
事
業
の
参
考
と
す
る
た
め
、
個
人
情
報
の
電
算
処
理
項
目
の
追
加
を
行
う
も
の
で
す
。

 

 

２
 
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

氏
名
、
住
所
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
配
信
希
望
の
有
無
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
名
称
、
勤
務
先
住
所
、

勤
務
先
電
話
番
号
、
一
時
保
育
用
の
要
否
、
対
象
児
の
年
齢
、
対
象
児
の
氏
名
、
郵
便
番
号
、
FA
X
番
号
、
業
種
、
役
職
、
自

社
サ
イ
ト

UR
L、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
知
っ
た
き
っ
か
け
 

 ３
 
個
人
情
報
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

 １
 
目
 
的
 

本
市
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
申
込
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、
経
年
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
の
切
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
お
り
、
脆
弱
性
に
対
し
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
発
表
さ
れ
ず
、
対
策
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

 

そ
こ
で
、
同
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
こ
と
と
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
能
力
の
向
上
お
よ
び
運
営
維
持
コ
ス
ト
の
軽
減
の
た

め
、
庁
内
設
置
型
（
※
１
）
か
ら
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
利
用
型
（
※
２
）
に
切
り
替
え
る
も
の
で
す
。

 

 

※
１
：
庁

内
設

置
型
 
 
 
⇒
 
サ
ー
バ
を
庁
内
の
サ
ー
バ
室
に
設
置
し
て
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
方
式
。

 

※
２
：
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
利
用
型
 
 
 
⇒
 
サ
ー
バ
を
事
業
者
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て
シ
ス
テ
ム

を
運
用
す
る
方
式
。
物
理
的
な
デ
ー
タ
の
保
管
場
所
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
内
と
な

る
。

 

 

２
 
電
子
計
算
組
織
の
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

氏
名
、
住
所
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
配
信
希
望
の
有
無
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
名
称
、
勤
務
先
住
所
、 

勤
務
先
電
話
番
号
、
一
時
保
育
用
の
要
否
、
対
象
児
の
年
齢
、
対
象
児
の
氏
名
、
郵
便
番
号
、
FA
X
番
号
、
業
種
、
役
職
、
自

社
サ
イ
ト

UR
L、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
知
っ
た
き
っ
か
け
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

  

－82－



諮
問
第
４
９
２
号
 
 

  

諮
問
第
４
９
３
号
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
証
明
書
等
の
自
動
交
付
業
務
に
係
る
個
人
情
報
の
伝
送
項
目
の

追
加
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
予
約
受
付
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的

 

本
市
で
は
、
平
成
２
５
年
１
０
月
か
ら
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
及
び
市
・
府
民
税
課
税
証
明
書
に
つ
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
個
人
認
証
を
行
っ
た
上
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
キ
オ
ス
ク
端
末
か
ら
発
行
す
る
サ
ー

ビ
ス
（
以
下
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
い
ま
す
。）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

コ
ン
ビ
二
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
５
年
２
月
１
９
日
付
け

諮
問
第
４
１
５
号
に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問
し
、
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
の
な
い
旨
、
既
に
答
申
を
得
て
い
ま
す
。
 

平
成
２
８
年
１
月
に
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
従
来
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
加
え
て
、

新
た
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
で
も
個
人
認
証
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
る
本
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
本
市
で
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

既
存
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
、
戸
籍
証
明
書
（
戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
及
び
戸
籍
附
票
の
写
し
）
の
交

付
を
行
え
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
も
の
で
す
。

 

 ２
 
追
加
し
て
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

登
録
番
号
、
入
籍
日
、
除
籍
日
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
現
在
戸
籍
、
従
前
戸
籍
、
配
偶
者
区
分
、
父
・
母
の
氏
名
、
続
柄
、

養
父
・
養
母
の
氏
名
、
養
父
母
と
の
続
柄
、
身
分
事
項
、
除
籍
区
分
、
戸
籍
番
号
、
戸
籍
事
項
、
編
製
日
、
本
籍
、
筆
頭
者
、

名
、
住
所
、
住
定
日
、
生
年
月
日

 

 ３
 
接
続
先

 

 
 
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
（
J-
LI
S）
の
広
域
交
付
サ
ー
バ

 

 
 
※
個
人
認
証
を
行
う
た
め
、
同
サ
ー
バ
と
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
（

J
P

K
I
シ
ス
テ
ム
）
は
接
続
し
て
い
ま
す

が
、
本
市
の
電
子
計
算
組
織
と
直
接
接
続
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 ４
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。

 

 ５
 
稼
動
時
期
（
予
定
）

 

 
 
平
成
２
８
年
２
月
か
ら
。
 

 

 １
 
目
 
的
 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、平
成
２
８
年
１
月

よ
り
、
全
国
で
一
斉
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
。

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、そ
の
交
付
申
請
の
受
付
と
作
成
の
事
務
を
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構（
以
下「
機

構
」
と
い
う
。）
が
、
交
付
の
事
務
を
市
区
町
村
が
担
う
形
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
交
付
開
始
当
初
は
、
窓
口
の
大
変
な
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
枚
方
市
で
は
、
民
間
事
業
者
の
提
供
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓

口
の
混
雑
の
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ド
の
交
付
漏
れ
や
交
付
遅
延
の
防
止
を
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
諮
問
は
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
者
の
個
人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ

と
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
流
れ
 

 
 
別
紙
の
と
お
り
。【
別
紙
省
略
】
 

 ３
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

予
約
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
予
約
番
号
、
月
日
、
氏
名
、
交
付
希
望
日
時
、
交
付
希
望
場
所
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
予
約
日
 

 
時
、
交
付
通
知
書
を
識
別
す
る
番
号
、
カ
ー
ド
の
状
態
、
予
約
番
号
と
整
理
番
号
の
対
応
テ
ー
ブ
ル
に
お
け
る
予
約
番
号
、
整
 

理
番
号
 

 ４
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
４
９
４
号
 
 

  

諮
問
第
４
９
５
号
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
予
約
受
付
事
務
に
お
け
る
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に
つ
い

て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
及
び
高
額
医
療
費
共
同
事
業
に
お
け
る
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に

よ
る
結
合
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
２
８
年
１
月

よ
り
、
全
国
で
一
斉
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
。

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、そ
の
交
付
申
請
の
受
付
と
作
成
の
事
務
を
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構（
以
下「
機

構
」
と
い
う
。）
が
担
い
、
そ
の
交
付
の
事
務
を
市
区
町
村
が
担
う
形
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
交
付
開
始
当
初
は
、
窓
口
の
大
変

な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
枚
方
市
で
は
、
民
間
事
業
者
の
提
供
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓

口
の
混
雑
の
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ド
の
交
付
漏
れ
や
交
付
遅
延
の
防
止
を
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
形
態
に
つ
い
て
は
、
短
期
の
利
用
と
な
る
こ
と
か
ら
、
多
額
の
導
入
費
用
が
必
要
と
な
る
サ
ー
バ
導

入
型
（
※
１
）
で
は
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
型
（
※
２
）
と
し
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
情
報
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
、
市
の
電
子
計
算
組
織
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
の
電
子
計
算
組
織
を
通
信
回
線
に
よ
り
結
合
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 

※
１
：
サ
ー
バ
導
入
型
 
⇒
 
自
前
の
サ
ー
バ
を
利
用
し
て
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
方
式
。
デ
ー
タ
は
自
前
の
サ
ー
バ
に

記
録
さ
れ
る
。

 

※
２
：
Ａ

Ｓ
Ｐ

型
 
⇒
 
自
前
の
サ
ー
バ
を
持
た
ず
、
事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
方
式
。
デ
ー
タ
は
当
該
事
業
者
管
理
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
外
部
サ
ー
バ
に
記
録
さ
れ
る
。

 

 ２
 
通
信
回
線
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

予
約
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
予
約
番
号
、
月
日
、
氏
名
、
交
付
希
望
日
時
、
交
付
希
望
場
所
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
予
約
日
 

 
時
、
交
付
通
知
書
を
識
別
す
る
番
号
、
カ
ー
ド
の
状
態
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 １
 
目
 
的
 

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
は
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
及
び
高
額
医
療
費
共
同
事
業
（
一
定
額
以
上
の
医
療

費
に
つ
い
て
都
道
府
県
内
の
全
市
町
村
の
拠
出
に
よ
り
共
同
で
負
担
し
、
市
町
村
間
の
保
険
料
を
平
準
化
し
、
財
政
の
安
定
化

を
図
る
事
業
）
を
担
っ
て
お
り
、
毎
年
度
、
各
市
町
村
に
対
し
て
、
各
市
町
村
の
保
険
料
を
平
準
化
す
る
た
め
の
交
付
金
を
算

定
し
、
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

今
般
、
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
２
７
年
４
月
１
日
か
ら
対
象
額
が
拡
大
さ
れ
、

全
て
の
医
療
費
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

そ
れ
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て
給
付
を
行
っ
た
療
養
費
が
、
新
た
に
そ
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
療
養
費
の
支
給
実
績
を

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

本
諮
問
は
、
療
養
費
支
給
実
績
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
に
あ
た
り
、
本
市
の
電
子
計
算
組
織
と
市
以
外
の
電
子
計
算
組
織
を
通

信
回
線
に
よ
り
結
合
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 

２
 
電
子
計
算
組
織
の
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

 
 
デ
ー
タ
区
分
、
保
険
者
番
号
、
被
保
険
者
証
番
号
、
個
人
番
号
、
診
療
年
月
、
本
家
入
外
、
支
給
年
月
日
、
療
養
費
種
別
、

点
数
表
、
診
療
実
日
数
、
費
用
額
、
一
部
負
担
金
、
保
険
者
負
担
額
、
レ
セ
プ
ト
全
国
共
通
キ
ー
、
支
給
決
定
年
月
日
、
保
険

制
度
（
保
険
種
別
①
）、
保
険
種
別
（
保
険
種
別
②
）、
給
付
割
合
、
海
外
療
養
費
区
分

 

 
 

３
 
接
続
先

 

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
 

 ４
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
４
９
６
号
 
 

  

諮
問
第
４
９
７
号
 

枚
方
市
附
属
機
関
条
例
第
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
個
人
住
民
税
事
務
に
係
る
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
評
価
書
の
第
三
者
点
検
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
学
校
園
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
項
目
の
追
加
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
８
月
２
８
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
実
施
手
続
が
指
針
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
は

PI
A
の
目
的
等
に
照
ら
し
て
妥
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
平
成
２
８
年
１
月
以
降
、
個
人
住
民
税
事
務
に
お
い
て
法
第
２
条
第
９
項
の
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
保
有

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

地
方
自
治
体
の
機
関
は
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
保
有
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
２
７
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
当
該
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
保
有
す
る
前
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
評
価

し
た
結
果
を
記
載
し
た
評
価
書
を
公
示
し
、
広
く
市
民
の
意
見
を
求
め
る
（
以
下
「
意
見
公
募
」
と
い
い
ま
す
。）
と
と
も
に
、

規
則
第
７
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
得
ら
れ
た
意
見
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
当
該
評
価
書
に
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
た
後

に
、
当
該
評
価
書
に
記
載
さ
れ
た
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
学
識
経
験
の

あ
る
者
を
含
む
者
で
構
成
さ
れ
る
合
議
制
の
機
関
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

以
上
の
手
続
き
に
則
り
、
本
市
で
は
、
個
人
住
民
税
事
務
に
係
る
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
特
定
個
人
情
報
保

護
評
価
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
意
見
公
募
を
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
当
該
評
価
書
に
つ
い
て
、
①
適
合
性
及
び
②
妥
当
性

の
２
つ
の
観
点
か
ら
点
検
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。
 

 

①
特
定
個
人
情
報
保
護
指
針
に
定
め
る
実
施
手
続
等
に
適
合
し
た
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
を
実
施
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

 

②
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
の
内
容
が
、
特
定
個
人
情
報
保
護
指
針
に
定
め
る
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
の
目
的
等
に
照
ら

し
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

 

 

２
 
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
取
扱
い
に
つ
い
て
意
見
を
聴
く
評
価
書
 

 
 
別
添
の
と
お
り
。【
別
紙
省
略
】
 

 ３
 
関
係
規
定
の
条
文
 

 
 
別
紙
の
と
お
り
。【
別
紙
省
略
】
 

 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、
枚
方
市
立
学
校
園
で
は
、
不
審
者
の
目
撃
情
報
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉
鎖
等
の
緊
急
情
報
、
行
事
の

予
定
変
更
な
ど
の
情
報
を
、
よ
り
正
確
か
つ
迅
速
に
保
護
者
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
登
録
し
た
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
電
子
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
お
り
（
以
下
「
学
校
園
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）
、
こ
の
学
校
園
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
個
人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、既
に
平
成
１
７
年
２
月
２
８
日
付
け
諮
問
第
１
８
０
号
に
よ
り

貴
審
議
会
に
諮
問
し
、
異
論
は
な
い
旨
の
答
申
を
得
て
い
ま
す
。
 

平
成
２
８
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
確
保
を
行
う
た
め
、
登
下
校
時
等
に
児
童
生
徒

の
見
守
り
を
し
て
い
る
方
（
見
守
り
隊
・
交
通
専
従
員
等
）
に
も
、
情
報
の
配
信
を
行
う
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
 

本
諮
問
は
、
学
校
園
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
メ
ー
ル
配
信
対
象
者
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
電
算
処
理
す
る

個
人
情
報
の
項
目
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

 
 
登
下
校
時
等
、
児
童
生
徒
の
見
守
り
を
し
て
い
る
方
（
見
守
り
隊
、
交
通
専
従
員
等
）
の
氏
名
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

  

－85－



諮
問
第
４
９
８
号
 
 

  

諮
問
第
４
９
９
号
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
学
校
園
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
の
伝
送
項
目
の
追
加
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
中
学
校
給
食
予
約
管
理
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

学
校
園
メ
ー
ル
配
信
事
業
（
不
審
者
の
目
撃
情
報
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉
鎖
等
の
緊
急
情
報
、
行
事
の
予
定

変
更
な
ど
の
情
報
を
、
よ
り
正
確
か
つ
迅
速
に
保
護
者
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
事
前
登
録
さ
れ
た
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
電

子
メ
ー
ル
で
配
信
）
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
本
市
の
電
子
計
算
組
織
と
民
間
事
業
者
が
管
理
す
る
サ
ー
バ
を
通
信
回
線
に
よ

り
結
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成
２
６
年
２
月
１
８
日
付
け
諮
問
第
４
４
８
号
に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問
し
、
異
論

は
な
い
旨
の
答
申
を
得
て
い
ま
す
。

 

平
成

28
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
確
保
を
行
う
た
め
、
登
下
校
時
等
に
児
童
生
徒

の
見
守
り
を
し
て
い
る
方
に
も
情
報
配
信
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
市
の
電
子
計
算
組
織
と
民
間
事
業
者
が
管
理

す
る
サ
ー
バ
の
電
子
計
算
組
織
と
の
通
信
回
線
の
結
合
に
よ
る
伝
送
項
目
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
追
加
し
て
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

 
 
登
下
校
時
等
、
児
童
生
徒
の
見
守
り
を
し
て
い
る
方
（
見
守
り
隊
、
交
通
専
従
員
等
）
の
氏
名
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 １
  
目
  
的
 

本
市
で
は
、
平
成
２
８
年
４
月
よ
り
、
中
学
校
給
食
を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。
 

中
学
校
給
食
は
、
全
員
喫
食
の
小
学
校
給
食
と
は
異
な
り
、「
選
択
制
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
」
に
よ
る
給
食
と
な
る
こ
と

か
ら
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
中
で
、
利
用
者
の
利
便
向
上
や
、
予
約
管
理
等
の
事
務
を
正
確
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
、「
枚
方
市
学
校
給
食
管

理
運
営
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
予
約
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
開
設
と
、
個
人
情
報
を
含
む
予
約
情
報
の
電
算
処
理
を
行
う
も
の

で
す
。
 

 

２
  
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

中
学
校
給
食
を
喫
食
す
る
者
（
枚
方
市
立
中
学
校
の
生
徒
、
教
職
員
）
及
び
枚
方
市
立
小
学
校
の
６
年
生
に
係
る
以
下
の
情

報
 ・
氏
名
  
・
所
属
校
名
  
・
学
年
  
・
組
  
・
席
番
  
・
利
用
者
Ｉ
Ｄ
（
利
用
者
登
録
番
号
）
 

・
利
用
者
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
  
・
牛
乳
飲
用
の
有
無
  
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
 

・
生
活
保
護
受
給
状
況
  
・
就
学
援
助
受
給
状
況
  
・
学
校
給
食
費
支
払
い
状
況
  
・
給
食
利
用
状
況
 

※
枚
方
市
立
小
学
校
の
６
年
生
に
つ
い
て
も
、
入
学
月
か
ら
の
中
学
校
給
食
の
予
約
を
行
う
た
め
、
上
記
個
人
情
報
の
登
録

及
び
処
理
を
行
い
ま
す
。
 

 ３
  
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

  

－86－



諮
問
第
５
０
０
号
 
 

  

諮
問
第
５
０
１
号
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
中
学
校
給
食
予
約
管
理
事
務
に
お
け
る
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
市
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
  
目
  
的
 

本
市
で
は
、
平
成
２
８
年
４
月
よ
り
、
中
学
校
給
食
を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。
 

中
学
校
給
食
は
、
全
員
喫
食
の
小
学
校
給
食
と
は
異
な
り
、「
選
択
制
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
」
に
よ
る
給
食
と
な
る
こ
と

か
ら
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

本
諮
問
は
、
利
用
者
の
利
便
向
上
や
、
予
約
管
理
等
の
事
務
を
正
確
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
、「
枚
方
市
学
校
給
食
管
理
運

営
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
こ
と
に
伴
い
、
民
間
事
業
者
が
管
理
す
る
サ
ー
バ
と
、
市
の
電
子
計
算
組
織
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
 

 

２
  
通
信
回
線
と
結
合
し
て
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
と
情
報
処
理
の
内
容
 

中
学
校
給
食
を
喫
食
す
る
者
（
枚
方
市
立
中
学
校
の
生
徒
、
教
職
員
）
及
び
枚
方
市
立
小
学
校
の
６
年
生
に
係
る
以
下
の
情

報
 ・
氏
名
  
・
所
属
校
名
  
・
学
年
  
・
組
  
・
席
番
  
・
利
用
者
Ｉ
Ｄ
（
利
用
者
登
録
番
号
）
 

・
利
用
者
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
  
・
牛
乳
飲
用
の
有
無
  
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
 

・
生
活
保
護
受
給
状
況
  
・
就
学
援
助
受
給
状
況
  
・
学
校
給
食
費
支
払
い
状
況
  
・
給
食
利
用
状
況
 

 ３
  
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、
市
立
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
管
理
、
図
書
貸
出
、
利
用
者
管
理
等
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
電
算
化
に
よ
る
処
理
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
２
８
年
１
０
月
に
、
同
シ
ス
テ
ム

の
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
市
立
小
中
学
校
の
全
て
の
学
校
図
書
館
の
蔵
書
情
報
を
電
算
化
し
て
市
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
に
集
約
す
る
と
と
も
に
、
同
シ
ス
テ
ム
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
を
各
学
校
図
書
館
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在

は
紙
ベ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
学
校
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
管
理
や
図
書
貸
出
の
業
務
を
電
算
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
学
校
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
管
理
や
図
書
貸
出
業
務
が
効
率
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
児
童
、
生
徒
ご

と
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
読
書
記
録
に
基
づ
く
よ
り
き
め
細
や
か
な
読
書
指
導
や
、
市
立
図
書
館
図
書
の
貸
出
予
約
を

学
校
図
書
館
で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
児
童
生
徒
の
読
書
力
、
学
力
の
一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
上
記
に
伴
い
、
市
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
前
後
で
、
同
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
電
算
処
理

す
る
個
人
情
報
の
項
目
に
異
同
が
生
ず
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

 
 
別
紙
の
と
お
り
。【
別
紙
省
略
】

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。

 

 

 

  

－87－



諮
問
第
５
０
２
号
 

  

諮
問
第
５
０
３
号
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
市
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に

つ
い
て

 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
ひ
ら
か
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
個
人
情
報
の
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ

る
結
合
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
教
育
委
員
会
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
病
院
事
業
管
理
者
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
現
在
、
市
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
市
立
図
書
館
業
務
の
一
部
を
電
算
化
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
２
８
年
１
０
月
の
同
シ
ス
テ
ム
更
新
の
際
に
、
自
前
の
サ
ー
バ
を
利
用
す
る
現
在
の
形
態
か
ら
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
向
上
と
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
が
運
営
す
る
庁
外
に
あ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
デ
ー
タ
を
記
録
し
、
管

理
・
運
用
す
る
形
態
に
改
め
る
予
定
で
す
。

 

本
諮
問
は
、
上
記
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、
民
間
事
業
者
が
管
理
す
る
サ
ー
バ
と
、
市
の
電
子
計

算
組
織
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

な
お
、
シ
ス
テ
ム
更
新
に
合
わ
せ
て
、
学
校
図
書
館
業
務
に
も
市
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
通
信
回
線
と
結
合
し
て
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
に
は
、
学
校
図
書
館
業
務
に
お
い
て
処
理
す
る
も
の
が
含
ま

れ
ま
す
。

 

 ２
 
通
信
回
線
と
結
合
し
て
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

別
紙
の
と
お
り
。【
別
紙
省
略
】
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、
本
市
で
は
、
市
民
の
健
康
増
進
や
地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
先
進
医
療
提
供
の
た
め
の
連

携
事
業
と
し
て
、
市
内
に
あ
る
基
幹
病
院
間
で
、
患
者
の
診
療
情
報
を
開
示
、
共
有
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
、
ひ

ら
か
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
進
め
て
い
ま
す
。
 

ひ
ら
か
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
こ
れ
に
参
加
す
る
病
院
間
で
、
そ
の
保
有
す
る
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
、
患

者
本
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
参
照
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
か
か
り

つ
け
医
が
、
そ
の
患
者
が
他
の
病
院
で
受
け
た
診
療
の
内
容
を
正
確
か
つ
円
滑
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
か

か
り
つ
け
医
に
よ
る
よ
り
き
め
細
や
か
な
診
療
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。
 

本
諮
問
は
、
ひ
ら
か
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
ら
か
た
地
域
医
療

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
提
供
事
業
者
の
電
子
計
算
組
織
と
、
市
の
電
子
計
算
組
織
の
う
ち
、
市
立
ひ
ら
か
た
病
院
の

電
子
計
算
組
織
を
通
信
回
線
に
よ
り
結
合
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
 

 

２
 
電
子
計
算
組
織
の
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目

 

 
 
患
者
基
本
属
性
情
報
、
カ
ル
テ
情
報
、
文
書
情
報
、
移
動
情
報
、
オ
ー
ダ
情
報
、
検
査
結
果
／
レ
ポ
ー
ト
な
ど

 

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
開
始
以
前
の
情
報
は
対
象
外
）。

 

 ３
 
接
続
先

 

ひ
ら
か
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
提
供
事
業
者
。
 

 ４
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。

 

 

 

  

－88－



諮
問
第
５
０
４
号
 
 

  

諮
問
第
５
０
５
号
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
電
子
情
報
処
理
組
織
の
取
扱
い
に
適
合
し
な
い
戸
籍
の
イ
メ
ー
ジ
取
り
込
み
に
よ
る
電
子
デ
ー
タ
化

に
お
け
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
項
目
の
追
加
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
管
轄
法
務
局
へ
の
戸
籍
副
本
等
の
送
付
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
伝
送
項
目
の
追
加
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

戸
籍
事
務
の
電
算
処
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
１
５
年
１
１
月
２
６
日
付
け
諮
問
第
１
３
７
号
に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問
し
、

諮
問
の
と
お
り
で
異
論
の
な
い
旨
、
答
申
を
得
て
お
り
、
平
成
１
７
年
２
月
２
６
日
か
ら
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の

際
、
そ
れ
ま
で
紙
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
一
の
字
体
で
は
電
子
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
文
字
が
そ
の

氏
名
等
に
含
ま
れ
る
方
の
う
ち
、電
子
デ
ー
タ
化
が
可
能
な
字
体
へ
の
置
き
換
え
を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
戸
籍（
以
下「
未

改
製
戸
籍
」
と
い
い
ま
す
。）
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
通
達
に
基
づ
き
、
電
子
デ
ー
タ
化
を
行
わ
ず
、
現
在
も
引
き
続
き
紙

に
よ
る
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
平
成

26
年

7
月
に
国
か
ら
新
た
な
見
解
が
示
さ
れ
、
未
改
製
戸
籍
に
つ
い
て
、
電
子
デ
ー
タ
化
の
上
、
当
該
デ

ー
タ
を
正
本
と
し
て
扱
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
 

電
子
デ
ー
タ
化
し
た
正
本
が
あ
れ
ば
、
法
務
省
が
設
置
し
た
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
セ
ン
タ
ー
に
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
災
害
等
に
よ
る
滅
失
の
お
そ
れ
の
大
幅
な
軽
減
と
、
記
載
、
検
索
、
証
明
発
行
等
の
戸
籍
事
務
の
効

率
化
と
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

本
諮
問
は
、
未
改
製
戸
籍
を
電
子
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
個
人
情
報
を
追
加
し
て
電
算
処
理
を
行
う
こ
と
と
な
る
こ

と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
 

 
 
 

２
 
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

未
改
製
戸
籍
に
係
る
戸
籍
の
情
報
、
附
票
の
情
報
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

  

 １
 
目
 
的
 

管
轄
法
務
局
へ
の
戸
籍
副
本
等
の
送
付
事
務
(正
本
が
電
子
デ
ー
タ
で
あ
る
戸
籍
に
つ
い
て
、
そ
の
複
製
を
法
務
省
が
設
置

し
た
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
セ
ン
タ
ー
に
送
信
、
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
よ
る
戸
籍
の
滅
失
を
防
止
す
る
も
の
)に

お
け
る
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に
つ
い
て
は
、既
に
平
成
２
５
年
２
月
１
９
日
付
け
諮
問
第
４
１
６
号
に
よ

り
貴
審
議
会
に
諮
問
し
、
異
論
の
な
い
旨
、
答
申
を
得
て
い
ま
す
。
 

今
般
、
従
来
は
そ
の
正
本
を
電
子
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
戸
籍
（
以
下
「
未
改
製
戸
籍
」
と
い
い
ま
す
。）

に
つ
い
て
、
新
た
に
電
子
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
こ
と
に
伴
っ
て
、
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
セ
ン

タ
ー
に
送
信
す
る
情
報
の
項
目
に
、
新
た
に
「
未
改
製
戸
籍
の
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
」
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

本
諮
問
は
、
未
改
製
戸
籍
の
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
を
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
回
線
を
通
じ
て
、
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
セ
ン
タ
ー
に
新
た

に
送
信
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
 

 

２
 
追
加
し
て
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

未
改
製
戸
籍
に
係
る
戸
籍
の
情
報
、
附
票
の
情
報
 

 ３
 
接
続
先
 

 
 
法
務
省
（
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
セ
ン
タ
ー
）
 

（
別
添
資
料
「
戸
籍
副
本
等
の
送
付
事
務
に
お
け
る
個
人
情
報
の
流
れ
」
を
参
照
）【
別
紙
省
略
】
 

 ４
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
５
０
６
号
 
 

  

諮
問
第
５
０
７
号
 

（
特
）
 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

（
特
）
 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
お
け
る
情
報
連
携
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
係
る
特
定
個
人
情
報
の

電
算
処
理
に
つ
い
て

 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
税
総
合
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に
伴
う
特
定
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
７
年
１
１
月
２
５
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
お
い
て
は
、
個
人
番
号
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
番
さ
れ
、
市
内
部
や
市
以
外
の
も
の

と
の
間
で
、
個
人
に
関
す
る
税
情
報
や
社
会
保
障
給
付
の
受
給
情
報
等
を
や
り
取
り
す
る
（
以
下
「
情
報
連
携
」
と
い
い
ま
す
。）

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
情
報
連
携
を
円
滑
か
つ
適
正
に
行
う
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
特
定
個
人
情
報
を
保
有
す
る
各
業
務
シ
ス

テ
ム
相
互
の
連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
加
え
、
行
政
手
続
に
お
け
る
最
も
基
礎
的
な
情
報
で
あ
る
住
基
情

報
を
保
有
す
る
住
基
シ
ス
テ
ム
と
、
市
の
他
の
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
基
盤
で
あ
る
統
合
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
電
算
処

理
項
目
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
追
加
し
ま
す
。
 

ま
た
、
市
以
外
の
も
の
と
の
情
報
連
携
に
対
応
す
る
た
め
、
国
が
構
築
し
た
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
市
の
シ

ス
テ
ム
を
仲
介
す
る
中
間
サ
ー
バ
ー
、
及
び
庁
内
の
宛
名
情
報
の
集
約
や
各
業
務
シ
ス
テ
ム
と
中
間
サ
ー
バ
ー
を
仲
介
す
る
連

携
機
能
を
備
え
た
団
体
内
統
合
宛
名
シ
ス
テ
ム
（
番
号
連
携
サ
ー
バ
ー
）
を
導
入
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
お
け
る
情
報
連
携
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
特
定
個
人
情
報
の
項
目
 

 
 
・
統
合
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
（
平
成
２
３
年
２
月
２
２
日
付
け
諮
問
第
３
１
９
号
に
よ
り
諮
問
済
）
 

⇒
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
追
加
。
 

 
 
・
中
間
サ
ー
バ
ー
 

⇒
「
団
体
内
統
合
宛
名
番
号
」「
符
号
」「
情
報
連
携
情
報
(※

)」
 

 
 
・
団
体
内
統
合
宛
名
シ
ス
テ
ム
 

⇒
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」「
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
」「
団
体
内
統
合
宛
名
番
号
」「
情
報
連
携
情
報
(※

)」
 

 
 
※
情
報
連
携
情
報
：
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
連
携
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
情
報
と
し
て
国
が
示
し

た
「
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ
ト
」
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
情
報
。
 

 ３
 
特
定
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
  
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
平
成
１
２
年
４
月
に
税
総
合
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
（
平
成
１
１
年
１
１
月
１
日
付
け
諮
問
第
２
３
号

に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問
済
。）
し
、
以
来
、
税
に
関
す
る
業
務
全
般
の
処
理
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
か
ら
既
に
１
５
年
が
経
過
し
、
度
重
な
る
制
度
改
正
に
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の

複
雑
化
や
、
多
様
化
す
る
他
業
務
と
の
情
報
連
携
へ
の
対
応
の
困
難
化
な
ど
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の
ま
ま
で
は
、
効
率
的
な
運
用

が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

そ
こ
で
今
般
、
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
や
、
他
業
務
と
の
情
報
連
携
を
効
率
的
か
つ
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
費
用
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
化
さ
れ
た
標

準
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

 
 
本
諮
問
は
、
新
シ
ス
テ
ム
と
従
来
シ
ス
テ
ム
と
の
間
で
、
電
算
処
理
す
る
特
定
個
人
情
報
の
項
目
に
異
同
が
あ
る
こ
と
に
対

応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
特
定
個
人
情
報
の
項
目

 

別
表
の
と
お
り
。【
別
紙
省
略
】
 

 ３
 
特
定
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。

 

 

 

  

－90－



諮
問
第
５
０
８
号
 
 

  

諮
問
第
５
０
９
号
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
枚
方
市
立
や
す
ら
ぎ
の
杜
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る

結
合
に
つ
い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
道
路
及
び
道
路
附
属
施
設
に
関
す
る
要
望
、
苦
情
等
処
理
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ

い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

現
在
、
枚
方
市
立
や
す
ら
ぎ
の
杜
（
枚
方
市
立
火
葬
場
）
で
は
、
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
・
場
内
案
内
シ
ス
テ
ム
・
火
葬
炉
運

転
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
施
設
の
予
約
、
火
葬
の
進
行
状
況
の
管
理
、
場
内
で
の
案
内
表

示
・
放
送
や
各
種
帳
票
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
同
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
個
人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
平
成
１
９
年
１
１
月
２
２
日
付
け
諮
問
第
２
５
８
号
に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問
し
、
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
の
な
い
旨
、

既
に
答
申
を
得
て
い
ま
す
。）

 

同
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
庁
内
及
び
や
す
ら
ぎ
の
杜
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向

上
と
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
庁
内
に
設
置
し
て
い
る
サ
ー
バ
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
運
営
す
る
庁
外
に
あ
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
に
デ
ー
タ
を
記
録
し
、
管
理
・
運
用
す
る
形
態
へ
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
民
間
事
業
者
が
管
理
す
る
サ
ー
バ
と
、
市
の
電
子
計
算
組
織
を
結
合
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
諮
問

に
よ
り
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
通
信
回
線
と
結
合
し
て
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

火
葬
、
待
合
室
、
霊
安
室
、
多
目
的
室
、
案
内
表
示
、
案
内
放
送
、
火
葬
許
可
証
発
行
日
、
火
葬
許
可
証
番
号
、
死
亡
者
の

本
籍
、
父
の
本
籍
、
母
の
本
籍
、
死
亡
者
の
住
所
、
父
母
の
住
所
、
死
亡
者
の
氏
名
、
父
の
氏
名
、
母
の
氏
名
、
性
別
、
死
亡

者
の
生
年
月
日
、
妊
娠
週
数
、
死
因
、
死
亡
年
月
日
時
、
分
べ
ん
年
月
日
、
死
亡
の
場
所
、
死
産
の
場
所
、
区
分
、
人
工
臓
器
、

申
請
者
の
住
所
、
申
請
者
の
氏
名
、
続
柄
、
電
話
番
号
、
葬
儀
形
式
、
宗
家
名
、
減
免
申
請
、
骨
箱
、
葬
儀
社
名
、
備
考
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制

 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
現
在
、
市
民
等
か
ら
受
け
付
け
た
道
路
及
び
道
路
附
属
施
設
に
関
す
る
要
望
、
苦
情
等
（
以
下
「
要
望
苦
情
等
」

と
い
い
ま
す
。）
の
事
務
を
処
理
す
る
に
あ
た
り
、
要
望
苦
情
等
の
内
容
や
そ
の
処
理
に
向
け
た
情
報
等
を
紙
ベ
ー
ス
で
記
録
、

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
要
望
苦
情
等
の
受
付
か
ら
処
理
ま
で
の
事
務
を
電
算
処
理
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
か
つ
効
率
的
な
事
務
を
執

行
す
る
と
と
も
に
、
迅
速
な
対
応
や
事
故
の
未
然
防
止
を
は
か
り
、
ま
た
発
生
件
数
、
内
容
に
つ
い
て
の
統
計
処
理
等
を
行
う

こ
と
で
、
道
路
に
関
す
る
要
望
苦
情
等
の
適
正
な
処
理
に
資
す
る
も
の
で
す
。
 

 

２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

要
望
苦
情
等
を
行
っ
た
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
電
話
番
号
並
び
に
要
望
苦
情
等
の
受
付
日
、
内
容
、
場
所
、
処
理
内
容
及
び

処
理
日

 

 
 
※
下
線
を
つ
け
た
項
目
は
、
条
例
第
１
４
条
第
２
項
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
項
目
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
  
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。

 

 

  

－91－



諮
問
第
５
１
０
号
 
 

  

諮
問
第
５
１
１
号
 

 
条
例
第
７
条
第
２
項
（
収
集
等
の
一
般
的
制
限
）
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
８
条
第
２
項
第
５
号
（
収
集
方
法
の
制
限
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
一
般
的
制
限
の
特
例
に
つ

い
て
 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
本
人
以
外
の
も
の
か
ら
の

収
集
に
つ
い
て
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

 
 
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
景
気
回
復
や
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
（
６
５
歳

以
上
）
や
年
金
受
給
者
（
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
を
い
い
ま
す
。）
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、
支
給

対
象
者
１
名
に
つ
き
、
３
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
 

 
 

D
V
被
害
者
や
、
虐
待
等
か
ら
避
難
す
る
た
め
に
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
等
（
以
下
「
施
設
入

所
者
」
と
い
い
ま
す
。
以
下
同
じ
で
す
。）
が
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
本
人
に
支
給
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
こ
の
こ
と
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
給
付
金
の
支
給
事
務
に
お
い
て
、
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
事
項
に
関
す
る
個
人
情
報
の
収
集
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
に
関
す
る
個
人
情
報
の
項
目
（
詳
細
は
別
表
参
照
）【
別
紙
省
略
】

 

 
  
①
大
阪
府
か
ら
収
集
 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
関
連
情
報
、
施
設
入
所
者
関
連
情
報
 

 
  
②
本
人
か
ら
直
接
収
集
 

 
 
Ｄ
Ｖ
被
害
者
関
連
情
報
 

 

 １
 
目
 
的
 

 
 
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
景
気
回
復
や
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
（
６
５
歳

以
上
）
や
年
金
受
給
者
（
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
を
い
い
ま
す
。
以
下
同
じ
で
す
。）
に
対
す
る
措

置
と
し
て
、
支
給
対
象
者
１
名
に
つ
き
、
３
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
 

年
金
受
給
者
の
情
報
は
、
日
本
年
金
機
構
が
保
有
し
て
い
ま
す
。
 

 
 
本
諮
問
は
、
給
付
金
の
支
給
事
務
に
お
い
て
、
支
給
対
象
者
を
確
定
す
る
に
当
た
り
、
年
金
受
給
者
の
情
報
を
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
本
人
以
外
の
も
の
か
ら
収
集
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

年
金
受
給
者
の
氏
名
、
住
所
、
性
別
及
び
生
年
月
日
 

 ３
 
個
人
情
報
を
収
集
す
る
相
手
先
 

 
 
日
本
年
金
機
構
 

 

 

 

  

－92－



諮
問
第
５
１
２
号
 
 

  

諮
問
第
５
１
３
号
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
項
目
の
追
加
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的

 

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
景
気
回
復
や
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
（
６
５
歳

以
上
）
や
年
金
受
給
者
（
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
を
い
い
ま
す
。）
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、
支
給

対
象
者
１
名
に
つ
き
、
３
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
 

給
付
金
の
給
付
事
務
に
お
い
て
は
、
支
給
対
象
者
等
の
情
報
を
円
滑
か
つ
適
正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
処
理
す

べ
き
情
報
は
膨
大
で
あ
り
、
電
算
処
理
が
不
可
欠
で
す
。
 

 
 
本
諮
問
は
、
給
付
金
の
給
付
事
務
に
お
い
て
、
個
人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

 
 
住
民
基
本
台
帳
情
報
、
市
民
税
情
報
、
生
活
保
護
受
給
者
情
報
、
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
情
報
、
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
情

 

 
報
、

D
V
被
害
者
に
係
る
被
害
者
情
報
・
申
出
同
伴
者
情
報
、
施
設
入
所
者
に
係
る
入
所
者
情
報
・
保
護
者
情
報
・
通
信
欄
・

 

措
置
自
治
体
情
報
・
住
民
票
所
在
自
治
体
情
報
・
施
設
所
在
自
治
体
情
報

 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
平
成
２
５
年
１
月
に
大
阪
府
か
ら
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可
や
是
正
指
導
等
に
関
す
る
事
務
の
移
譲
を
受
け
、

そ
れ
ら
の
事
務
を
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
、
屋
外
広
告
物
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。（
同
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
個

人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
４
年
５
月
２
９
日
付
け
諮
問
第
３
７
６
号
に
よ
り
貴
審
議
会
に
諮
問

し
、
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
の
な
い
旨
、
既
に
答
申
を
得
て
い
ま
す
。）

 

そ
の
後
、
中
核
市
移
行
に
伴
い
、
新
た
に
屋
外
広
告
業
の
登
録
や
指
導
等
に
関
す
る
事
務
が
、
大
阪
府
か
ら
本
市
に
移
譲
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
に
は
、
本
市
の
実
情
に
よ
り
適
合
す
る
よ
う
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可
や
制
限
等
の
基
準
を

見
直
す
と
と
も
に
、
事
前
協
議
等
の
新
た
な
手
続
き
の
追
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
て
、
現
行
の
屋
外
広
告
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
部
を
改
修
し
、
機
能
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
伴
い
、
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
諮
問
に
よ
り
対
応
す
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
追
加
し
て
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

色
彩
、
地
域
区
分
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
施
設
名
称
、
納
付
年
月
日
、
起
案
年
月
日
、
事
前
協
議
完
了
日
、
基
準
等
の
改
正
 

の
施
行
日
、
経
過
措
置
の
期
間
、
抵
触
す
る
事
項
、
経
過
措
置
の
期
間
延
長
を
必
要
と
す
る
理
由
、
手
続
種
別
（
新
規
・
変
更
・

継
続
等
）、
道
路
占
用
許
可
満
了
日
、
事
前
協
議
時
指
導
事
項
、
事
前
協
議
結
果
、
事
務
処
理
担
当
者
、
継
続
通
知
の
要
否
、

継
続
（
再
）
通
知
日
、
許
可
条
件
、
商
号
、
氏
名
（
法
人
等
の
団
体
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名
）、
郵
便
番
号
、
住
所
又
は

所
在
地
、
電
話
番
号
、
業
務
内
容
、
役
員
の
氏
名
、
法
定
代
理
人
の
氏
名
、
法
定
代
理
人
の
住
所
、（
法
定
代
理
人
が
法
人
の

場
合
）
役
員
の
氏
名
、
営
業
所
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
又
は
所
在
地
、
電
話
番
号
、
業
務
主
任
者
氏
名
、
業
務
主
任
者
の
資
格

名
称
、
資
格
番
号
、
処
分
の
根
拠
と
な
る
条
例
の
根
拠
、
処
分
の
内
容
、
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
、
そ
の
他
参
考
と
な
る

事
項
、
受
付
年
月
日
、
登
録
（
届
出
）
年
月
日
、
有
効
期
限
（
自
）、
有
効
期
限
（
至
）、
処
分
年
月
日
、
変
更
年
月
日
、
変
更

に
係
る
事
項
、
廃
業
等
年
月
日
、
廃
業
等
事
由
、
手
続
種
別
（
登
録
・
特
例
届
出
・
変
更
届
出
等
）、
添
付
図
書
画
像
デ
ー
タ

（
申
請
書
（
届
出
書
）・
誓
約
書
・
略
歴
書
・
業
務
主
任
者
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
等
）
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
５
１
４
号
 
 

  

諮
問
第
５
１
５
号
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
・
第
２
項
（
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
個
人
情
報
の
記
録
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
総
合
文
化
施
設
整
備
に
お
け
る
寄
附
収
受
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
個
人
情
報
の
電
算
処
理
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

総
合
文
化
施
設
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
平
成
２
８
年
４
月
か
ら
寄
附
を
募
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

寄
附
者
に
つ
い
て
は
、
寄
附
の
累
計
金
額
に
応
じ
て
総
合
文
化
施
設
内
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
掲
示
し
、
顕
彰
を
行
う
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
寄
附
者
ご
と
に
寄
附
の
累
計
金
額
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
寄
附
者
に
係
る
情
報
を
電
算
処
理

す
る
こ
と
で
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
す
。
 

 ２
 
電
子
計
算
組
織
を
利
用
し
て
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

寄
附
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
電
話
番
号
、
寄
附
年
月
日
並
び
に
寄
附
金
額
 

 ３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
 

 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
平
成
１
８
年
度
よ
り
統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
い
ま
す
。）
を
導
入
し
、

民
間
事
業
者
が
作
成
し
た
地
図
情
報
デ
ー
タ
に
、
各
課
が
作
成
す
る
道
路
台
帳
図
や
航
空
写
真
、
地
番
図
等
の
業
務
情
報
デ

ー
タ
を
付
加
し
て
全
庁
的
に
共
有
し
、
業
務
に
お
い
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

 

今
般
、
リ
ー
ス
期
間
満
了
に
よ
る
サ
ー
バ
の
更
新
に
伴
い
、
従
来
の
地
図
情
報
デ
ー
タ
を
、
市
が
作
成
す
る
住
居
表
示
台
帳

図
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
を
新
た
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
地
図
上
で
住
民
基
本
台
帳
情

報
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
理
情
報
や
居
住
情
報
を
よ
り
正
確
か
つ
迅
速
に
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
や
、
災
害
発
生

時
に
お
け
る
市
民
の
居
宅
の
把
握
や
救
援
物
資
の
配
給
、
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問
・
巡
回
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
保
育
所
入
所

業
務
に
お
け
る
保
育
所
へ
の
通
所
範
囲
の
把
握
等
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
各
課
の
端
末
か
ら
直
接
更
新
を
行
う
こ
と
が
で
き
よ
う
に
し
ま
す
。
 

本
諮
問
は
、更
新
後
の
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
お
い
て
、個
人
情
報
を
電
算
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。 

 ２
 
電
算
処
理
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

学
校
園
距
離
等
に
関
す
る
情
報
、
ご
み
収
集
等
に
関
す
る
情
報
、
ご
み
処
理
等
に
関
す
る
情
報
、
墓
地
管
理
・
不
法
投
棄
・

路
上
喫
煙
等
に
関
す
る
情
報
、
地
下
水
汚
染
・
騒
音
・
異
臭
調
査
等
に
関
す
る
情
報
、
植
生
等
に
関
す
る
情
報
、
産
業
廃
棄

物
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
し
尿
処
理
等
に
関
す
る
情
報
、
学
校
区
等
に
関
す
る
情
報
、
給
食
調
理
場
等
に
関
す
る
情
報
、

学
校
園
等
に
関
す
る
情
報
、
健
康
行
政
等
に
関
す
る
情
報
、
医
療
機
関
等
に
関
す
る
情
報
、
施
設
・
業
者
管
理
等
に
関
す
る

情
報
、
調
査
区
域
等
に
関
す
る
情
報
、
財
産
区
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
市
有
財
産
等
に
関
す
る
情
報
、
調
査
・
徴
収
等
に

関
す
る
情
報
、
家
屋
図
・
路
線
価
図
・
筆
界
面
図
等
、
工
事
業
者
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
保
育
所
・
幼
稚
園
等
に
関
す
る

情
報
、
防
災
・
防
犯
等
に
関
す
る
情
報
、
住
基
・
住
居
表
示
等
に
関
す
る
情
報
、
文
化
財
等
に
関
す
る
情
報
、
汚
水
・
雨
水

管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
施
設
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
整
備
範
囲
等
に
関
す
る
情
報
、
水
道
管
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、

浄
水
設
備
等
に
関
す
る
情
報
、
工
事
等
に
関
す
る
情
報
、
相
談
業
務
等
に
関
す
る
情
報
、
投
票
所
等
に
関
す
る
情
報
、
シ
ス

テ
ム
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
調
査
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
市
内
小
売
店
舗
・
商
店
等
に
関
す
る
情
報
、
事
業
所
等
に
関

す
る
情
報
、
農
地
・
圃
場
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
文
化
観
光
施
設
等
に
関
す
る
情
報
、
図
書
館
等
に
関
す
る
情
報
、
宅
地

造
成
等
に
関
す
る
情
報
、
耐
震
診
断
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
都
市
計
画
等
に
関
す
る
情
報
、
交
通
対
策
等
に
関
す
る
情
報
、

公
園
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
道
路
・
橋
梁
等
に
関
す
る
情
報
、
市
道
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
道
路
整
備
調
査
等
に
関
す

る
情
報
、
補
修
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
里
山
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
農
地
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
担
当
地
区
等
に
関

す
る
情
報
、
医
療
機
関
等
に
関
す
る
情
報
、
委
託
獣
医
等
に
関
す
る
情
報
、
薬
局
・
店
舗
・
医
療
機
器
等
に
関
す
る
情
報
 

 

３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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諮
問
第
５
１
６
号
 
 

 
条
例
第
１
５
条
た
だ
し
書
（
電
子
計
算
組
織
の
結
合
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
る
諮
問
 

諮
  
 問

  
 事

  
 項

 
統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
電
子
計
算
組
織
の
通
信
回
線
に
よ
る
結
合
に
つ
い
て

 

審
  
  
  
議
  
  
 日

 
平
成
２
８
年
２
月
２
４
日
 

実
  
 施

  
 機

  
 関

 
市
 
長
 

答
  
  
  
  
  
  
 申

 
諮
問
の
と
お
り
で
異
論
は
な
い
 

 １
 
目
 
的
 

本
市
で
は
、
平
成
１
８
年
度
よ
り
統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
い
ま
す
。）
を
導
入
し
、

民
間
事
業
者
が
作
成
し
た
地
図
情
報
デ
ー
タ
に
、
各
課
が
作
成
す
る
道
路
台
帳
図
や
航
空
写
真
、
地
番
図
等
の
業
務
情
報
デ

ー
タ
を
付
加
し
て
全
庁
的
に
共
有
し
、
業
務
に
お
い
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

 

今
般
、
リ
ー
ス
期
間
満
了
に
よ
る
サ
ー
バ
の
更
新
に
伴
い
、
従
来
の
地
図
情
報
デ
ー
タ
を
、
市
が
作
成
す
る
住
居
表
示
台
帳

図
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
を
新
た
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
地
図
上
で
住
民
基
本
台
帳
情

報
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
理
情
報
や
居
住
情
報
を
よ
り
正
確
か
つ
迅
速
に
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
や
、
災
害
発
生

時
に
お
け
る
市
民
の
居
宅
の
把
握
や
救
援
物
資
の
配
給
、
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問
・
巡
回
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
保
育
所
入
所

業
務
に
お
け
る
保
育
所
へ
の
通
所
範
囲
の
把
握
等
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
災
害
情
報
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
各
課
業
務
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
デ
ー
タ
連
携
を
行
っ
た
り
、
各

課
の
端
末
か
ら
参
照
や
利
用
、
更
新
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

加
え
て
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
サ
ー
バ
は
庁
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
サ
ー
バ
の
更
新
を
行
う
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
障

害
に
対
す
る
脆
弱
性
の
低
減
、
シ
ス
テ
ム
障
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
、
災
害
対
策
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
を
目
的

と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
で
管
理
・
運
用
す
る
形
態
に
変
更
し
ま
す
。

 

本
諮
問
は
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
更
新
に
伴
い
、
市
の
電
子
計
算
組
織
と
市
以
外
の
電
子
計
算
組
織
を
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
回
線
に
よ

り
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

 

 ２
 
電
子
計
算
組
織
の
結
合
に
よ
り
伝
送
す
る
個
人
情
報
の
項
目
 

学
校
園
距
離
等
に
関
す
る
情
報
、
ご
み
収
集
等
に
関
す
る
情
報
、
ご
み
処
理
等
に
関
す
る
情
報
、
墓
地
管
理
・
不
法
投
棄
・

路
上
喫
煙
等
に
関
す
る
情
報
、
地
下
水
汚
染
・
騒
音
・
異
臭
調
査
等
に
関
す
る
情
報
、
植
生
等
に
関
す
る
情
報
、
産
業
廃
棄

物
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
し
尿
処
理
等
に
関
す
る
情
報
、
学
校
区
等
に
関
す
る
情
報
、
給
食
調
理
場
等
に
関
す
る
情
報
、

学
校
園
等
に
関
す
る
情
報
、
健
康
行
政
等
に
関
す
る
情
報
、
医
療
機
関
等
に
関
す
る
情
報
、
施
設
・
業
者
管
理
等
に
関
す
る

情
報
、
調
査
区
域
等
に
関
す
る
情
報
、
財
産
区
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
市
有
財
産
等
に
関
す
る
情
報
、
調
査
・
徴
収
等
に

関
す
る
情
報
、
家
屋
図
・
路
線
価
図
・
筆
界
面
図
等
、
工
事
業
者
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
保
育
所
・
幼
稚
園
等
に
関
す
る

情
報
、
防
災
・
防
犯
等
に
関
す
る
情
報
、
住
基
・
住
居
表
示
等
に
関
す
る
情
報
、
文
化
財
等
に
関
す
る
情
報
、
汚
水
・
雨
水

管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
施
設
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
整
備
範
囲
等
に
関
す
る
情
報
、
水
道
管
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、

浄
水
設
備
等
に
関
す
る
情
報
、
工
事
等
に
関
す
る
情
報
、
相
談
業
務
等
に
関
す
る
情
報
、
投
票
所
等
に
関
す
る
情
報
、
シ
ス

テ
ム
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
調
査
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
市
内
小
売
店
舗
・
商
店
等
に
関
す
る
情
報
、
事
業
所
等
に
関

す
る
情
報
、
農
地
・
圃
場
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
文
化
観
光
施
設
等
に
関
す
る
情
報
、
図
書
館
等
に
関
す
る
情
報
、
宅
地

造
成
等
に
関
す
る
情
報
、
耐
震
診
断
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
都
市
計
画
等
に
関
す
る
情
報
、
交
通
対
策
等
に
関
す
る
情
報
、

公
園
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
道
路
・
橋
梁
等
に
関
す
る
情
報
、
市
道
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
道
路
整
備
調
査
等
に
関
す

る
情
報
、
補
修
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
里
山
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
農
地
管
理
等
に
関
す
る
情
報
、
担
当
地
区
等
に
関

す
る
情
報
、
医
療
機
関
等
に
関
す
る
情
報
、
委
託
獣
医
等
に
関
す
る
情
報
、
薬
局
・
店
舗
・
医
療
機
器
等
に
関
す
る
情
報
 

 

３
 
個
人
情
報
の
保
護
体
制
 

 
 
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
基
準
の
と
お
り
。
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情報システムに係る個人情報保護基準 

 

◎ 情報セキュリティ対策 

情報資産を脅威から保護するため、次に定める情報セキュリティ対策を講ずるものとする。 

（１） 物理的セキュリティ対策 

情報システムを設置する施設への不正な立入り、情報資産への損傷・盗難等から保護するために施

設整備等の物理的な対策を講ずる。 

（２） 人的セキュリティ対策 

情報セキュリティに関する権限や責任を定めるとともに、全ての職員等に情報セキュリティポリシ

ーを周知徹底するための教育を実施する等、必要な対策を講ずる。 

（３） 技術的セキュリティ対策 

情報資産を不正なアクセス等から適切に保護するため、情報資産へのアクセス制御、コンピュータ

ウイルス対策ソフト導入等の技術面における対策を講ずる。 

（４） 運用 

外部委託を行う際のセキュリティ確保等、情報セキュリティポリシーの運用面の対策を講ずる。 

 

◎ 物理的セキュリティ対策 

（１） サーバ等の管理 

① サーバ等の機器の取付けを行う場合は、火災、水害、埃、振動、温度、湿度等の影響を可能な限

り排除した場所に設置し、容易に取り外せないよう適切に固定する等、必要な措置を講じなければ

ならない。 

② サーバ室から外部に通ずるドアは必要最小限にし、施錠設備等によって許可されていない立ち入

りを防止しなければならない。また、施錠設備に関連する鍵、IC カード等は適正に管理しなければ

ならない。 

（２） 記録媒体の管理 

記録媒体は、サーバ室又は施錠可能な保管庫に保管するなどの盗難防止対策を講じなければならな

い。 

（３） その他の機器の管理 

① 端末機は盗難防止のため、ワイヤーによる固定等の物理的措置を講じなければならない。 

② 端末機は盗難や不正アクセス等に備え、ログインパスワードの入力を必要とするように設定しな

ければならない。 

③ ネットワーク機器及びその他の機器については、不可抗力による損傷、破損、または意図的な情

報の傍受等を防止するため、必要な措置を講じるよう努めなければならない。 

（４） 機器の修理・廃棄等 

① 記録媒体を内蔵する機器を外部の事業者に修理させる場合、内容を消去した状態で行わせなけれ

ばならない。内容を消去できない場合は、修理を委託する事業者との間で、守秘義務契約を締結す

る等、秘密保持体制の確認などを行わなければならない。 

② 機器の廃棄等の場合は、機器内部の記憶装置から、すべての情報を消去の上、復元不可能な状態
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にする措置を講じなければならない。 

 

◎ 人的セキュリティ対策 

（１） ICカード等の取扱い 

① 認証に用いる ICカード等を、職員等間で共有してはならない。 

② 退席時または業務上必要のない場合等は、IC カード等をカードリーダ等から抜いておかなければ

ならない。 

（２） IDの取扱い 

① 自己が利用している IDは、他人に利用させてはならない。 

② 共用 IDを利用する場合は、共用 IDの利用者以外に利用させてはならない。 

③ IDには必ずパスワードを設定し、他人に使用させてはならない。 

④ 職員等は、パスワードが流出し、他人が不正使用した場合であっても、被害を最小限に抑えるた

め、システムごとに異なったパスワードを設定しなければならない。 

⑤ システムを導入する場合においては、システム利用者が 8 桁以上のパスワード設定を必要とする

ようシステム設計しなければならない。 

 

◎ 技術的セキュリティ対策 

（１） バックアップの実施 

サーバ等に記録された情報について、必要に応じて定期的にバックアップを実施しなければならな

い。 

（２）ネットワークの接続制御 

不正アクセスを防止するため、ネットワークに適切なアクセス制御を施さなければならない。 

（３）アクセス管理 

システムの各種アクセス記録及び情報セキュリティの確保に必要な記録を取得し、一定の期間保存

しなければならない。 

（４） 無線 LAN・広域無線通信の利用制限 

① 情報セキュリティ責任者（総務部長）が認めた場合を除き、無線 LANを利用してはならない。 

② 情報セキュリティ責任者（総務部長）は、災害時の場合を除き広域無線通信の利用を認めない。 

③ 無線 LAN及び広域無線通信の利用を認める場合、解読が困難な暗号化等の必要な措置を義務付け

なければならない。 

（５） アクセス制御 

ネットワーク又は情報システムごとにアクセスする権限のない職員等がアクセスできないように、

システム上制限しなければならない。 

（６） 利用者 IDの取扱い 

利用者の登録、変更、抹消等の情報管理、職員等の異動、出向、退職に伴う利用者 IDの取扱い等の

方法を定めなければならない。 

（７） 特権を付与された IDの管理 

① 管理者権限等の特権を付与された IDを利用する者を必要最小限にし、当該 IDのパスワードの漏
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えい等が発生しないよう、当該 ID及びパスワードを厳重に管理しなければならない。 

② 特権を付与された IDにて外部委託事業者が作業を行う場合は、職員等の立会いにより、作業内容

の確認を行わなければならない。 

③ 特権を付与された ID及びパスワードについては、定期的な変更または入力回数制限等により、特

にセキュリティ機能を強化しなければならない。 

（８）パスワードに関する情報の管理 

① 職員等のパスワードに関する情報を厳重に管理しなければならない。各情報システムにおいて、

パスワード設定のセキュリティ強化機能がある場合は、これを有効に活用しなければならない。 

② 特権によるネットワーク及び情報システムへの接続を必要最小限にしなければならない。 

（９） システム開発・導入・保守等 

① 情報システム開発、導入、保守等の調達にあたっては、調達仕様書に必要とする技術的なセキュ

リティ機能を明記しなければならない。 

② システム開発の責任者及び作業者が使用するＩＤを管理し、開発完了後、開発用ＩＤを削除しな

ければならない。 

③ システム開発の責任者及び作業者のアクセス権限を設定しなければならない。 

④ システム開発及びテスト環境からシステム運用環境への移行について、システム開発計画の策定

時に手順を明確にしなければならない。 

（10） 不正プログラム対策 

① 所管するサーバ等及び端末機等に、コンピュータウイルス等の不正プログラム対策ソフトウエア

を常駐させなければならない。 

② 不正プログラム対策ソフトウエアのパターンファイルを常に最新の状態に保たなければならない。 

 

◎ 運用 

（１） 外部委託 

① 外部委託先の選定にあたり、委託内容に応じた情報セキュリティ対策が確保されることを確認し

なければならない。 

② ASP／クラウドによるシステムを利用する場合、委託事業者がサービス内容に応じた十分な情報

セキュリティ対策を確保していることを確認しなければならない。 

③ 情報システムの運用等を外部委託する場合には、委託する業務の内容に応じて、委託事業者との

間で次の情報セキュリティ要件を規定した契約を締結しなければならない。 

・情報セキュリティポリシー及び情報セキュリティ実施手順の遵守 

・委託先の責任者、委託内容、作業者、作業場所の特定 

・通信速度及び安定性、システムの信頼性等の品質保証 

・従業員に対するセキュリティ教育の実施 

・提供された情報の目的外利用及び受託者以外の者への提供の禁止 

・業務上知りえた情報の守秘義務 

・再委託に関する制限事項の遵守 

・委託業務終了時の情報資産の返還、廃棄等 
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・委託業務の定期報告及び緊急時報告義務 

・市による検査 

・市による監査 

・市による事故時等の公表 

・情報セキュリティポリシーが遵守されなかった場合の規定(損害賠償等） 

④ ASP／クラウドによるシステムを導入する場合は、委託契約項目に合わせて次の情報セキュリテ

ィ要件を規定した契約を締結しなければならない。 

・本店所在地及びデータセンター、データバックアップ先が日本国内であること 

・データセンターは十分な情報セキュリティ対策、災害対策を確保していること 

⑤ 個人情報を取扱う作業を委託する場合は、委託事業者に対し、必ず個人情報の保護に関する覚書

を取り交わさなければならない。 

⑥ 個人情報を取り扱う業務を外部委託する場合は、委託事業者と個人情報の保護に関する覚書を締

結する際に、委託事業者に対し、個人情報の具体的な取り扱いについて説明を行わなければならな

い。 

 

 

 

＜用語の定義＞ 

・ 無線 LAN 

電波等を利用してデータの送受信を行う構内通信網システム 

・ 広域無線通信 

電波等を利用してデータの送受信を行う、事業者が提供する広域向けの通信網システム 

・ ＡＳＰ／クラウド 

庁外データセンター等でプログラムやデータベースを管理し、ネットワークを介してこれを利用する

仕組みや概念。 

・ データセンター 

耐震性に優れた建物にシステムを収容して高速な通信回線を引き込み、空調設備や入退室管理、カメ

ラによる監視等のセキュリティ対策を施した施設 
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情個審答申第４９号 

平成２８年２月１８日 

 

 

枚方市長  伏 見  隆  様 

 

枚方市情報公開・個人情報保護審査会 

                        会  長   松 本  哲 治 

 

 

 

 

異議申立てに対する決定について（答申） 

 

平成２７年８月２６日付け市民第３０１号により諮問のあった非開示決定（平成２７年

６月２５日付け市民第１５７号）に対する異議申立てについて、次のとおり答申します。 
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第一 審査会の結論 

枚方市長（以下「実施機関」という。）は、本件異議申立ての対象となった非開示決定

において非開示とした情報のうち、本件交付申請の任に当たった従業員の氏名以外のもの

を開示すべきである。 

 

 

第二 本件異議申立ての経過 

 

１ 開示の請求 

平成２７年６月１１日、異議申立人は、枚方市個人情報保護条例（以下「条例」とい

う。）１６条１項の規定に基づき、実施機関に対し、「自己登録情報、医療機関使用及び

関連する内容情報（カルテ、診断書）各証明発行記録及び必要とされた法人、行政など

への発行提供その他民事に関する記録 ※上記などの手続記録一式」の写しの交付の請

求（以下「本件請求」という。）をした。 

 

２ 実施機関の決定 

平成２７年６月２５日、実施機関は、本件請求に対応するもののうち、市民室所管分

として、「住民票（除票）交付申請並びに誓約書（１件）」（以下「本件文書」という。）

を特定の上、以下の理由に基づき、本件文書の非開示決定（以下「本件処分」とい

う。）を行い、異議申立人に通知した。 

（非開示の理由） 

条例１６条２項４号に該当 

 本件住民票（除票）交付申請並びに誓約書は、開示することにより、当該交付申請

を行った者の正当な利益を害すると認められるものであるため。 

 

３ 異議申立て 

平成２７年８月２６日、異議申立人は、本件処分を不服として、行政不服審査法５条

の規定に基づき、実施機関に異議申立てを行った。 

 

 

第三 異議申立ての趣旨 

本件処分を取り消し、本件文書の開示の決定を求める。 

 

 

第四 異議申立人の主張要旨 

異議申立書によると、異議申立人の主張は、おおむね次のとおりである。 
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実施機関による自己情報の確認は、十分でない。 

担当者の説明も十分でなく、内容は意味不明で、説明が説明になっていない。 

担当者の対応は人ごとにばらばらで、まるで異議申立人を怒らせようとして意図的にそ

のようにしているかのような印象を受ける。 

 

 

第五 実施機関の主張要旨 

実施機関の非開示決定通知書、決定理由説明書及び口頭意見陳述を総合すると、実施機

関の主張は、おおむね次のとおりである。 

 

１ 本件文書について 

  本件文書は、特定の第三者が、住民基本台帳法１２条の３の規定に基づき、異議申立

人の住民票の写しが必要である旨の申出を行うために実施機関に提出したものである。 

  同条の趣旨は、本人等のほか、住民票の記載事項を利用する正当な理由がある者から

の申出について、市町村長が、特定の住民に係る居住関係について確認することにつき

相当な理由があると認める場合に、公証制度としての利用の目的の範囲内として、対象

事項を限定した上で住民票の写し等の交付を認めるというものである。 

  本件文書には、本件文書により申出を行った者（以下「本件交付申請者」という。）

が、同条１項１号の「自己の権利を行使し、又は自己の義務を履行するために住民票の

記載事項を確認する必要がある者」に該当する者であることを疎明する種々の記載が含

まれており、それらの内容に照らせば、本件交付申請者は、同号に該当する者であった

ことが認められる。 

  また、本件文書の全ての記載内容に照らして総合的に判断すれば、実施機関が、本件

交付申請者に住民基本台帳法１２条の３第１項の規定に基づき異議申立人の住民票の写

しを交付したことは、正当な事務執行であった。 

 

２ 条例１６条２項４号該当性について 

  本件文書には、異議申立人の住民票の写しの交付を必要とする旨の記載のほかに、本

件文書による申出があったことを異議申立人に知らせないことを希望する旨の記載が

あった。 

  自らに関する情報を自らコントロールする権利を保障するという条例の趣旨に照らし

て考えれば、単にそのような記載があることのみをもって本件文書を非開示とすること

は困難と考えられるが、これに加えて、本件文書に記載されている異議申立人の住民票

を必要とする理由や、本件文書を開示することによって想定される具体的事態を合わせ

て考慮すれば、本件文書を開示することにより、本件交付申請者の正当な権利利益を害
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するおそれがあると判断される。 

  これらのことから、本件文書は、条例１６条２項４号にいう「開示することにより、

本人以外のものの正当な権利利益を害するおそれのあるもの」に該当するものである。 

 

 

第六 審査会の判断理由 

当審査会は、本件処分の是非について、実施機関及び異議申立人の主張を具体的に検討

した結果、以下のように判断する｡ 

 

１ 本件文書について 

 本件文書は、本件交付申請者が、異議申立人の住民票の写しの交付を申請する目的

で、実施機関に郵送して提出した書類である。 

 本件文書には、事業者たる本件交付申請者の名称、所在地、電話番号、代表者氏名及

び代表者印の印影、異議申立人の住所、氏名及び生年月日、交付申請の任に当たった従

業員の氏名、実施機関の所管課の名称、市役所の所在地、日付、標題、管理番号、申請

理由、交付を受けた住民票の写しを申請理由以外の目的で使用しない旨の誓約並びに実

施機関が異議申立人を含む第三者に本件文書を開示することを拒否する旨の注記のほ

か、本件交付申請者が異議申立人との関係において住民基本台帳法１２条の３第１項に

規定する者に該当することを疎明するものとして本件文書に添付されていた契約書、記

載事項証明及び社員証の写しその他の資料の名称の一覧が記載されている。 

 これらの記載内容のうち、申請理由については、具体的には、本件交付申請者と異議

申立人との間で締結した契約に基づく債権の保全手続をとるに当たり、異議申立人の普

通裁判籍を確認する必要があるため、となっている。 

なお、添付されていた資料については、交付申請に応じて住民票の写しを郵送した

際、同封して本件交付申請者に返却したため、実施機関は現に保有していないとのこと

であった。 

 

２ 条例１６条２項４号該当性について 

 ⑴ 本件処分において条例１６条２項４号の規定に基づき非開示とされたのは、本件文

書に記録されている情報の全てである。 

同号は「本人以外のものに関する情報が含まれる情報であって、開示することによ

り、本人以外のものの正当な権利利益を害するおそれのあるもの」を開示しないこと

ができると定めており、実施機関によれば、本件における「本人以外のものの正当な

権利利益」は、本件交付申請者が債権者として債権の保全手続をとる正当な権利がこ

れに当たるとのことである。 

⑵ 条例１６条２項４号該当性の検討を行うに当たり、実施機関に対し、これまでに本
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件請求に類似する請求が他にあったかどうかと、もしそのような請求があった場合、

それらに対してどのような決定を行ってきたのかについて説明を求めた。そうしたと

ころ、これまでにも、事業者が債権の保全手続をとるために実施機関に提出した住民

票の写し等の交付申請書について、その交付対象となった債務者から自己情報開示請

求を受けた例は複数あったとのことで、そのような請求に対しては、交付申請の任に

当たった従業員の氏名等や交付申請者の法人代表者印の印影等を非開示とし、交付申

請者の名称や申請理由を含む残りの情報を開示とする決定を行うことが多かった、と

のことであった。 

   ただ、本件文書には、異議申立人を含む第三者に本件文書が開示されることを拒否

する旨の注記があり、実施機関によれば、このような注記のある交付申請書について

自己情報開示請求を受けた例はこれまでなかったとのことである。 

 ⑶ 実施機関は、本件処分の理由について、本件文書に注記があったことに加え、本件

処分時点において、本件交付申請者による債権の保全手続がどの程度進捗していたか

把握していなかったことと、本件文書を開示することで、たとえば異議申立人が住所

を変更する等の事態が起こるかもしれないと考えたことを挙げている。 

   しかし、本件処分に当たって実施機関が考慮した内容のうち、注記があったこと以

外の内容については、過去の類似請求についても本件請求と同様に該当し得たもので

あり、また、実施機関の想定した事態が起こる具体的な事情が異議申立人について特

に認められたわけでもない。それにもかかわらず、本件処分と類似請求に対する決定

との間の隔たりは大きいのであって、結局のところ、本件処分理由の大半は、注記の

存在によって占められると考えざるを得ない。 

⑷ ところで、この注記は、本件文書が条例１６条２項４号にいう情報に該当するとの

主張に帰着すると解される。 

そこで、条例１６条２項４号該当性について検討すると、本件文書に記載されてい

る申請理由によれば、本件交付申請は、異議申立人に対する債権の保全手続をとるに

当たり、その普通裁判籍を確認するために行われたとのことである。 

通常、民事保全手続は、債務者に対する密行性が要請されるものなので、このこと

からすると、実施機関が注記を考慮して本件処分を行ったこと自体を不合理というこ

とはできない。 

しかし、民事保全手続は、密行性とともに迅速性が要請されるもので、本件交付申

請のあった日から本件処分のあった日に至る７８日という期間は、民事保全手続の実

効性が確保されなくなると考えられる通常の期間を大きく超えるものであり、このこ

とからすると、本件交付申請を端緒とする債権の保全手続の実際の進捗にかかわら

ず、本件処分時点において、当該保全手続に密行性が要請される期間は、既に経過し

ていたと判断せざるを得ないものである。 

本件文書に記録されている情報を見分すると、本件交付申請者が債権の保全手続に
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着手した事実にわたる情報と、本件交付申請の任に当たった従業員の氏名のほかは、

異議申立人にとって既知か、そうでなかったとしても、異議申立人が新たに知ること

によって、本件交付申請者を含む第三者の正当な権利利益を害することになるとは考

えられない情報にすぎない。 

以上のことからすると、本件文書に記録されている情報は、注記の有無にかかわら

ず、本件交付申請の任に当たった従業員の氏名を除き、異議申立人に開示することに

よって、第三者の正当な権利利益を害するおそれのある情報ということはできない。 

 

３ 以上のことから、当審査会は、「第一 審査会の結論」のとおり答申する。 

 

 

第七 審査会の処理経過 

開 催 年 月 日 処    理    内    容 

平成２７年 ８月２６日 諮問書の収受 

平成２７年１０月１４日 決定理由説明書の収受 

平成２７年１１月１６日 事務局からの事案説明・実施機関からの意見聴取・審査 

平成２８年 １月２９日 審査 

平成２８年 ２月１８日 答申 
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情個審答申第５０号 

平成２８年２月１８日 

 

 

枚方市長  伏 見  隆  様 

 

枚方市情報公開・個人情報保護審査会 

会  長   松 本  哲 治 

 

 

 

異議申立てに対する決定について（答申） 

 

平成２７年８月２６日付け保予精第２５１号により諮問のあった部分開示決定（平成２

７年６月２３日付け保予精第８７号）に対する異議申立てについて、次のとおり答申しま

す。 
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第一 審査会の結論 

枚方市長（以下「実施機関」という。）の決定は、妥当である。 

 

 

第二 本件異議申立ての経過 

 

１ 開示の請求 

平成２７年６月１１日、異議申立人は、枚方市個人情報保護条例（以下「条例」とい

う。）１６条１項の規定に基づき、実施機関に対し、「自己登録情報、医療機関使用及び

関連する内容情報（カルテ・診断書など）各証明発行記録及び必要とされた法人、行政

などへの発行提供、その他、民事に関する記録 ※上記などの手続き一式」の自己情報

開示請求（以下「本件請求」という。）を行った。 

 

２ 実施機関の決定 

平成２７年６月２３日、実施機関は、本件請求に対応するもののうち、保健予防課所 

管分として「相談記録」（以下「本件文書」という。）を特定の上、以下の理由に基づき、

本件文書の部分開示決定（以下「本件処分」という。）を行い、異議申立人に通知した。 

（非開示の理由） 

・条例１６条２項２号の規定に該当 

職員による本人に対する評価、診断に関する情報は、開示することにより精神保

健相談業務に関する事務の目的が達成できなくなるおそれのあるものであるため。 

・条例１６条２項４号の規定に該当 

本人の近親者から申出のあった内容は、本人以外のものに関する情報であって、

開示することにより、当該本人以外のものの正当な権利利益を害するおそれのある

ものであるため。 

 

３ 異議申立て 

異議申立人は、本件処分を不服として、平成２７年８月２６日付けで実施機関に対し

異議申立てを提起した。 

 

 

第三 異議申立ての趣旨 

本件処分を取り消し、本件文書の開示の決定を求める。 

 

 

第四 異議申立人の主張要旨 
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異議申立書によると、異議申立人の主張は、おおむね次のとおりである。 

 

実施機関による自己情報の確認は、十分でない。 

担当者の説明も十分でなく、内容は意味不明で、説明が説明になっていない。 

担当者の対応は人ごとにばらばらで、まるで異議申立人を怒らせようとして意図的にそ

のようにしているかのような印象を受ける。 

 

 

第五 実施機関の主張要旨 

実施機関の部分開示決定通知書、決定理由説明書及び口頭意見陳述を総合すると、実施

機関の主張は、おおむね次のとおりである。 

 

１ 本件文書について 

⑴ 本件文書は、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律４７条１項の規定に基づき、

実施機関の職員と、異議申立人やその近親者との間で行われた相談や指導（以下「相

談指導」という。）の内容を記録した文書で、相談記録と呼ばれるものである。 

⑵ 相談指導は、相談者が保健所に来所し、又は相談を担当する実施機関の職員（以下

「相談員」という。）が相談者の自宅等を訪問するなどして行われる。相談員は、医

師、ケースワーカー、保健師などが務めており、相談指導の内容は、こころの健康に

ついての相談から、診療を受けるに当たっての相談、社会復帰のための相談など、保

健、医療、福祉の広範にわたる。 

⑶ 相談記録には、相談指導の内容に加え、相談者に対する相談員の評価や意見なども

記録している。それらの評価や意見は、相談員以外の者を含む担当職員の間で共有す

ることにより、相談者に対する支援内容の検討に役立てるほか、緊急時に相談員以外

の職員でも対応できるようにするために記録するものであるが、その内容を開示する

ことは前提としていないものである。 

 

２ 条例１６条２項２号該当性について 

 ⑴ 本件処分において条例１６条２項２号に規定する情報に該当するものとして非開示

としたのは、異議申立人に対する相談員の評価や意見に該当する記述である。 

⑵ もし、これらの記述を開示すると、相談員の評価や意見に納得できない異議申立人

が、担当職員等に抗議や苦情を申し立てるなどして、異議申立人と担当職員等との相

談関係が損なわれてしまう。また、そのような事態の発生をおそれて、相談員が評価

や意見を記録しなくなれば、適切な支援を行うことができなくなってしまう。 

⑶ 以上のことから、本件文書に記録された相談員の評価や意見に該当する記述は、条

例１６条２項２号にいう「個人の評価、判定、診断等に関する情報であって、開示す
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ることにより、当該事務事業の目的が達成できなくなるおそれのあるもの」に該当す

る。 

 

３ 条例１６条２項４号該当性について 

⑴ また、本件文書に記録されている、異議申立人の近親者からの申出内容については、

異議申立人を含めた第三者に開示されることを前提としておらず、近親者としても、

開示されないことを期待して相談員に率直な意見を述べているものであり、これが開

示されることとなると、近親者と異議申立人との間に軋轢が生じるなどの不利益が生

じ、近親者の正当な権利利益を害することとなる。 

⑵ 以上のことから、異議申立人の近親者から申出のあった内容は、条例１６条２項４

号にいう「開示することにより、本人以外のものの正当な権利利益を害するおそれの

あるもの」に該当する。 

 

 

第六 審査会の判断理由 

当審査会は、本件処分の是非について、実施機関及び異議申立人の主張を具体的に検討

した結果、以下のように判断する｡ 

 

１ 本件文書について 

 保健所では、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律４７条に基づいて相談指導を

実施している。相談指導の際には、継続的な対応等の必要性から、相談員が相談や対応

経過に関する記録を相談対象者ごとに作成し、それを時系列で整理、管理しており、本

件文書は、異議申立人に関する相談指導の内容を記録した文書である。 

本件文書には、異議申立人が保健所に来所した際や相談員が異議申立人の自宅等に訪

問した際の相談指導における異議申立人の話の内容、様子や状態のほか、異議申立人に

対する相談員の評価や意見に該当する記述、異議申立人の近親者からの申出内容に関す

る記述などが記録されている。 

 

２ 条例１６条２項２号該当性について 

⑴ 本件処分において条例１６条２項２号の規定に基づき非開示とされたのは、異議申

立人に対する相談員の評価や意見に該当する記述である。 

同号は「個人の評価、判定、診断等に関する情報であって、開示することにより、

当該事務事業の目的が達成できなくなるおそれのあるもの」を開示しないことができ

ると定めており、以下、相談員の評価や意見に該当する記述がこれに該当するかにつ

いて検討する。 

⑵ 実施機関の説明によると、異議申立人と相談員との間で、異議申立人の病状に対す
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る認識に相違があり、このことを前提として慎重に相談指導を行っている状況にある

とのことである。 

   相談指導業務の趣旨に照らして考えれば、同業務が、面会を通じて相談者との安定

した関係を構築しつつ進められるべきものであることは、容易に認められるところで

ある。 

その上で、異議申立人と実施機関との関係が、実施機関の説明するような状況にあ

る場合において、本件文書に記載された、相談員の評価や意見の具体的内容を開示す

れば、今後、相談指導における異議申立人との安定した関係の構築が困難となること

は十分に予想される。 

また、相談員の評価や意見の内容を開示することによって、今後、異議申立人との

間で軋轢が生じること等を懸念する相談員が、相談指導にとって必要な内容を相談記

録に記載しなくなり、ひいては、相談者に対する適切な支援ができなくなるおそれが

あることも、十分に予想される。 

⑶ 以上のことからすると、本件文書に記録された相談員の評価や意見に該当する記述

を開示することは、当該事務事業の目的が達成できなくなるおそれのあるものと認め

られる。 

 

３ 条例１６条２項４号該当性について 

 ⑴ 本件処分において条例１６条２項４号の規定に基づき非開示とされたのは、異議申    

立人の近親者からの申出内容に関する記述である。 

同号は「本人以外のものに関する情報が含まれる情報であって、開示することによ

り、本人以外のものの正当な権利利益を害するおそれのあるもの」を開示しないこと

ができると定めており、以下、近親者からの申出内容に関する記述がこれに該当する

かについて検討する。 

⑵ 実施機関によると、異議申立人と近親者との間でも、異議申立人の病状に対する認

識について相違があるとのことである。 

このような状況の下、異議申立人が、近親者が実施機関に対して行った申出の具体 

的な内容を知ることによって、近親者と異議申立人との間に軋轢が生じることは十分

に予想される。 

⑶ このことから、近親者からの申出内容を開示することは、近親者の正当な権利利益

を害するものと認められる。 

 

４ 以上のことから、当審査会は、「第一 審査会の結論」のとおり答申する。 

 

 

第七 審査会の処理経過 
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開 催 年 月 日 処    理    内    容 

平成２７年 ８月２６日 諮問書の収受 

平成２７年１０月１４日 決定理由説明書の収受 

平成２７年１１月１６日 事務局からの事案説明・実施機関からの意見聴取・審査 

平成２８年 １月２９日 審査 

平成２８年 ２月１８日 答申 
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情個審答申第５１号 

平成２８年２月１８日 

 

 

枚方市長  伏 見  隆  様 

 

枚方市情報公開・個人情報保護審査会 

                        会 長   松 本  哲 治 

 

 

 

 

異議申立てに対する決定について（答申） 

 

平成２７年８月２６日付け福障第１５４６号により諮問のあった部分開示決定（平成２

７年６月２２日付け福障第６８３号）に対する異議申立てについて、次のとおり答申しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－112－



第一 審査会の結論 

枚方市長（以下「実施機関」という。）は、本件異議申立ての対象となった部分開示決

定において非開示とした情報のうち、別表に掲げるものを開示すべきである。 

 

 

第二 本件異議申立ての経過 

 

１ 開示の請求 

平成２７年６月１１日、異議申立人は、枚方市個人情報保護条例（以下「条例」とい

う。）１６条１項の規定に基づき、実施機関に対し、「自己登録情報、医療機関使用及び

関連する内容情報（カルテ、診断書）各証明発行記録及び必要とされた法人、行政など

への発行提供その他民事に関する記録 ※上記などの手続記録一式」の写しの交付の請

求（以下「本件請求」という。）をした。 

 

２ 実施機関の決定 

平成２７年６月２５日、実施機関は、本件請求に対応するもののうち、障害福祉室所

管分として、「自立支援医療費（精神通院医療）支給認定申請書類」（以下「本件文書」

という。）を特定の上、以下の理由に基づき、本件文書の部分開示決定（以下「本件処

分」という。）を行い、異議申立人に通知した。 

（非開示の理由） 

条例１６条２項２号に該当 

 自立支援医療（精神通院医療）診断書は、個人の診断等に関する情報であって、医

療事務事業の目的が達成できなくなるおそれがあるため。 

 

３ 異議申立て 

平成２７年８月２６日、異議申立人は、本件処分を不服として、行政不服審査法５条

の規定に基づき、実施機関に異議申立てを行った。 

 

 

第三 異議申立ての趣旨 

本件処分を取り消し、本件文書の開示の決定を求める。 

 

 

第四 異議申立人の主張要旨 

異議申立書によると、異議申立人の主張は、おおむね次のとおりである。 
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実施機関による自己情報の確認は、十分でない。 

担当者の説明も十分でなく、内容は意味不明で、説明が説明になっていない。 

担当者の対応は人ごとにばらばらで、まるで異議申立人を怒らせようとして意図的にそ

のようにしているかのような印象を受ける。 

 

 

第五 実施機関の主張要旨 

実施機関の部分開示決定通知書、決定理由説明書及び口頭意見陳述を総合すると、実施

機関の主張は、おおむね次のとおりである。 

 

１ 本件文書について 

 ⑴ 本件文書は、実施機関に提出された自立支援医療費支給認定申請書で、異議申立人

がその申請者となっているものである。 

 ⑵ 自立支援医療制度（精神通院医療）は、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的

に支援するための法律（平成１７年１１月７日法律第１２３号。以下「法」とい

う。）」５８条１項の規定に基づく医療費の公費負担制度で、指定自立支援医療機関

（医療機関の所在地の都道府県知事等が指定）で受けた医療の医療費の一部又は全部

に公費を支給し、医療費の自己負担額を軽減することにより、継続的な精神医療を可

能にし、もって自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう支援する制度

である。 

 ⑶ 枚方市に居住する者が自立支援医療制度（精神通院医療）に基づく医療費の支給認

定を受けようとするときは、市に自立支援医療費支給認定申請書を提出する必要があ

り、同申請書には「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施

行規則（平成１８年２月２８日厚生労働省令第１９号）」３５条２項の規定により、

当該認定対象者を診察した指定自立支援医療機関の医師が作成した診断書を添付する

必要がある。 

   通常は、医療を受ける本人が必要書類を実施機関に提出して申請するが、何らかの

理由により本人が来庁できないとき等は、家族や施設職員、ケアマネージャー、医療

機関等が代わりに提出することがある。また、診断書は、その内容が支給認定事務に

携わる者以外の者の目に触れないよう、封印された状態で提出されることもある。 

⑷ 本件文書に添付された診断書は、医師による診察・検査、本人の訴え及び家族等か

らの聞き取りその他により、病名、病歴・治療経過、本人の精神疾患の状況、治療方

針、継続的な治療の必要の有無等を専門的見地から判断し、第三者に証明するもので

ある。 

   このため、診断書は、本人の症状について正確かつ率直な記述が求められるもので

ある。 
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 ⑸ なお、本件処分に先立ち、本件文書を作成した医療機関（以下「本件医療機関」と

いう。）に意見を求めたところ、現在も異議申立人に対して継続して実施している診

療に支障が起こり得ると考えられることから、診断書は「非開示として欲しい」との

ことであった。 

 

２ 本件文書の条例１６条２項２号該当性について 

 ⑴ まず、本件医療機関からあった意見について検討した結果、適切な診療を行う上

で、診療に関する情報を患者と十分に共有することが適当でない場合もあり得るとい

う精神医療の特性や、異議申立人が自らに対する診療に関して実施機関に述べた主張

の内容等に鑑みれば、本件文書を開示することにより、異議申立人の協力を得ること

がこれまで以上に困難となる等、本件医療機関が適切な診療を行うことが出来なくな

り、異議申立人に対する診療の目的を達成できなくなると判断した。 

 ⑵ また、診断書については、正確かつ率直な記述が求められるものであるところ、診

療に対する本人の十分な理解と協力が得られている場合はともかく、必ずしもそのよ

うな状況にない本件のような場合において、診断書を開示することとなると、その内

容を巡って、医師と異議申立人との間で摩擦が生じることをおそれて、今後、その記

述が簡潔に流れることによって、適切な診療にとって必要な記述を欠くこととなり、

結果として、異議申立人に対する診療の目的を達成できなくなると判断した。 

 ⑶ 以上のことから、自立支援医療（精神通院医療）診断書は、条例１６条２項２号に

いう「開示することにより、当該事務事業の目的が達成できなくなるおそれのあるも

の」に該当するものである。 

 

 

第六 審査会の判断理由 

当審査会は、本件処分の是非について、実施機関及び異議申立人の主張を具体的に検討

した結果、以下のように判断する｡ 

 

１ 本件文書について 

 本件文書は、法５３条の規定に基づき、異議申立人に対する自立支援医療費の支給認

定を申請するため、それぞれ異なる日に実施機関に提出された５件の自立支援医療費

（精神通院医療）支給認定申請書（以下「申請書」という。）である。 

 申請書には、個人情報の本人以外収集に関する同意書、健康保険証の写し、自立支援

医療（精神通院医療）診断書（以下「診断書」という。）及び自立支援医療受給者証

（精神通院）がそれぞれ添付されていて、これらの添付書類のうち、同意書について

は、５件のうち４件において世帯状況申出書を兼ねており、また、診断書については、

５件のうち２件にのみ添付されている。 
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 なお、異議申立人自身は、本件文書を直接見たことがないとのことである。 

 

２ 条例１６条２項２号該当性について 

 ⑴ 本件処分において条例１６条２項２号の規定に基づき非開示とされたのは、２件の

診断書に記録されている情報の全てである。 

同号は「個人の評価、判定、診断等に関する情報であって、開示することにより、

当該事務事業の目的が達成できなくなるおそれのあるもの」を開示しないことができ

ると定めている。本件処分における「当該事務事業」は、「異議申立人に対する診

療」がこれに当たるとのことなので、以下、診断書に記録されている情報が、開示す

ることにより、異議申立人に対する診療の目的が達成できなくなるおそれのあるもの

に該当するかについて検討する。 

⑵ 実施機関の説明によれば、異議申立人は、自身の病状に対する認識が、その主治医

を含む周囲の他の者の認識と異なっているとのことである。 

このような状況の下、異議申立人の病状に関する具体的な記述を含む診断書を開示

すれば、適切な診療を行うことができなくなるという実施機関の説明に、不合理な点

はない。 

また、実施機関は、診断書を開示することにより、その記述が簡潔に流れることに

より、適切な診療にとって必要な記述を欠くおそれがあると主張する。 

このことについては、診断書の発行義務が法定されていることや、その用途の公益

性に照らせば、容易にそのような事態は生じないと考えられる。 

しかし、患者との全面的な情報共有が適当でない場合があるという精神医療の特性

に鑑みれば、そのようなおそれがなお認められ、結果として、異議申立人に対する適

切な診療を行うことができなくなるおそれがあると認められる。 

⑶ しかし、診断書の書式自体は、「大阪府障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律施行細則」に規定する様式であり、その内容はインターネット等

で公表されている。 

そこで、実施機関に対し、診断書に記載されている内容のうち、記載項目の名称

等、様式自体にあらかじめ記載されている事項（以下「様式記載事項」という。）を

開示し、これ以外のものを非開示とする、部分開示決定を行う余地がなかったのか尋

ねたところ、そのような部分開示を行っても、異議申立人の請求の趣旨に合致せず、

意味がないと判断し、本件処分を行ったとのことである。 

⑷ 条例１６条３項は、「実施機関は、開示の請求に係る自己情報の一部に前項各号の

いずれかに該当する情報が記録されている部分がある場合において、その部分を容易

に、かつ、当該請求の趣旨を損なわない程度に分離できるときは、その部分を除い

て、当該自己情報の開示をしなければならない。」と規定している。 

たしかに、本件請求の趣旨を、診断の具体的内容を知ることと解すれば、診断書か
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ら様式記載事項のみを分離できても、「当該請求の趣旨を損なわない程度に分離でき

る」ときに該当しないが、本件請求の趣旨が、そのように局限されたものであったと

解すべき具体的事情はなく、むしろ本件請求の対象が極めて広範にわたることに照ら

して考えるならば、たとえ様式記載事項のみであってもこれを開示することは、本件

請求の趣旨に適うものと解すべきである。 

そして、前述のとおり、様式記載事項は既に広く公表されており、また、本件処分

において開示された部分には、本件文書に診断書が添付されている旨の記載があるの

で、これらのことからすると、様式記載事項（ただし、異議申立人の病状等に関する

具体的内容と容易に分離できない③の欄に記載されている項目を除く。）を開示する

ことにより、異議申立人に対する診療に何らかの支障が生ずると認めることはできな

い。 

⑸ 加えて、診断書に記入された情報のうち、異議申立人の氏名、住所、生年月日、年

齢及び性別、医療機関の所在地、名称及び電話番号、診断を行った医師の氏名及び略

歴、診断日並びに診療担当科名については、異議申立人にとって既知の情報であるこ

とは明らかなので、これらを開示することにより、異議申立人に対する診療に何らか

の支障が生ずると認めることはできない。また、異議申立人が高額治療継続者に該当

するかどうかの判定結果についても、本件処分において開示とされた部分に記述があ

るので、これを開示することにより、異議申立人に対する診療に何らかの支障が生ず

ると認めることはできない。 

⑹ 以上のことからすると、診断書に記録されている情報のうち、別表に掲げるもの以

外のものについては、これを開示することにより、異議申立人に対する診療の目的を

達成することができなくなる情報に該当すると認められるが、別表に掲げる情報につ

いては、そのように認めることはできない。 

 

３ 以上のことから、当審査会は、「第一 審査会の結論」のとおり答申する。 

 

第七 審査会の処理経過 

開 催 年 月 日 処    理    内    容 

平成２７年 ８月２６日 諮問書の収受 

平成２７年１０月１４日 決定理由説明書の収受 

平成２７年１１月１６日 事務局からの事案説明・実施機関からの意見聴取・審査 

平成２８年 １月２９日 審査 

平成２８年 ２月１８日 答申 

 

別 表 

様式記載事項（③の欄に記載されている項目を除く。） 
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異議申立人の氏名、住所、生年月日、年齢及び性別 

異議申立人が高額治療継続者に該当するかどうかの判定結果 

診断を行った医師の氏名及び略歴 

医療機関の所在地、名称及び電話番号 

診療担当科名 

診断日 
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６．条例及び施行規則 
 

   枚方市情報公開条例  平 成 9 年 1 2 月 1 5 日 
条 例 第 2 3 号 

 

 

目次 

第１章 総則（第１条―第４条） 

第２章 情報の公開（第５条―第13条） 

第３章 救済手続（第14条） 

第４章 情報公開の総合的な推進（第15条） 

第５章 雑則（第16条―第21条） 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、市の保有する情報を公開することにより、市政に関する市民の知る権利を保障し、

市政に対する市民の理解と信頼を深め、市民の市政参加を促進し、もって地方自治の本旨に即した市

政を推進することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１） 情報 実施機関が職務上作成し、又は取得した文書、図画及び写真（磁気テープ、マイクロ

フィルムその他これらに類するものから出力され、又は採録されたものを含む。）で、実施機関が

管理しているもの（以下「公文書」という。）に記録されているものをいう。 

（２） 情報の公開 実施機関がこの条例の定めるところにより、公文書を閲覧に供し、又はその写

しを交付することをいう。 

（３） 実施機関 市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定

資産評価審査委員会、上下水道事業管理者、病院事業管理者及び議会をいう。 

（実施機関の責務） 

第３条 実施機関は、市政に関する市民の知る権利が十分に保障されるように、この条例を解釈し、運

用しなければならない。この場合においては、個人に関する情報が正当な理由なく公開されることの

ないように最大限の配慮をしなければならない。 

２ 実施機関は、公文書の適切な作成及び保存並びに迅速な検索に資するための管理体制の整備に努め

なければならない。 

（利用者の責務） 

第４条 この条例の定めるところにより情報の公開を受けたものは、これによって得た情報をこの条例

の目的に即して適正に使用しなければならない。 
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第２章 情報の公開 

（情報の公開の請求） 

第５条 次に掲げるものは、実施機関に対し、情報の公開（第６号に掲げるものにあっては、そのもの

が有する利害関係に係る情報の公開に限る。）を請求することができる。 

（１） 市内に住所を有する者 

（２） 市内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体 

（３） 市内の事務所又は事業所に勤務する者 

（４） 市内の学校に在学する者 

（５） 市税の納税義務を有する者 

（６） 前各号に掲げるもののほか、実施機関が行う事務事業に利害関係を有するもの 

２ 実施機関は、前項各号に掲げるもの以外のものから情報の公開の申出があった場合においても、次

条から第12条までの規定に準じて情報の公開に努めるものとする。 

（公開しないことができる情報） 

第６条 実施機関は、次の各号のいずれかに該当する情報については、当該情報の公開をしないことが

できる。 

（１） 個人に関する情報（事業を営む個人の当該事業に関するものを除く。）であって、特定の個

人が識別され得るもの。ただし、次に掲げる情報を除く。 

イ 法令又は条例（以下「法令等」という。）の規定により、何人も閲覧することができるとされ

ている情報 

ロ 公表することを目的として実施機関が作成し、又は取得した情報 

ハ 当該個人が公務員等（行政機関の保有する情報の公開に関する法律（平成11年法律第42号）第

５条第１号ハに規定する公務員等をいう。以下同じ。）である場合において、当該情報がその職

務の遂行に係る情報であるときは、当該情報のうち、当該公務員等の職及び氏名並びに当該職務

遂行の内容に係る部分 

ニ 法令等の規定による許可、認可、届出その他これらに相当する行為の際に実施機関が作成し、

又は取得した情報であって、人の生命、身体、健康、財産又は生活を保護するため、公開するこ

とが公益上必要があると認められる情報 

（２） 法令等の規定により、公開することができない旨が明示されているもの 

（３） 法人その他の団体（国及び地方公共団体又はこれらに準ずる団体を除く。以下「法人等」と

いう。）又は事業を営む個人の当該事業に関する情報であって、公開することにより、当該法人等

又は当該個人の競争上の地位その他正当な利益を害すると認められるもの。ただし、次に掲げる情

報を除く。 

イ 人の生命、身体又は健康を害し、又は害するおそれのある事業活動に関する情報 

ロ 人の財産又は生活に影響を及ぼす違法又は不当な事業活動に関する情報 
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（４） 市が国、他の地方公共団体又はこれらに準ずる団体（以下「国等」という。）と協力して行

う事務事業又は国等から依頼、協議等を受けて行う事務事業に関して作成し、又は取得した情報で

あって、公開することにより、市と国等との協力関係を著しく損なうと認められるもの 

（５） 公開しないとの約束の下に、個人又は法人等から任意に提供された情報であって、当該約束

の締結が状況に照らし合理的であると認められるもの 

（６） 市の内部又は市と国等との間における審議、協議、検討、調査研究その他の意思形成過程に

関する情報であって、公開することにより、当該意思形成を適正又は公正に行うことに著しい支障

が生じると認められるもの 

（７） 市又は国等が行う取締り、監督、立入検査、入札、交渉、渉外、争訟、試験、人事その他の

事務事業に関する情報であって、公開することにより、当該事務事業の目的を著しく失わせ、又は

これらの事務事業の適正若しくは公正な執行を著しく妨げると認められるもの 

（８） 公開することにより、人の生命、身体、健康、財産又は生活の保護、犯罪の予防その他の公

共の安全と秩序の維持に支障が生じると認められるもの 

（部分公開） 

第７条 実施機関は、情報の公開の請求に係る公文書の一部に前条各号のいずれかに該当する情報が記

録されている部分がある場合において、その部分を容易に、かつ、当該請求の趣旨を損なわない程度

に分離できるときは、その部分を除いて、当該情報の公開をしなければならない。 

（公開の請求手続） 

第８条 情報の公開を請求しようとするものは、次に掲げる事項を記載した請求書を実施機関に提出し

なければならない。 

（１） 氏名及び住所（法人等にあっては、名称、事務所又は事業所の所在地及び代表者の氏名） 

（２） 請求に係る情報の内容その他情報を特定するために必要な事項 

（３） 前２号に掲げるもののほか、規則で定める事項 

２ 前項の規定による請求を代理人により行おうとするときは、請求書に代理人の氏名及び住所を併記

しなければならない。 

（説明及び助言） 

第９条 情報の公開を請求しようとするものは、実施機関に対し、当該請求に係る情報を特定するため

に必要な説明及び助言を求めることができる。 

（公開の請求に対する決定及び通知） 

第10条 実施機関は、第８条の規定による請求があったときは、当該請求が到達した日から起算して15

日以内に、当該請求に係る情報の公開をするかどうかの決定をしなければならない。 

２ 実施機関は、やむを得ない理由により、前項に規定する期間内に同項の決定をすることができない

ときは、同項の請求が到達した日から起算して45日を限度として、当該期間を延長することができる。

この場合において、実施機関は、速やかに、当該延長の理由（当該決定をする時期が明らかであると
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きは、その時期を含む。）を同項の請求をしたもの（以下「請求者」という。）に通知しなければな

らない。 

３ 実施機関は、第１項の決定をしたときは、速やかに、当該決定の内容を請求者に通知しなければな

らない。 

４ 前項の場合において、当該請求に係る情報の公開をしない旨の決定（第７条の規定により情報の一

部を公開しない場合及び公文書が不存在であるため情報を公開できない場合を含む。）をしたときは、

その理由を併せて通知しなければならない。この場合において、その理由が消滅する時期をあらかじ

め明示することができるときは、その時期を明らかにしなければならない。 

５ 請求者は、実施機関が第１項に規定する期間（第２項の規定により当該期間が延長された場合にあ

っては、当該延長後の期間）内に第１項の決定をしないときは、情報の公開をしない旨の決定があっ

たものとみなすことができる。 

（第三者保護に関する手続） 

第11条 実施機関は、公開の請求に係る情報に国、地方公共団体及び請求者以外の者（以下「第三者」

という。）に関する情報が記録されている場合は、前条第１項の決定をするに当たり、次項に規定す

る場合を除き、必要があると認めるときは、当該第三者の意見を聴くことができる。 

２ 実施機関は、公開の請求に係る情報に第三者に関する情報が記録されている場合において、第６条

第１号ニ又は同条第３号ただし書の規定により当該情報の公開をしようとするときは、公開の決定に

先立ち、当該第三者に対し、実施機関の定める事項を通知して、意見を述べる機会を与えなければな

らない。 

３ 実施機関は、前２項の規定により手続をとった場合において、当該情報の公開をするときは、情報

の公開の決定をした日から相当の期間を経過した日以後に公開しなければならない。この場合におい

て、実施機関は、公開の決定後速やかに、当該第三者に対し、実施機関の定める事項を通知しなけれ

ばならない。 

（公開の実施） 

第12条 実施機関は、第10条第１項の規定により情報の公開をする旨の決定をしたときは、前条第３項

に規定する場合を除き、速やかに、請求者に対し情報の公開をしなければならない。 

２ 実施機関は、情報の公開をすることにより、公文書を汚損し、又は破損するおそれがあるとき、第

７条の規定による情報の公開をするときその他相当の理由があると認めるときは、当該公文書を複写

したものを閲覧に供し、又はその写しを交付することができる。 

（手数料及び費用負担） 

第13条 情報の公開に係る手数料は、次の各号に定めるとおりとする。 

（１） 第５条第１項に規定する情報の公開の請求の場合 無料 

（２） 第５条第２項に規定する情報の公開の申出の場合 １件につき300円 

２ 前項に定めるもののほか、請求者又は第５条第２項の規定により情報の公開の申出を行ったものは、
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公文書の写し（前条第２項に規定する写しを含む。）の交付により情報の公開を受けた場合は、当該

写しの作成及び送付に要する費用を負担しなければならない。 

第３章 救済手続 

（救済手続） 

第14条 実施機関は、第10条第１項の決定について、行政不服審査法（昭和37年法律第160号）の規定

による不服申立てがあった場合は、当該不服申立てが明らかに不適法であるときを除き、遅滞なく、

枚方市情報公開・個人情報保護審査会に諮問しなければならない。 

２ 実施機関は、前項の規定による諮問に対する答申があったときは、これを尊重して、速やかに、当

該不服申立てに対する裁決又は決定を行うものとする。 

第４章 情報公開の総合的な推進 

（情報公開の総合的な推進） 

第15条 実施機関は、この条例に定める情報の公開のほか、情報提供施策及び情報公表施策の拡充を図

り、市政に関する正確でわかりやすい情報を市民が迅速かつ容易に得られるように情報公開の総合的

な推進に努めなければならない。 

第５章 雑則 

（市長の調整） 

第16条 市長は、市長以外の実施機関に対し、情報の公開に関し報告を求め、又は助言を行うことがで

きる。 

（出資法人への要請） 

第17条 市長は、市が出資する法人で規則に定めるものに対し、この条例に基づく市の施策に準じた措

置を講ずるように要請するものとする。 

（指定管理者の情報公開） 

第17条の２ 公の施設の管理について枚方市公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条

例（平成16年枚方市条例第28号）第５条第１項の規定による指定を受けた者（以下「指定管理者」と

いう。）は、この条例の趣旨にのっとり、当該公の施設の管理業務に関し保有する文書の公開に努め

るものとする。 

２ 実施機関は、前項の公の施設の管理業務に関する文書であって実施機関が保有していないものにつ

いて閲覧又は写しの交付の求めがあったときその他必要があると認めるときは、当該公の施設の指定

管理者に対し、当該文書を実施機関に提出するよう求めるものとする。 

（運用状況の公表） 

第18条 市長は、この条例の運用状況について、毎年１回公表するものとする。 

（他の制度との調整） 

第19条 この条例は、法令又は他の条例の規定により公文書の閲覧若しくは縦覧又は謄本、抄本若しく

は写しの交付の手続が定められている場合については、適用しない。 
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２ この条例は、実施機関において、市民の利用に供することを目的として保有する情報については、

適用しない。 

（検索資料の作成等） 

第20条 実施機関は、情報の公開に必要な検索資料を作成し、一般の利用に供するものとする。 

（委任） 

第21条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 
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   枚方市情報公開条例施行規則  平 成 1 0 年 8 月 5 日 
規 則 第 5 3 号 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、枚方市情報公開条例（平成９年枚方市条例第23号。以下「条例」という。）の施

行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（情報の公開の請求手続） 

第２条 条例第８条第１項の規定による請求書の提出は、情報公開請求書（様式第１号）により行うも

のとする。 

（情報の公開の請求書の記載事項） 

第３条 条例第８条第１項第３号の規則で定める事項は、次のとおりとする。 

（１） 公開の方法 

（２） 次に掲げる請求者の区分に応じ、それぞれに定める事項 

イ 条例第５条第１項第２号に掲げるもの そのものが本市の区域内に有する事務所又は事業所

の名称及び所在地 

ロ 条例第５条第１項第３号に掲げる者 その者が勤務する事務所又は事業所の名称及び所在地 

ハ 条例第５条第１項第４号に掲げる者 その者が在学する学校の名称及び所在地 

ニ 条例第５条第１項第５号に掲げる者 その市税の税目名 

ホ 条例第５条第１項第６号に掲げるもの 実施機関が行う事務事業に関してそのものが有する

利害関係の内容 

（情報の公開の請求に係る決定期間の延長通知） 

第４条 条例第10条第２項の規定による通知は、決定期間延長通知書（様式第２号）により行うものと

する。 

（情報の公開の請求に係る決定の通知） 

第５条 条例第10条第３項の規定による通知は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める様式

により行うものとする。 

（１） 情報の公開をする旨の決定をした場合 公開決定通知書（様式第３号） 

（２） 情報の部分公開をする旨の決定をした場合 部分公開決定通知書（様式第４号） 

（３） 情報の公開をしない旨の決定をした場合 非公開決定通知書（様式第５号） 

（４） 情報の公開の請求のあった公文書が存在しない場合 公文書不存在通知書（様式第６号） 

（第三者に対する通知） 

第６条 条例第11条第２項の規定による第三者に対する通知は、第三者情報公開請求通知書（様式第７

号）により、同項の規定による意見を述べる機会の付与は、第三者情報公開請求意見書（様式第８号）

により行うものとする。 
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２ 前項の規定は、条例第11条第１項の規定により第三者の意見を聴く場合について準用する。 

３ 条例第11条第３項の規定による第三者に対する通知は、第三者情報公開決定通知書（様式第９号）

により行うものとする。 

（情報の公開の申出） 

第７条 情報の公開の申出は、情報公開申出書（様式第10号）により行うものとする。 

２ 情報の公開の申出に対する回答は、情報公開申出回答書（様式第11号）により行うものとする。 

（情報の公開の実施方法等） 

第８条 条例第12条第１項の規定による情報の公開（郵送により写しを交付する場合を除く。）は、実

施機関が指定する日時及び場所において、実施機関の主管課の担当職員の立会いの上で行うものとす

る。 

２ 情報の公開は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める方法により行うものとする。 

（１） 文書、図画及び写真 原本の閲覧又はその写しの交付 

（２） 電子計算組織等に係る磁気テープ等 現に使用しているプログラムを用いて印字装置により

出力したものの閲覧又はその写しの交付 

（３） マイクロフィルム リーダープリンタで複写したものの閲覧又はその写しの交付 

（４） 録音テープ テープから採録した文書の閲覧又はその写しの交付 

３ 実施機関は、閲覧による情報の公開を受ける者が当該閲覧に係る公文書を汚損し、又は破損するお

それがあると認めるときは、当該閲覧の中止を命じることができる。 

４ 情報の公開をする場合において、公文書の写しを交付するときの交付部数は、当該請求に係る公文

書１件につき原則として１部とする。 

（手数料及び費用負担） 

第９条 条例第13条に規定する手数料及び費用は、情報の公開までに前納しなければならない。 

２ 前項の費用のうち、写しの作成に要する費用の額は、市長が別に定める。 

（出資法人） 

第10条 条例第17条の市が出資する法人で規則で定めるものは、市が基本金その他これに準じるものの

２分の１以上の額を出資している法人とする。 

（運用状況の公表） 

第11条 条例第18条の規定による公表は、次に掲げる事項を告示するとともに、一般の閲覧に供して行

うものとする。 

（１） 情報の公開の請求及び決定の状況 

（２） 不服申立ての状況 

（３） 前２号に掲げるもののほか、必要な事項 
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   枚方市個人情報保護条例  
平 成 9 年 1 2 月 1 5 日 

条 例 第 2 4 号 
 

 

目次 

第１章 総則（第１条―第６条） 

第２章 個人情報の収集等の制限（第７条―第10条） 

第３章 個人情報の適正管理（第11条―第15条） 

第４章 自己情報の開示等（第16条―第25条） 

第５章 救済手続（第26条） 

第６章 雑則（第27条─第32条） 

第７章 罰則（第33条─第38条） 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、自己に関する個人情報の開示、訂正等を求める市民の権利を保障するとともに、

個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定めることにより、個人の権利利益の保護を図り、もっ

て市民の基本的人権の擁護と信頼される市政を推進することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１） 個人情報 個人に関する情報（法人その他の団体の役員に関するもの及び事業を営む個人の

当該事業に関するものを除く。）であって、特定の個人が識別され得るものをいう。 

（２） 実施機関 市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定

資産評価審査委員会、上下水道事業管理者、病院事業管理者及び議会をいう。 

（３） 個人情報の収集等 個人情報の収集、保管又は利用をいう。 

（実施機関の責務） 

第３条 実施機関は、個人情報の収集等を行うに際しては、市民の基本的人権を尊重し、個人情報の保

護に必要な措置を講じなければならない。 

２ 実施機関は、個人情報の保護の重要性を認識し、職員に対し、教育及び研修を行い、その指導及び

監督に当たらなければならない。 

３ 実施機関の職員又は職員であった者は、その職務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人

に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

（事業者の責務） 

第４条 事業者は、その事業活動の実施に当たって、個人情報の収集等をするときは、個人情報の保護

の重要性を認識し、個人情報に係る市民の基本的人権の侵害を防止する措置を講ずるとともに、個人

－127－



 

 

情報の保護に関する市の施策について協力しなければならない。 

（市民の責務） 

第５条 市民は、個人情報の保護の重要性を認識し、自己の個人情報を適切に管理し、かつ、他人の個

人情報の取扱いに当たっては、他人の権利利益を侵害することのないように努めるとともに、個人情

報の保護に関する市の施策に協力しなければならない。 

（適用上の注意） 

第６条 この条例の適用に当たっては、事業者及び市民の権利と自由を不当に侵害するようなことがあ

ってはならない。 

第２章 個人情報の収集等の制限 

（収集等の一般的制限） 

第７条 実施機関は、個人情報の収集等をするときは、その所掌する事務の目的を達成するために必要

最小限の範囲内で適正かつ公正な手段によって行わなければならない。 

２ 実施機関は、次に掲げる事項に関する個人情報の収集等をしてはならない。ただし、法令又は条例

（以下「法令等」という。）の定めに基づくとき、又は実施機関が枚方市情報公開・個人情報保護審

議会（以下「審議会」という。）の意見を聴いて必要があると認めたときは、この限りでない。 

（１） 思想、信条及び信仰に関する事項 

（２） 社会的差別の原因となるおそれのある事項 

（収集方法の制限） 

第８条 実施機関は、個人情報を収集する場合は、その個人情報の収集目的及び記録項目を明らかにし

て、当該個人（以下「本人」という。）から直接収集しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、実施機関は、次の各号のいずれかに該当する場合は、本人以外のものか

ら個人情報を収集することができる。 

（１） 法令等に定めがあるとき。 

（２） 本人の同意があるとき。 

（３） 出版、報道等により、当該個人情報が公にされているとき。 

（４） 個人の生命、身体又は財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認められるとき。 

（５） 前各号に定めるもののほか、実施機関が審議会の意見を聴いて、公益上必要があると認めた

とき。 

３ 実施機関は、前項第４号の規定に該当することにより本人以外のものから個人情報を収集したとき

は、速やかに、その旨を本人に通知しなければならない。 

４ 法令、条例、規則等の規定に基づき、本人又はその代理人が申請、届出その他これらに類する行為

をする場合は、第１項の規定による収集があったものとみなす。 

（目的外利用の制限） 

第９条 実施機関は、前条第１項に規定する収集目的の範囲を超える実施機関内又は実施機関相互にお
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ける個人情報の利用（以下「目的外利用」という。）をしてはならない。ただし、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、この限りでない。 

（１） 法令等に定めがあるとき。 

（２） 本人の同意があるとき。 

（３） 出版、報道等により、当該個人情報が公にされているとき。 

（４） 個人の生命、身体又は財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認められるとき。 

（５） 正当な行政執行又は市民の福祉の向上のため、特に必要があり、かつ、本人又は本人以外の

ものの権利利益を不当に侵害するおそれがないと実施機関が認めるとき。 

（６） 前各号に定めるもののほか、実施機関が審議会の意見を聴いて、公益上必要があると認めた

とき。 

２ 実施機関は、前項第４号の規定に該当することにより目的外利用をしたときは、速やかに、その旨

を本人に通知しなければならない。 

３ 実施機関は、第１項第５号の規定により目的外利用をしたときは、その旨を審議会に報告しなけれ

ばならない。 

（外部提供の制限） 

第10条 実施機関は、第８条第１項に規定する収集目的の範囲を超える市以外のものヘの個人情報の提

供（以下「外部提供」という。）をしてはならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、

この限りでない。 

（１） 法令等に定めがあるとき。 

（２） 本人の同意があるとき、又は本人に提供するとき。 

（３） 出版、報道等により、当該個人情報が公にされているとき。 

（４） 個人の生命、身体又は財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認められるとき。 

（５） 前各号に定めるもののほか、実施機関が審議会の意見を聴いて、公益上必要があると認めた

とき。 

２ 実施機関は、前項第４号の規定に該当することにより外部提供をしたときは、速やかに、その旨を

本人に通知しなければならない。 

第３章 個人情報の適正管理 

（個人情報ファイルの作成等） 

第11条 実施機関は、個人情報の収集等に当たり、個人情報ファイル（所定の様式に従って個人情報が

記録されている台帳、名簿等であって氏名、番号等により個人を特定することができる個人情報の集

合物をいう。以下同じ。）を作成しようとするときは、あらかじめ、次に掲げる事項を市長に届け出

なければならない。ただし、簡易又は一時的な個人情報ファイルについては、この限りでない。 

（１） 業務の名称 

（２） 個人情報ファイルの名称 
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（３） 個人情報ファイルを管理する組織の名称 

（４） 個人情報ファイルの利用目的 

（５） 記録する個人情報の項目 

（６） 記録の対象となる個人の範囲 

（７） 前各号に掲げるもののほか、規則で定める事項 

２ 実施機関は、前項の規定による届出に係る個人情報ファイルを廃止し、又は変更しようとするとき

は、あらかじめ、その旨を市長に届け出なければならない。 

３ 市長は、前２項の規定による届出があったときは、その内容について、審議会に報告するとともに、

公表し、市民の閲覧に供さなければならない。 

（適正な維持管理） 

第12条 実施機関は、個人情報の適正な維持管理を図るため、個人情報管理責任者を定めるとともに、

次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。 

（１） 保管する個人情報について、利用目的に必要な範囲内で正確かつ最新なものとすること。 

（２） 個人情報の漏えい、改ざん、滅失、き損その他の事故を防止すること。 

（３） 必要でなくなった個人情報について、速やかに廃棄し、又は消去すること。 

（委託業務の適正管理） 

第13条 実施機関から個人情報の処理業務の委託を受けた者（以下「受託者」という。）は、当該委託

を受けた処理業務（以下「受託業務」という。）の範囲内で、個人情報の保護について実施機関と同

様の責務を負うものとする。 

２ 実施機関は、個人情報の処理業務の委託に当たっては、受託者に個人情報の保護に関する必要な措

置を講じさせなければならない。 

３ 受託業務に従事している者又は従事していた者は、受託業務に関して知り得た個人情報の内容をみ

だりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

（指定管理業務の適正管理） 

第13条の２ 実施機関から個人情報の処理業務を伴う公の施設の管理について枚方市公の施設におけ

る指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成16年枚方市条例第28号）第５条第１項の規定による

指定を受けた者（以下「指定管理者」という。）は、当該公の施設の管理業務（以下「指定管理業務」

という。）の範囲内で、個人情報の保護について実施機関と同様の責務を負うものとする。 

２ 実施機関は、前項の指定に当たっては、指定管理者に個人情報の保護に関する必要な措置を講じさ

せなければならない。 

３ 指定管理業務に従事している者又は従事していた者は、指定管理業務に関して知り得た個人情報の

内容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

（電子計算組織による個人情報の記録） 

第14条 実施機関は、電子計算組織を利用して個人情報を処理しようとするときは、あらかじめ、審議
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会の意見を聴かなければならない。 

２ 実施機関は、第７条第２項各号に掲げる事項に関する個人情報を電子計算組織に記録してはならな

い。ただし、法令等に定めがある場合その他正当な行政執行のために必要でありその権限の範囲内で

行われる場合は、審議会の意見を聴いて、電子計算組織に記録することができる。 

（電子計算組織の結合の禁止） 

第15条 実施機関は、個人情報を処理するに当たって、市の電子計算組織と市以外の電子計算組織との

通信回線による結合を行ってはならない。ただし、実施機関が審議会の意見を聴いて、公益上必要が

あると認めたときは、この限りでない。 

第４章 自己情報の開示等 

（開示の請求） 

第16条 何人も、実施機関に対し、公文書（枚方市情報公開条例（平成９年枚方市条例第23号）第２条

第１号に規定する公文書をいう。以下同じ。）に記録されている自己に関する個人情報（以下「自己

情報」という。）の開示を請求することができる。 

２ 実施機関は、次の各号のいずれかに該当する自己情報については、開示をしないことができる。 

（１） 法令等の規定により、開示することができない旨が明示されているもの 

（２） 個人の評価、判定、診断等に関する情報であって、開示することにより、当該事務事業の目

的が達成できなくなるおそれのあるもの 

（３） 開示することにより、事務事業の適正かつ公正な執行に著しい支障を及ぼすおそれのあるも

の 

（４） 本人以外のものに関する情報が含まれる情報であって、開示することにより、本人以外のも

のの正当な権利利益を害するおそれのあるもの 

（５） 前各号に定めるもののほか、実施機関が審議会の意見を聴いて、公益上必要があると認めた

もの 

３ 実施機関は、開示の請求に係る自己情報の一部に前項各号のいずれかに該当する情報が記録されて

いる部分がある場合において、その部分を容易に、かつ、当該請求の趣旨を損なわない程度に分離で

きるときは、その部分を除いて、当該自己情報の開示をしなければならない。 

（訂正の請求） 

第17条 何人も、実施機関に対し、自己情報の事実に関する事項に誤りがあると認めるときは、その訂

正を請求することができる。 

（削除の請求） 

第18条 何人も、実施機関に対し、第７条又は第８条第１項若しくは第２項の規定による制限を超えて、

自己情報の収集がされたと認めるときは、その削除を請求することができる。 

（中止の請求） 

第19条 何人も、実施機関に対し、第９条第１項又は第10条第１項の規定に反して、自己情報の目的外
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利用又は外部提供（以下「目的外利用等」という。）がされていると認めるときは、その中止を請求

することができる。 

（開示等の請求手続） 

第20条 第16条の規定による開示、第17条の規定による訂正、第18条の規定による削除又は前条の規定

による目的外利用等の中止（以下「自己情報の開示等」という。）の請求をしようとする者は、次に

掲げる事項を記載した請求書を実施機関に提出しなければならない。 

（１） 氏名及び住所 

（２） 請求に係る自己情報の内容その他自己情報を特定するために必要な事項 

（３） 前２号に掲げるもののほか、規則で定める事項 

２ 自己情報の開示等の請求をしようとする者は、前項の請求書を提出する際、当該自己情報の本人又

は規則で定める代理人であることを証明するために必要な資料で規則で定めるものを実施機関に提

出し、又は提示しなければならない。 

（説明及び助言） 

第21条 自己情報の開示等を請求しようとする者は、実施機関に対し、当該請求に係る自己情報を特定

するために必要な説明及び助言を求めることができる。 

（開示等の請求に対する決定及び通知） 

第22条 実施機関は、第20条第１項の規定による請求があったときは、当該請求が到達した日から起算

して、開示の請求にあっては15日以内に、訂正、削除又は目的外利用等の中止の請求にあっては30日

以内に、当該請求に係る自己情報の開示等をするかどうかの決定をしなければならない。 

２ 実施機関は、やむを得ない理由により、前項に規定する期間内に同項の決定をすることができない

ときは、同項の請求が到達した日から起算して、開示の請求にあっては45日を、訂正、削除又は目的

外利用等の中止の請求にあっては60日を限度として、当該期間を延長することができる。この場合に

おいて、実施機関は、速やかに、当該延長の理由（当該決定をする時期が明らかであるときは、その

時期を含む。）を同項の請求をした者（以下「請求者」という。）に通知しなければならない。 

３ 実施機関は、第１項の決定をしたときは、速やかに、当該決定の内容を請求者に通知しなければな

らない。 

４ 前項の場合において、当該請求に係る自己情報の開示等をしない旨の決定（第16条第３項の規定に

より自己情報の一部を開示しない場合及び当該自己情報が不存在であるため開示できない場合を含

む。）をしたときは、その理由を併せて通知しなければならない。この場合において、その理由が消

滅する時期をあらかじめ明示することができるときは、その時期を明らかにしなければならない。 

５ 請求者は、実施機関が第１項に規定する期間（第２項の規定により当該期間が延長された場合にあ

っては、当該延長後の期間）内に第１項の決定をしないときは、当該自己情報の開示等をしない旨の

決定があったものとみなすことができる。 

（第三者保護に関する手続） 
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第23条 実施機関は、開示の請求に係る自己情報に国、地方公共団体及び請求者以外の者（以下「第三

者」という。）に関する情報が記録されている場合は、前条第１項の決定をするに当たり、必要があ

ると認めるときは、当該第三者の意見を聴くことができる。 

２ 実施機関は、開示の請求に係る自己情報に第三者に関する情報が記録されている場合において、当

該自己情報を開示しようとするときは、開示の決定に先立ち、当該第三者に対し、実施機関の定める

事項を通知して、意見を述べる機会を与えなければならない。 

３ 実施機関は、前２項により手続をとった場合において、当該自己情報を開示するときは、開示の決

定をした日から相当の期間を経過した日以後に開示しなければならない。この場合において、実施機

関は、開示の決定後速やかに、当該第三者に対し、実施機関の定める事項を通知するものとする。 

（開示等の実施） 

第24条 実施機関は、第22条第１項の規定により自己情報の開示等をする旨の決定をしたときは、前条

第３項に規定する場合を除き、速やかに、自己情報の開示等をしなければならない。 

２ 自己情報の開示は、当該開示の請求に係る自己情報が記録されている公文書を閲覧に供し、又はそ

の写しを交付することにより行うものとする。 

３ 実施機関は、自己情報を開示することにより、公文書を汚損し、又は破損するおそれがあるとき、

第16条第３項の規定による自己情報の開示をするときその他相当の理由があるときは、その公文書を

複写したものを閲覧に供し、又はその写しを交付することができる。 

４ 実施機関は、第１項の規定により自己情報の訂正、削除又は目的外利用等の中止をしたときは、速

やかに、その旨を請求者に通知しなければならない。 

（費用負担） 

第25条 自己情報の開示等に係る手数料は、無料とする。 

２ 請求者は、公文書の写し（前条第３項に規定する写しを含む。）の交付により自己情報の開示を受

ける場合においては、当該写しの作成及び送付に要する費用を負担しなければならない。 

第５章 救済手続 

（救済手続） 

第26条 実施機関は、第22条第１項の決定について、行政不服審査法（昭和37年法律第160号）の規定

による不服申立てがあった場合は、当該不服申立てが明らかに不適法であるときを除き、遅滞なく、

枚方市情報公開・個人情報保護審査会に諮問しなければならない。 

２ 実施機関は、前項の規定による諮問に対する答申があったときは、これを尊重して、速やかに、当

該不服申立てに対する裁決又は決定を行うものとする。 

第６章 雑則 

（市長の調整） 

第27条 市長は、市長以外の実施機関に対し、個人情報の取扱いに関し報告を求め、又は助言を行うこ

とができる。 
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（出資法人への要請） 

第28条 市長は、市が出資する法人で規則に定めるものに対し、この条例に基づく市の施策に準じた措

置を講ずるように要請するものとする。 

（運用状況の公表） 

第29条 実施機関は、この条例の運用状況について、毎年１回公表するものとする。 

（他の制度との調整） 

第30条 この条例は、法令又は他の条例の規定により自己情報が記録されている公文書の閲覧若しくは

縦覧、謄本、抄本若しくは写しの交付、記載の訂正若しくは記録の削除又は目的外利用等の手続が定

められている場合については、適用しない。 

２ この条例は、実施機関において、市民の利用に供することを目的として管理される個人情報につい

ては、適用しない。 

（事業者に対する指導、勧告等） 

第31条 市長は、事業者が第４条の規定に著しく反する行為を行っていると認めるときは、当該事業者

に対し、説明又は資料の提出を求めた後に、当該行為の是正又は中止を指導し、これに従わないとき

は、当該行為の是正又は中止を勧告することができる。 

２ 市長は、事業者が前項の規定による勧告に従わないときは、あらかじめ、当該事業者に意見を述べ

る機会を与えた上で、審議会の意見を聴いて、その事実を公表することができる。 

（委任） 

第32条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

第７章 罰則 

第33条 実施機関の職員若しくは職員であった者、受託業務に従事している者若しくは従事していた者

又は指定管理業務に従事している者若しくは従事していた者が、正当な理由がないのに、個人の秘密

に属する事項が記録されたその業務に係る個人情報ファイルであって、特定の個人情報を電子計算組

織を用いて検索することができるように体系的に構成したもの（その全部又は一部を複製し、又は加

工したものを含む。）を提供したときは、２年以下の懲役又は100万円以下の罰金に処する。 

第34条 前条に規定する者が、その業務に関して知り得た個人情報（その業務上収集されたものであっ

て、組織的に利用するものとして保管されているものに限る。）を自己若しくは第三者の不正な利益

を図る目的で提供し、又は盗用したときは、１年以下の懲役又は50万円以下の罰金に処する。 

第35条 受託者又は指定管理者である法人（法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものを含

む。以下同じ。）の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人

の業務に関して、前２条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても、

各本条の罰金刑を科する。 

第36条 実施機関の職員がその職権を濫用して、専らその職務の用以外の用に供する目的で個人の秘密

に属する事項が記録された文書、図画又は電磁的記録を収集したときは、１年以下の懲役又は50万円
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以下の罰金に処する。 

第37条 第33条、第34条及び前条の規定は、枚方市外においてこれらの条の罪を犯した者にも適用する。 

第38条 偽りその他不正の手段により、第22条第１項の決定に基づき開示を受けた者は、５万円以下の

過料に処する。 
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   枚方市個人情報保護条例施行規則  
平成 10 年 8 月 5 日 

規 則 第 5 4 号 
 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、枚方市個人情報保護条例（平成９年枚方市条例第24号。以下「条例」という。）

の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（収集の手続） 

第２条 条例第８条第３項の規定による通知は、個人情報収集通知書（様式第１号）により行うものと

する。ただし、やむを得ない場合は、口頭又は告示により行うことができる。 

（目的外利用の手続） 

第３条 条例第９条第１項ただし書の規定により目的外利用をしようとする課（課に相当するものを含

む。以下同じ。）の長は、個人情報目的外利用依頼書（様式第２号）を当該個人情報を保管する課の

個人情報管理責任者（第８条に規定する個人情報管理責任者をいう。次項において同じ。）に提出し

なければならない。ただし、やむを得ない場合は、口頭によることができる。 

２ 個人情報管理責任者は、前項の依頼を承認したときは、個人情報目的外利用承認書（様式第３号）

により目的外利用をしようとする課の長に通知するものとする。ただし、前項ただし書の規定により

依頼を受けたときは、口頭によることができる。 

（外部提供の手続） 

第４条 実施機関は、条例第10条第１項ただし書の規定により外部提供をするときは、国又は他の地方

公共団体からの照会の場合を除き、次に掲げる事項（使用の目的等により該当のない事項を除く。）

について条件を付した覚書を作成するものとする。ただし、緊急その他やむを得ないと認めるときは、

この限りでない。 

（１） 秘密保持の義務 

（２） 目的外使用の禁止 

（３） 複写の禁止 

（４） 使用期間終了後の返還義務及び廃棄義務 

（５） 使用又は保管に係る市の検査に応じる義務 

（６） 事故報告義務 

（７） 前各号に掲げるもののほか、実施機関が必要と認める事項 

２ 実施機関は、外部提供を受けたものが前項各号に掲げる条件に違反し、又は違反するおそれがある

と認めるときは、必要な措置を命ずるものとする。 

（目的外利用等の記録票の作成） 

第５条 実施機関は、目的外利用等（目的外利用をさせ、又は外部提供をすることをいう。）を行った

ときは、次に掲げる場合を除き、速やかに個人情報目的外利用等記録票（様式第４号）を作成するも
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のとする。 

（１） 国又は他の地方公共団体からの照会である場合 

（２） 個人情報目的外利用承認書を作成している場合 

（目的外利用等の通知） 

第６条 条例第９条第２項又は条例第10条第２項の規定による通知は、個人情報目的外利用等通知書

（様式第５号）により行うものとする。ただし、やむを得ない場合は、口頭又は告示により行うこと

ができる。 

（個人情報ファイルの届出） 

第７条 条例第11条第１項の規定による届出は、個人情報ファイル届出書（様式第６号）により行うも

のとする。 

２ 条例第11条第１項第７号の規則で定める事項は、次のとおりとする。 

（１） 個人情報の収集の方法及び時期 

（２） 個人情報ファイルの記録形態等 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

３ 条例第11条第２項の規定による届出は、個人情報ファイル（廃止・変更）届出書（様式第７号）に

より行うものとする。 

４ 条例第11条第３項の規定による届出に係る事項の公表は、告示により行うものとする。 

（個人情報管理責任者） 

第８条 条例第12条の個人情報管理責任者は、市長部局の職制に関する規則（平成15年枚方市規則第38

号）第３条第１項の表に規定する課長の職にある者（これに相当する職を含む。）をもって充てる。 

（処理委託等の条件） 

第９条 実施機関は、条例第13条第２項の個人情報の処理業務の委託又は条例第13条の２第２項の指定

に当たっては、次に掲げる事項（契約の性質又は目的により該当のない事項を除く。）について条件

を付すものとする。 

（１） 秘密保持の義務 

（２） 目的外使用の禁止 

（３） 複写の禁止 

（４） 提供資料の返還義務 

（５） 事務管理に係る市の検査に応じる義務 

（６） 事故報告義務 

（７） 再委託等の禁止又は制限 

（８） 前各号に掲げるもののほか、実施機関が必要と認める事項 

（９） 前各号の条件に違反した場合の契約解除に関する事項 

（自己情報の開示等の請求手続） 
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第10条 条例第20条第１項の規定による請求は、自己情報開示等請求書（様式第８号）により行うもの

とする。 

２ 条例第20条第１項第３号の規則で定める事項は、次のとおりとする。 

（１） 請求の区分 

（２） 訂正、削除又は中止の内容 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が定める事項 

３ 条例第20条第２項の規則で定める代理人は、次に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるとおりとす

る。 

（１） 本人が未成年者又は成年被後見人であるとき 法定代理人 

（２） 本人が自ら請求を行うことができないと実施機関が認めるとき 実施機関が適当と認める代

理人 

４ 条例第20条第２項に規定する本人又は代理人であることを証明するために必要な資料で規則で定

めるものは、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める書類とする。 

（１） 本人が請求する場合 運転免許証、旅券その他これらに類するものとして実施機関が認める

書類 

（２） 代理人が請求する場合 当該代理人に係る前号に掲げる書類及び戸籍謄本、委任状等代理人

の資格を証する書類として実施機関が認める書類 

（自己情報の開示等の請求に係る決定期間の延長） 

第11条 条例第22条第２項の規定による通知は、決定期間延長通知書（様式第９号）により行うものと

する。 

（自己情報の開示等の請求に係る決定の通知） 

第12条 条例第22条第３項の規定による通知は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める様式

により行うものとする。 

（１） 自己情報の開示等をする旨の決定をした場合 開示等決定通知書（様式第10号） 

（２） 自己情報の部分開示等をする旨の決定をした場合 部分開示等決定通知書（様式第11号） 

（３） 自己情報の開示等をしない旨の決定をした場合 非開示等決定通知書（様式第12号） 

（４） 自己情報の開示等の請求のあった公文書が存在しない場合 自己情報不存在通知書（様式第

13号） 

（第三者に対する通知） 

第13条 条例第23条第２項の規定による第三者に対する通知は、第三者情報開示請求通知書（様式第14

号）により、同項の規定による意見を述べる機会の付与は、第三者情報開示請求意見書（様式第15号）

により行うものとする。 

２ 前項の規定は、条例第23条第１項の規定により第三者の意見を聴く場合について準用する。 

３ 条例第23条第３項の規定による第三者に対する通知は、第三者情報開示決定通知書（様式第16号）
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により行うものとする。 

（自己情報の開示の実施方法等） 

第14条 条例第24条第２項の規定による自己情報の開示（郵送により写しを交付する場合を除く。）は、

実施機関が指定する日時及び場所において、実施機関の主管課の担当職員の立会いの上で行うものと

する。 

２ 自己情報の開示は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める方法により行うものとする。 

（１） 文書、図画及び写真 原本の閲覧又はその写しの交付 

（２） 電子計算組織等に係る磁気テープ等 現に使用しているプログラムを用いて印字装置により

出力したものの閲覧又はその写しの交付 

（３） マイクロフィルム リーダープリンタで複写したものの閲覧又はその写しの交付 

（４） 録音テープ テープから採録した文書の閲覧又はその写しの交付 

３ 実施機関は、閲覧による開示を受ける者が自己情報が記録されている公文書を汚損し、又は破損す

るおそれがあると認めるときは、当該閲覧の中止を命じることができる。 

４ 条例第24条第４項の規定による通知は、訂正等通知書（様式第17号）により行うものとする。 

５ 自己情報の開示をする場合において、自己情報の写しを交付するときの交付部数は、当該請求に係

る自己情報が記録されている公文書１件につき原則として１部とする。 

（写しの交付に要する費用） 

第15条 条例第25条第２項に規定する自己情報が記録されている公文書の写しの作成及び送付に要す

る費用の額は、自己情報の開示までに前納しなければならない。 

２ 前項の費用のうち、写しの作成に要する費用の額は、市長が別に定める。 

（出資法人） 

第16条 条例第28条の市が出資する法人で規則で定めるものは、市が基本金その他これに準じるものの

２分の１以上の額を出資している法人とする。 

（運用状況の公表） 

第17条 条例第29条の規定による公表は、次に掲げる事項を告示するとともに、一般の閲覧に供して行

うものとする。 

（１） 個人情報ファイルの届出等の状況 

（２） 電子計算組織に記録している個人情報の記録項目の概要 

（３） 電子計算組織による主な事務処理状況 

（４） 開示等の請求及び決定の状況 

（５） 不服申立ての状況 

（６） 前各号に掲げるもののほか、必要な事項 
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   枚方市特定個人情報保護条例  
平成 27 年 6 月 16 日 

条 例 第 2 3 号 
 

 

目次 

第１章 総則（第１条―第５条） 

第２章 特定個人情報の収集等の制限等（第６条―第９条） 

第３章 特定個人情報の適正管理（第10条―第15条） 

第４章 自己情報の開示等（第16条―第25条） 

第５章 救済手続（第26条） 

第６章 雑則（第27条―第30条） 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、市における特定個人情報の適正な収集、保管、利用及び提供を確保し、並びに市

が保有する特定個人情報の開示、訂正、削除、利用の中止及び提供の中止を実施するために必要な措

置を講じ、もって、特定個人情報の安全かつ適正な取扱いを図るとともに、特定個人情報を取り扱う

者の責務を明らかにすることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

（１） 実施機関 市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定

資産評価審査委員会、上下水道事業管理者、病院事業管理者及び議会をいう。 

（２） 特定個人情報 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

（平成25年法律第27号。以下「番号法」という。）第２条第８項に規定する特定個人情報をいう。 

（３） 特定個人情報ファイル 番号法第２条第９項に規定する特定個人情報ファイルをいう。 

（４） 情報提供等記録 番号法第23条第１項及び第２項に規定する記録に記録された特定個人情報

をいう。 

（５） 公文書 実施機関の職員が職務上作成し、又は取得した文書、図画及び電磁的記録（電子的

方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られた記録をいう。

以下同じ。）であって、当該実施機関の職員が組織的に用いるものとして、当該実施機関が保有し

ているものをいう。 

（６） 本人 特定個人情報によって識別される特定の個人をいう。 

（実施機関等の責務） 

第３条 実施機関は、この条例の目的を達成するため、特定個人情報の保護に関し必要な措置を講じる

とともに、特定個人情報の保護の重要性に関し事業者及び市民の意識の啓発に努めなければならない。 

－140－



 

 

２ 実施機関は、特定個人情報の保護の重要性を認識し、実施機関の職員に対し、特定個人情報の取扱

いに係る教育及び研修を行うとともに、その指導及び監督に当たらなければならない。 

３ 実施機関の職員又は職員であった者は、その職務に関して知り得た特定個人情報の内容をみだりに

他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

（事業者の責務） 

第４条 事業者は、その事業活動の実施に当たって、特定個人情報を取り扱うときは、特定個人情報の

保護の重要性を認識し、及び当該保護に関し必要な措置を講ずるとともに、当該保護に関する市の施

策に協力しなければならない。 

（市民の責務） 

第５条 市民は、特定個人情報の保護の重要性を認識し、特定個人情報を適切に取り扱うとともに、特

定個人情報の保護に関する市の施策に協力しなければならない。 

第２章 特定個人情報の収集等の制限等 

（収集等の制限） 

第６条 実施機関は、番号法第19条各号のいずれかに該当する場合を除き、特定個人情報を収集し、又

は保管してはならない。 

２ 実施機関は、特定個人情報を保有するに当たっては、法令等で定める所掌事務を遂行するため必要

な場合に限り、かつ、その収集の目的をできる限り特定しなければならない。 

３ 実施機関は、前項の規定により特定された収集の目的（以下「収集目的」という。）の達成に必要

な範囲を超えて、特定個人情報を保有してはならない。 

（収集目的の明示） 

第７条 実施機関は、本人から直接書面（電磁的記録を含む。）に記録された当該本人の特定個人情報

を収集するときは、次に掲げる場合を除き、あらかじめ、当該本人に対し、その収集目的を明示しな

ければならない。 

（１） 個人の生命、身体又は財産の保護のために緊急に必要があるとき。 

（２） 収集目的を本人に明示することにより、当該本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権

利利益を害するおそれがあるとき。 

（３） 収集目的を本人に明示することにより、実施機関が行う事務又は事業の適正な遂行に支障を

及ぼすおそれがあるとき。 

（４） 収集の状況からみて収集目的が明らかであると認められるとき。 

（利用の制限） 

第８条 実施機関は、収集目的の範囲を超えて、その保有する特定個人情報を当該実施機関内において

利用してはならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、実施機関は、個人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合

であって、本人の同意があり、又は本人の同意を得ることが困難であるときは、収集目的の範囲を超
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えて、その保有する特定個人情報（情報提供等記録を除く。以下この項において同じ。）を当該実施

機関内において利用することができる。ただし、その保有する特定個人情報を収集目的の範囲を超え

て当該実施機関内において利用することによって、本人又は第三者の権利利益を不当に侵害するおそ

れがあると認められるときは、この限りでない。 

（提供の制限） 

第９条 実施機関は、番号法第19条各号のいずれかに該当する場合を除き、その保有する特定個人情報

を当該実施機関以外のものに提供してはならない。 

第３章 特定個人情報の適正管理 

（特定個人情報ファイルの保有の届出等） 

第10条 実施機関は、特定個人情報ファイルを保有しようとするときは、あらかじめ、次に掲げる事項

を市長に届け出なければならない。 

（１） 業務の名称 

（２） 特定個人情報ファイルの名称 

（３） 特定個人情報ファイルを管理する組織の名称 

（４） 特定個人情報ファイルの収集目的 

（５） 特定個人情報ファイルに記録する特定個人情報の項目 

（６） 特定個人情報ファイルに記録する個人の範囲 

（７） 前各号に掲げるもののほか、規則で定める事項 

２ 実施機関は、前項の規定による届出に係る特定個人情報ファイルを廃止し、又は変更しようとする

ときは、あらかじめ、その旨を市長に届け出なければならない。 

３ 市長は、前２項の規定による届出があったときは、その内容について、枚方市附属機関条例（平成

24年枚方市条例第35号）別表１の表に規定する枚方市情報公開・個人情報保護審議会（以下「審議会」

という。）に報告するとともに、これを公表し、及び市民の閲覧に供さなければならない。 

（適正な維持管理） 

第11条 実施機関は、特定個人情報の適正な維持管理を図るため、特定個人情報管理責任者を定めると

ともに、その保有する特定個人情報に関し次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならな

い。 

（１） 収集目的の達成に必要な範囲内で正確かつ最新なものとすること。 

（２） 漏えい、改ざん、滅失、毀損その他の事故を防止すること。 

（３） 保有する必要がなくなった特定個人情報について、速やかに廃棄し、又は消去すること。 

（委託業務の適正管理） 

第12条 実施機関から特定個人情報の取扱いを伴う業務の委託を受けた者（以下「受託者」という。）

は、当該委託を受けた業務（以下「受託業務」という。）の範囲内で、特定個人情報の保護について

実施機関と同様の責務を負うものとする。 
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２ 実施機関は、特定個人情報の取扱いを伴う業務の委託に当たっては、特定個人情報の保護に関し必

要な措置を講じるとともに、受託者に特定個人情報の保護に関する必要な措置を講じさせなければな

らない。 

３ 前２項の規定は、受託業務の全部又は一部の委託を受けた者（受託者を除く。）について準用する。 

４ 受託業務に従事している者又は従事していた者は、受託業務に関して知り得た特定個人情報の内容

をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に利用してはならない。 

（指定管理業務の適正管理） 

第13条 実施機関から特定個人情報の取扱いを伴う業務を含む公の施設の管理について枚方市公の施

設における指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成16年枚方市条例第28号）第５条第１項の規

定による指定を受けた者（以下「指定管理者」という。）は、当該公の施設の管理業務（以下「指定

管理業務」という。）の範囲内で、特定個人情報の保護について実施機関と同様の責務を負うものと

する。 

２ 実施機関は、前項の指定に当たっては、特定個人情報の保護に関し必要な措置を講じるとともに、

指定管理者に特定個人情報の保護に関する必要な措置を講じさせなければならない。 

３ 前２項の規定は、指定管理業務の一部の委託を受けた者について準用する。 

４ 指定管理業務に従事している者又は従事していた者は、指定管理業務に関して知り得た特定個人情

報の内容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に利用してはならない。 

（電子計算組織による特定個人情報の記録） 

第14条 実施機関は、電子計算組織を利用して特定個人情報を処理しようとするときは、あらかじめ、

審議会の意見を聴かなければならない。ただし、番号法に定めがあるときは、この限りでない。 

２ 実施機関は、番号法に定めがある場合を除き、次の各号に掲げる事項に関する特定個人情報を電子

計算組織に記録してはならない。ただし、実施機関が審議会の意見を聴いて、公益上必要があると認

めたときは、この限りでない。 

（１） 思想、信条及び信仰に関する事項 

（２） 社会的差別の原因となるおそれのある事項 

（電子計算組織の結合の禁止） 

第15条 実施機関は、番号法に定めがある場合を除き、特定個人情報を処理するに当たって、市の電子

計算組織と市以外の電子計算組織との通信回線による結合を行ってはならない。ただし、実施機関が

審議会の意見を聴いて、公益上必要があると認めたときは、この限りでない。 

第４章 自己情報の開示等 

（開示の請求） 

第16条 何人も、実施機関に対し、公文書に記録されている自己を本人とする特定個人情報（以下「自

己情報」という。）の開示を請求することができる。 

２ 実施機関は、前項の規定による開示の請求（以下「開示請求」という。）に係る自己情報のうち、
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次の各号のいずれかに該当する情報については、開示をしないことができる。 

（１） 法令等の規定により、開示することができない旨が明示されているもの 

（２） 個人の評価、判定、診断等に関する情報であって、開示することにより、当該事務事業の目

的が達成できなくなるおそれのあるもの 

（３） 開示することにより、事務事業の適正かつ公正な執行に著しい支障を及ぼすおそれのあるも

の 

（４） 請求者（第20条第２項の規定により同項に規定する代理人が本人に代わって開示請求をする

場合にあっては、当該本人をいう。以下この号、第22条及び第25条第２項において同じ。）以外の

ものに関する情報が含まれる情報であって、開示することにより、請求者以外のものの正当な権利

利益を害するおそれのあるもの 

（５） 前各号に定めるもののほか、実施機関が審議会の意見を聴いて、公益上必要があると認めた

もの 

３ 実施機関は、開示請求に係る自己情報の一部に前項各号のいずれかに該当する情報が含まれている

部分がある場合において、その部分を容易に、かつ、当該開示請求の趣旨を損なわない程度に分離で

きるときは、その部分を除いて、当該自己情報の開示をしなければならない。 

４ 実施機関は、開示請求に対し、当該開示請求に係る自己情報が存在しているか否かを答えるだけで、

第２項各号に規定する情報を開示することとなるときは、当該自己情報の存否を明らかにしないで、

当該開示請求を拒否することができる。 

（訂正の請求） 

第17条 何人も、実施機関に対し、自己情報の事実に関する事項に誤りがあると認めるときは、当該自

己情報の訂正を請求することができる。 

（削除の請求） 

第18条 何人も、実施機関に対し、自己情報（情報提供等記録を除く。この条及び次条において同じ。）

が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、当該自己情報の削除を請求することができる。 

（１） 実施機関により適法に収集されたものでないとき。 

（２） 第６条第１項の規定に違反して収集され、又は保管されているとき。 

（３） 第６条第３項の規定に違反して保有されているとき。 

（４） 第８条に違反して利用されているとき。 

（５） 番号法第28条の規定に違反して作成された特定個人情報ファイルに記録がされているとき。 

（中止の請求） 

第19条 何人も、実施機関に対し、自己情報が前条各号のいずれかに該当すると認めるときは、当該自

己情報の利用の中止を請求することができる。 

２ 何人も、実施機関に対し、自己情報が第９条に違反して提供されていると認めるときは、当該自己

情報の提供の中止を請求することができる。 
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（開示等の請求手続） 

第20条 自己情報の開示、訂正、削除、利用の中止又は提供の中止（以下「自己情報の開示等」という。）

の請求をしようとする者は、次に掲げる事項を記載した請求書を実施機関に提出しなければならない。 

（１） 氏名及び住所（法人にあっては、名称、主たる事務所の所在地及び代表者の氏名） 

（２） 当該請求に係る自己情報の内容その他自己情報を特定するために必要な事項 

（３） 前２号に掲げるもののほか、規則で定める事項 

２ 未成年者若しくは成年被後見人の法定代理人又は本人の委任による代理人（以下「代理人」と総称

する。）は、本人に代わって自己情報の開示等の請求をすることができる。 

３ 自己情報の開示等の請求をしようとする者は、第１項の請求書を提出する際、当該自己情報の本人

又は代理人であることを証明するために必要な資料で規則で定めるものを実施機関に提出し、又は提

示しなければならない。 

（情報の提供等） 

第21条 実施機関は、自己情報の開示等の請求をしようとする者が容易かつ的確に当該自己情報の開示

等の請求をすることができるよう、当該請求をしようとする者の利便を考慮した適切な措置を講じる

ものとする。 

（開示等の請求に対する決定及び通知） 

第22条 実施機関は、第20条第１項の規定による請求があったときは、当該請求が到達した日から起算

して、開示請求にあっては15日以内に、自己情報の訂正の請求（以下「訂正請求」という。）、自己

情報の削除の請求（以下「削除請求」という。）又は自己情報の利用の中止若しくは提供の中止の請

求（以下「中止請求」という。）にあっては30日以内に、当該請求に係る自己情報の開示等をするか

どうかの決定をしなければならない。 

２ 実施機関は、やむを得ない理由により、前項に規定する期間内に同項の決定をすることができない

ときは、同項の請求が到達した日から起算して、開示請求にあっては45日を、訂正請求、削除請求又

は中止請求にあっては60日を限度として、当該期間を延長することができる。この場合において、実

施機関は、速やかに、当該延長の理由（当該決定をする時期が明らかであるときは、その時期を含む。）

を請求者に通知しなければならない。 

３ 実施機関は、第１項の決定をしたときは、速やかに、当該決定の内容を請求者に通知しなければな

らない。 

４ 前項の場合において、当該請求に係る自己情報の開示等をしない旨の決定（第16条第３項の規定に

より自己情報の一部を開示しない場合、同条第４項の規定により自己情報の存否を明らかにしないで

当該開示請求を拒否する場合及び当該自己情報が不存在であるため開示できない場合を含む。）をし

たときは、その理由を併せて通知しなければならない。この場合において、その理由が消滅する時期

をあらかじめ明示することができるときは、その時期を明らかにしなければならない。 

５ 請求者は、実施機関が第１項に規定する期間（第２項の規定により当該期間が延長された場合にあ
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っては、当該延長後の期間）内に第１項の決定をしないときは、当該自己情報の開示等をしない旨の

決定があったものとみなすことができる。 

６ 実施機関は、情報提供等記録の開示請求又は訂正請求について、他の実施機関に事案を移送しない

ものとする。 

（第三者保護に関する手続） 

第23条 実施機関は、開示請求に係る自己情報に国、地方公共団体及び請求者以外の者（以下「第三者」

という。）に関する情報が記録されている場合は、当該開示請求に係る前条第１項の決定（以下「開

示の決定」という。）をするに当たり、必要があると認めるときは、当該第三者の意見を聴くことが

できる。 

２ 実施機関は、開示請求に係る自己情報に第16条第２項第４号に規定する情報が含まれている場合に

おいて、当該自己情報を開示しようとするときは、開示の決定に先立ち、当該第三者に対し、規則で

定めるところにより、意見を述べる機会を与えなければならない。 

３ 実施機関は、前２項の規定による手続をとった場合において、当該自己情報を開示するとき（第三

者が開示に反対する旨の意見を述べたときに限る。）は、開示の決定をした日から相当の期間を経過

した日以後に開示しなければならない。この場合において、実施機関は、開示の決定後速やかに、当

該第三者に対し、規則で定める事項を通知するものとする。 

（開示等の実施） 

第24条 実施機関は、第22条第１項の規定により自己情報の開示等をする旨の決定をしたときは、前条

第３項に規定する場合を除き、速やかに、当該自己情報の開示等をしなければならない。 

２ 自己情報の開示は、次の各号に掲げる自己情報の区分に応じ、当該各号に定める方法により行うも

のとする。 

（１） 文書又は図画に記録されている自己情報 自己情報が記録されている文書又は図画の閲覧又

は写しの交付 

（２） 電磁的記録に記録されている自己情報 自己情報が記録されている電磁的記録の種別、情報

化の進展状況等を勘案して規則で定める方法 

３ 前項の規定にかかわらず、実施機関は、前項各号の方法による自己情報の開示により公文書を汚損

し、又は破損するおそれがあるとき、第16条第３項の規定による自己情報の開示をするときその他相

当の理由があるときは、他の方法によることができる。 

４ 実施機関は、第１項の規定により自己情報の訂正、削除、利用の中止又は提供の中止をしたときは、

速やかに、その旨を請求者に通知しなければならない。 

５ 実施機関は、第１項の規定により自己情報の訂正を実施した場合において、必要があると認めると

きは、当該自己情報の提供先（情報提供等記録にあっては、総務大臣及び番号法第19条第７号に規定

する情報照会者又は情報提供者（当該訂正に係る情報提供等記録に記録された者であって、当該実施

機関以外のものに限る。）をいう。）に対し、遅滞なく、その旨を書面により通知するものとする。 
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（費用負担） 

第25条 自己情報の開示等に係る手数料は、無料とする。 

２ 請求者は、写しの交付により自己情報の開示を受ける場合においては、規則で定めるところにより、

当該写しの作成及び送付に要する費用を負担しなければならない。 

３ 前項の規定にかかわらず、実施機関は、経済的困難その他特別の理由があると認めるときは、規則

で定めるところにより、写しの作成に要する費用を減額し、又は免除することができる。 

第５章 救済手続 

第26条 実施機関は、第22条第１項の決定について、行政不服審査法（昭和37年法律第160号）の規定

による不服申立てがあった場合は、当該不服申立てが明らかに不適法であるときを除き、遅滞なく、

枚方市附属機関条例別表１の表に規定する枚方市情報公開・個人情報保護審査会に諮問しなければな

らない。 

２ 実施機関は、前項の規定による諮問に対する答申があったときは、これを尊重して、速やかに、当

該不服申立てに対する裁決又は決定を行うものとする。 

第６章 雑則 

（市長の調整） 

第27条 市長は、市長以外の実施機関に対し、特定個人情報の取扱いに関し報告を求め、又は助言を行

うことができる。 

（運用状況の公表） 

第28条 実施機関は、この条例の運用状況について、毎年１回公表するものとする。 

（他の制度との調整等） 

第29条 訂正請求、削除請求又は中止請求に関する規定は、法令等の規定によりそれらの請求の手続が

定められている場合については、適用しない。 

２ 自己情報の開示、訂正、削除、利用の中止又は提供の中止について、枚方市個人情報保護条例（平

成９年枚方市条例第24号）の相当規定による請求があった場合においては、この条例によるそれらの

請求があったものとみなす。 

３ この条例は、この条例に定めのない事項についての枚方市個人情報保護条例の規定の適用を妨げる

ものではない。 

（委任） 

第30条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 
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   枚方市特定個人情報保護条例施行規則  
平成 27 年 10 月 5 日 

規 則 第 5 7 号 
 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、枚方市特定個人情報保護条例（平成27年枚方市条例第23号。以下「条例」という。）

の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（特定個人情報ファイルの保有の届出等） 

第２条 条例第10条第１項の規定による届出は、特定個人情報ファイル保有届出書（様式第１号）によ

り行うものとする。 

２ 条例第10条第１項第７号の規則で定める事項は、次のとおりとする。 

（１） 特定個人情報の収集の方法及び時期 

（２） 特定個人情報ファイルの記録形態等 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

３ 条例第10条第２項の規定による届出は、特定個人情報ファイル（廃止・変更）届出書（様式第２号）

により行うものとする。 

４ 条例第10条第３項の規定による届出に係る事項の公表は、告示により行うものとする。 

５ 実施機関は、条例第10条第１項又は第２項の規定による届出のほか、条例第８条第２項の規定によ

り、その保有する特定個人情報を利用し、又は利用させたときは、速やかに、特定個人情報利用記録

票（様式第３号）を作成するものとする。この場合において、実施機関は、当該特定個人情報の利用

状況について、枚方市附属機関条例（平成24年枚方市条例第35号）別表１の表に規定する枚方市情報

公開・個人情報保護審議会に報告するものとする。 

（特定個人情報管理責任者） 

第３条 条例第11条の特定個人情報管理責任者は、市長部局の職制に関する規則（平成15年枚方市規則

第38号）第３条第１項の表に規定する課長の職にある者（これに相当する職を含む。）をもって充て

る。 

（業務の委託等に当たって講じる措置） 

第４条 実施機関は、条例第12条第２項の業務の委託又は条例第13条第２項の指定に当たっては、次に

掲げる事項について、受託者又は指定管理者（以下「受託者等」という。）と締結する契約書等にお

いて明記するものとする。 

（１） 秘密保持の義務 

（２） 特定個人情報の取扱いに際して設定された場所からの特定個人情報の持出しの禁止 

（３） 特定個人情報の目的外使用の禁止 

（４） 特定個人情報の複製の禁止 

（５） 特定個人情報の返却又は消去若しくは廃棄の義務 
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（６） 受託業務又は指定管理業務（以下「受託業務等」という。）に従事する者の明確化 

（７） 受託業務等に従事する者に対する監督及び教育義務 

（８） 受託業務等の履行状況に係る市の検査又は報告の求めに応じる義務 

（９） 特定個人情報の漏えい等が発生した場合の受託者等の損害賠償等の責任 

（10） 受託業務等の委託（以下「再委託」という。）における条件 

（11） 再委託の相手方に対する受託者等の監督義務 

（12） 前号の監督義務の履行状況の報告義務 

（13） 前各号に掲げるもののほか、実施機関が必要と認める事項 

（14） 前各号に掲げる事項に違反した場合の契約解除又は指定の取消し等に関する事項 

（自己情報の開示等の請求手続） 

第５条 条例第20条第１項に規定する請求（以下「自己情報の開示等の請求」という。）は、自己情報

開示等請求書（様式第４号）により行うものとする。 

２ 条例第20条第１項第３号の規則で定める事項は、次のとおりとする。 

（１） 請求の区分 

（２） 開示請求にあっては、条例第24条第２項に規定する開示の方法のうち、開示請求をしようと

する者が希望する開示の方法 

（３） 訂正請求、削除請求又は中止請求にあっては、その内容 

（４） 代理人が自己情報の開示等の請求をしようとする場合にあっては、代理人の種別並びに本人

の氏名及び住所 

（５） 自己情報の開示等の請求をしようとする者の連絡先 

（６） 前各号に掲げるもののほか、市長が定める事項 

３ 条例第20条第３項に規定する本人又は代理人であることを証明するために必要な資料で規則で定

めるものは、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める書類とする。 

（１） 本人が自己情報の開示等の請求をしようとする場合 個人番号カード、運転免許証、旅券そ

の他これらに類するものとして市長が認める書類（郵送により当該請求をしようとする場合にあっ

ては、これらを複写機により複写したもの。） 

（２） 法定代理人が自己情報の開示等の請求をしようとする場合 当該法定代理人に係る前号に規

定する書類及び戸籍謄本若しくは戸籍の全部事項証明書又は登記事項証明書その他法定代理人で

あることを証明する書類として市長が認める書類 

（３） 本人の委任による代理人が自己情報の開示等の請求をしようとする場合（次号に定める場合

を除く。） 当該代理人に係る第１号に規定する書類並びに本人の印鑑を押印した委任状及び当該

押印した印鑑に係る印鑑登録証明書その他当該代理人であることを証する書類として市長が認め

る書類 

（４） 本人の委任による代理人（法人である場合に限る。）が自己情報の開示等の請求をしようと
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する場合 当該代理人の代表者の資格を証する書類及び印鑑証明書並びに現に当該請求の任に当

たっている者に係る第１号に規定する書類及び当該代理人の当該請求の任に当たっている者に対

する委任状並びに本人の印鑑を押印した委任状及び当該押印した印鑑に係る印鑑登録証明書その

他当該代理人であることを証する書類として市長が認める書類 

４ 前項各号に定めるもののほか、郵送により自己情報の開示等の請求をしようとする者は、その者に

係る住民票の写し又は住民票に記載されている事項を記載した書類その他その者が同項第１号に規

定する書類に記載された者であることを示すものとして市長が認める書類を実施機関に提出しなけ

ればならない。 

（自己情報の開示等の請求に係る決定期間の延長） 

第６条 条例第22条第２項の規定による通知は、決定期間延長通知書（様式第５号）により行うものと

する。 

（自己情報の開示等の請求に係る決定の通知） 

第７条 条例第22条第３項の規定による通知は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める様式

により行うものとする。 

（１） 自己情報の開示等をする旨の決定をした場合 開示等決定通知書（様式第６号） 

（２） 自己情報の部分開示等をする旨の決定をした場合 部分開示等決定通知書（様式第７号） 

（３） 自己情報の開示等をしない旨の決定をした場合 非開示等決定通知書（様式第８号） 

（４） 自己情報の存否を明らかにしないで当該請求を拒否する旨の決定をした場合 自己情報存否

応答拒否決定通知書（様式第９号） 

（５） 自己情報の開示等の請求のあった公文書が存在しない場合 自己情報不存在通知書（様式第

10号） 

（第三者の意見の聴取等の通知等） 

第８条 条例第23条第１項の規定による第三者の意見の聴取及び同条第２項の規定による第三者の意

見を述べる機会の付与は、第三者意見照会書（様式第11号）により行うものとする。 

２ 条例第23条第１項及び第２項の規定による第三者の意見の聴取等に対する第三者の意見の陳述は、

第三者意見書（様式第12号）により行うものとする。 

３ 条例第23条第３項後段の規則で定める事項は、次のとおりとする。 

（１） 第三者に関する情報の開示決定をした旨及びその理由 

（２） 第三者に関する情報の開示を実施する日 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

４ 条例第23条第３項後段の規定による第三者に対する通知は、第三者情報開示決定通知書（様式第13

号）により行うものとする。 

（自己情報の開示の実施方法等） 

第９条 条例第24条第２項又は第３項の規定による自己情報の開示（郵送により写しを交付する場合を

－150－



 

 

除く。）は、実施機関が指定する日時及び場所において、実施機関の主管課の担当職員の立会いの上

で行うものとする。 

２ 条例第24条第２項第１号の規定による文書又は図画（以下「文書等」という。）の閲覧は、次の各

号に掲げる文書等の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める方法により行うものとする。 

（１） 文書等（次号に掲げるものを除く。） 当該文書等（当該文書等を汚損し、又は破損するお

それがあると認めるときは、当該文書等の写し）の閲覧 

（２） マイクロフィルム 当該マイクロフィルムを用紙に印刷したものの閲覧 

３ 条例第24条第２項第１号の規定による文書等の写しの交付は、次の各号に掲げる文書等の区分に応

じ、それぞれ当該各号に定める方法により行うものとする。 

（１） 文書等（次号に掲げるものを除く。） 当該文書等を複写機により用紙に複写したもの（複

写機による複写が困難な場合にあっては、当該文書等をデジタルカメラにより撮影し、又はスキャ

ナ等の機器を用いて読み取ってできた電磁的記録（以下「当該文書等の電磁的記録」という。）を

用紙に出力したものをいう。）又は当該文書等の電磁的記録を光ディスクに複写したものの交付 

（２） マイクロフィルム 当該マイクロフィルムを用紙に印刷したものの交付 

４ 条例第24条第２項第２号の規則で定める方法は、次に定める方法とする。ただし、第２号の方法に

よる交付については、実施機関がその保有する処理装置及びプログラムにより当該複写を容易に作成

することができる場合に限る。 

（１） 当該電磁的記録を用紙に出力したものの閲覧又は交付 

（２） 当該電磁的記録を光ディスクに複写したものの交付 

（３） 当該電磁的記録を専用機器（開示を受ける者の閲覧又は視聴の用に供するために備え付けら

れているものに限る。）により再生したものの閲覧又は視聴 

５ 実施機関は、閲覧又は視聴による開示を受けている者が自己情報が記録されている文書等を汚損し、

又は破損するおそれがあると認めるときは、当該公文書の閲覧を中止し、他の方法による閲覧に変更

することができる。 

６ 条例第24条第４項の規定による通知は、訂正等通知書（様式第14号）により行うものとする。 

７ 自己情報の開示をする場合において、自己情報の写しを交付するときの交付部数は、当該請求に係

る自己情報が記録されている公文書１件につき原則として１部とする。 

８ 条例第24条第５項の規定による通知は、訂正実施通知書（様式第15号）により行うものとする。 

（写しの交付に要する費用） 

第10条 条例第25条第２項に規定する自己情報が記録されている公文書の写しの作成及び送付に要す

る費用の額は、次の各号に定めるとおりとする。 

（１） 写しの作成に要する費用 別表に定める額 

（２） 写しの送付に要する費用 日本郵便株式会社による郵便料金に相当する額 

２ 前項の写しの作成及び送付に要する費用の額は、自己情報の開示までに前納しなければならない。 
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３ 条例第25条第３項の規定により、写しの作成に要する費用を減額し、又は免除できる場合は、次の

各号に掲げる場合とし、当該減額し、又は免除することができる額は、当該各号に定める額とする。 

（１） 当該自己情報の開示の請求を行った者が生活保護法（昭和25年法律第144号）第11条に定め

る保護を受けている場合 当該写しの作成に要する費用の全額 

（２） 前号に掲げるもののほか、当該自己情報の開示の請求を行った者（当該者が代理人である場

合にあっては、当該請求に係る本人）について、天災その他市長が特別の事情があると認める場合 

当該写しの作成に要する費用のうち市長が定める額 

４ 条例第25条第３項の規定による写しの作成に要する費用の減額又は免除を受けようとする者は、実

施機関に対し、写しの作成費用減免申出書（様式第16号）を提出しなければならない。 

（運用状況の公表） 

第11条 条例第28条の規定による公表は、次に掲げる事項を告示するとともに、一般の閲覧に供して行

うものとする。 

（１） 特定個人情報ファイルの保有の届出等の状況 

（２） 電子計算組織に記録している特定個人情報の記録項目の概要 

（３） 電子計算組織による特定個人情報の主な事務処理状況 

（４） 自己情報の開示等の請求及び決定の状況 

（５） 不服申立ての状況 

（６） 前各号に掲げるもののほか、必要な事項 

 

別表（第10条関係） 

交付する写しの区分 費用の額 

１ 用紙に複写し、印刷し、又は出力した

もの 

日本工業規格A列０番の用紙１枚につき50円 

日本工業規格A列１番の用紙１枚につき30円 

日本工業規格A列２番の用紙１枚につき20円 

日本工業規格A列３番の用紙１枚につき10円 

日本工業規格A列４番の用紙１枚につき10円 

日本工業規格B列４番の用紙１枚につき10円 

日本工業規格B列５番の用紙１枚につき10円 

２ 光ディスクに複写したもの 光ディスク１枚につき100円 

備考 用紙の両面に複写し、印刷し、又は出力する場合にあっては、片面を１枚として費用の額を算

定するものとする。ただし、日本工業規格A列４番及びB列５番の用紙の両面又は片面２枚に複写し、

印刷し、又は出力する場合にあっては、当該両面又は当該片面２枚を日本工業規格A列３番又はB列

４番の用紙１枚とみなして費用の額を算定する。 
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   枚方市附属機関条例  平 成 2 4 年 9 月 1 3 日 
条 例 第 3 5 号 

 

 

（設置等） 

第１条 他の条例に定めがあるものを除くほか、地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３

項の規定に基づき、別表のとおり執行機関の附属機関を置く。 

２ 附属機関は、執行機関その他担任事務に係る機関の諮問に応じ、審査等の結果を答申する。ただし、

執行機関その他担任事務に係る機関が定める事項については、諮問がない場合においても、意見を述

べることができる。 

（委員の委嘱） 

第２条 委員の委嘱期間は、別表に定めがあるものを除くほか、２年（委員を増員する場合その他特別

の事情がある場合にあっては、２年以内）とする。 

２ 補欠の委員の委嘱期間は、前委員の委嘱期間の残期間とする。 

３ 委員の再度の委嘱は、妨げない。 

（臨時委員） 

第３条 執行機関は、附属機関の担任事務に関し必要があると認めるときは、臨時委員を委嘱すること

ができる。 

（会長及び副会長） 

第４条 附属機関に、会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員（臨時委員を含む。以下同じ。）の互選によって定める。ただし、副会長

については、会長が必要と認めるときは、その指名により定めることができる。 

３ 会長は、会務を総理し、附属機関を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を行う。 

（会議） 

第５条 附属機関の会議は、会長（会長が定められていない場合にあっては、執行機関）が招集し、会

長がその議長となる。 

２ 附属機関の会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ、開くことができない。 

３ 附属機関の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。ただし、執行機関が定める附属機関については、出席した委員の３分の２以上の多数で決す

る。 

（会議の公開） 

第６条 附属機関の会議は、公開とする。ただし、次に掲げる会議は、非公開とすることができる。 

（１） 枚方市情報公開条例（平成９年枚方市条例第23号）第６条に規定する情報が含まれる事項に

関する審査等を行う会議 
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（２） 公開することにより、公正かつ円滑な審査等が著しく阻害され、その目的を達成することが

できない会議 

２ 附属機関の会議の議事については、会議録を作成しなければならない。 

（部会） 

第７条 会長は、附属機関の担任事務に関し必要があると認めるときは、附属機関に部会を置くことが

できる。 

２ 前３条の規定は、部会について準用する。 

３ 前項に定めるもののほか、部会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

（関係者に対する協力要請） 

第８条 附属機関は、担任事務に関し必要があると認めるときは、関係者に対し、資料の提供、説明そ

の他の必要な協力を求めることができる。 

（委員の守秘義務） 

第９条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また、同様とする。 

（委任） 

第10条 この条例に定めるもののほか、附属機関の組織及び運営に関し必要な事項は、執行機関が別に

定める。 

 

１ 市長の附属機関 

名称 担任事務 委員の定数 委員の構成 委員の委嘱期間 

【略】 【略】 【略】 【略】 【略】 

枚方市情報公

開・個人情報

保護審議会 

次に掲げる事項に関する調査

審議 

（１） 枚方市個人情報保護条

例（平成９年枚方市条例第24

号）及び枚方市特定個人情報

保護条例（平成27年枚方市条

例第23号）の規定によりその

権限に属させられた事項 

（２） 情報公開制度、個人情

報保護制度及び特定個人情

報保護制度の運営に関する

重要事項 

15人以内 （１） 学識経験を有する者 

（２） 市民団体又は関係団

体を代表する者 
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枚方市情報公

開・個人情報

保護審査会 

枚方市情報公開条例第10条第

１項、枚方市個人情報保護条例

第22条第１項及び枚方市特定

個人情報保護条例第26条第１

項の決定についての不服申立

てに関する審査 

５人以内 学識経験を有する者   

【略】 【略】 【略】 【略】 【略】 
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情報公開制度及び個人情報保護制度の運用状況 平成２７年度 

平成２８年１０月 

編集・発行 枚方市総務部コンプライアンス推進課 

〒573-8666  枚方市大垣内町２丁目１番２０号 

電話  ０７２－８４１－１２９４ 
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